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　魔ま王おう軍ぐんは夜や襲しゆうを決意した。

　本ほん営えい直ちよつ轄かつ部ぶ隊たい全力を投入し、王都ウルリスより出しゆつ撃げきした逆ぎやく襲しゆう部隊を叩たたこうというのだ。

　ちなみに、本営周辺に布ふ陣じんする兵力は約五〇〇〇。逆襲部隊にくらべ、その頭数は明らかに少ない。魔王軍は、ウルリス総そう攻こう撃げきのために多方面から部隊を進撃させており、本営にはそれだけしか残しておけなかったのである。

　しかし、怖おそれる必要はなかった。夜が迫せまりつつあったからだ。

　人族を襲おそい、食くらいつくす野や獣じゆうのように生きていた時代はすでに遠い過か去こになったとはいえ、彼らは魔族である。闇やみをすり抜け、戦う技わざを失ったわけではなかった。

　松明たいまつや龕がん灯どうはいうにおよばず、魔ま導どう士したちの放つ光球……ブライトボールが闇を照らし出したとしても、その優ゆう位いはゆるがない。炎ほのおや精せい霊れい光こう、そして他のすべての技ぎ術じゆつをもってしても、闇を完全に追い払はらうことなどできないからである。

　この夜戦において事実上の指し揮き官かんとなったのは、さきごろ魔王軍初の参さん謀ぼう総長に就しゆう任にんしたばかりの吸きゆう血けつ族公女──アーシュラ・ガス・アルカード・ドラクールであった。

「敵てきと意味もなく衝しよう突とつするつもりはない」

　精霊光で照らされた本営に集合した指揮官たちを前にした彼女はいいきった。

　指揮官、戦士としてだけではなく、その美しさでも名高い彼女の相そう貌ぼうは、この夜、見る者をひとしく圧あつ倒とうするほどに冴さえ渡わたっていた。闇のもとで燃もえ立つ吸血族の血が、紅くれないの瞳ひとみを冬の空に瞬またたく赤色巨きよ星せいのように輝かがやかせている。

　獲え物ものを求めているのだ。その美しさと比ひ類るいのない残ざん虐ぎやくさで悪名高い彼女は、今こ宵よいの戦いに冷たい血を沸ふつ騰とうさせんばかりにたぎらせていた。

「ウルリスからの逆襲部隊は、夜明けを待ち、我わが軍を攻撃するはずだ。薄うす汚よごれた人族どもにはもはや後がない。まぎれもなく、決戦である」

　アーシュラの断だん定ていは指揮官たちの同意のうめきで迎むかえられた。

　彼らも、この戦いが簡かん単たんに済すむなどとは考えてもいなかった。

　なぜならば、セシエ・ハイムのエージェントたちが、逆襲部隊の指揮官があの忌いま々いましい人族の小こ僧ぞう……カイジ・アンドーであることを掴つかみ、本営に伝えていたからである。

　むろんアーシュラも同じ気持ちだった。カイジにはこれまでに何度も煮にえ湯を飲まされている。魔王軍の優位が失われる夜明けを待ち、なおかつ兵数の優位を確かく保ほしてから攻撃に踏ふみ切るのはいかにもありそうな話だとおもえた。

　全員の胸むねに言葉が染しみこむ間をあけてからアーシュラは話を再さい開かいした。

「もちろん、我々は敵の策さくにのるわけにはいかない。いや、むしろこの状じよう況きようを大いに活用しなければならないのだ」

　アーシュラは牙きばを剥むきだした。

「我らは闇の子、闇こそは我らがふるさと。ならばその闇を友としてなにが悪い？」

　全身を鱗うろこで包まれたもの。不定形にのたくり続けているなにか。どんな悪あく夢むも及およばぬほどに醜しゆう悪あくな生物。その全員が一いつ斉せいに笑いを漏もらした。

　アーシュラは邪じや悪あくな笑えみを浮うかべ、うなずいた。

「そう、その意気だ。カイジ・アンドー。あの素す性じようも知れぬ男の手にわざわざ付き合う必要などない！」

　叫さけんだアーシュラの形相は一変していた。相変わらず美しい──しかしそれは表面だけのことである。彼女の内部には、人間には想そう像ぞうもできないほど禍まが々まがしいものがのたうっている。それはカイジへの怒いかりであり、憎にくしみであった。彼女の内部にはそのほかのなにものも存そん在ざいしなかった。

　アーシュラは命じた。

「本営直轄部隊はこれよりただちに出撃、人族逆襲部隊へ夜襲を敢かん行こうする！　皆みなの者、遠えん慮りよは無用である！　目に付いた者は殺せ！　食え！　溶とかせ！　それが闇の子、偉い大だいなる魔王領りようそそう蒼そう装そう曹そう艘そうそうす奏す



『剛ごう士し？』



……



『剛士』



…………



『ごーしってば』



………………



『こらー、おきなさーい』



……………………



『…………』



　ぶに。

「ういっ、へっ」

　ぷっくりとした頬ほおをおもいっきりつままれた小お野の寺でら剛士はヨダレを垂たらしながら目覚めの第一声をあげた。

　ちんちくりんのパジャマ姿すがたがのたうっているのはパソコンに面積の四割わりほどを占せん領りようされた勉強机づくえと椅い子すの間である。部屋そのものは教科書参考書から黒いカバーの特とく殊しゆな本までぎっしりと並ならべられた本ほん棚だなが壁かべを覆おおい隠かくしている狭せまいながらも楽しい魔ま窟くつであった。引きこもり癖ぐせがあるわけではないけれど、剛士にとっては実に心温まる空間だ。どれぐらいお気に入りかといえば、いつまでもゴロゴロしていたいほどである。

　しかしいまはそういうわけにもいかない。朝だし、学校はあるし、なんつーても赤ん坊ぼうのようにぷくぷくした頬をつままれている。

　その指がふにふにと左右に肉をねじり、澄すんだ声が響ひびいた。

「ったくもう、毎朝毎朝おんなじこと言われないとわかんないの？　眠ねむくなったらベッドに入って寝ねてって言ったでしょ！　これから寒くなるんだから、風か邪ぜひいても知らないわよ！」

「いひなりふままなくへも……」剛士は涙なみだ目めで声の主を見上げた。

　呆あきれたような、それでいて心配そうに見下ろしているのは天あま抜ぬけ高校夏期女子制せい服ふくを身につけた少女──いや、美少女だった。

　身長一七〇センチほど。スタイルがいいのはきゅんきゅんと夏服を突つき上げている胸むねとお尻しりの丸みやスカートから伸のびた脚あしののびやかさからも明らか。キューティクルに燦さん然ぜんと輝くロングの髪かみはポニーテールでまとめられ、卵たまご形がたに整った、しかしくっきりした目鼻が備そなえられている顔だちは優やさしげだ。

　しかし、この瞬しゆん間かんの彼女は……その、なんつーか、実にコワイお顔である。蛙かえるを睨にらみつける蛇へび、息子むすこが隠し持っていたエロ同どう人じん誌しコレクションを発見したＰＴＡ役員で更こう年ねん期き障しよう害がいで戦闘的男女同権主義者フエミフアシスト（でも主しゆ婦ふ）のお母さんのごとく、反対も論ろん理りも泣き落としも通じない感じでのたまわった。

「どんだけ言っても剛士が言うこと聞かないからでしょ！　おばさまからお願いしますって頼たのまれてるんだからね！」

　彼女はなんかおどろおどろしい文章が途と中ちゆうまで書かれたワープロソフトの画面へちらりと視線をはしらせ、ふんっ、とうめいた。

「アーシュラ、敵かた役きやくなのにずいぶん美人に書いてるじゃない。ちょっと妄もう想そうきつすぎない？　美人で参さん謀ぼう総そう長ちようで吸きゆう血けつ鬼きで……なんて、そんな都合のいい女が実じつ在ざいすると思ってんの？」

「いや、あの」ようやくのことで身体からだを起こしながら剛士は言った。「それは小説のキャラだから……現げん実じつなんて持ち出されても困こまるんだけど……」

「ほぉーう？」

　少女は思いっきり疑うたがわしげに自分より頭ひとつほど小さい剛士を見下ろし、ちっ、とか、ふん、とか、ばか、とか、まぁいいわ、とか聞こえる複ふく雑ざつなつぶやきを漏もらした。

「で、なに、このさいごのところ。そそそそそそ、って。斬ざん新しんな文学表現でも開発したわけ？」

「あー」

　剛士はモニターをのぞき、未確定のまんま並んでいる『そ』の行列を見つめた。

「あはは、寝たんだな、ここで」



    

  
    
      「まったく世話の焼ける……」

　はぁ、と溜ため息いきを吐つきながら少女はいった。

「いーい、剛士？　わたしはあなたのことを子こ供どもの頃ころから知ってるし、ちんちくりんだけど中身は見かけほど情なさけなくはないし、ちょっとした才さい能のうなんかもあるんじゃないかと思ってるわけ。実じつ際さいにお金もはいるんだから、夜よ更ふかしして小説を書くのもいいと思う。でも……こんな調子じゃそのうち身体壊こわすわよ。いまはまだ、わたしが一日中面めん倒どうみてあげられるわけじゃないんですからね」

「あ……うん……いまはまだ？」

「どうでもいいわよ」彼女はふんっと顔をそむけた。頬が紅あかくなっていた。「ほら、これセーブしてあるの？」

「自動バックアップが……」

「このあいだそれで泣いてたじゃない。バックアップとれてるもんだと思いこんで一〇ページぐらい消しちゃったんでしょう？　セーブするわよ。いらないところ、消すからね。それから、いいかげんスクリーンセーバー使いなさいよ。こんな調子だとモニターがすぐダメになっちゃうよ？」

「あれは……」剛士は不満の声を漏らしかけた。あれこれ考えながらモニターに向かう人間にとってスクリーンセーバーという奴やつはもの凄すごく鬱うつ陶とうしいものなのだ。起動時間を短くしておけば考えの邪じや魔まになるくらいぽんぽんたちあがるし、長くしておくと電でん源げんを落としたほうがマシになるので意味がないのである。

「あーはいはい。そーだったわね」

『偉い大だいなる魔ま王おう領りよう』の後の未み確かく定てい部分を消そうと彼女はキィボードに手をのばす。

「あ、ちょっと待って」剛士はあわてて止めた。

「なによ？」

「いや」

　彼は眉まゆを寄せて未確定部分を見つめていた。そそそそそ？　僕ぼくはなにを書こうとしていたんだろう。あーんと。えーんと。うーんと。

「なに書こうとしてたかおもいだせないんじゃないでしょうね？」

「いや、あの、あはは」

「もう」

　彼女はちらりとモニターを眺ながめ、呆あきれたように溜息を吐いた。

「剛士、まだ目がさめてないの？」

「……そうかもしれない」

「敵役のこと書こうとしてたんでしょ、これ」

「敵役？」

「背せが高くて、スポーツ万ばん能のうで、けっこう美形で、頭も良くて、真っ正直な性せい格かくで、おまけに友達には忠ちゆう実じつで……女の子にだってもちろん優しくて、おまけに勇気と正せい義ぎ感かんまで持ってるカイジ・アンドー君の敵てき。ともかくねじれてて、ひがみっぽくて、世の中すべて自分の敵だとおもいこんでる胴どう長なが短足のイカ臭くさいオタク野や郎ろうのこと」

「いや、あは、うん」剛士はうつむいた。彼女のキャラクター説明はまさに図星を衝ついていたが、あらためて耳にすると奇き妙みようなほど恥ずかしかった。

（なんか、バカみたいに聞こえるな）

　剛士はおもわずそう考えてしまう。

　もちろん男の考えが女の前で隠かくせるはずもない。彼女にすぐ見み破やぶられてしまった。

「……まさか、いまさら主人公たちの設せつ定てい間ま違ちがったとかおもってないわよね」

「いや、あはは」

「三巻かんまで続けた小説のキャラを突とつ然ぜん変えようとかおもってないでしょうね？」

「ははは、はは、はははは」

　イタイ視し線せんを浴びつつ乾かわいた笑いを漏もらした剛士は、今度はもう少し具ぐ体たい的てきな問題について考えていた。

　そそそそそ。

　えーと、なんで『そ』なんだ。

　少女の声が言った。

「……気にすることないとおもうな、悪役のほうも。女の目から見たら最低の救いのないちんちくりんのぽんぽこぴーで、実は魔族からもバカにされてる魔王領総そう帥すいっての、けっこういいから。普ふ通つう、逆ぎやくでしょ、そういうキャラの性格って。ものすごい力持ってて、失敗した部下は即そく座ざに処しよ刑けい。『文もん句くのあるヤツはいつでもかかってこい！　力こそ正義なのだ！』とかいう感じで」

　剛士はぽかんと口を開けた。いや、彼女が口にした異い世せ界かいだったり魔王だったり運命だったりするお話の中で表現をかえて数限かぎりなく使われてきたセリフに反はん応のうしたわけではない。その前の部分にだ。

　そう。

『そ』ってのは。

　そうだった。

　総帥。

　魔王領総帥、と書こうとしたのだ。

　なんでそれをおもいだせなかったんだろう。

「もういい？」少女が顔をのぞきこんだ。

「あ、うん──ありがと」

「どういたしまして」

　彼女は未確定部分を削さく除じよし、ファイルを上書き保ほ存ぞんしたあと、パソコンの電でん源げんを落とした。

　剛士はといえば、ベッドに腰こし掛かけ、ぼんやりとしている。いやま、朝はいつでもそうなのだが、今日は特にしゃっきりしないのである。

「なにのんびりしてんの」

　少女がまたにらんだ。

「あなたはお気楽に生きてるひとだからいいかもしれないけど、わたしは生徒会長なの。でもって水泳部なわけ。今日は朝練ないからいいけど、眠ねむかったから遅ち刻こくしましたなんて言い訳わけはできないの。はい、とっとと着き替がえる！」

　言うが早いか、ほっそりした指が縦たて縞じまパジャマのボタンを外した。たくましい胸むな板いたという感じでは全然無い胸むねと、赤ん坊ぼうのようにぽこりんと膨ふくらんだお腹なかがあらわになるが気にもしない。毎朝見み慣なれているからである。

「ほら、立って」

　彼女は容よう赦しやなく下も脱ぬがせようと引っ張ぱった。しかし困こまったことにパジャマパンツの方はなにか障しよう害がい物ぶつに引っかかっていた。

「……」

　それはなにかと確たしかめて、彼女はじろりと剛士をにらんだ。

「……あのね、毎朝言うのもなんだけど、いまはそういう場合じゃないと思う」

「あのいやこれは」

　剛士はぼんやりしたままパニックであった。そりゃあんた朝だから、とか、自分にだってどうにもならないとか、その目はコワイけれどそこがまた刺し激げき的てきでいけませんだとか魂たましいの叫さけびに近いものが渦うず巻まき、結局は情なさけなくも腰を引きつつ顔を伏ふせるしかなかった。

「ごめん」

　気まずい沈ちん黙もく。が、ひと呼こ吸きゆうあって彼女が漏らした一言が彼を救った。

「……男の子なんだから、もう」

「うはは、いや、あのその」

「あとは自分でやってね」

「……うん」

　そう応こたえながらも剛士の動きは鈍にぶい。恥ずかしくてたまらないけれどなぜかそれを口にできなかったし、状じよう況きようもよくのみこめていなかった。なによりも引っかかったのは、なにかもの凄すごく重要なことを忘れているような気がしてならないことだった。

「ほら、もう七時半なんだから、急いで」

　少女が急せかした。

　家から学校までゆっくり歩いて三〇分、学校には八時半に着いていればいいんだから、なんて理り屈くつはとても通じそうにない。

　剛士は後ろを向いてパジャマを脱ぎ、彼女が手て際ぎわよく差し出した開かい襟きん半はん袖そでシャツと学生ズボンを身につけた。

　のろのろとした剛士を見ているうちに我が慢まんできなくなったのだろう、さきほどの自分の言葉も忘わすれてぱっぱっとボタンを留とめはじめた少女がたずねた。

「中間までまだ時間があるからいいけど、こんな調子だと点さがるよ？　それにもうすぐ学祭なんだし……覚えてる？　あなた、実行委員長なんだから」

「うう」剛士は頭を抱かかえた。「そういえばそうだったような……」

「……まだ眠いの？」少女がのぞきこんだ。

「なんか、だるくて」

「毎晩夜よ更ふかししすぎるからよ」

「でも、締しめ切り近いし」

「もう」

　少女は踊おどるように身を寄せ、小鳥がついばむようなキスをした。

　ちゅっ。

　撫なでるような感かん触しよく。奥おく深ふかくつたわってくる、とろけるほどの甘あまさ。その一いち撃げきで、剛士の意い識しきは完全に覚かく醒せいした。

「目が覚めた？」

　うつむきかげんで彼女は訊たずねた。

「うん」

「よろしい」

　ぱっと微び笑しようが花開いた。

「さっ、顔洗って、歯を磨みがくのも忘れずに。ちょっと臭くさかった」

「うん」

　教科書やノートをカバンに放ほうりこみながら剛士は素す直なおにうなずいた。気分は爽そう快かいだった。そりゃ当然そうでしょうよという感じではあるが、ゼイタクにも、考えているのはそれだけではない。まだなにかが引っかかっていた。意識はすっきりしたのに、なにか、もやもやしたものがある。

　ぱたぱたぱたっ、と廊ろう下かをかける足音が響ひびき、ドアがばっと開けられた。立っていたのは、ちんまりしてはいるが、明るい顔立ちの女の子だ。四歳さいか五歳という見かけだが、幼よう稚ち園えんのスモックを着ているから五歳だろう。

「おにいちゃん！　ごーしにいちゃん……あーあ」

　キンキンする声で呼びかけた女の子は、すでに制せい服ふくを身につけていた剛士の姿すがたを目にすると、ちっ、と悔くやしそうに舌した打うちした。

「なんだよ、優ゆう奈な」剛士は愛らしくて生意気な妹の頭をぐりぐりした。

「今朝もちゅーしてたんでしょ？　優奈、見ようとおもったのに」

「なにいってんだよ、おまいは」

　剛士は紅あかくなった。かわいい末の妹だが、しばらく前、今朝のような感じになった時に現げん場ばを目撃されて以来、うるさくて仕方がない。通っている幼稚園で最近、『ちゅー』がはやっているからでもあるらしい。

「ねーねー、おねーちゃん」優奈は兄の太ふと股ももへ抱だきつくようにして少女をのぞきこみ、目をきらきらさせて訊ねる。

「ちゅーした？　したんでしょ。ねー？　ほのかおねーちゃん」

「ひみつよ、優奈ちゃん」少女は微笑ほほえんだ。

「えー、どーしてぇー？　おにーちゃん……おにーちゃん、どうしたの？」

　きょとんとしている優奈をそのままに、剛士は身を固くしていた。

（そうか……そうだった。そうだったよな）

　脳のう裏りに無数の記き憶おくが一挙に噴ふきだした。子こ供どものころからの……それこそ、おしめをつけているころから連なるもの。物心がついたあとのはっきりした記憶。そして中学二年生の夏休み、初めてキスをしたあの場所。

　朧おぼろ野のほのか。

　僕ぼくに与あたえられた人生最大の幸運。

　これ以上はないもの。

「どうしたの、剛士？」

　少女……ほのかがたずねた。心配そうだった。

「なんでもないよ。なんでもない」

　剛士は安心させるように首を振ふった。もちろんほのかのためだが、実はなにより自分のためでもあった。右頬がムズムズしていた。

　またなにか考えようとしかけたその時、階下から日にち常じようが強きよう烈れつな一撃をくわえてきた。

「優奈、お兄ちゃん起きた？　剛士、剛士！　とっとと起きなさい！　まったくもう毎日毎日ほのかちゃんに迷めい惑わくかけて！」

　泣く子とこわいもの知らずで甘えん坊ぼうの妹と地頭と優しくてコワイ美少女と甘くてキツイ母親にはかなわない。剛士は鞄かばんをもってとんとんと階かい段だんを降おりていった。優奈がきゃっきゃっと言いながらまとわりつき、ほのかがほらほらと背中を押おしていた。

　どたどたと後ろから足音。ぱこん、と優奈の頭がしばかれる。

「いったぁーい」優奈が頭を押さえた。

「どけぇどけぇ！」ランドセルを背にしてはいるが、剛士よりも背の高い小学生が脇わきをすり抜けようとする。弟の鉄也だ。

「ううっ、ごーしにいちゃあーん」優奈が涙なみだに潤うるんだ目で見上げる。

「意味もなく叩たたくな」剛士はすぱこんと鉄也の頭をはたいた。

「いってぇ」鉄也も頭を押さえたが、振り向きもしない。そのまま階段を駆かけ下り、玄げん関かんから飛び出してゆく。

「兄あに貴きぃ、先いくぜぇ！　鉄也、いっきまぁーす！」

「うあーん、叩いた、鉄にいちゃんが叩いたぁ」大音量を張はり上げる優奈。

「ほらほら、泣かないの、ね」ほのかが優奈を抱き上げていた。

「うー」優奈はぐすぐすいいながらほのかに甘えている。まあなんというか、小野寺家のいつもの朝であった。

　剛士は溜ため息いきとともに階段を降りた。食堂から立ちのぼる味み噌そ汁しるの匂においが食しよく欲よくをかきたてる。

　ま、悪くないよなとおもった。

　でも、なにかが気にかかっているのはかわらなかった。どことなく妙な感じだった。

　しかし、どれほど考えても結けつ論ろんはでないような気がしたのであっさりとあきらめた。



　なぜだか、そうした方がいいような気がしたのだ。



    

  
    
      
        １　素す晴ばらしき日々



      

    

  
    
      

　　　　１（現げん実じつ）



　学校に着いたのは八時一五分を過すぎたあたりだった。剛ごう士し一人でだらだらしていたら、絶ぜつ対たいに遅ち刻こくしていただろう。ほのかはまたもや正しかったというわけである。

　クラスの連中はすでにほとんど顔をそろえていた。

「おー、小野寺」

　ほのかの左隣となりの席によっこらしょと腰こしをおろした剛士の背せ中なかをその一人が大きな手でばいん、と叩たたく。顔をしかめて見上げると、椅い子すへ逆ぎやく向むきに座すわった身体からだはゴリラ、顔はネアンデルタールなクラスメイトが右隣でにやにやしていた。

「飯田、あのさ、前にも言ったろ」剛士は背中へ手をのばし、ひりひりしている部分をさすりながら文もん句くをつけた。

「全国大会で賞しよう状じようもらうような柔じゆう道どう部ぶの主しゆ将しように毎日叩かれてたらアルツハイマーになる」

「もともとボケてんだからいいじゃねーか」全然気にしていない様子で飯田は断だん言げんした。それどころか、剛士に文句までつけはじめた。

「だいたいおまえはよ、毎朝同どう伴はん出しゆつ勤きんで……」

「ホステスにいれあげてるスケベ中年じゃあるまいし」

「似にたようなもんだろ」飯田はにやにや笑いをさらに大きくする。「美人で頭がよくて生徒会長で水泳部主将の朧おぼろ野のに朝から晩ばんまで面めん倒どうみてもらって……まーなんてうらやましい。俺おれがこんなに不幸なのに……うっ」

「おまえだって全国大会で知り合った可愛かわいい娘こと付き合ってるじゃないか」飯田の腹はらにエルボーを叩きこみながら剛士は反撃した。

「だから不幸なんだよ」飯田は大げさに天を仰あおいでみせた。「俺の天使、安あん藤どうレイナちゃんがどこに住んでると思う？　グアンタナモだぞグアンタナモ。キューバだキューバ。アバウト地球の裏うら側がわなんだぞ。遠えん距きよ離り恋れん愛あいどころじゃない。会えるのは大会の一週間だけ……ああ。俺は心配だ。あそこは間ま違ちがいなく東アメリカの中ちゆう距きよ離りミサイルに狙ねらわれてるからな。それに、情じよう熱ねつ的てきなカリブの熱いリズムにのって腰をシェイクしているハンサムなキューバ人が彼女を口説いてやしないかと思うと、夜も眠ねむれない」

「昨夜、何時に寝ねた」

「風ふ呂ろはいって飯めし喰くってマスかいて、九時」

「……来年、親父おやじさんの転てん属ぞくで帰ってくるんだろ」

「そうなんだよ」飯田の顔が明るくなる。「まだ場所は決まってないという話だけれど、おそらく横よこ須す賀か軍港だろう。だとしたら、二ヶ月に一度は会えるようになる。横須賀の提てい携けい校こうと毎月入れ替かわりで遠えん征せい練習してるからな」

「……来年、三年だろ、僕ぼくらは。部活は引いん退たいじゃないのか」

「それがな」飯田は声を落とした。「柔道を続けるなら推すい薦せん入学させてやるって話があるんだ……誰だれにも言うなよ」

　彼が小さく囁ささやいた大学の名前は日本人ならばだれもが名前を知っている私し立りつの名門だった。

「はぁー」剛士は目を丸くした。「大したもんだなぁ」

「ほめろ、もっとほめろ」飯田はうれしそうだった。

「うん、ほめる。すごい」

「うーん、いい気分だ。高校生作家にほめられてると思うと余よ計けいに……」

「だからそれはいうなって」剛士は飯田を慌あわてておさえる。

「そうか、悪い」

「仲良しでいいわね」隣の席でなにか生徒会関係の書類に目を通していたほのかが目をあげずにいった。

「でも、そろそろ学級朝礼よ。それから二人とも、一時間目のリーダー、準じゆん備びした？　テイラー先生、剛士と飯田君にあてるって仰おつしやってたわよ」

　剛士と飯田は顔を見合わせ、やおら教科書を取り出した。テイラー先生の授じゆ業ぎようはおっそろしく厳きびしいからである。

「何ページからだった、小野寺」

「知らない」

「試験の成せい績せきは悪くないだろ、おまえ」

「試験前に丸暗記するんだよ、範はん囲いを。そうしとけば点だけは取れる。それにさ、いまは学祭準備で頭が痛いたい。実行委員長なんてやるもんじゃない」

「来週だからな」飯田はうなずく。「だが、生徒会長じきじきの御指名とあらばいたしかたあるまい」

「ほのかが内ない申しん書しよに有利よなんて言うから……」

「だってほんとだもん」相変わらず書類に目を落としたままのほのかがすかさず口を挟はさんだ。

「それに、剛士なら大だい丈じよう夫ぶよ。わたしにはわかってる」

　剛士は右頬ほおをぽりぽりと掻かいた。飯田がまたにやにやしていた。

　照れ隠かくしにぽこん、と飯田の頭をはたきながら剛士はたずねた。

「うちのクラスはノンアルコール居い酒ざか屋やをやるとかいってるけど……柔じゆう道どう部ぶはなにやるんだ。また男だけで……」

「申しん請せいしてあるはずだぞ。今年は『ロミオとジュリエット』だ」

「うへぇ」剛士は頭を押さえた。天あま抜ぬけ高こう柔道部は設せつ立りつ以来女子部員の所しよ属ぞくした試ためしがないという気合いの入った、でもなんかもの凄すごく寂さびしい伝でん統とうを誇ほこっており、学祭ではそのフェロモン皆かい無むな特性を活いかし、必ずラブシーンっぽい場面のある芝しば居いを上じよう演えんする。要するに今年は試合もかくやと思わせる気合いとともに。薄うす髭ひげはやした筋きん肉にくモリモリの野や郎ろうどもが胴どう着ぎ姿すがたで『おお、ロミオ、あなたはどうしてロミオなの』とか叫さけび倒たおすわけである。

「……悪あく夢むだな」

「おう、伝統だからな」飯田は力強くうなずいた。なんの説明にもなっていないことは無む視しである。

「おまえはなんの役やるんだ」開けてはいけない扉とびらを開けてしまった気分で剛士はたずねた。

「よくぞ聞いてくれた。ジュリエットだ」

「そりゃ……すごいな」剛士は青ざめた。飯田がバルコニーの上から野太い声で朗ろう々ろうと『ああ愛いとしい愛しいロミオ様』なんてやらかす場面を思い浮うかべてしまったのだ。

　しかし飯田は相変わらず絶ぜつ好こう調ちようであった。

「だろ。昨日、台本が配られた。イイ感じだぞ」

「……たしかに」全然別の意味で剛士はうなずいた。「まあ……シェークスピアはあらためて読んでみるとムチャクチャなところもあるからなぁ」

「そうなのか？」飯田がきょとんとしてたずねた。台本のジュリエットの部分にだけ目を通しているだけで、お話そのものを読んでいるわけではないらしい。

　剛士は声を潜ひそめた。

「僕が本を書いてることほのかがテイラー先生にばらしたんだ。で、先生がだったら読め、ちなみにレポート提てい出しゆつとか言われて全集押おしつけられた」

「読んだのか」飯田は目を剥むいた。

「読んだ、全部」剛士は右みぎ頬ほおをかいた。なぜか知らないが、妙に痒かゆかった。

「『ロミオとジュリエット』もか」

「うん。で、まあ、いろいろと気づいた。考えても見ろよ、『ロミオとジュリエット』って中世イタリアのヴェローナを舞ぶ台たいにした、たかが数日の話なんだ。でもって主人公二人も若わかい。ジュリエットなんか15かそこらだ」

「15歳さい……」飯田の目が異い様ように、いやつまり目玉がグレープフルーツぐらいあって乳ちちがマスクメロンぐらいある不法な遺い伝でん子し実験で生み出された怪かい生せい物ぶつみたいな女の子ばっかしでてくるゲームをパソコンにインストール中の、今年35歳、妻さい子しなし、ちなみに彼女いない歴35年、職しよく業ぎよう意い外がいとまともｏｒ引きこもり、な永えい遠えんに魂たましいが18歳の日本男児のように輝かがやき始めた。

「美少女だよな、もちろん」飯田はあやしげな目つきのままたずねる。

「もちろんだ。よく考えたら狙ねらいまくりのキャラだな」剛士はうなずいた。

「15歳……美少女……むぅ」

「それがたった何日かで生きるの死ぬのと大おお騒さわぎ。ロミオはロミオで夜中にジュリエットのとこに押しかけて……」

「美少女……15歳……夜よ這ばい……むぅぅ」

「……でまあ、最後はアヤしい薬使って」

「美少女……15歳……夜這い……アヤしい薬！　おおおおおおっ、キタぁぁぁぁぁ！」

　飯田はとうとう天をあおいで吠ほえた。

「いやあの狂きよう言げん自殺のために」

　剛士はあわてて付け加えたがすでに妄もう想そうの世界へ突とつ入にゆうしている飯田は聞いちゃいない。15歳とか美少女とか夜這いとかぶつぶつとつぶやきながら陶とう然ぜんとしている。どうやら、かいつまんだ説明を完全に誤ご解かいし、とてつもなくいやらしい飯田版ばん『ロミオとジュリエット』を脳のう内ないでつくりあげてしまったらしい。

　剛士はもちろん誤解をただそうとしたが無む駄だであった。飯田は脳内18禁きんゲームのフルコンプリートへ向けて驀ばく進しんしていた。むろん、15歳のあっち系けいにはおもいきり積極的なイタリアン美少女が夜中に男をひきずりこみ、アヤしい薬まで使って奔ほん放ぽうに汁しる気けの多い夜を過すごすというオリジナルシナリオについて、すべてのフラグを立てるわ、片かたっ端ぱしからグラフィックイベントをこなすわである。つーか、想そう像ぞうしているうちに剛士まで、

（うう……そうだったら凄いだろうな）

　と、心はキレイだが精せい神しんは歪ゆがんでいる人にしか見えない妖よう精せいさんに頭を撫なで撫でされている気分になってきた。結局のところは二人で朝っぱらから、

「15歳」

「15歳ぃぃぃぃ」

「美少女」

「美少女ぉぉぉぉぉ」

「アヤしい薬」

「アヤしい薬ぃぃぃぃぃ」

　と、世に名高い古典をハードコアポルノ扱あつかいに突入。まあ、古典なんてものは名のみ有名でほとんどの連中は読んだこともないのだからそれはそれでいいかもしれない……いや、やっぱり良くないのであるが、ともかく朝っぱらから妄想全開である。そんな二人を現げん実じつに立ち返らせたのはもちろん──

「あのね」

　呆あきれた声が聞こえた。桃もも色いろ妄想に酔よった視し線せんを向けると、ほのかが高い額ひたいにほっそりした指をあてていた。

「まったくあなたたちは幼よう稚ち園えんの頃からいつもいつも……」

　二人はまたもや顔を見合わせた。

「そんなこと……」

「言われても、なあ」

　とうとうほのかが笑いだす。他の連中も笑っていた。女子がはやしたてた。

「飯田ぁ」

「小野寺ぁ」

「あれやって、あれ」

「あれって、あれか？」飯田がたずねる。

「そーそー」

　うーんと腕うで組ぐみする飯田。わざとらしく溜ため息いきをつき、深々とうなずく。

「諸しよ君くんがそこまでお望みとあらば、御ご期き待たいに応こたえずばなるまい」

「僕の意見は？」剛士はたずねた。

「人生には妥だ協きようと犠ぎ牲せいはつきものだ」

　剛士をひっつかんだ飯田はすっくと立ち上がり、暇ひまそうにしている自分と同じぐらいの背せ丈たけがある男子を呼んだ。

「山下、手伝え。うん、そうだ、そこに立て。小野寺、こっちだ」

　三人は飯田と山下が剛士を挟はさむ形で教きよう壇だんに並ならんだ。飯田がごにょごにょと耳打ちし、即そく座ざにネタあわせする。

「今日は８番でいく」

「８番？　やだなあ」剛士はゴネた。

「俺おれはなにしたらいいんだ」とやはり幼稚園以来の付き合いである山下。

「俺が合図したら小野寺の右手を持ち上げろ、いいな」

「おう」

「小野寺は？」

「……わかったよ」

「では参ります」飯田は咳せき払ばらいをした。

　ぐっと背せ伸のびする飯田と山下。剛士の手を左右からつかみ、引っ張ぱりあげるようにする。剛士は左側に立つ飯田を心細げな顔をつくって見上げた。

「朝の一発芸８番！　捕つかまった宇う宙ちゆう人じん！」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくがあった後、ネタがおもしろいというより、しょーもねーという感じの笑いがわきおこり、同時に容よう赦しやのないヤジが飛んだ。

「くっだらねー」

「つまんねー」

「やぁだー」

「金返せー」

　とかなんとか言いつつも誰だれもが楽しそうなのは、まあ、高校生だからだろう。ヤジられている剛士たちにしてもハズしたという気分ではない。笑いをとるためにバカをやったのだから、笑わせようが笑われようが結果は一いつ緒しよだ。芸人じゃあるまいし、そんなことは気にもならない。

　もっとも、剛士を一番喜ばせていたのはほかならぬほのかだった。彼女は呆あつ気けにとられたような顔を浮かべたあと、こらえきれぬように身体からだを震ふるわせていた。



    

  
    
      　キーンコーン。チャイムが鳴った。笑いがまだやまない教室の扉とびらががらりと開く。捕まった宇宙人フォーメーションのままの剛士が振り向くと、そこには若わかい女じよ性せいが立っていた。だれあろう二年四組の担たん任にん、綾あや島じま詩し織おり先生であった。ぽかんと口を開けた彼女だったが、やがて剛士たちの芸の意味に気づき、弾はじけるように笑い始めた。朝の一発芸８番は剛士たちにとって古典的なネタなのだが、先生にとっては世代ノリかなり直ちよく撃げきであったらしい。

「おお、ウケた」と飯田。

「うん、ウケた」と剛士。

　フォーメーションを解といた飯田がわざとらしくうなずく。

「やったなあ、小野寺」

「やったなあ、飯田」深々と応じる剛士。実は朝の一発芸はここからが本番なのだ。

「行こう」飯田が空を見上げた。

「ああ、行こう」剛士も視線を向けた。

「いつかは星になろう」

「ああ、星になろう」

「俺もつれてってくれぇ」山下が情なさけない声をあげる。

　剛士と飯田は深くうなずいた。

「行こう」

「さあ、唄うたおう！」

　がっちりと手を組んだ三人は大声で歌い始めた。

『すっすめー、空のかーなーたーへ、はぁるかぁーなほぉしへ！

　行く手ーに待つははーてなーきぃむーげーんの虚空！』

　歌声はすぐに大きくなった。いつのまにやらクラス全員で大合唱である。

『されどーわれらーは怖おそれず、なにがぁあろぉーとぉ！

　進め、進め、進め、進め、ていこぉーく宇宙ぐーん！』

　わっと拍はく手しゆ。

「まったくもう……」詩織先生はまだくすくす笑いながら剛士たちを教きよう壇だんから追っ払ぱらう。

「そんな歌ばっかり唄ってるから、配はい属ぞく将しよう校こうの先生にまでアブないクラスだとか言われちゃうのよ。それとも、学祭のだしものにでもするつもり？　はい、席にもどって。日直？」

「きりーつ」

「れーい」

　朝の一騒さわぎの興こう奮ふんさめやらぬまま腰こしを下ろした剛士は、横顔に視線を感じ、左側をみた。

　窓まど際ぎわの席で、秋の日差しを背はい後ごから浴びているほのかが微笑ほほえんでいた。

　今日もいい一日になるだろうと剛士は確かく信しんした。



    

  
    
      

　　　　２（虚きよ構こう）



（許ゆるせない。こいつだけは）

　快かい児じは境内けいだいの奥おく……と言っても、道路から見えないほど離はなれていない開けた場所にある杉の巨きよ木ぼくへ抱だきついた宇う賀が島しまの小さな身体を見下ろした。追いつめられ、注し連め縄なわのかけられた御ご神しん木ぼくにすがりついた宇賀島の顔は涙なみだと汗あせと鼻水でぐしょぐしょになっている。

　しかし、哀あわれみは感じない。

　宇賀島恭きよう一いちはそれだけのことをしている。勝手に恨うらみを抱き、復ふく讐しゆうと称しようしてムチャクチャをやらかした。

　自分だけのことであればまだ許せたかもしれない。それは一対一の関かかわりであり、快児が無視していれば済すむ問題であるからだ。もともと宇賀島のことは嫌きらいだった。どんな時にもまじめな顔をしたことがないふざけた奴やつだったからだ。そこが、気に入らなかった。理り解かいできなかった。とはいえ、ただのクラスメイトである。嫌ならば無む視ししておけば良かった。

　しかし、宇賀島は快児に挑いどんできた。それだけではなく、周囲を巻まき込こんだ。教きよう師したちは言うに及およばす、クラスメイト、ついには快児の家族までを彼の『復讐』のターゲットにした。

　許すわけにはいかなかった。相手の弱味につけ込み、後ろ暗い方法で苦しめる──そんなことが許せるわけがない。あまりにも卑ひ怯きようだ。

「覚かく悟ごしろ、宇賀島」

　玉虫のように丸くなっている卑いやしい復讐鬼きを見下ろしながら快児は告げた。

「おまえだけは、許せない」

「助けてぇ！」小さな身体をさらに丸めた宇賀島は哀れっぽい声をあげた。

「頼たのむよぉ！　苛いじめないでぇ！」

　完かん璧ぺきな、苛められっ子の声。まるで快児が悪役のような態たい度どである。端はたから見ればまさにそうおもえるかもしれなかった。宇賀島が身長１６０センチそこそこのチビデブなのに対し、柔じゆう道どうと陸上競きよう技ぎで鍛きたえた快児は１８０センチを越こえる引き締まった体つきである。

「いいかげんにしろぉ！」

　快児は再ふたたび怒ど鳴なった。

「やっていいことと悪いことがあるぐらいわからないのかっ」

　怒いかりのあまり、それ以上は声にならない。

「やめてくれよぉ」宇賀島はひたすら哀れっぽく泣き叫んだ。

「なんで僕ぼくを苛めるんだぁぁぁ！」

「いい加か減げんにしろっ」

　ついに快児は拳こぶしを振ふるった。

　気色の悪くなるような感かん触しよく。宇賀島の口から血の混まじった唾だ液えきが飛び散った。

　かまわない。何度でも殴なぐりつけてやるつもりだった。便所虫やゴキブリのように薄うす暗ぐらい場所でばかりごそごそとなにかを企たくらむことしかできない宇賀島に、本当の怒りを教えてやるつもりだった。

　だが、宇賀島の示しめした意外な反はん応のうが彼を戸と惑まどわせた。

　卑しげな瞳ひとみに、満足の色が浮うかんでいたのだ。

「おまえ……なにを考えているっ」

　宇賀島はその問いに応こたえなかった。かわりに大きく息をのみこむと、力の限かぎりに叫さけんだ。

「誰か、誰かぁぁっ、誰か助けてぇっ！　殺されるぅ、殺されるぅっ！」

　唾液と血で汚よごれた飯田の顔がゆがむ。

「黙だまれっ！」快児は宇賀島の胸むなぐらを掴つかんだ。

　が、次の瞬間、顔が青ざめた。

　ガシャンと自転車を放り出す音と、固い靴くつ底ぞこが石いし畳だたみを踏ふむ足音が背後から響ひびいたのだ。

　厳きびしい声が轟とどろいた。

「オイ、コラ！　なにをしている！」

　見ず知らずの他人をオイコラと呼ぶ人種はこの世に一種類しかいない。警けい官かんだ。

　宇賀島の血まみれの口元が笑いに歪ゆがんだ。

（はめられた）

　快児は自分が宇賀島の術じゆつ中ちゆうに落ちたことを瞬時にして悟さとった。すべてはこのためだったのだ。宇賀島は、快児に直ちよく接せつ暴力を振るわせ……それを警官に目撃させることだけを目的にしていたに違いない。間ま違ちがいなく、事前にパトロールの時間を調べてあったのだ。

　どうにもならない、と直観が教えた。警官に宇賀島がこれまでしてきた卑怯な手口を訴うつたえても無駄だとわかった。証しよう拠こはただのひとつもないのだ。

　だが、快児が宇賀島を殴ったことについてだけ証拠が……血と、傷きずと、警官という目撃者が存そん在ざいしている。

（こいつ……）

　快児の視界はブラックアウトをおこしかけていた。

　信じられなかった。これほど卑しいたくらみに熱意を傾かたむけられる人間が実在し、自分が完全にしてやられてしまったことが。

　本当に我が慢まんできなくなった。

　どのみち警察には捕つかまるのだ。

　ならば、警官に取り押おさえられる前に、もう何度か殴ってしまおう。

「おまえに」

　快児はいった。決意に満ちた、冷たい声である。

「おまえに、本当の痛いたみを教えてやる」

　拳を振り上げた。容よう赦しやするつもりなどなかった。

（殺してやる）

　とすらおもった。宇賀島のような人間はこの世に存在してはならないのだ。

　その瞬間、これまで肉体的にはあらがっていなかった宇賀島が突とつ然ぜんのように反はん抗こうした。両手で快児の腕うでを掴んだのだ。

　宇賀島は叫んだ。

「おまわりさん、こいつ、こいつです！　こいつが僕を！」

「放せ、クソっ、この卑怯者！」

　快児は懸けん命めいに腕うでをふりまわす。宇賀島はメトロノームのように左右へ揺ゆられつつも、さらにがっしりとつかんで放そうとしない。

「おぅっ、頑がん張ばれ！　いま助けるぞ！」警官が威い勢せい良く呼よびかけた。宇賀島が勇ゆう敢かんな被ひ害がい者しやに見えているのだ。

「宇賀島ぁぁっ」

　快児は、警官の目の前で宇賀島に蹴けりを入れた。

　腹はらに膝ひざがキマった。

　宇賀島はエビのように身体を丸め、口から胃い液えきを吐はき出す。

　しかし、手を放そうとはしない。

　それどころか、掴みかかるように身体をぶつけてきた。

　その衝しよう撃げきに快児のバランスが崩くずれた。そのまま二人とも頭から御神木に倒たおれかかる。

　頭が幹みきに叩たたきつけられ、激げき痛つうが生じる。

　背せ中なかのカバンが注し連め縄なわに引っかかった。

　御神木に巻まかれていた古びた注連縄がプツリ、と切れた。



　その瞬間、安藤快児の意い識しきは閃せん光こうに包まれた。



（小野寺剛士著『僕たちの戦争１』10～22ページ）



　　　　３（現げん実じつ）



　晴れた日、昼休みの屋上はこの世の天国だ。ゆるやかな風なんかが吹ふいているともうたまらない。ぽかぽかほんわか、案の定、リーダーの授じゆ業ぎようでカナダからやってきたあちこちがぱっつんぱっつんな金きん髪ぱつ美女のグロリア・テイラー先生に『すてゅーぴぃぃぃっど』なんて罵ののしられつつも相手が相手だけに悪い気分ではなく、あ、マゾってこんな気持ちなのかもしれないと思わず理り解かいしかけてしまったことですらどうでもよくなってしまう。

　ほのかと一いつ緒しよであればなおさらだ。

　彼女は部活や生徒会活動で放課後が忙いそがしいので、昼休みは必ず剛士に付き合ってくれるのである。

　まあ、人間同士のおつきあいであるから毎回うれしはずかしというワケではない。なんつーかもう、いろいろな面で不幸な方々の妄もう想そうを通り越こしたレベルに到とう達たつすることもあれば、５限げんまでの約一時間、生活態たい度どの悪さを容赦なく指し摘てきされ続けることもある。ただ変わらないのは、ともかくほのかは剛士から離はなれない、ということだけ。

　剛士はといえば、そのどちらもイヤではない。というかもう幸せである。たとえ厳きびしい顔と声で叱しかられていても、ほのかがそこにいて、自分にだけ話しているというだけで心が弾はずんでしまう。剛士君、やはりその辺はなんとなくマゾっぽい人なのであった。

　喜ばしくもうれしくも、今日のほのかは前者であった。要するにまあ、甘あまやかしてくれる感じである。おそらくこの先は学祭準じゆん備びで昼休みも忙しくなってしまうので、気を遣つかってくれているというところであろう。

　いつものように二人で屋上のベンチに腰こし掛かけて弁当を食べ終えると、また眠ねむ気けがぶり返してきた。後ろではバレーなんかやってる女子もいて結けつ構こううるさいのだが、眠気が消え失うせるほど騒さわがしいわけではない。剛士君、お腹なかは張はってるわ隣となりは美少女だわと心も体も満たされてしまい、起きていることも難むずかしくなっていた。

「まだ眠いの？」ほのかは生あくびをかみ殺している剛士を見て笑った。

「うん」

「もう……ほら」

　彼女は膝ひざにハンカチをひろげ、ぽんぽんと叩たたいてみせた。

　剛士はほんの一瞬ためらい……もちろんすぐに降こう伏ふくした。上体を倒たおし、ほのかの膝に頭をあずける。ぴちっとした太ふと股ももの感かん触しよくと温かさ。鼻び腔こうをいっぱいにする彼女の香かおりにほわわんとしてしまう。

　なんつーかまあ、昼休みの屋上で人目もはばからずにという感じですが、周囲の連中はあまり気にしていない。災さい害がい時じ・戦時緊きん急きゆう用ようのヘリポートに半分占せん領りようされている屋上のあっちこっちのベンチで似にたような光景がくりひろげられているからだ。天抜高校は男女交こう際さいにあまりうるさい学校ではないのである。

　それに、剛士とほのかの場合はあまりにも有名だから、ということもある。



　二人が一緒に過すごすのは昨日今日に始まった話ではない。子こ供どもの頃ころからずっと一緒だったのだ。学校公こう認にんなんて関係以前に、お互たがいの親まで公認しちゃっている仲なのである。

　時たまやっかみの言葉があがるものの、同級生たちもそのことをよく知っている。飯田のように幼よう稚ち園えんからの付き合い、という連中も多いからだ。

　ほのかの醸かもしだす女の香りに酔よいながら剛士は想おもいだす。

　いまではこんな感じだが、幼おさない頃はほのかが剛士に頼たよることが多かった。

　幼稚園の砂すな場ば。遊んでいる間にスモックのボタンが取れてしまい、泣いているほのか。剛士はプラスチックの熊くま手でで砂を掻かき、捜さがし続けた。先生に、お部屋に戻もどりなさいと言われてもうなずかなかった。ほのかがぐすぐすとしゃくりあげながら、ごうちゃん、もういいよ、もう戻ろうよと言っても捜し続けた。やがて砂の中からボタンが顔を出した時、それは黄金でできているように見えた。

　小学校の時は手をつないで学校へ駆かけた。やがて恥はずかしくなった剛士が手はつながないと言うと、ほのかはひどく哀かなしそうな顔になった。剛士は罪ざい悪あく感かんで何日もよく眠れなかった。

　中学校。もう二人はお互いを意い識しきしていた。剛士は、自分がどうしようもないちんちくりんであると自覚し、ほのかが図ず抜ぬけた美少女であることにも気づいていた。それなのになぜ彼女が自分に優やさしくしつづけてくれるのか、わからなかった。

　そりゃもう剛士にだってわかっているのだ。小さな頃から家族のようにして育った隣の子が美少女に成長して、おまけに優しくて、それでもっていまだに一緒にいることを当然だと思ってくれているのがどれだけ幸せかってことぐらいは。その幸福を実感するのは毎朝鏡を見るだけで充じゆう分ぶんなのである。

　実のところ本を読み始めた理由はそれだ。いくらかでもほのかと釣つり合う男になろうと、せめて物知りを目指そうと考えたのである。

　いや、そんなきれいごとではない。もっとどろどろとした原げん因いんがあった。

　ちょっとキツイ時もあるけれど実は優しくて、かわいくて、もちろん頭もよくて、スポーツ万ばん能のう……そんなほのかはいつも人気者だった。思いを寄よせるヤツももちろんいた。

　あれは一学期の期末試験も終わり、夏休みを待つばかりの中学二年の七月はじめ。剛士は目撃した。

　校庭には楡にれの巨きよ木ぼくがあった。風が吹くたびにさわさわと心地ここちよく枝えだが鳴り、耳をなごませてくれる巨木。夏にはひんやりとした木こ陰かげをつくりだしてくれる校庭の主。そこはもちろん昼休みの人気スポットだった。放課後も同じだ。

　ただし、別の意味で、だ。

　告白の人気スポットだったのである。過か去こ、この学校で何組もの男女がお互いの想いを巨木に見守られながら告げあった。ある者たちは夢ゆめを果たし、またある者たちは涙なみだすることになった。

　その時、どうしてそこに目を向けたのか理由はよく覚えていない。そろそろ帰ろうか、と教室の中を見回したついでに、校庭へ目が向いたのか、誰だれかがあの木の下でコクってるという女子の会話が耳に入ったからかもしれない。

　そこにいたのは、ほのかだった。

　背せが高くて美形でスポーツ万能で頭がよくて……ともかく、なにもかもが剛士とは違っている三年生と一いつ緒しよにいた。

　いや、一緒にいた、というのは間ま違ちがいかもしれない。二人の間には距きよ離りがあった。

「ほのか、センパイに呼よび出されたのよ」

　女子の声が耳に入った。何人かがちらっと自分の方を見るのがわかった。視し線せんに、たっぷりと哀あわれみが含ふくまれていることも。

　……幼おさな馴な染じみのつきあいも、これで終わりよ

　声にならない声が身体からだ中を締しめ付け、剛士は動くこともできなくなった。血の気がはっきりと自覚できるほどに失せ、得体の知れない寒気が全身を包む。

　声は聞こえない。しかしあの三年生がなにを言っているのか理解するのに声など必要なかった。

　態たい度どを目にするだけですべてがわかる。

　ほのかに想いを告げているのだ。君が好きだ、君が必要だと言っているのだ。

　それは剛士が口にしたことのない言葉だった。ほのかと彼の毎日は、改まった言葉など必要ないものだっから。いつも一緒にいて当たり前だと思っていたから。

　少なくとも剛士はそう思いこんでいた。

　ほのかが何か話しはじめていた。

　もう見ていられなかった。剛士は鞄かばんを掴つかむと教室を離れ、玄げん関かんへ向かった。顔は引きつり、肌はだは青ざめ、身体中が冷ひや汗あせで濡ぬれている。上うわ履ばきを靴くつに履はき替かえようと身体を傾かたむけようとした時は、吐はき気まで襲おそいかかってきた。

　そして玄関を出た。校門までの道をただまっすぐに歩いた。すぐ右側にあの木が……ほのかの姿が見えることがわかっていたが、視線を向けなかった。

　いや、向けられなかったのだ。

　剛士はただ歩き続けた。校門までほんの数分ほどのはずなのに、いつまでたっても近づけないように感じられてならなかった。誰かが自分を呼んだような気がしたが振り向かず、外に出た。向かったのは家路とは反対の方角だった。

　一時間ほど歩いたのだろうか。剛士は神社の境内けいだいにいた。いや、いることにようやく気づいた。

　自分が御神木の根本に座すわりこんでいること、木々の向こうに天抜高校の校こう舎しやが見えることで、ここが天抜神社の境内であることがようやくわかった。

　夏の長い陽がようやく傾きかけていた。人気のない境内を包んでいるのはクーラーから吹ふき出た冷風のようにひんやりとした空気だ。

　どうして僕ぼくはこんな場所にいるのだろうとおもった。

（決まっているさ）

　頭の中の意地悪い小野寺剛士が即そく座ざに教えてくれた。

（逃げたんだよ、おまえは）

　逃げた……

（そうさ、逃げたんだ。ほのかが自分より百倍もましな男に告白されている眺ながめに耐たえられず、逃げだしたんだ）

　冷え切ってしまった短い指を握にぎりしめ、剛士は地面を見つめた。巣に羽虫を運びこもうとしている蟻ありの隊列が見えた。

　声は、執しつ拗ようだった。

（ようやく現げん実じつに気づかされたんだな、可哀かわい想そうに。おまえ、ほのかは自分のものだと決めてかかっていただろう？　ところがそうじゃなかったというわけさ。彼女だっておまえみたいな役立たずよりあいつのほうがいいに決まっている）

「だって」

　子こ供どものような言い訳わけの言葉が漏もれた。

「だって、そんなこと考えてもみなかったし」

（そうだよな。だからこそすべては遅おそすぎたというわけだ）

　そうだと剛士は思った。

　どうして気づかなかったのだろう。

　いつも彼女は一方的に尽つくしてくれる。

　僕の望んでいること……時には僕自身が気づいていないことまで、かなえてくれる。

　それなのに、僕は……

　彼女になにもしてあげていない。

　むしろ、彼女がなにかしてくれるのを当然だと思っていた。

「だめだ」剛士はまたつぶやいた。寒気と吐き気は耐え難がたいほどになっていた。失って当然だとおもった。

（ああ、だめだ）もう一人の彼も同意した。

「だめだ」

（だめだ）

「だめだ」

（だめだ）

「だめだ、だめだ、だめだ……」

　何度つぶやいただろう。息が苦しくなってはじめて、自分が呼こ吸きゆうも忘わすれていたことに気づいた。

　自分の得ていた幸せに気づかず、それを大事にすることもなく、あったものといえばただ甘えた気分だけ。

　自分にどれほどの価か値ちがあるか、ただの一度も考えることなしに。

　ちんまりした身体からだを体育座りのまま丸め、両りよう腕うでで自分を抱だきしめた。いい気になっていた見返りにすべてを失おうとしている自分を。

　明日からは、違うのだ。

　明日からは、一人なのだ。

　ほのかには永えい遠えんに手が届とどかない……

　靴くつ音おとが聞こえた。

　びくりとした。

　近づいてくる。

　聞き覚えのある靴音だった。

　なぜか信じたくなくて、ますます身体を丸めた。

　吐き出したくてはきだせないものが、ぐるぐると頭をめぐった。

　心配そうな声がたずねた。

「なにしてるの、こんなところで」

　沈ちん黙もく。

「探さがしたんだから」

　下した唇くちびるを噛かむ。

「何か言ってよ」

　顔の筋きん肉にくがひくひくと痙けい攣れんをおこした。

「何も、言うことないってわけ？」

　バン、となにかの力ではねあげられたように顔が声の主を見上げる。

　ほのか。

　哀しげに剛士を見下ろしている。

「帰るなんて、ひどい」ほのかは責せめた。

「ひどいと思う」

「……だから」ようやく押おしだされた剛士の声はひどく聞き取りにくかった。

「なに？」

「……で」

　ほのかは剛士の前で地に膝ひざをついた。前まえ屈かがみになり、目をのぞきこんでくる。どんな闇やみよりも深い瞳ひとみに剛士の視し線せんは呪じゆ縛ばくされる。

「もう一度、言って」

「無理だと……おもったから」

「なにが無理だとおもったの？」

「だって……全然違うし……みんな、僕のことを」

「いつから自分のことを他人に決めて貰もらうようになったの」

　ほのかの瞳に怒いかりがあらわれた。

「だから逃にげ出したの？」

　剛士はなにも言えない。視線だけをとらわれたまま、唇を震ふるわせた。

「小さな頃ころからいつもそう」ほのかが言った。

「怖こわがりの癖くせに意地っ張ぱりで、甘あまえん坊なのに自分でなんでもできるふりをして」

　彼女の顔には複ふく雑ざつな感情が入れ替かわり立ち替わりあらわれては消えた。最後に残ったものは……微笑ほほえみだった。

「教えてあげる」ほのかは言った。

「わたし、断ことわったのよ。これからも、誰の言葉も受け入れるつもりはない」

「どうして……」剛士は呆ぼう然ぜんとしていた。

　ほのかはきっぱりと口にした。

「ばか、剛士がいるからに決まってるでしょう」

「でも」

　カァッと身体が熱くなりはじめたことを自覚しながら剛士は言った。信じられなかった。なにもかも信じられなかった。

　そして、幸せだった。

「ぼ、僕はこんなで、ほのかになにもしてあげたことがなくて、何かしてあげたくてもできなくて、それで……」

「なにいってるの、剛士」ほのかはまっすぐに見つめかえしながら言った。

「わたしはあなたに色々してあげるのが好きなの。お返しなんていらない。あなたがそばにいてくれるだけで充じゆう分ぶん、それ以上に素す晴ばらしいことなんてひとつもない」

「どうして」

「ボタン、見つけてくれたでしょう、砂すな場ばで」

「幼よう稚ち園えんの時だ」

「そう、幼稚園の時」ほのかは真しん剣けんな顔でうなずいた。

「でも、中学生だよ、もう」

「ええ、そうね。でも……」

　ほのかの手が頬ほおに触ふれた。ほっそりとした指に、顔の熱がすうっと吸すい取られてゆく。

「わたしは信じている。信じているの」

「なにを」

「剛士は、わたしがまたボタンを無くしても……絶ぜつ対たいに捜さがし出してくれる。そう信じている。あなたはそういうひと。だから好き。あなたはどう？　わたしのことをどう思ってる？」

　内ない臓ぞうまで吐はき出しそうな苦しみとともに剛士はようやく言葉を絞しぼり出した。

「……好きだ」

「そう」ほのかがぱっと笑みを浮かべる。「じゃあ、わたしは他の誰かと付き合ってはいけないし、剛士以外の男子に優やさしくなんかしない。それでいいのよね？　それとも、してもいいの？」

　剛士はかぶりをふり、はっきりと言った。

「嫌いやだ」

「本当にそう思う？」

「絶対に嫌だ」涙なみだを浮かべながら剛士はくりかえした。

「信じていいのね？　他の誰も好きにならなくていいのね？」ほのかがたたみかけた。

　剛士はうなずき、ありったけの勇気をかき集めて言い切った。

「ほのかは、僕のだ。僕は絶対ほのかを裏うら切ぎらない。そして誰にも渡わたさない。絶対に。絶対にだ。手を出す奴やつは殺す。殺してやる。どんな手を使っても殺してやる」

　最後の方はほとんど叫さけぶような声になっていた。

「信じる」ほのかはうなずいた。

「うん」

「そのかわり……証しよう拠こをみせて」

「証拠？」

「ばかね」

　彼女は頬を染そめ、顔を寄せた。そして、瞼まぶたを閉とじた。

　剛士は一いつ瞬しゆんのためらいを永遠のように感じた。

　彼女の唇くちびるは雪でできているように柔やわらかく、冷たかった。その時はじめて剛士は、ほのかも自分とおなじほど苦しんでいたのだと気づいた。その年の夏は、生まれてこのかた味わったことがないほど素晴らしいものになった。



　ひんやりとした手が、髪かみをかきあげ、額ひたいに触ふれた。

「どうしたの？　なにか考えていたの？」

「うん」彼女の膝ひざが与あたえてくれる至し福ふくに酔よった声で剛士はこたえた。

「いやなこと？」

「嫌だったこと」

「なにかあったの？」心配そうな声だ。

「全部、済すんだことだよ」

　そう応こたえるなり、剛士は身体からだの向きを反対にした。理由は言うまでもないが、場合によっては女の子がひどく嫌がる態たい勢せいである。

　しかしほのかは気にもしなかった。それどころか、剛士の頭がずりおちないよう後頭部に手をあてて支ささえながら、うれしそうに言った。

「そう。済んだことなの」

「うん」

「剛士」唐とう突とつに彼女はたずねた。声が奇き妙みようなほど張はりつめていることに剛士は気づいた。

「もし……もしもよ」

「うん」

「わたしがもう一度ボタンを無くしたら……どうする？」

「捜す」剛士は瞼を閉じたまま言い切った。

「見つからないかもしれないけれど、捜す。捜し続ける」

「わかった」声が震え、同時に彼女の身体にも震えがはしった。香かおり立つものがさらに強く剛士を包み込んだ。

「だったらいい。だったらいいの」

　二人は、予よ鈴れいがなるまで自分たち以外のすべてを無む視しし続けた。



　　　　４（虚きよ構こう）



「兄上の王たるお覚かく悟ごと、あなたのお考えはわかりました、カイジ・アンドー」シレイラは即そく座ざに言った。が、率そつ直ちよくな言葉として受け取るには早口すぎた。

「しかし、それがなぜ戦いを続けるべきだと判はん断だんされる理由になるのか、わかりかねます。戦いは……なにも解かい決けつしないわ」

　カイジは我われ知しらず拳こぶしを握にぎりつつ応おうじた。

「フェラールさんは覚悟して出しゆつ撃げきしたんです。自分が囮おとりになることで、敵てきの攻こう撃げきを引きつけ、軍に……つまり俺おれやみんなが少しでも楽ができるようにしようとして」

　フェラールさんは神社で追いつめられたんだ、本当ならばそう説明したかった。

　ホームルームで罵ば倒とうされたあげく、宇賀島によって神社に誘さそいこまれた。警けい官かんの前で奴を殴なぐるハメになった。

　だけど、俺は奴を殴り続けた。

　他に方法がなかったからだ。たとえどういう結果になろうと、俺が俺で在り続けるためには宇賀島へ思い知らさねばならなかった。

　そのためであれば、警官に取り押さえられ、学校を退たい学がくさせられてもいい。

　卑ひ劣れつな罠わな。窮きゆう地ち。だが、決してくじけない。そのためにはどんな犠ぎ牲せいも払はらう。卑劣さにただ屈くつっしてしまえばただの負け犬になってしまうから。

　俺は負け犬にだけはならない。どんな卑怯な手にもくじけない。あんな奴にだけは絶対に負けない。

　そうなのだ。

　ホームルームはこの戦場。宇賀島は魔ま王おう領りよう。ランバルト軍が陥おちいった窮地は底抜神社の罠そのものだ。神社の時と異ことなっているのは、カイジの役を演えんじているのはフェラールであるということだけ。

　そして、フェラールは必要な犠牲の中に、自分の命をふくめている。

　だとするならば、カイジはなにをすべきか……心は決まっていた。

「ともかく、そういうことです」カイジはすべてを語らなかった。血が滾たぎっていたのだ。

「俺がこの手でフェラールさんを救います。もちろん主力部隊も。フェラールさんから王国総そう帥すいとして全ぜん権けんをまかされた者として……降こう伏ふくだけは、絶対にしません。たとえあなたに反対されても、シレイラ王女」

「あなたはなんということを……それで、いったいなにを実現されるおつもりなのです！」青ざめつつ詰つめ寄よったシレイラは叫さけんだ。

「あなたと同じ世界から来た男、ウガシマはわたしたちを完全な罠に陥おとしいれました！　これ以上戦い続けても、悲ひ劇げきが大きくなるだけです！」

　我が慢まんできなくなったカイジは決定的な一言を口にした。

「なら、魔物どもの奴ど隷れいになったほうがいいんですか？　すべてを奴らの思うままにされて生きてゆくほうがいいというんですか？　宇賀島のような奴の……あんな奴に支し配はいされて生きてゆく方がいいというんですか！　降伏しても、誰だれ一人として無事ではすまないのに！　奴は絶対に俺をいたぶり殺すでしょう。フェラールさんも同じです。王女、あなたも例外じゃない。いや、あなたは殺されるよりもひどい目にあわされる。ランバルトの他の娘むすめたちも。それでいいんですか？　いいんですか？　だめです！　絶対にだめです！　俺はそんなことを許ゆるせない！」

「それは……」シレイラは絶ぜつ句くした。

　カイジはたたみかけた。

「いいですか？　軍が生き残れば、ランバルトは負けずに済すみます！　気に入らないんなら仕方ないけど、俺が思いつけるのはそれだけ……この世界の人族が自由であり続けるための方法はそれだけなんです！　宇賀島……ええい、魔王領に降伏しても、奴隷の毎日が待っているだけなんですよ！　お願いだから、文句があるなら全部終わった後にしてください！　王女、いまは我慢してください！　俺のためではなく、ランバルト全国民とフェラールさんのために！」



（小野寺剛士著『僕ぼくたちの戦争１』２５３～２５７ページ）



　　　　５（現げん実じつ）



　身体からだが溶とけるほど素す晴ばらしい昼休みのあとに残された授じゆ業ぎようは二つ。日本史と軍事教練だった。ありがたいことにどちらも、剛士にとっては苦になる内ない容ようではなかった。

　日本史はまあそれなりに年号と事じ件けんと名前が大名行列。メンド臭くさかったが、ノートをとっておかないと後で大変になるとわかっていたので、黒板の内容だけは懸けん命めいに書き写した。

　そして今日最後の授業、軍事教練。徴ちよう兵へい制せいこそ廃はい止しされて長いものの、日本がいつ戦争をはじめなければならなくなるか知れたものではない、という理由で残されている化石のような授業である。剛士の父などは校庭を鉄てつ砲ぽうかついで行進させられるばかりでおもしろくもなんともなかったと言っていたが、いまではかなり内容が変わっていた。

　もちろん、兵隊のように銃じゆうをかついで行進したり、号令のかけかたを教えられたりという内容の時もある。しかし大たい抵ていは戦史について教えられたり、第三次世界大戦に一兵士として参加した近所のおじいさんを招まねいて話をうかがったり、戦争の意味についてディベートをおこなったり……である。時には近くの陸軍駐ちゆう屯とん地ちに出かけて将しよう校こうや下士官たちに教わりながら射しや撃げきの練習をすることもあるが、大部分は軍事教練という言葉からは遠くなっている。軍国教育といえばまあそうだが、同時に戦争の怖こわさについてもたっぷりと教えこまれるので、これじゃむしろ反戦教育じゃねーか、いっそ廃止しちまえ、なんて批ひ判はんがあるほどだ。

　今日の内容は戦史についての講こう義ぎだった。

「……ですから、一九四七年当時、ドイツ第三帝てい国こくと日本が戦争に突とつ入にゆうするだろうことは誰だれの目にも明らかだったのです。しかし日本は後手にまわりました。広大な海、そして、あまりにも巨きよ大だいな北米大陸を同時にドイツ軍から守るという大問題に、正直なところ手をつけかねていたのです……」

　教きよう壇だんからおっとりした声で語っているのは三〇代の女じよ性せい、配属将校の藤原先生だ。いまでは軍隊でもたくさんの女性が活かつ躍やくしているし、大学で予備士官教育リザーブ・オフイサー・トレーニングを受け、二年ほど軍ぐん務むについたあとで民間に戻もどっているひとも数多い。藤原先生もその一人だった。彼女がいたのは海軍で、階級は（予よ備び役えきは昇しよう進しんがほとんどないので）年の割わりには下っ端ぱの中ちゆう尉いだ。上品というほか、特に美人というわけでもなく切れるという印象も与あたえないひとだが、生徒の分け隔へだてはしないし、話す内容はわかりやすいしでけっこうみんなからは好かれている。他の先生との違ちがいといえば、入学式や卒業式といった公式行事の際さいはかならずネイヴィ・ブルーの縦たてカラー上着にキュロットスカートという海軍婦人士官用第一種軍装ネイヴイ・レデイス・メスを着用することぐらいである。

　藤原先生はみんな目をさましてるの、とでも問いたげに教室を見回した。まあ、三分の二というところである。言うまでもなく飯田は熟じゆく睡すい中ちゆうであった。優ゆう等とう生せいのほのかはもちろんノートをとっている。基き本ほん的てきに歴史ネタが好きな剛士も耳を傾かたむけるのに苦労はない。

「突とつ然ぜんで悪いのだけれど」

　藤原先生は、仕方ないわね、という微び笑しようとともに声を大きくした。海軍にいただけあって、おっとりしていながら響きがいい。飯田をはじめとする居い眠ねむり組も目をさました。

「先生、明日から年次召しよう集しゆうで訓練を受けなければならないの」

　なるほど、という空気。予備役は毎年二週間の訓練を受けて軍人らしさを保たもたねばならないのである。親が予備役軍人という者も少なくないので、とりたてて驚おどろきを感じる者はいない。

「それで、その間の代理を先生のお友達にお願いすることにしました。現役の海軍士官です」

　ほう、とかうわあ、とかいうつぶやきが漏もれた。現役の海軍士官や陸軍将校という言葉から連想されるものといえば……元気が良くて厳きびしくて、ちょっと融ゆう通ずうが利きかないというイメージである。世間では海軍の方がいささか余よ裕ゆうがあることになっているが、なんというか、ほとんど気分転てん換かんの時間と化している軍事教練が本物の軍隊教育になってしまいそうで、あまり歓かん迎げいできることではないのだ。

「たまには現役の士官に教わるのもいいものよ」藤原先生はあいかわらずおっとりと言った。「世の中には、色々な物の考え方があることがわかるから……ちょっと残念だけれど、来週後半の学祭までお願いしてあります」

　剛士は先生の言葉をあっさりと聞き流した。別に気にするほどのことではないと思った。それよりも、今日の放課後をどう過すごすかのほうが大事だった。



　掃そう除じとホームルームが終わり、明日は金曜日、今週最後の一日だからしっかりねという詩し織おり先生のなんか含みのある励はげましとともに授業が終わったとたん、全員が喚かん声せいをあげ、拍はく手しゆや愛してるーとかいう声とともに先生を送り出した。

　飯田はじゃあな、と肩かたを叩たたくなり胴どう着ぎを担かついで道場へ駆かけ去ってゆく。なんのかんのいっても、柔じゆう道どうには本気で取り組んでいる男なのだ（いやまあ、今日はジュリエットのセリフを腹はらの底からしぼりだす練習なんでしょうが）。

　他の連中も忙いそがしげである。学園祭準じゆん備びに突入しているからであった。天抜高校、偏へん差さ値ちがぱっとしないことをはじめとして、とりたてて売りのない公立高ではあるのだが、学祭だけは例外であった。三日間の学祭に約一週間の準備期間が認みとめられ、ことに学祭と同じ週は午後の授業はパスという学習指し導どう要よう領りようを無む視ししまくったカリキュラムが組まれる。いや実はそれですら表向きのことで、実じつ際さいは生徒会指導部特とく務む行こう動どう班はん、学祭実行委員会、理り系けいクラブ合同協議会情じよう報ほう部ぶ、文系同好会秘ひ密みつ共きよう闘とう会議諜ちよう報ほう工作班が主導権を争いつつ手を組んで職しよく員いん室しつに圧あつ力りよくをかけ、ほとんどの授業は『自習』にしてしまうのだった。

　詩織先生が金曜日がどうのと口にしたのはその含みである。すでに彼女の元にはわけのわからない花束とか先生愛してます前から大好きでした実は夜も眠ねむれませんだからお願いですから自習にしてくださいとか、良ければ背せが高くて顔はまあまあで優やさしくてちょっと気弱なウチの兄あに貴き紹しよう介かいしますから自習にしてくださいという妙な手紙が山のように届とどけられているのであった。詩織先生の御言葉は要するにはい、わかりました、という意味であり、だからこその大歓かん声せいなのである。あっちこっちの教室から似にたような喚声が響いていることから、他のクラスも同じであると剛士にもわかった。今年もまた学祭週間は例年通り、まさにお祭り騒さわぎになるであろう。

　問題は、そのお祭り騒ぎが剛士にとっては雑ざつ用ように追いかけられるイヤな嵐あらしの七日間になるということであった。ほのかに押おしつけられてしまった学祭実行委員長とは、要するにそういう役割なのである。

　剛士は席を立った。

　ほのかもあわただしい。これからすぐに生徒会の学祭関連ミーティングが30分。そのあとは水泳部の練習であった。柔じゆう道どう部ぶとは違ちがって実は宝たから塚づかなお芝しば居いの稽けい古こをするわけではない。マジメな練習である。彼女が率ひきいる天抜高女子水泳部は県下有数の強きよう豪ごうとして知られているので、こんな時期でも手を抜ぬけないのだった。ほのか自身、県大会の記録を持っているのである。

「じゃ、剛士、わたしはいくけど……」両手に鞄かばんとスポーツバッグを持ったほのかがのろのろしている剛士をのぞきこんだ。

「うん。僕は委員会室だから……あとで」

　剛士はこたえた。

「小野寺ってアレよねー」二人のいつもの会話を小耳に挟はさんだクラスメイトの真ま柴しば雪ゆきがおちょくった。「完全にほのかの忠ちゆう犬けんって感じ」

　そうなのである。いまは学祭準備という理由がつけられるが、普ふ段だんの剛士君、毎日ほのかと一いつ緒しよに帰るためだけに放課後の二時間近くを学校で潰つぶすのであった。正直、犬といわれたことも気にはならない。まあそうかもなあとおもっただけであった。

　が、ほのかは違った。

「そういういいかたって、良くない」

　彼女の声は一変していた。発音は柔やわらかいが、一言一言が刃やいばのように鋭するどかった。

「剛士は犬なんかじゃない。絶対に。自分で決めて、わたしが一人で下校しないで済すむようにしてくれているの。わたしのことを心配して。だから犬なんかじゃない。ねえ、悪いけど謝あやまって、もちろん剛士に」

「え……でも」雪は目を白黒させている。ちょっとからかうだけのつもりだったのに、普段は誰にでも優しく親切なほのかを本気で怒おこらせてしまったことでパニックに陥おちいっている。

「……お願いよ、謝って」

　ほのかの声が冷たくリピートした。

「……え、あの……ごめんなさい」

　女子は青ざめながら頭をさげる。涙なみだまで浮うかべていた。

「剛士？」きつい声でたずねるほのか。はやくフォローして、と目が語っている。

「あの、真柴、もういいからさ」剛士は両手をあげて抑おさえた。「別に気にしてないから。それから、ほのかもちょっと言い過すぎ」

「……本当」雪は上うわ目め遣づかいでたずねた。

「うん、いい。いいから」剛士は精せい一いつ杯ぱいの微び笑しようで応おうじた。「ほのかも、もういいだろ？」

「剛士がそう言うなら……ごめん、真柴。わたし、剛士のことになると我が慢まんできなくなるの」

「わかってる……じゃ」

「うん」

　真柴はすぐに出て行った。教室にはもう他の人ひと影かげはない。

「あんな感じで良かったかな」剛士はたずねた。

「60点。でも、いい。きちんと気づいてくれたから」ほのかは微笑んだ。

「いやあのさ」

「なに」

「……ありがとう。怒ってくれて」

「ばか。あ、ミーティングに遅おくれちゃう。じゃね」

　ほのかは顔を真っ赤にすると同時に教室を飛びだしていった。



　剛士は鞄を手に実行委員会室の置かれているクラブ棟とうへ歩いた。天抜高は公立のクセに父兄や卒業生からの寄き付ふや寄き贈ぞうがやたらと多い学校で、施し設せつはとんでもなく充じゆう実じつしている。ほのかが練習するのは女子水泳部専せん用ようの屋内温水プールだし、どんなろくでもない部活や同好会にもクラブ棟に専用の部室が与えられているほどなのだ。

　そのクラブ棟は……もはや戦国時代の堺さかいかルネサンス期のフィレンツェのごとき様相を呈しつつあった。要するに独どく立りつ領りよう、学校でありながら全然学校ではない感じである。それが証拠に、生徒総そう会かいにおいて賛さん成せい多数で決定された今年度学祭の標ひよう語ごは『僕のモノは僕のモノ。君のモノも僕のモノ』というジャイアニズム溢あふれるものだった。

　さてその実例は……と見回せば、全然探さがす苦労はいらない。あっちこっちから、

「予算が足りんのだ予算が！」

　とか、

「土曜より男子は全員部室にて宿しゆく泊はく、全力をもって学祭準じゆん備びにあたる！　なお、部室内オナニーは厳げん禁きん！」

　などと、ムチャクチャ気合いの入った声が響ひびいているからだ。廊ろう下かと言わず階かい段だんと言わず作りかけの看かん板ばん、なんか怪あやしげな格かつ好こうの巨きよ大だいな眼がん球きゆうを備そなえた女の子がポーズをとったポスター、大工道具を抱かかえた野や郎ろうども、うわぉ、な感じのヘソ出しコスプレで飛び跳ねる女子がいるかとおもえば妙みような歌を唄うたいながら一人で鞠まりをついている奴やつなんかであふれかえっていた。せわしなく連れん絡らく事じ項こうを告げるスピーカーの内ない容ようもムチャクチャで、

『風紀委員会より総員に告げる、学祭週間以前の校内泊まり込みは禁止！　違い反はん者しやは校内引き回しの上、校門に全ぜん裸らで逆さかさ磔はりつけの刑けいに処しよす！　なめるなよ、本気だぞぉ！』

　とか、

『生物部実験室より遺い伝でん子し改かい造ぞうでつくった火ひ吹ふきコモドオオトカゲのゲモちゃんが逃とう亡ぼうしました、誰だれかつかまえてくださぁーい』

　とか、

『全理系クラブ代表者に達する！　理系クラブ合同協議会臨りん時じ秘ひ密みつ会合は本日16時30分よりクラブ棟第二集会室で開かい催さいされる！　クラブ代表者は盗とう聴ちよう探たん知ち機き持参で全員出席せよ！』

　とかもううるさい限かぎり。あれやこれやと雑ざつ用ようを押おしつけられる実行委員会の長である剛士君としては自分を待っているだろう面めん倒どうを予想して思わず溜ため息いきなのであった。

　もちろん、盛もり上がっている天抜高の生徒さん御ご一いち同どうはそんなこと気にしてやしない。いまもその一人がさっそく剛士に面倒を持ちこんできた。

「小野寺小野寺小野寺」

　せわしなく剛士を呼よび止めたのは脂あぶらぎった髪かみに曇くもった銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね、汚よごれたツナギという気合いの入ったファッションの友人であった。

　毒ぶす島じま武たけ士し。名前だけきくとうらぶれた事じ務む所しよを訪たずねてくる謎なぞの美女で波止場で夜よ霧ぎりでトレンチコートでラッキーストライクでバーボンな感じ、つまりは実にハードボイルドなのだが、実じつ態たいは白くてぶよぶよしていて声が妙にカン高い、自分の好きな事だけにはこの世の誰よりも詳くわしくて行動力もあるというきわめて限げん定てい的に男らしい人物であった。飯田と同様、幼よう稚ち園えん以来の付き合いだ。

「どうした」

「ふっふ……よくぞきいてくれた」

　毒島は曇ったレンズの向こうで……どう少なめに見積もっても３万光年は遠くを見ている感じの目で笑った。控ひかえめで可か愛わいくて巨きよ乳にゆうで眼鏡っ娘こで帰国子女の幼おさな馴な染じみを陥かん落らくさせるにあたってはこの目つきが大いに威い力りよくを発はつ揮きしたという噂うわさを剛士はおもいだし、その不幸な娘むすめはきっと眼鏡の度があっていなかったのだろうと決めつけた。もちろん自分のことはタナにあげている。

「手に入ったぞ」剛士がなにを考えているかなど気にもしない様子で（って、この男はいつもそうだが）毒島は声をひそめた。

「……本当か」剛士も押し殺した声でうめいた。

「ああ。ありとあらゆるコネを使った。俺おれは宇う宙ちゆう軍ぐん技ぎ術じゆつ研究本部に顔がきくからな」

　毒島は小鼻を膨ふくらませた。おもいっきり怪しくはあるのだが、本当の話である。

　毒島は生まれついてのロケットおたくで、最初に飛ばしたロケットは５歳さいの時に花火をほぐして黒色火薬を詰めこんだものだった。剛士もその製せい作さくを手伝わされ……後で毒島と揃そろって警けい察さつに連れて行かれるわ、父親には頭の形が変わるほどド突つかれるわという騒さわぎになった。打ち上げた毒島１号機は空中でくるりと回って当時の天抜市長邸ていに飛びこみ、奥おくさんの居いぬ間に愛人連れ込んでうはははは、だった市長をエライ目にあわせたからであった。

　でまあ、剛士はそこで手を引いたのだが……毒島の方は変わらなかった。ますますハマったのである。その熱中ぶりは並なみではなかった。算数が嫌きらいなのにロケット作るにはそれが不ふ可か欠けつだと知ったとたんなにもかも放ほうり出してそちらの勉強をはじめ、小学校高学年の段だん階かいで高校数学、中学の段階で大学数学とロケット工学のありとあらゆる計算をこなせるようになっていた。汚きたない字で書いた論ろん文ぶんを帝てい国こく宇宙航行学会に送りつけて会員になったのが中学二年。もっとも審しん査さしたエライ先生方はまさか中学生が書いたとは思わないから後になってのけぞった。ともかく一種の天才というか努力の人というかおたくと鋏はさみは使いようというか、まさに外見を裏うら切ぎらない男である。

　もちろんロケット製作も着々と進めている。学会のコネで近くの陸軍射しや爆ばく場じようへの出入りを認みとめてもらい、そこで自作のロケットを打ち上げているのだ。飛ひ翔しようデータの収集はやはりコネで統とう合ごう航空軍のレーダーサイトに頼たのんでいる。それでもってロケット製作資し金きんは夏休み冬休み春休みのすべてを宇宙軍技術研究本部でのバイトで得た金で得ているというのだから、首しゆ尾び一いつ貫かんした偉い人じんと呼よぶ他はない。本人に教えられたところでは、宇宙軍との間で内々に約束ができあがっており、天抜高を卒業した後はやらせの試験だけ受けて東京帝国大学造兵科（兵器技術者を養成する学科のことだ）へ進学、卒業後はもちろん技術士官として軍に入隊して一生ロケットをいじくりまわすという毒島的にはバラ色の未来が待っているらしい。

　もっとも、剛士的には宇宙にいくことではなく、ロケットにだけ過か剰じような熱意をそそぐところがいまいち本末転てん倒とうでなんか間ま違ちがっているような気がしている。毒島の場合、宇宙へ行くためにロケットを造るのではなく、ロケットを造るために宇宙飛行という名目を必要としているように感じられてならない。『目的』でなく『手段』にそこまでいれこめる神しん経けいがよくわからない、といってもいいだろう。まあ、人それぞれだが。

　剛士の本音に気づくはずもない毒島は核かく融ゆう合ごうを引きおこしかねないほどの熱意を発散しつついった。

「メインブースターは軍が廃はい棄きした六八式地対たい艦かん誘ゆう導どう弾だんのロケット・モーターを束ねる。燃ねん料りようはコンポジット系けいの保ほ存ぞん状じよう態たいがいいやつを横流しで手に入れた。いける。いけるぞ」

「あのな」

「ともかくだ、燃ねん焼しよう室しつも改かい造ぞうしたし、外皮も廃棄された短距離弾道弾ＳＲＢＭをぶったぎってはめる。普通の奴やつならバランスを狂くるわせるところだが、安心しろ、俺は天才だ。自作のノーズコーンとフィンでなんとかできる。コンピューター・シミュレーションも済すませた」

「……飛ぶのか」

「ロケット開発はベストではなくベターを目指すものなんだよ」毒島はふんっと鼻息を荒あらくした。

「工作技術の限げん界かいがあるからな、１００パーセントには絶対にならない。まったく、素人しろうとは爆ばく発はつボルトのミスぐらいで技術に深しん刻こくな疑ぎ問もん、なんてほざきやがるからな。そのワリには平気な顔して飛行機に乗りやがる。航空機事じ故こ原げん因いんの大半は値ね段だんが10圓もしない部品が起こしてることも知らんのだ。愚おろか者どもが」

「正直なところ、どれぐらいだ」

「70パーセント」

「かなりやばくないか、それ」

「フォン・ブラウンのＡ４初期型よりは全然いい。少なくとも発射台で爆発はさせん」毒島は胸むねを張はった。ドイツで月ロケット開発、宇宙ステーション、火星ロケット計画に打ちこんだヴェルナー・フォン・ブラウン男だん爵しやくより自分の方がエライと本気で信じているのだ。

「うう」

「安心しろ。俺が宇宙軍で最初に設せつ計けいしたロケット、まあ、大洋間弾道弾ＩＯＢＭでもかまわんが……ともかくそいつが打ち上げられる時は、おまえも貴き賓ひん席せきに呼んでやるから」

「ううう」

　剛士は頭を抱かかえた。話が全然噛かみあっていない。だいたいＩＯＢＭと言えば先せん端たんにはごってりと反応弾頭ニユーク・ヘツドを載のせているはずで、それが打ち上げられるといえばつまり……招しよう待たいされても絶対に行きたくない。というか、行く前に剛士の方が東アメリカから発射されたミサイルで蒸じよう発はつしていそうだ。

「ともかく、こっちの準じゆん備びは順調だ。そっちは大だい丈じよう夫ぶだろうな？」毒島はいった。

「誰か怪け我がしたり死んだりってことにはならないだろうね？」

「大丈夫だ。俺の命以外は」

「うううう」

　とまあ、そんな感じで本日の実行委員会の仕事がはじまった。さすがに毒島ほどブチ壊こわれた話は多くないが、委員会室には詰めた剛士以下20名の委員は休む暇ひまもない忙いそがしさである。

「あ、小野寺ぁ、相談なんだけど」委員会室にたどりつくなり、二年三組の実行委員で小学校以来の友人でもある根津が申しん請せい書しよの束を手に駆け寄ってくる。

「一年五組と二年一組のクラスイベントがカブるんだけどさぁ、大丈夫かなぁ」

「なにやるんだった」

「メイドさんコスプレ喫きつ茶さだ。両方とも女子に美人が多いから……ていうか美人しかおらん」

「かわいい娘こがかわいい格かつ好こうするのが多い分にはかまわないだろ」

「いやー、場所が近いんだよ、階段の上下だからなぁ。それにな、一年五組の方は三年のロリ好き連中が狙ねらってるって話だし。五組の男子はカメラチェックするっていってる」

「繁はん華か街がいでも似にたような店は固まってるからいいんじゃないか？　それに……高校一年でロリもないだろ」

　剛士はあっさりと言った。まあ確たしかにそうである。

　しかし根津は首を横に振ふり、声を潜ひそめた。彼は剛士に優ゆう奈なというソレ系けいお兄さん直撃の妹がおり、だからこそろりろりな女の子について守ってやること、可愛かわいがることしか考えられないのを知っている。三つ違いのナイスバディな姉が生身のおっかない人として実じつ在ざいするため、根津がお姉様系に欲よく情じようできないのと同じであった。

「ま、場所についてそうかもしれないが」根津は言った。「ロリ好きの方はな……かなりマズイ。ちっちゃくてかわいいのがずらりと揃そろってるんだ、五組は。そんなのが語尾へにゃとかにょんとかつけてぴょこたんぴょこたんハネながらウェイトレスやってたら……」

「……やるのか」

「一年五組女子一同、やる気満々だ」根津はうなずく。「休み時間には全員で発声練習してる。ポーズもつけてた。見学したが、俺まで思わずイキそうになった。ロリどもはもちろん盛り上がってるどころじゃない。すでに盗とう聴ちよう器きを四つ発見した。盗とう撮さつビデオ撮どり用のＣＣＤカメラを手にいれたという情じよう報ほうもある。いまごろは〇〇タン萌もえ～とかほざきやがりながら貴重な森林資し源げんを伐ばつ採さいしてつくられた肌はだ触ざわりのいい柔やわらかい紙を大量に消費しているに違いない」

「……それだけか」

「いや、実は一年二組もまずい。あそこは予定を変へん更こうして義ぎ理りの妹喫茶『お義に兄いちゃん、ふにゅ』をやることになった」

「ぎ、ぎりのいもうと喫茶」剛士はあんぐりと口を開けた。「えーと、それはつまりあのやっぱり」

「ああ」根津は深々とうなずいた。

「もちろん、ろりろりなわけだな？」剛士はたずねた。

「もちろん、ろりろりだ。その点に疑問はない」根津は断言した。「セーラー服とか体たい操そう着ぎとかスクール水着で三つ編みだったりポニーテールだったりするちっちゃくてちょっと巨きよ乳にゆう系けいで眼鏡めがねっ娘こ率りつの高いウェイトレスさんたちが『いらっしゃいませ、お義に兄いちゃん！』なんて出で迎むかえたり、アイスクリームを注文したりすると『ボクもアイス大好きだよ、お義に兄いちゃん！』とかやってくれて、ちょっとでも萌えようものなら『やだぁ、お義に兄いちゃんの色しき魔ま！　……でも、大好きだよ！』とかかましてくれる筋すじ金がね入りの反社会的かつアンチフェミニズムなイベントだ……うう、たまらん」

　説明しているうちに根津の目つきはアヤシクなっていった。喋しやべっているうちにイロイロ想そう像ぞうして興こう奮ふんしてきたらしい。そういえばこいつ家へ遊びにくるとやたらに優奈をかまいたがるなと剛士はおもいだし……突とつ発ぱつ的てきな頭ず痛つうに見み舞まわれた。ぶんぶんと頭を振って気を紛まぎらわす。ともかく、いまは目の前の問題に集中だ。剛士は額ひたいを押おさえつつ校内電話で風紀委員会を呼び出した。

「風紀委員会、委員長の仲田だ」

「実行委員長の小野寺」

「おー」

「三年のロリ好きで有名な連中、わかるか」

「ロリ？　待ってくれ……ああ、ブラックリストに載のってる。一いち応おう、委員会機き密みつだがおまえならいいだろう。六名だ。うち二名は去年の学祭で隠かくし撮りした写真を投とう稿こう雑ざつ誌しに送って賞金までもらいやがった凶きよう悪あく犯はんだ。校内データ網もうでリスト転送するか？」

「いや、知りたくもない。それよりな、全員学祭期間中はどこかに拘こう束そくして欲ほしいんだけど。ともかく一年二組と五組には近づけたくない。そうだな……あー、三年四組の割かつ烹ぽう着ぎママ＆赤ちゃんプレイ喫茶『ボク、いらっしゃい』がいい。あのクラス、女子はナイスバディのお姉様系しかいないだろ。ロリはマザコンの裏うら返がえしだからお姉様系の前ではおとなしくなるはずだ。四組には真しん性せいの年下好きでオタもＯＫな心の寛ひろい女子を何人か押さえてもらうようにこっちからも頼たのんでおくからさ」

「了りよう解かい、ただちに特とく捜そう班はんを向かわせる」

「いや、別に学祭はじまってからで……」

「甘あまい甘い！　小野寺、ペロドリ野コ郎ンどもをなめちゃいかん。奴やつらはゴキブリと同じだ。いや、ミジンコ以下だ！　あんなカスどもの存そん在ざいは天地人ともに許ゆるさん！　徴ちよう兵へいして戦場に送るべきだ！　日本男児と生まれたからには自覚的なマザコンや積極的な年上好みのひとつにでもならなくてどうする！　ちなみに熟じゆく女じよ系けいはちょっとパスだ！　ともかく、今日中に拘束する。明日の授じゆ業ぎよう中ちゆうも監かん視しをつけておく。以上！」

　なんて感じで問題を次々に解かい決けつしても全然終わらない。問題が問題を呼んで自じ己こ増ぞう殖しよくし、どんどん持ち込こまれてくる。

「おー、三年五組だけどー」

「あーはいはい」

「発電機持ちこんでもいいかなぁ。サイレンサーつけてるから騒そう音おんは大だい丈じよう夫ぶだと思うんだけど」

「なんに使うんですか」

「男子ランジェリー喫きつ茶さでやるステージショウのスポットライト」

「……燃ねん料りようの管理責せき任にん者しや決めて、誓せい約やく書しよを書いといてください。そうして貰もらえれば、こっちから学校事じ務む室しつに通しときますから」

「助かるわ。あーこれな」

　ふくらんだ茶ちや封ぶう筒とうが放ほうり出された。

「なんですか、これ」

「ちょっとした御ご挨あい拶さつだよ。テイラー先生の試験問題が過去三年分。もちろん満点解答付き。ま、世話になってるお礼だ。有ゆう効こう活用してくれ」

「あ、あははは、どうも」

　とか、

「お、小野寺さん、大変です」

「なに」

「クラブ棟とう内部に秘ひ密みつアジトを建けん設せつした非ひ武ぶ装そう反はん革かく命めいゲリラ同好会『東アジア反オタ非武装学生戦線・天地の尻』が化学室から笑しよう気きガスを強ごう奪だつしました！　当日はガスをばらまいて学校中のオタク系サークルイベント会場で同時多笑テロを起こす計画だとウチの潜せん入にゆう工作員が……」

　剛士君、早速『天地の尻』のアジトがある階かい段だん下したの用具室に走り、すぐにリーダーと話し合う。

「こんちわー」

「合い言葉は」ヘルメットに顔の下半分タオルという男子学生がたずねる。

「起たて万ばん国こくの中産階級」

「用よう件けんはなんだ、反権力の走そう狗くめ」

「いいから部長に……」

「非ひ戦せん闘とう的てき反革命集しゆう団だん指し導どう者しやと呼よべ」

「……ともかくみっちゃんに会わせてくれよ、時間がないんだからさ」

　と、がちゃんと扉とびらが開き、セーラー服にヘルメット、タオル、手にはどこからかまたもや強奪してきたらしい怪あやしげな道具を手にした女子があらわれる。

「あら、反革命的非ひ同どう志し小野寺」

「みっちゃん、あのさ、笑気ガス盗ぬすんだんだって？」

「ちがうちがう、ごーちゃん。非戦闘的反オタ革命のために徴ちよう発はつしたの」

『天地の尻』リーダー大おお磯いそ光代はどちらかつーと日本の母、と呼びたくなる身体からだを震ふるわせて笑った。彼女も剛士とは幼よう稚ち園えん以来のつきあいである。

「でさ、あのさ」

「まさか撒まくな、とかいわないでしょうね」

「撒いてもいいよ。そのかわり……お客さんがいるところでは絶ぜつ対たいだめ」

「ＯＢやＯＧ、それに教きよう職しよく員いんは」

「好きにしていいよ。どうせ、なんかやられるのは毎年のことだから向こうも覚かく悟ごしてる」

　いや、実際は楽しみにしていると言っていいぐらいなんだがまあそれはどうでもいい。

「わかったわ」

「もうひとつ、イベントや発表の最中もだめ。せめて拍はく手しゆが終わるまでガマンして」

「……わかった。さすがごーちゃん、話がわかるわね」

「お祭りだろ」

「そうよね、うん。はい、これ」

　にっこりして光代はラッピングされた紙かみ袋ぶくろを差し出す。

「なにこれ」

「クッキー焼いたから。ほのかと一いつ緒しよに食べて」

「ありがと」

　とまあ調子よく片かたづいたものの、もちろんまだまだ終わらない。委員会室に戻もどった途と端たん新たな面めん倒どうが持ち込まれた。

「きゃっほ、一年三組でっすう」

「なあに」

「射しや撃けき大会やりたいんでぇ、軍事教練用の鉄てつ砲ぽう貸かしてくださぁい」

「鉄砲？」

「はぁーい。えと、九七式アソルト・カービン八丁と弾たまを四八〇〇発」

「……銀行でも襲おそうの？」

「へっへー、携けい帯たい対戦車ロケットランチャーは男子が軍の放出品を手に入れたんですけどぉ」

「場所は？」

「教室で。あ、壁かべとかには鉄板張はるんで大だい丈じよう夫ぶでっすう」

「あのね」剛士は額ひたいを押おさえながらいった。

「なんですかぁ」

「……対戦車ロケットランチャーって、その鉄板をブチ抜ぬくための道具だとおもったけど」

「そーなんですかあ？」不服そうな女の子。「じゃあ、諦あきらめますぅ。でも、鉄砲のほうは……」

「だめだめ。実弾は鉄板にハジかれでもしたらどこへ飛んでいくかわからない。軍事教練で習ったろ？　エアガンだけにして。学校中のマニアどもに声かけて集めてあげるから。そのかわり……貸かしてくれたオタなお兄さんたちにサービスしてあげなきゃだめだよ」

「はぁーい、おのでらせんぱいもいらしてくださぁーい、サービスしちゃいまっすう。あとこれ、賄わい賂ろぉー」

「なに」

「うちのクラスの女子のスクール水着写真集、本当は生ショーツ付きにしようかとおもったんですけどぉ」

「あうううう」

　とか、

「小野寺ぁ！」

「なんだ、風紀委員長」

「飯田をなんとかしてくれ！　あいつ、柔じゆう道どう部ぶ員いん一同で校外ランニングしながら『ロミオとジュリエット』のセリフを叫さけばせてやがる。近所から苦く情じようの電話が殺さつ到とうして……」

「水でもかけろ！」

　とか、

　どかしゃーん、ずごごごご。

「こちら風紀委員会！　誰だれだぁぁぁぁ、校庭に攻こう撃げきヘリ着陸させたのはぁぁぁ！」

「機械工作部が対抗して自走高射機関砲持ちこむっていってます！」

　とかもうなにがなんだかわからない。

　もちろん剛士君も頭が痛い。痛くてたまらない。

　しかし丸くなっているわけにもいかないのであっちこっちと調整をはかるために走り回った。

　外界も凄すごかった。クラブ棟とうだけではなく、校内すべてが葉っぱキメてぶっ飛んだような勢いきおいであった。

　全員の士気を高めるためとか称しようして校庭でマラソンロックコンサートを開いている奴がいると思えば、フル編へん成せいの交こう響きよう楽がく部ぶは『軍ぐん艦かん行マ進ー曲チ』と『はげ山の一夜』というムチャクチャな取り合わせで景気良く演えん奏そうしているし、教室を確かく保ほできなかった弱小サークルのおでんや焼きそばの屋台は非合法活動資金を稼かせぐためすでに営えい業ぎようを開始しているし、車を持っている顧こ問もんや担たん任にんの先生を拉ら致ちして荷物運びにコキ使う奴らは続出するし、屋上で輪をつくってＵＦＯ呼び寄せている奴らはいるし、いわゆる学祭カップルが次々と誕たん生じようしているおかげで保ほ健けん室しつや体育準じゆん備び室しつや美び術じゆつ準備室は超ちよう満まん員いん、一カップル15分という実に微び妙みような時間貸しのチケットが前売りされるのみならず、ついにはダフ屋まで出ているし、で目もあてられない。

　それでも剛士はめげずに問題をひとつずつ解かい決けつしていった。

　いや、『解決』というより『調整』をとるという方が正しい。これはお祭りの準備だし、お祭りであるからには楽しくやるのが基き本ほんであるからだ。それに生徒一同、ムチャをやる連中は掃はいて捨すてるほどいても、無理を通そうというワガママすぎる奴はいない。六時、下校の鐘かねが鳴る頃ころには問題の90パーセントはなんとかなっていた。

「はい、今日は終わり」立ち上がった剛士は皆みなに告げた。「来週は泊とまり込こみになるから、休めるうちは休んでおいて」

「お疲つかれ様でしたぁー、また明日！」

　ふう、と溜ため息いきをつき、クラブ棟をでる。後ろ髪がみを引かれる思いで帰る連中が剛士へ次々と挨あい拶さつした。

「実行委員長、おつかれー」

「おのでらせんぱーい、ありがとーございましたぁ」

「小野寺くーん、また明日ぁ」

　このうち何人が帰ったフリをしてるだけで実際は泊まり込むつもりなんだろうかと思いながら照れ笑いとともに挨拶を返す。実のところなかなかいい気分だった。どういうわけか、実行委員長としての彼はなかなか人気があるようなのだ。ともかく問題を放置しておかないからかもしれない。禁きん止し、禁止とバカみたいに権けん力りよくを振ふりかざさず、祭りを楽しむという枠わくの内側であればすべて許ゆるしていることの影えい響きようもあるようだ。

　こうした剛士の方ほう針しんは『参加者全体の幸福へ全員が自主的に配はい慮りよする自由主しゆ義ぎ』とかなんとか職しよく員いん会かい議ぎでも評ひよう価かされているらしいが、もちろん御本人は難むずかしいこと考えてやっているわけではない。彼にしてみれば普ふ段だんの人付き合いどおりというだけで、別にああ僕ぼくって凄いとかなんとかおもってもいないのだ。方針らしきものと言えば、祭りの準備は楽しくやろう、もちろん他人の楽しさを邪じや魔ましないで、ということだけである。

　とはいえ……自分がイベントの管理運うん営えいをこうまで手て際ぎわよくこなせることは意外ではあった。

　要するに、ほのかはまたしても正しかったということなのだろう。

　剛士はそのほのかのもとへ急いだ。女子水泳部専せん用よう室内プールは照明がともったままだったが、人気はない。

　いや、ほのかが泳いでいた。

　ゆっくりとしたクロール。クールダウンしているのだ。ぴっちりした競泳用水着に包まれた身体からだとすんなりと伸のびた手足の白さに剛士はぽおっとした。邪魔してはいけないような気がしたので、プールサイドのベンチに座すわり、ただ彼女を目で追った。

　ぱしゃり、水音とともにほのかがプールからあがった。まるでいま泡あわから生まれ出たヴィーナスのようだ。剛士は声をかけることもできずに彼女を見つめていた。

「え……あ、もう来てたの」

　水泳帽を脱ぬぎ、肩かたにタオルをかけたほのかが小走りで駆かけ寄よった。競泳水着を突つき破りそうなほど膨ふくらんでいる胸むねが上下に揺ゆれている。濡ぬれた髪。整った顔に浮かんでいる明るい笑み。こちらへ急ごうと弾はずむ脚あし。どんなグラビアアイドルだってかなわない夢ゆめのような美しさだ。

「ゆっくりでいいよ」剛士は声をかける。

「ありがと……でも、もう今日はいいから。ほら、さすがに来週は練習なんてできないから、少しでも泳いでおこうとおもって」

　隣となりに腰こしをおろすほのか。濡れた身体をタオルで拭ふきながらはぁー、と息をつく。

「うん。タイムは？」

「もうちょっと泳ぎ込まないと、って感じ」

　剛士はうなずく。頑がん張ばってなどとは口が裂さけてもいわない。ほのかが頑張っていることは誰の目にも明らかなのである。

　ちらっと横顔を盗ぬすみ見る。温水に濡れた横顔はちょっと上気している感じで、実にその、アレであった。毎日毎日あれこれとあって、今朝だってまあ、あははははという感じであったのに、いまもまた胸の高鳴りを抑おさえきれない。

　気が付くと、ほのかが見つめかえしていた。

「なによ、わたしの顔、なんかついてる」

「いや、あの、あはは」

「いって、気になる」

「……とおもって」自然に声が小さくなる剛士。

「もう一度」身を寄せるほのか。甘あまい息に鼻び腔こうをくすぐられ、剛士はさらにぼぉっとしながらくりかえす。

「きれいだ、ほのかは」

「な」カァッと紅あかく染まるほのか。ふた呼こ吸きゆうほどのあいだそのままでいたが、ふぅっと息を吐はき出し、火ほ照てった頬を剛士の額ひたいにこすりつける。

「いまさらなにいってんの……でも、ありがと。うれしい」



    

  
    
      「……うん」

「わたし、本当にきれいだとおもう？」

「……うん」

「……わかった。じゃあ、もっと頑張る」

「え？」

「剛士にもっとほめてもらいたいから」

　潤うるんだ瞳が剛士を見つめる。彼も青少年、こうなっては我が慢まんできない。制せい服ふくが濡れるのも構かまわずにほのかを抱だき寄せ（というか飛びつく感じで）、唇くちびるを朝よりもしっかりと重ねた。今度は舌したでも御ご挨あい拶さつを交かわす。もちろんほのかが抵抗するはずなんかない。ああなんかチクショーこの野や郎ろうつーか俺おれはもう寝ねるというくらいのうらやましさである。

　五分ほどして、ほのかがいった。

「……着き替がえてくるね。ここじゃ、先生来ちゃうかもしれないし。今こん晩ばんで……いいでしょ？」

「うん」

　更こう衣い室しつに駆ける彼女は特に胸のあたりを懸けん命めいに隠かくしていた。剛士はその理由がわかっている。普段はそれほどでもないものがくっきりと浮き出ていたからだ。もちろん彼はそんなことを口にするほど卑いやしい人間ではない。ほのかが自分とのキスでそんな反はん応のうを示しめしてくれたことをなによりもうれしく思うだけだ。

　充じゆう実じつ感かんに満ちた学校帰りも素す晴ばらしかった。

　剛士はほのかの胸ぐらいまでしか身長がないが、それでも堂々と並ならんで歩く。身長が違ちがいすぎて手をつないだり腕を組んだりはつらいので、ほのかの方が剛士の肩かたに手をおいたり頭を撫なでたりしながらだ。剛士はいつか自分の方から手を伸のばそうと思いながら伸ばせないでいる。自分の手はきっとほのかのくびれたあたりやきゅっとしたお尻しりへ触ふれてしまうのだろうが、決して彼女はおこらない、それどころか楽しそうに微笑ほほえんでくれるに違いないと想そう像ぞうしている。

　家に着いた。剛士の家とほのかの家は並んで建てられている。二人はそれでも名な残ごり惜おしそうにぐすぐずと話し、手を握にぎって放してを何度もくりかえしたあとで深夜の再さい会かいを約束して別れる。

　やっぱり、素晴らしい一日だった。



　いや、間違いだ。



　まだ、長い夜がある。



    

  
    
      

　　　　６（虚きよ構こう）



「選せん択たく肢しはふたつです。いますぐ叩たたきつぶすか、時間をかけていたぶるか」

　アーシュラは牙きばを剥むきだしていた。それどころか、頬ほおまで赤らんでいる。自分の口にした言葉に興こう奮ふんしているのだ。

　キョウイチは驚おどろかなかった。魔ま族ぞくがそういう性せい質しつだということはとうに理り解かいしている。不ふ愉ゆ快かいでもない。それどころか……彼の好みにぴったりだった。ひとたび敵てきとおもいさだめた相手は、どんな手を使っても叩きつぶす。自分を敵にしたことを心の底から後こう悔かいさせながら、おもいつける限かぎりの苦しみを与あたえる──これにまさる喜びなどない。

「いつでも潰せる、ってことか」キョウイチはたずねた。

「ええ、ウガシマ総そう帥すい閣かつ下か」クール・ビューティ・ヴァンピレラは嬉うれしげに応おうじた。瞳ひとみには残ざん忍にんな光が宿っていた。

「雪ゆき解どけ後……いや、いっそ初夏に大だい攻こう勢せいをかけた方が、楽しめます。人族どもは春や夏に多く睦むつみあい……翌よく年ねんの初夏には子を為なしますから」

　それだけ殺したり、奴ど隷れい化かしたりする人間の数が増ふえていい、というわけだった。

　キョウイチはちらっと地図を眺ながめた。アーシュラの口にした言葉の恐おそろしさはまったく気にならなかった。魔族にとって、人族の価か値ちはそんなものだろうし、それに、異い世せ界かいの見ず知らずの人間ども……それも、あの安藤快かい児じを王国総帥として担かつぐような連中がどうなろうと知ったことではない。彼が気にしていたのは別の問題だった。

「でも、他にも叩くべき相手はいる」

「はい、閣下。この世界の人族……すべての人族が我われ々われの敵です」

「僕も人族だぜ？」キョウイチはにやりとした。

「あなたの心には闇やみがあります。いかなる魔族も及およばない深い底なしの闇が」アーシュラはキョウイチを見つめた。

「ですから、あなたに我ら魔族の総帥となっていただいたのです。あなたの心に闇がある限り……すべての魔族はあなたの忠ちゆう実じつな下僕しもべに他なりません」

「君もか、アーシュラ？」

「わたくしの身体からだも心も……そして全すべての呪のろいも、あなたのものです。あなたが望まれるのであれば、あどけない子こ供どもの血を吸すい尽つくして見せましょう。いえ、いまこの場で日光を我が身に浴びることも厭いといません」

　キョウイチはガラス玉のように感情の失うせた目で彼女を見つめていたが、やがて、唇くちびるを卑いやしく歪ゆがめた。

「わかった。わかったよ、アーシュラ」キョウイチは立ち上がった。

「やってやる。やってやるさ！　僕を無む視しした奴やつに思い知らせてやる。いつも善ぜん人にん面づらをこきやがって、僕を腹はらの中で嘲あざけっていた安藤のクソ野や郎ろうに。いいんだな、アーシュラ？　僕はそのためにどんなことをしてもいいんだな、アーシュラ！　君たちの、魔族の目的から外れてさえいなければ」

「御ぎよ意いのままに」アーシュラは片かた膝ひざをつき、頭を下げた。

　キョウイチは再ふたたび地図に視し線せんを向けた。

「時間を与あたえると軍が再さい建けんされて面めん倒どうになる……いますぐだと、向こうがヤケクソになってこっちの損そん害がいが増ふえる……」

「命を惜おしむものなどおりません」アーシュラが口を挟はさんだ。

「わかってるさ」キョウイチは手を打ち合わせた。アーシュラですら圧あつ倒とうされるほど残忍な微び笑しようが浮かんでいた。

「でも、それじゃ僕が面おも白しろくない。奴を──人族を苦しめてやりたいんだ。徹てつ底てい的てきに。生まれてきたことを後こう悔かいするぐらいに」

　薄うす気き味み悪い声でキョウイチは笑いはじめた。呆あつ気けにとられたアーシュラだったが、すぐに自分も笑いだす。

「とりあえず、向こうを疲つかれさせる手だな」笑いをおさめたキョウイチは告げた。「準じゆん備びが大変だから、本ほん格かく的てきな攻勢は来年の初夏まで待ったほうがいい」

　戦いはスピードが重要。それはキョウイチにもわかっている。これまで、学校で自分を嘲った連中を片かたづけるためにもっとも役に立ったルールと同じだ。

　だが、無理を避さけることも大事だと知っている。いついかなる場合も、確かく実じつな、絶対に確実な手を用いるべきなのだ。冒ぼう険けんは、最後の瞬しゆん間かんだけでいい。神社で自分が傷きずつくことを前ぜん提ていにしてカイジに罠わなをしかけた時のように。

　魔ま王おう領りようの優ゆう位いを確かく信しんしている彼はむろん後者を選せん択たくした。

「まず、小さな部隊を動かして、ランバルトを疲れさせよう」

「軍主力は集しゆう団だん戦せん闘とうに向いておりますが……」

「普ふ通つうの部隊は使わないよ！　あたりまえじゃないか？　ほら、あれを投入する。いつでもクーデターを起こせるように君が握にぎっている特とく殊しゆ部ぶ隊たい。特殊吸きゆう血けつ鬼き戦隊だったよね」

「ＳＶＳ……それをどうして」

　アーシュラの眉まゆがくもった。青みがかった肌はだが不健康な白に変わっていた。

「それに、クーデターなど……」

　むろん嘘うそである。アーシュラはキョウイチが役立たずであれば即そく座ざに抹まつ殺さつしようと決めていた。ＳＶＳを自分の手に握っている理由はまさにそれである。キョウイチはまさにセンターを衝ついたのだ。

「遠えん慮りよしなくていい。やりたければいつでもどうぞ」キョウイチは吸血鬼を見み据すえた。「でも、僕ぼくもただでやられるつもりはないよ。吸血鬼の弱点はそれなりに知ってるから。どう？」

　アーシュラは唇を噛かみ……恭うやうやしくキョウイチに剣けんを差し出した。

「どうぞ、ご存ぞん分ぶんに」

　彼女はいまはじめてこの異世界の佞人タレントを畏い怖ふしていた。最高機き密みつであるはずのＳＶＳとその目的について、いったいいつどこで知ったのか……彼女の心にこれまでと違うなにかが生じていた。それは、一種の敬けい意いと呼よんでいいものだった。

「剣はいらない。どのみち、僕には剣なんか使えない。僕が欲ほしいのは君の忠ちゆう誠せいと特殊部隊だ──それが、僕の剣だ」

　キョウイチはあっさりといいきった。

「ＳＶＳの方は、ランバルトへ仕し掛かける前に使いたい用事もあるし」

「閣かつ下か」

「魔王領のエライ連中の中には僕を信用してない奴やつらがいる。そいつらを片づけたい。邪じや魔まなんだ」

「まず魔族に、実力を行使すると仰おつしやるのですか？」

「誰だれにも邪魔をさせない」

　キョウイチは勝ち誇ほこった顔で断だん言げんした。

「いいかい、アーシュラ？　これはもう僕の戦争なんだぜ」



（小野寺剛士著『僕たちの戦争２』２５２～２５５ページ）



　　　　７（現げん実じつ）



　父に母、長男の剛士と弟の鉄也、それに優奈を加えた小野寺家そろいぶみの食しよく卓たくは賑にぎやかだった。全員が今こ宵よいの話題を持ち出し、笑いをとったり感心させようとしたりする。メイン・ディッシュは母の得とく意い技わざ、麻婆マーボー豆どう腐ふだった。ぴりりとしてちょっとすっぱくて、食べれば食べるほど食欲そそる逸いつ品ぴん。いい具合に崩くずれた豆腐、適てき度どなとろみ、たっぷりの挽ひき肉にく。文もん句くのつけようがない。剛士君、無む論ろんのこと三さん杯ばい飯めし、ごちそうさまである。御家族一同それは同感で、お代わりの声が連続している。お母さんの主しゆ義ぎ主しゆち張ようというか小野寺家の方ほう針しんというか、夕ゆう餉げの食卓には他にも一〇品ほど手のこんだオカズが並ならんでいるのでバクバクと食べるのに全然苦労がない。

「あのな、剛士」晩ばん酌しやくと夕飯をごっちゃにしながら新聞を読んでいる父が剛士にいったのは彼が飯めし粒つぶひとつ残っていない茶ちや碗わんに両手をあわせた時だった。

「なに」

「明日から少しばかり田舎いなかに帰ることになった。明日が金曜日だから……来週の土曜まで、まる一週間だな」

　田舎というのは剛士の父が生まれた隣りん県けんの小さな街のことだ。そこに、父方の親族がずらりと顔をそろえている。剛士も小さい頃ころは良く連れていかれた。みんなに可愛がってもらったことを覚えている。今回は、親族の誰かが退たい院いんしたとかいうお祝いらしい。

「あー」僕も行くよ、という言葉が喉のどのあたりで引っかかった。学祭週間を控ひかえているし、他の用事はあるしでちょっと口にだしにくい。

「おまえは来なくていい。学校は学祭だろう」困こまったような顔になった息子むすこに先回りして父はいった。自分も天抜高の卒業生なのでそれがどれほど楽しいものであるか承しよう知ちしているのである。

　ああ、うんとうなずいた剛士に父はさらに言った。

「それに……あっちも忙いそがしいんじゃないのか？」

　剛士は目を丸くした。

　あっちというのはもちろんほのかとの……のことではない。剛士のアルバイトというか副業というか、ジュブナイルとかヤングアダルトとかいうジャンルに分類される小説を書いていることである。家族にまで隠かくしているわけではないので父ももちろん知っているのだ。

　それどころか、本の発売日には彼がわざわざ隣町の大型書店に出かけて自分の本を三冊さつ買ってきてくれることにも剛士は気づいていた。それを知った時には（ある夜、くたびれた鞄かばんの中からちらりと見えたのだ）不覚にも涙なみだがこぼれそうになった。なんのかんのいっても、親というのは子こ供どもに甘あまく、有あり難がたいものだ。剛士本人の前で父はなにもいわないが、勤め先の友人と飲むたびに自じ慢まんして息子の本を配るという噂うわさも耳にしている。恥はずかしくはあるが、やめてくれとはとてもいえない。おそらくそれは剛士が生まれて以来はじめてできた親孝行であるからだ。

「すこし、忙しい」いまも鼻の奥おくがつーんとする感覚をおぼえながら剛士はぶっきらぼうに応じた。有り難くて、嬉うれしいが、恥ずかしくなっていた。

「明後日には編へん集しゆうの人も会いにくるっていうし」顔をそらせてごまかしながら剛士はいった。

「家にいらっしゃるの？」母が驚おどろいてたずねた。「それなら、かたづけておかないと」

「外だよ、外。ちょっと食事して、打ち合わせして。二時間ぐらい。向こうも、その日のうちに帝とう都きようへ戻もどるっていうし」

「ごーし兄ちゃん、お外でごはん食べるの？」ほっぺに飯粒をつけた優奈が目を輝かがやかせた。

「優奈も食べたい」

　直後、鉄也がぱこん、と優奈の頭をはたいた。

「兄あに貴きは仕事で食べるんだよ。邪じや魔ましちゃだめだ」

「うーっ」優奈の目め尻じりに涙が盛もり上がる。まずい、と全員が硬こう直ちよくした。こうなれば次にやってくるのは……

「うわぁーん、鉄兄ちゃんがはたいたぁぁぁ」

　箸はしと茶碗を手にしたまま、優奈はとてつもない音量で泣き始めた。剛士と父は即座に耳を押さえ、首をすくめる。次になにが起こるかわかっているからだった。

　再ふたたびぱこん、と小気味の良い音。今度は母が鉄也の頭に一いち撃げきを食くらわせたのである。

「いってることは正しいけれど、妹の頭をぽんぽんはたくものじゃありません！　優奈ももう泣かないの！」

　鉄也はぐっと下した唇くちびるを噛かむ。しかしたちまちのうちに涙があふれ、優奈よりもさらに大音量で泣き始めた。鉄也をなだめる父、天を向いて泣き叫さけぶ優奈を抱だっこしてあやす剛士、その喧けん噪そうの中、なにごともなかったように御ご飯はんを食べ続ける母。小野寺家の夕食ではよくある光景であった。豪ごう快かいといえば豪快、壮そう絶ぜつといえば壮絶だが、なんとも爽さわやかでほほえましい。家風である。

「わかったな？」

　ダブルの泣き声に負けないよう、大声で父がたずねた。

「わかった」剛士はうなずく。ちらりと父が置いた新聞の紙面が目に入った。『東西アメリカ国こつ境きようで武ぶ力りよく衝しよう突とつ両国、予よ備び役えき動員を開始』と書かれていた。

「御飯のお金は置いておくけど」大泣きの二人を前にして平然と食事を片かたづけている母が付け加えた。

「こまかいことはほのかちゃんにお願いしてあるから、いいわね？　あんたがお金持ってると本ばかり買って水飲んで済すませちゃうんだから、ほのかちゃんに預あずかってもらうのよ」

「うん」

「おい」父が袖そでをちょいちょいと引っ張って囁ささやいた。剛士がそのまま年をとったような、柔にゆう和わな顔にいたずらっぽい微び笑しようが浮うかんでいる。

「なに」

「……チャンスだぞ」

　剛士は勘かん弁べんしてちょーだいとばかりに天てん井じようを見上げた。いくら経けい験けん者しやは語る、とはいえ、自分の親にそっち系けいのことを口にされるのはたまらん、というわけであった。



    

  
    
      

　　　　８（虚きよ構こう）



　周囲では切せつ迫ぱくしたヴァンピレラたちの叫びが交かわされていた。

「ヤツは、王国総そう帥すいはどこだ！」

「第２小隊は本ほん営えいの裏うら手てを捜そう索さくしろ！」

「隊長は？」

「あのくのいちとの戦いで手が離はなせません！」

「クソッ、早く総帥を片づけなければこちらが全ぜん滅めつだ」

「第３小隊、第３小隊どうした！」

「だめです、押おされています！」

　チャンスなのかもしれない。カイジの脳のうがささやいた。

　奇き襲しゆうは受けたが、魔ま物ものどもだってなにもかもうまくいっているわけじゃない。彼らにとって時間は敵なのだ。いま、その時間が尽つきようとしている。

「カイジ殿！　カイジ殿！　ええい、寄よるな、下げ郎ろうが！」

　だから、こうしてシレイラの声も聞こえるのだ。

　一いつ刻こくも早く味方と……いや、彼女と合流しなければ。

　大きく息を吸すいこむ。

　道場で試合にのぞむ時のように、丹たん田でんに力を込めた。気力が充じゆう実じつしてくる。剣けんのずっしりした重さが、厭いとわしさから頼たのもしさに変わってゆく。

　周囲をうかがった。

　敵てき影えいは、少ない。みな、カイジを探さがすことより、自分が生き残ることで頭がいっぱいになっているようだ。

　やはり、チャンスだ。

　もっとも近い位置にいたヴァンピレラが背せを向けた瞬しゆん間かん、カイジは跳ちよう躍やくした。

　そのまま首くび筋すじに剣を振り下ろす。

　チーズを切るような感かん触しよくとともに首が胴どう体たいからたたき落とされ、血が噴ふん水すいのように吹ふき上げた。

「なにっ」

　異変に気づいた他のヴァンピレラたちは警けい戒かいの構かまえをとろうとする。

　が、遅おそすぎた。

　カイジは着地と同時に再ふたたび跳躍し、新たな獲え物ものへと襲おそいかかっていた。

　空中で敵の頭へと振ふり下ろす。鍛きたえ上げられた筋きん力りよくと王剣の重量、そして落下速度の合成された打撃は強力無む比ひだった。剣が一いつ閃せんするたび、ヴァンピレラの頭がスイカのように弾はじけとび、腕うでが切り落とされ、胴が切り裂さかれる。

「き……貴き様さま、その姿すがた……王国総帥！」

　突とつ然ぜんの攻こう撃げきに腰こしを抜ぬかした一人のヴァンピレラが後じさりながら叫さけんだ。

「そうだ！」

　着地し、さらに一人を切り伏ふせたカイジは応おうじた。

「僕ぼくはカイジ・アンドー、ランバルト王国総帥だ！」

　応ずる暇ひまも与あたえずにカイジは敵へ突つっこんだ。

　恐きよう怖ふは感じなかった。

（負けるはずがない）

　と、確かく信しんしている。

　宇賀島に率ひきいられている魔物ども。どんな時でも、薄うす汚ぎたない、卑ひ怯きような手しゆ段だんでしか戦えない奴やつら。正しさや純じゆん粋すいさなど絶ぜつ対たいに理り解かいできない下げ劣れつな生き物たち。

　そんな奴らにこの僕が負けるはずがない。負けるはずがないのだ。

　さらに三人を瞬殺したカイジの手て際ぎわに呑のまれたヴァンピレラたちはまともな抵てい抗こうもできない。ただあわてふためくだけだった。

「カイジ様！　カイジ様！」

　聞き慣なれた声が響ひびく。カイジは目の前の敵兵を倒たおし、声の呼よんだ方を向いた。

　背はい後ごに少女近衛このえ兵へいたちを従したがえたシレイラがいた。

　全身を返り血に染そめたこのうえなく美しい姫ひめ君ぎみ。口元に浮うかんだ微笑。足あし下もとには彼女が切り伏せたらしいヴァンピレラが倒れている。

「シレイラ」

　ぶん、と剣をふるい、血を飛ばしたカイジはうなずいた。お互たがいに興こう奮ふんの極きわみにあるため、名を呼び合ったのが初めてであることにも気づいていなかった。

「御無事でなによりでした」シレイラは駆かけ寄よった。「あなたならば心配することもなかろうとはおもっていましたが……」

「本当に？」カイジは意地悪くたずねた。

「……心配しました」シレイラは小さな声でいった。頬ほおが、全身に浴びた血よりも紅あかくなっていた。

「ありがとう」カイジは爽やかな微笑を浮かべた。自分たちを遠とお巻まきに取り囲むヴァンピレラたちをみやり、さりげない調子でつぶやく。

「……さて、さっさと片づけなきゃね」

「……ええ」

　シレイラはうなずいた。美び貌ぼうに闘とう志しが満ちてゆく。平和主義を捨すてた彼女は、いまや怒いかれる戦女神ワルキユーレそのものだった。

　剣を構えなおしたカイジはいった。

「じゃ、いこうか」

　シレイラの凄せい烈れつな声が応ずる。

「よろしくてよ！」

　二人は飛びだした。正義と勝利のために。全身を敵の血で紅くれないに染め、戦いの興奮に身も心も酔いしれたランバルト王国総そう帥すいと王女は、どんなに仲の良い恋こい人びとや夫婦でも及およばないほど魂たましいを溶とけあわせ、新たな戦いの中へと突進していった。



（小野寺剛士著『僕たちの戦争３』８～12ページ）



　　　　９（現げん実じつ）



（しっかし……）

　予習復ふく習しゆうなんぞはもちろん放ほうり出してパソコンのモニターを見つめていた剛士はぼーっとしている。時間はすでに深夜で、家族はみんな寝ねてしまった。明日も忙しいし、本当は剛士も寝たほうがいい。だが、そうはできない事情があった。

　原げん稿こうがうまく書けないのだ。

　今夜中に10ページはすすめるつもりだったのだが、現げん状じようは３ページちょっと、おまけにあまりノリが良くない。いらん考えが頭の内側をよぎるばかりで、さっぱり入りこめないのだった。

　原げん因いんはといえばもちろん父のあの一言である。いやま、有り難いといえば有り難いし、昨今の自宅同どう棲せいオーケーってなバカ親どもとはきっちりと一線を画しているところもいいと思うのだが……確たしかにチャンスはチャンスであるからだった。

　ほのか。

　剛士はカーテンを開けた。隣りん家かの二階、オレンジ色のカーテンで隠された部屋から光が漏もれている。

　ほのかの部屋だ。

　小学生の頃ころは毎日のように遊びにいった部屋だった。お互たがいの部屋からバルコニーつーか物もの干ほし台つーかが張はり出しているので、実はほとんどつながっているようなもので、行き来は柵さくをひとまたぎなのだ。

　なにをしているんだろう、とは思わない。良く知っているのだ。

　勉強しているに違ちがいない。優ゆう等とう生せいの彼女は、毎日予習復習をしなければ気が済すまないのである。

　大したもんだよなと剛士はおもう。とても僕にはできないことだ。性せい格かくというかなんというか、うまく気分が乗った時でもなければ（定期試験まであと二週間とかいう時期にならなければ）、試験の準じゆん備びなんぞする気にはなれないのである。

　しかし、ほのかにいわせると剛士の方が大したものであるらしい。



「わたしは毎日勉強してるの。だから天抜高程てい度どの偏へん差さ値ちなら学年一位とれて当然なの」すごいよなぁ、とバカ正直な感想を漏らした剛士に彼女はあきれ顔でいったことがある。

「剛士ときたら二週間まえの丸暗記で文ぶん系けいだけなら学年二位でしょう？　おまけに、一位になれないのは英語ができないから。あなたの方が大したものなのよ」

「そうかなぁ」とぼけているわけではない。このあたり、剛士自身はさっぱりつかめていなかった。

「こないだの模も試しだって凄すごかったじゃない。私大文系で一位。国語と日本史はほとんど満点で、全国ランキング上位にだって入ってたんでしょう」ほのかはさとすようにいった。

「……良く見てない。なんか、試験の順位見てると胃の内側がかゆくなるから」

「その気になってやればいいのに」ほのかは溜ため息いきを吐ついた。「いまさら帝てい大だい進学のために英語や数学得意になれとはいわないけれど、あなたが本気になったらかなり上の私大を狙ねらえるわよ」

　一年前だったら、ほのかの言葉へ素す直なおに従したがったかもしれない。

　なんといっても試験でいい成せい績せきとるのは楽しいものだ。試験そのものを一種のゲームと受け取り、試験範はん囲いの勉強はゲームのルールを覚えるようなものだと考えていれば意外に楽しく感じられることもわかっていた。

　しかしいまは……無理だよなあ、とおもっている。もっと楽しいゲームを見つけてしまったからだ。小説を書き、金を儲もうけるという男女平等ではあるが機会不平等なゲームである。いまや剛士は数冊の著ちよ作さくを持つジュブナイル・ライトノベル・妄もう想そう小説作家なのだ。

　きっかけはやはりほのかである。



　一年ほど前のある日曜日、剛士が暇ひまつぶしのお道具として買ってきた半はん裸らのねーちゃんが剣ぶんまわすお気楽ファンタジーに、遊びに来ていた彼女がたまたま気づいたのだ。

「ふーん」ぱらぱらと本をめくったほのかはつぶやいた。

「なに」剛士は警けい戒かいした。つーかエロ本みつけられた時よりも緊きん張ちようした。ほのかのことだから、もっといい本読みなさいとかなんとか、怒られるのではないかとおもったのだ。

　しかし彼女が口にしたのは意外なひとことだった。

「剛士なら、これより面おも白しろそうなの書けるとおもうな」

「はぁ?」剛士はのけぞった。それはそうだ。自分で小説を書くなんて、生まれてこのかた考えてみたこともない。

「いいから、書いてみなさいよ」ほのかはすすめた。「絶対にうまくいくから」

「でも……書いてどうする」

「ほら」ほのかは最後のページを開いた。『丸山書店妄想小説大賞募ぼ集しゆう』と大きな活字で記されている。

「賞金一万圓だって……凄いじゃない。この近所なら家が買えるわ」

「そりゃ凄いけれど……」剛士は首を横に振ふった。「選考委員やってる面めん子つが怖こわいなあ」

「そうなの？」ほのかはページに目を落とした。選考委員の欄らんに記されているのは田中和夫、南郷和之……等々、そっち系で堂々たる実績を誇ほこる面々である。

「南郷和之は最近は妄想小説じゃない『第四帝国の興こう亡ぼう』とか書いてて……なんか凄く怖そうだし、田中和夫はロリコン同どう人じん誌し界かいの派は閥ばつ抗こう争そうをテーマにした『仁じん義ぎなき有明』全５作や警察とエロ同人ゴロの暗あん闘とうを描えがいた『県警対組そ織しきロリ』の作者だし、須賀沼首席編集長は去年まで『おファンタジアマガジン』の担当で、業界で一番のコワモテとして知られているし……読む目が厳きびしそうだよ」

　剛士君、なかなか良くわかってらっしゃる。ちなみにケチな出しゆつ版ぱん社しやの新人賞になるとなにをどうしようが大賞だけは絶ぜつ対たいでず、なんもかんも賞金10万円とか５万円とかヒドイ時は賞状のみの佳か作さくで済すませてデビューさせてしまうというあこぎな手を使うことが多いので特にマニア系の賞でデビューを目指す人は気をつけてください、あ、マンガも同じです（実話）。

「大だい丈じよう夫ぶ」なんの根こん拠きよがあってか、ほのかは断だん言げんした。

「剛士なら絶対よ」

「小説なんて一行も書いたことないのに?」

「うん。ともかく書いてみて。賞が怖いのなら、まずわたしに読ませるつもりで」

「……」

「いいでしょ?　読んでみたいの」

　なんてムチャなとか、どうしてそこまで断言できるのとかおもったが、ほのかにまっすぐ見つめられてはどうにもならない。さっそくその夜からアイデアを練ることにした。

　ほのかとの企き画かく会議……というかまあ、こんな方向のお話でどうでしょうと彼女に相談したのは三日後のことである。その日までに剛士は幾いくつものアイデアを思いつくままに書きとめ、いろいろなタイプの話にあてはめていた。

「うーん」再ふたたび彼の部屋にあがりこみ、手て渡わたされたプリントアウトを一読したほのかは難むずかしそうな顔で考え込こんだ。

「どうかな」不安でいっぱいになりながら剛士はたずねた。

「難しいところね」いつのまにか赤ペンを手にしたほのかはシャッ、シャッ、と勢いきおいよく線を引きながらこたえた。

「たとえば四番目の……『銀ぎん河が覇は王おう列伝』だけど、いまさらという気がする。どうせアレでしょ、サツマイモみたいな形した宇う宙ちゆう戦せん艦かん並ならべてあっちで爆ばく発はつ、こっちで絶ぜつ叫きよう、でもってホモみたいな美形か常じよう識しきのないお姫ひめ様さまがキザったらしいこと口にして勝ったり負けたり」

「……うん」身も蓋ふたもないなぁとおもいつつ剛士は素直にうなずく。まさにその通りの展てん開かいであるからだ。

「いまさらって感じね。まあ、やりようだけど……ほら、自分のことボクとかいっちゃう元気な女の子とか登場させて頑がん張ばればどうにか……いえ、だめね」

「だめかな」

「宇宙って、理り屈くつが必要でしょ？　そういうのって、学校でイヤなことがあったりして気分を変えたい読者には面めん倒どうだとおもう。それに、宇宙戦争ものが流は行やったのっていつの話よ？　あたしたちが生まれてからなんかあった？　どうせ剛士も、お父さんのビデオかなんかで昔の特とく撮さつ映えい画が観みて好きになったんでしょう？　たしか小学校の時つきあわされたことがある」

「……うん」

「だったらだめよ。わかる？　妄もう想そう小説ってぐらいだからわたしたちと似にたような年か中学生か、読者はそのあたりの年なの。それぐらいの年で宇宙を埋うめ尽つくす宇宙戦艦の群むれ、なんて描びよう写しやされても、頭の中で絵にするだけでも大変で、ごちそうさまになっちゃう。そういうシーンをいくら描写されても、絵としておもい浮うかべるだけで大変だから。なにしろ、映画やアニメでそんな場面を観みたことすらないのよ……だいたい、日本には本物の宇宙軍だってあるんだし、どうしても現実にひきずられちゃう」

　……とまあそんな感じで苦心のアイデアはズタズタにされていった。日本が日英同どう盟めいを延えん長ちようせず、その結果１９４１年にアメリカやイギリスとの戦争に突入した世界を描えがく『レッドサン・ホワイトスター』は資し料りよう調べがハンパではないのでだめ。石油ではなく石炭が主要燃ねん料りようになった架か空くう世界の日本を守る軍人の生しよう涯がいを描いた『帝てい国こくの守しゆ護ご者しや』はもう何年か知ち恵えをつけたあとがいいというので却きやつ下か。おファンタジアな世界でとんがった耳のお姉さんとか持っているだけで手首や肩かたを脱だつ臼きゆうしそうなでかい剣下げたお兄さんたちが他ひ人と様さまの家庭内事じ情じように首突つっこんで歩く『サントリーニ島物語』はほのか的に頭悪そうってんでパス。んじゃまあ、と17歳さいの少女傭よう兵へいが重火器ぶんまわして間の抜ぬけた男を守ろうとする『ソフト・ジャケッテッド・クールス』はといえばなぁーんか似たような話がありそうなのでダメ……軒のき並なみである。すったもんだの末で残ったのはただ一つ、魔物がごろごろいる異い世せ界かいで、魔物と人間との戦争を双そう方ほうの視し点てんから描く『僕ぼくたちの戦争』だった。

　なんでこれならいいんだろう、とは剛士にとって当然の疑ぎ問もんである。

「だって他のアイデアは下調べだけで一年かかりそうだったり、前からあるものばかりだったりじゃない」ほのかはあっさりと言い切った。

「そういうのを、いかにも面おも白しろそうに書くのって今の剛士には大変だとおもう。それにくらべて……『僕たちの戦争』はいままで悪役だった連中についてもそれなりページを使うわけでしょ」

「……うん」

「そっちの方がいい。要するにこの世の誰にでも生きるべき理由はあることを書くわけだから」

「それにしても……」剛士は感心しきってほのかにいった。

「なに？」

「ほのかがジュブナイルにそんなに詳くわしいなんて、意外だな。いつも読んでいるのは岩波とかそのあたりだろ」

「なにいってんの、ばか」ほのかは頬ほおを赤らめ、恥はずかしそうに教えた。

「あなたにえらそうなこといった後であわてて古本屋さんにでかけて、１００冊ぐらい買ってきて読んだの。お小こ遣づかいなくなっちゃったし、この三日間は全然勉強なんかしてないんだから。次の試験の成せい績せき悪かったら剛士のせいだからね。あと、儲もうかったらなんかおごって」

「うん」



　……とまあ始まりはそうしたわけで、現げん在ざいに至いたるのだ。

　やはりほのかは間違っていなかった。書き上がった時期が賞の募ぼ集しゆう期間からは外れていたので一いつ般ぱんの投とう稿こうとして送り……十日ほどすぎて、ああやっぱりダメなのかなと落ちこみかけたころで家に電話があったのだ。

「丸山書店っていう帝てい都との本屋さんから電話があったわよ、こっそりＨな本の注文でもしたんじゃないでしょうね？」学校から帰ったあと、書店という名前だからてっきり普ふ通つうの本屋だとばかりおもいこんだ母にそう教えられたのである。

　母は相手の電話番号をメモしていた。というか、向こうの方からこの番号に連れん絡らくしてくれといってきたという話だった。

　心しん臓ぞうが口から飛び出しそうな気分で電話してみると、すぐに相手が出た。はじめまして、丸山書店文芸出しゆつ版ぱん特とく務む三局の首席編へん集しゆう長ちよう、須す賀が沼ぬま卓蔵ですと脅きよう迫はくしてるように響ひびくが実は丁てい寧ねいな声（実話）が響き、お送りいただいた作品を拝はい読どくさせていただきました、ぜひともウチで出版させてもらえませんかといわれた。

　で、高校生作家、小野寺剛士が誕たん生じようしたわけだ。

　これまでのところ結果は……ま、悪くはないやね、である。それが証しよう拠こに、父に預あずけてある剛士の預よ金きん通つう帳ちように記された数字は着実な上じよう昇しようカーブを描えがいている。剛士がそれを自由にできないのは子こ供どもに大金持たせるとロクなことはないという小野寺家の筋すじのとおった方ほう針しんからだが、まあ、お小遣いの大おお幅はばな増ぞう額がくは（ほのかを誘さそって毎日喫きつ茶さ店てんやファミレスに寄ってホットケーキセットを二人前頼たのんでも大だい丈じよう夫ぶなぐらいは）認みとめられたので実に気分がいい。

　実じつ際さい、これまで剛士はその気分の良さのままに原げん稿こうを書いてきた。キーボードをカチャカチャやりながら一人でニヤニヤしたりうなずいたり、他人がみると恥はずかしいどころではないという感じで楽しく書き続けてきた。

　それが……今回はどうも、なのである。

　前ぜん巻かんのラストで人族との戦いで苦く況きように立たされた魔ま族ぞく軍ぐんが反撃を決意する場面まではすすめたのだが、それを受けて書き出した今回はエラクつっかえている。

　一番困こまるのは、つっかえている理由がなんなのか、自分でも良くわからないことだ。いや、イロイロと書いてはいるのだが、ともかくハマらないのである。もしかしてこれがスランプってやつなのか、と考えてしまうぐらいの苦しさであった。

　まあ、剛士にもなんやかやと想そう像ぞうはついている。

　あれこれと忙しいのがいけないのだ。

　ほのかが関かかわっている用よう件けんは絶ぜつ対たいに外せないし、学校でも色々あるし、弟や妹の面めん倒どうをみなければならない時もある。高校生作家様であるだけに、高校生という立場でイロイロと制せい約やくがついてしまう。

　おまけに、楽しいし。

　とうとうあきらめて天てん井じようを見上げた剛士はニヤリとしてしまう。ちょっと粘ねばっているものの、根本でお気楽なところのある性格である。面白いが辛つらくもある原稿書きより、ほのかとあれこれしたり弟妹（特に優奈）の相手をしたりしている方が楽であることを認めないワケがない。

　それなのにこのところ夜よ更ふかしの連続をしているのは、かれをデビューさせてくれた須賀沼編集長が天抜へやってくるからだった。会えるのはほんの二時間でも、東京に住んでいるわけではない剛士にとっては貴き重ちような顔合わせのチャンスである。なるべく原稿をすすめておいて、相手を喜ばせてあげたいし、自分への評ひよう価かも高めたいのだ。

（しっかし、なにがいけないのかな）

　下した唇くちびるを噛んだ剛士は再ふたたびモニターに目を向け、あらすじをまとめたファイルを開いた。

　苦況に立つ人族。

　起死回生の逆襲作戦。

　でもってそのあとあれこれ。

　わるくねーよなぁー、と正直におもった。パターンといえばパターンだが、そうであるからこそ、気をつけて書けばなんとかなりそうな感じである。

　だが、どうにも気分がのらない。

（シレイラはまあまあだとおもうんだけどな）

　再び痒かゆくなってきた右みぎ頬ほおをぼりぼりとやりながら自分の前頭葉と指先で生み出したヒロインについて考えこんだ。

　絵に描かいたようなお姫ひめ様さま。でもって、けっこうウブで一いち途ず。戦いが好きなワケではないが、戦わねばならないさだめであることは納なつ得とくしている……てな感じのちょっと幸せ薄うすいキャラだ。自分ではけっこう気にいっている。最初はガチガチの反戦平和主義者だったのが、まあだんだんと手を汚よごしてゆく立場になってゆくところもいいんじゃないかと考えていた。

　たとえば、剛士がいま開いているファイルにはこんな場面がある。



　シレイラは丘にただ一人立つカイジの後ろ姿すがたから視し線せんを外せなかった。

　わかっていた。

　わかっていたのだ。

　そこにいるのは、ただの異い世せ界かい人じんなどではなかった。

　ランバルトを率ひきいる男、人族すべての頂ちよう点てんに立つべき男だった。

　生まれてこのかた誰だれの風下に立つこともなかった彼女が従したがうべき男であった。

　身を捧ささげるだけではなお足りず……望まれるならば心まで捧げるべき男なのだった。

（カイジ・アンドー……）

　シレイラは形のよい眉まゆに緊きん張ちようを示しめしながらおもった。

（わたしの……わたしの……）

　そこまでおもったところで、カイジが彼女を振り向いた。

　見つめられていたことに気づいたのだろう。口元に、恥ずかしげな微び笑しようが浮うかんだ。

　顔がカアッと熱くなったことを自覚したシレイラはあわてて目をそらせ、憎にく々にくしげにつぶやいた。

「……ふん、なにさ」



　……なぁーんてまあアレ、本当にここ異世界の戦場ですか実は中学校の廊ろう下かじゃありませんかなんてのをおもいつくままに書いてしまっていたりするのだが、どうもうまくないのである。

　書けば書くほど、なにかが違っている気がしてならない。彼は先に思いついた部分にメモをつけくわえ、別ファイルに保ほ存ぞんしながら物語を書き進めてゆくクセがあるのだが、場面としてはそこそこアレではないかとおもいつつも、書いているうちに盛もり下がってゆく自分に気づいたのである。

「うう」

　剛士は頭を抱かかえた。すぐそこに答えはありそうな気がしている。しているのにたどりつけない。おもいつけた、と考えた瞬しゆん間かん、頭に霧きりがひろがってまたわからなくなる。もう辛いったらありゃしない。

　とうとう立ち上がり、部屋の中をうろうろと歩き回りだした。ストレスのたまった動物園の熊くまというか外に出る習しゆう慣かんのつかなかった座ざ敷しき犬いぬというか心のキレイなヒトにだけみえる未確認生物ＵＭＡというか、ともかくそんな感じでさして広くもない部屋をいったりきたりする。口からはぶつぶつと言葉が漏もれ、目は完全にイっていた。とても他ひ人と様さまには見せられない姿である。

　その時、窓まどがコツコツと叩たたかれた。

　振り返る。物もの干ほし台に立っていたのはＴシャツにショートパンツというスタイルのほのかだ。

　剛士は窓を開けた。心地ここちよい夜風とともに、ふわっと柔やわらかい香かおりが部屋に流れ込む。ほのかの匂においだ。

「大変みたいね」剛士の表ひよう情じように気づいたほのかは眉を曇くもらせた。「もし邪じや魔まだったら……」

「いや、いいよ」剛士はあわてて表情をとりつくろった。今こ宵よい、自分が陥おちいっている苦しみに対たい抗こうできるものは、彼女以外にはありえないと『わかって』いたからだ。

「まだ悩なやんでるんだ」

　モニターにちらっと視線を走らせたほのかは慰なぐさめた。

「おもいつけないの？」

「うん」

　ほのかはマウスをカチカチと操そう作さし、剛士が開いたままにしている別のファイルものぞきこんだ。そこにあったのは次のような場面である。



「閣かつ下か……なにも教えていただけないのでは、職しよく務むを果たせません！」

　キョウイチは、なにかをおもい定めている。

　アーシュラがそう気づかないはずもなかった。キョウイチにもむろんそうわかっているはずだった。

　であるにも拘かかわらず、なお語らないというのであれぱ……万ばん策さく尽つきた感をいだいた彼女は、話のはじめから胸むねのなかで口にだすべきかどうか迷まよっていた最後の手しゆ段だんをとうとう口にしてしまった。

「わたしを解かい任にんしていただきたい」

「解任？」キョウイチはアーシュラを見上げた。

「嫌いやだからやめますってわけか」

　ヴァンピレラ・ビューティの背せ筋すじが震ふるえた。

　無理もなかった。

　キョウイチの瞳ひとみはどこまでも冷たかった。

　同時に、おそろしさをおぼえるほどに狂くるった光があった。

　必要なことをなすためであれば、どんな悪行にでも手を染そめる男の目。

　この佞人タレントが、いざとなればためらいもなくそうするであろうことを彼女は知っていた。

　そうでありながら、とまどってもいる。

　彼に睨にらまれた瞬しゆん間かん、おそろしさ以外のものをおぼえたのである。

　凍こおるほど冷たいはずの吸きゆう血けつ鬼きの血が滾たぎる感覚だった。

「わたしの能のう力りよくでは閣下を補ほ佐さできません」自分が感じたなにかを努力して無視しつつアーシュラはいった。「可か能のうならば一部隊を与あたえていただき、前線で閣下のために──」

「黙だまれ！」

　裏うら返がえった怒ど声せいがひびいた。キョウイチのこめかみで静じよう脈みやくがひくついていた。見開かれた小さな目は人間のものとはおもえないほど暗いものをうつしだしていた。

「僕ぼくは総帥だ！　逆さからうことは許ゆるさない！　いいな、アーシュラ？　君は僕のもので、この戦争は僕の戦争だ！　だから僕に従え！　宇賀島恭きよう一いちを裏切るな！　僕に従えば……必ず、絶対にいい目をみせてやる！　おまえたち魔族すべてに！　絶対に、絶対にだ！　わかったか？」

「閣下……」

「理り屈くつはいらないんだよ。それをこねるのは僕の仕事だ」キョウイチは貧ひん弱じやくな体格からは想そう像ぞうもつかない行動をとった。背せを伸のばしてアーシュラの胸むなぐらをつかみ、跪ひざまずかせたのである。

「わかったのか、わからないのか、どちらだ？　嫌だというなら僕もこの戦争をやめる。魔族がどうなろうと知るものか。勝手に滅ほろびるがいい。もちろんおまえも殺す。僕も死ぬことになるだろうが、その前に必ず殺してやる。だから僕に従え。どうだ」

　限げん度どなどというものをはるかに越こえた暴ぼう言げんだった。普ふ段だんならば、アーシュラは言葉を口にした者を即そく座ざに殺していただろう。

　だが、身体からだが動かない。アーシュラは遥はるかに劣おとった力しか持たないこの男に逆さからえなかった。醜みにくく捻ねじれた彼の存そん在ざいそのものに圧あつ倒とうされていた。

「どうなんだ？」キョウイチが再ふたたびたずねる。

「……わかりました」アーシュラは彼を見上げた。戸と惑まどいというにはあまりにも強きよう烈れつな感情がよぎり──心が定まった。

　アーシュラはこたえた。

「わたくしは閣下のものです。どうぞご存ぞん分ぶんにお使いください」

「最初からそういえばいいんだ」キョウイチはなおも強く彼女を引き寄せ、狂くるった光を浮うかべたまま笑った。

「アーシュラ、おまえはいまから魔王軍参さん謀ぼう総そう長ちようだ。僕の第一の部下だ。いいな。反はん論ろんは許ゆるさない」



　などとまあ、主人公側とうってかわってかなりえげつない場面である。案の定、読み進んでゆくうちにほのかの眉まゆはくもったが……すぐに元へ戻った。

「だんだんもの凄すごくなってくるね」さりげない調子で彼女はいった。「反戦平和主しゆ義ぎ者しやだったシレイラは美少女親しん衛えい隊たい率ひきいて戦場を駆け回るし、冷れい酷こく非ひ情じような女吸血鬼はちんちくりんの子こ猫ねこちゃんになってくるし」

「いや、なんか、アレで……カイジとキョウイチの差をつけようと思ったらわけわかんなくなってきて」

「そう……」一瞬考え込み、ほのかはいたずらっぽい微笑を浮かべた。

「あのさ、剛士」

「うん」

「ちょっとお芝しば居いしてみて、いい？」

「え？」

「ちょっとそこに立って」

　口にするなり、ほのかは剛士を回転椅い子すに立たせた。脚あしを心持ち開いて休めの姿し勢せいをとらせ、言った。

「えーと、地の文と口には出さないセリフばっかりだから適てき当とうにやるね」

「ああ……うん」

　ほのかが息を吸すいこむ音が聞こえた。沈ちん黙もくが落ちる。それが耐たえ難がたい間に思えるようになった瞬間、彼女の唇くちびるから凛りんとしつつも戸惑いをふくんだ声が漏れた。

「わかっていた」

　剛士を見つめながらほのかは言った。漆しつ黒こくの瞳ひとみは、自分の言葉を耳にする者を愛あい撫ぶするように輝かがやいている。目を丸くしていた剛士はようやく気づいた。ほのかは、彼の書いているシレイラの場面を演えんじてくれているのだ。

「わかっていたわ」

　ほのかの眉まゆとふっくらとした唇が苦く悶もんと喜びの間を行き来した。剛士が地の文で済すませてしまった部分を無言の態たい度どで表現しているのである。

　まっすぐな瞳が剛士を見つめた。

「カイジ・アンドー……」

　そこまで口にして彼女は声を落とした。頬ほおが薔ば薇ら色いろに染そまり、瞳がうるんだ。

「わたしの……」

　そこまで口にして彼女は顔をうつむけた。大地をみつめながらなにかを思い定めているような姿勢である。

「わたしの……」

　再び沈黙があり、再び顔が……今度は隠かくしきれない甘あまさをたたえて立ちあがった。剛士を苦しみと喜びのあいだにある表情でみつめたほのかは消え入るように言った。

「ふん……なにさ」

　剛士君、おもわず拍はく手しゆ。イメージプレイつーかなんつーか、自分がただの妄もう想そうとして描えがいたセリフが生身の女じよ性せいの口から……それもほのかのような美少女の口から感情をこめて語られるのを耳にするのは、まあ、憧あこがれている声せい優ゆうが自分のヒロインを演じてくれる以上の喜びであった。それに、ほのかの演技はまるで舞ぶ台たい経けい験けん15年の美人女優のような、堂に入ったものだ。少なくとも、舌したは回らない、漢字は読めない、セリフは棒ぼう読よみ、アニメ声以外発声不ふ能のうな人々よりは全然上である。さらにアレなのは彼女が……よーするにそのつまり、剛士君が思わず真っ赤になってしまうほど情感たっぷりにカマしてくれたことであった。

「こんな感じでしょう？」ぺこりと一礼した彼女は剛士の手をとって一いつ緒しよにベッドへ腰こしを下ろしながらいった。ちょっと恥はずかしそうではあるが、気分も良かったらしく、頬がたまらん感じで上気している。

「いまちょっと読ませてもらっただけだけど」

「うん」剛士はうれしそうにうなずく。ほのかの記き憶おく力りよくの良さは子こ供どもの頃ころから良く知っているのでいまさら驚おどろきはしない。それよりなによりいまは、彼女が自分を盛もり上げるためになんかアヤシイ風ふう俗ぞく店てんじみた真ま似ねまでしてくれたことである。小説のキャラが着ている服があったなら、ためらいもなくそれを身につけて演じてくれただろうと剛士にはわかっていた。

「でも、喋しやべってみてわかったけど、けっこうイイ感じじゃない。アレよ、わかったようなこというの嫌いやだけど、演出しだいでどうにでもなるとおもうな」

「ま、わかってはいるんだけれど」

「なにがうまくいかないの？」

「よくわかんない」

「おもいつくけれど、つながらない、とか？」

「ああ、うん……そうかな？」剛士は自信なさげだった。

「今回はアレだったわよね」ほのかは胸の前で手をあわせながらいった。「カイジの活かつ躍やくにも拘かかわらず、ランバルトにとって戦せん況きようはどんどん悪化して……とうとうキョウイチ率ひきいる魔ま王おう軍ぐんとの全面対決になる。シリーズ中ちゆう盤ばんのクライマックスよね」

「うん」

「血ち湧わき肉にく躍おどる大だい激げき戦せんなんでしょ？　剛士、そういうの好きそうじゃない」

「いや、うん……でもね」

　おもわず腕うで組ぐみして考え込んでしまった彼の頭をほのかは撫なで撫でした。

「いっそ、詰つまってるところはそのままにして別の場面を書いたら？　剛士の書きたい場面って、他にもあるんでしょ」

「うん」

「じゃ、そっちを先に書けばいいじゃない。剛士の望むものだけを書けばいいのよ、なにしろなにもかも嘘なんだから」

　そう言いながらほのかは身体からだの熱気を追い払うようにＴシャツのすそをぱたぱたさせた。

「だからさ……剛士？」

　ほのかが不思議そうな顔を浮うかべて見つめた。

「いや、うん、あの」

　あわてて顔を伏ふせる剛士。いや実のところ、彼の頭の中ではすでに原げん稿こうのことなんぞどうでもよくなっているのであった。

　鼻び腔こうを刺し激げきしながらさらに強く香かおり立つ彼女の匂におい。カアッと熱くなる頭。その熱が燃もえ広がるように、身体全体が……ことに表面だけが熱くなっていた。

「あ……」

　ほのかは口を押さえた。今度ははっきりと、真っ赤になっている。

「ごめんね、わたし、気づかなくて……」

「そんな、別に、その」

　剛士君、呼こ吸きゆうまで苦しくなりながらごまかす。

「ほのかがせっかくやってくれたのに、僕のほうこそ、その、あの、そういうこと考えたりして」

　顔をうつむけたほのかは上うわ目め遣づかいで剛士を見つめていたが、やがてぽつりとたずねた。

「ね、いつもの約束、守ってくれる？」

「え？　ああ……うん」剛士はうなずいた。

「本当？」

「……うん」

「別に、剛士が嫌きらいだからじゃないの。わかってるよね」

「……うん」

「大人になって……あなたの奥おくさんになった時、あげられる大事なものを残しておきたいだけなんだからね」

「うん、うん」

「でも、剛士が本当に……望んでいるなら、いつでもどこでも、わたしを全部あげるつもりなんだからね」

「うん、うん、うん」

「本当はわたしだって、すぐに剛士へ全部あげたくてたまらないんだからね」

「うん、うん、うん、うん」

「ありがとう……大好き」

　熱い吐と息いきとともにそうつぶやくなり、ほのかは身を寄よせてきた。

　剛士にも、ためらいはない。お互たがいに燃えるような息を漏もらしている唇くちびるがすぐに重なった。

　キスが終わったのは息苦しさに耐たえられなくなったからだった。

　離はなれた唇の間で唾だ液えきがきらきらと糸をひいていた。

　ほのかの舌先がちろっと上唇をなめる。

　この先、どんなことをするかは剛士にもわかっている。お互いの服を脱ぬがしあい、二人で見つけた気持ちの良い部分に触ふれあうのだ。ファーストキスから三年、いろいろと試ためす機会は無数にあった。だから、剛士もほのかを喜ばせる方法はわかっている。

　しかし……今夜は妙みような感じだった。

　心しん臓ぞうは破は裂れつしそうで、身体は熱い。あそこだって爆ばく発はつしそうに元気いっぱいである。頭の中は、しっかりしているようでありながら、触れるとバラバラになりそうなほどたおやかなほのかのすべてに触れたくてたまらない。

　そこまではいつものとおりだ。

　だが、どこかにためらいがある。

　なんというか、意識と身体がシンクロしない感じなのである。ここをこうして、あそこをあれして……という手順に奇妙なほどの罪ざい悪あく感かんを覚えるのだ。

　まるで、誰かを裏切っているような。

「どうしたの……」

　ほのかが囁ささやいた。瞳は熱っぽく潤うるんでいる。頬ほおに汗あせではりついた黒くろ髪かみをなおす仕草がたまらなく愛らしかった。

「いや……あの」

　自分でもわけがわからないままに剛士は顔を伏ふせた。

「原げん稿こうが気になる？」

「いや……そんなんじゃなくて」

「そう」ほのかは微笑ほほえみ、剛士へ身体を押しつけた。水泳で鍛きたえた大だい胸きよう筋きんに支ささえられた形良く大きな乳ち房ぶさがたわみながら体温を伝えてくる感かん触しよくに剛士は背せを震ふるわせてしまう。

「ゆっくりでいいじゃない」ほのかはいった。「今日は剛士も忙いそがしかったから」

「うん」

「それとも、わたしじゃもうダメ、とか」ふざけた言葉。でも、かすかに不安の香りが漂ただよう。

「そんなことはない。ない。ないったらない」剛士はぶんぶんと首を横に振った。

「良かった」

　ほのかは安あん堵どのつぶやきで応おうじ、ほっそりした指を滑すべらせるようにトランクスへ潜もぐり込ませる。

　すでに破裂しそうなほどふくれあがったものがひんやりした指に優やさしく包み込まれた瞬しゆん間かん、剛士は獣けものが呻うめくような声を漏らしつつ、自分がどれほど幸運であるかを確かく信しんした。

　ほのか。

　ほのか。

　ほのか。

　ほのか。

　彼女から与あたえられるものを受け取りながら、剛士は涙なみだすら流している。そのまま甘えるように彼女を抱だきしめた。

　胸を濡らす熱いものに気づいたほのかはハッと衝つかれたような表情を浮かべた。

　瞼まぶたを閉とじ……いままでの、羞はじらい、優しくはあってもどこか余よ裕ゆうのある表情から、本当の慈いつくしみだけに満ちた顔に変わった。ためらうように何度か唇を湿しめらせたあと、なにか不思議な決意を浮かべ、剛士へ語りかける。

「ばか……泣くことなんかないの……あなたがわたしを好きでいてくれるなら……ね？」

　濡れた優しい声に剛士の鼓こ膜まくは占せん領りようされた。奇妙な罪悪感は消え去っていた。なんでそんなことをおもったかすら不思議だった。

　剛士は泣きべそをかく子供のように震えながら頬をすりつけ、シャツをまくりあげると手でたどたどしく彼女のラインを撫なではじめた。

「ほのか……ほのか……好きだ……好きだ……ほのか……」

「うん……うん……もっと……」

　そしてほのかの手が、ゆっくりと動き始めた。二人はただこうして寄り添そえる喜びですべてを一いつ杯ぱいにしつつ、愛いとおしくてたまらない相手にその気持ちを伝えあい続けた。
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＊　第１章冒頭後半（部分のみ）→念のため、別ファイルに分けておく



「俺おれには信じているものがあります」

　本ほん営えい天てん幕まくを出て、自分を待ち受けていた人々の前に立ったカイジは良く響ひびく声で言った。

「それは……なんていうか……たとえどんな目にあっても、大事にすることを忘わすれちゃいけないものがあるということです」

　カイジは居い並ならぶ面々を見回した。

「でも……同時に……俺たちは戦わなければなりません。思い出してください。いわれのない侵しん略りやくをランバルトは受けました。だから受けて立った。これに対して……魔ま王おう軍ぐんは、ただ欲よく望ぼうのためだけに戦争をしているだけです。おまけに……宇賀島なんて奴やつを戦いに引き入れて、もっとひどくしてしまった」

　カイジは大きく息を吸すいこみ、まとめの言葉を口にした。

「だから……だから、俺たちは負けられません。自分勝手な理由で戦うような奴らにやられるわけにはいかないんです。なぜかっていうと、その、やっぱりそれが俺たちの役目だと思うからです。それに、俺には……責せき任にんがあります。ブラントラントに大きな不幸をもたらした宇賀島と同じ底そこ抜ぬけの人間としての責任です。だから、戦います。いまは夜で、魔物どもの方が有利なのはわかっています。でも、兵力は魔王軍の方が多くて……まともな方法では勝てません。だから、やらなければならないんです。嫌かもしれないけれど、みんなの力を俺に貸かしてください。いえ、もし貸してもらえなくても、俺は戦います！　魔王軍は無理だとしても、あの宇賀島の奴を必ず倒たおしてみせます！　僕ぼくの……僕たちの目的は奴を倒すことです。奴さえ倒せば、また、明るい毎日がやってきます！」

　わっと笑いが湧わいた。カイジの率そつ直ちよくな……しかし魂たましいを打つ言葉に誰だれもが共鳴したのである。

「まったく……水くさい御言葉ですな、総そう帥すい」

　グラッサーが頭を振りながら苦笑いを浮うかべていた。

「なんですか」カイジはたずねた。

「ああ、またこれだ……いえ、いいのですよ、閣かつ下か」グラッサーは頼たのもしげに応おうじた。「あなたがそうであるからこそ、我われ々われは戦える。それで充じゆう分ぶんです」

「そうよね、お兄ちゃん」フェイ・マラックスが合いの手を入れた。「いつも一生懸けん命めいで、分け隔へだてなくて……まったく、なんでこんな人が総帥になっちゃったのかしら？　そんな人に命令されたら、どんなに怖こわくても頑がん張ばって戦うしかないじゃない。ま、ちょっと鈍にぶいところもあるけれど……ね、王女様？」

「な、なんのことですか」シレイラはことさら険けわしい態たい度どをとる。だが、彼女の美び貌ぼうは真っ赤に染そまっていた。

　笑いがさらに大きくなる。カイジはなんのことやらわからずに目を白黒させた。それがまたさらに笑いを呼よび、周囲は爆ばく笑しようといってもいい有様になった。

　各隊の状じよう況きようを確かく認にんしに出かけていたミランが傍かたわらに立ち、ビシリと敬けい礼れいした。

「全軍、準じゆん備び完かん了りよういたしました、カイジ様」

「ありがとう」

　カイジは皆を見回した。いまさら確たしかめるまでもない、闘とう志しにあふれた面々である。

　つかの間、自分の計画が失敗したら、という空想が脳のう裏りをよぎった。

　拳こぶしを握にぎりしめる。

　微び笑しようが浮うかんだ。

　意味がないとわかったのである。ボールがパスされ、前方にはディフェンスの出で払はらったゴールが見えている状態で悩なやむストライカーはいない。

　ただ、行動あるのみだ！

「ミラン、僕の馬を！」カイジは命じた。

「閣下……」ミランが眉まゆをあげた。「まさか……」

「そうだよ、僕も一いつ緒しよに出る」カイジはうなずいた。

「危き険けんです！　危険すぎます！」

　しかしカイジは恥はずかしげな微笑を浮かべ、答えた。

「だって……僕は総帥だよ？　自分だけ後ろにいるなんて真ま似ねはできない」

「かっ……」絶ぜつ句くしたミランだが、すぐに表ひよう情じようをなごませる。「まったく……なんという御お方かたか」

「なに？」

「なんでもありません」カイジの問いに頬をあからめた凄すご腕うでくのいちは背はい後ごへ怒ど鳴なった。

「誰かある！　馬曳ひけぇ！　総帥閣下御おん自みずから出しゆつ陣じんなさる！」

　おお、とどよめきが生じた。混こん戦せん、激戦が必ひつ至しの戦いへみずから身を投じる総帥の勇気が好意的な驚きを呼び起こしたのである。

　もっとも、カイジ本人は取り立てての感想はない。

　総帥として、やるべきことをやるだけだとおもっているだけであるからだ。

　いまや馬上の人となったカイジはサッカーと柔じゆう道どうで鍛きたえ上げた身体からだをのびあがらせ、右手を高く掲かかげた。大きく息を吸い込む。厚あつい胸むな板いたがさらに厚みを増ました。

　左右にはやはり馬上の人となったシレイラとミランの姿すがたがある。二人は、どこまでもカイジと運命を共にするつもりなのだ。

「いいんだね、王女、ミラン？」

「無む論ろんです、カイジ様」

「どうか御下知を、閣下」

　カイジはうなずき、大きくを息を吸いこんだ。次に発せられたのはランバルト王国総帥としての命令であった。

「全軍前へ！」

　命令と同時に、左右の隊列が前進を開始した。王国軍の双そう璧へきを為なすグラッサーとウランコールの部隊が闇やみを衝ついて前進を開始したのだ。

　もちろん彼らだけではない。後方にはフェイ・マラックスの弓兵隊が続いている。魔ま導どう士したちも整然として第一歩を踏ふみだした。

　総そう反はん撃げき。まさに全力を投じた逆ぎやく襲しゆうであった。

　その先頭には、ランバルト王国軍総帥、カイジ・アンドーの姿がある。そして人々はまだ気づいていない。この瞬しゆん間かんをもって、ブラントラントの歴史に一時代を画す『善ぜん王おうカイジ』の御み代よがはじまったことを……



　　　　５



　同じ頃ころ、魔王軍の手に落ちたマリウクスの一ひと隅すみに妖あやしい空気がたちこめていた。それを発していたのは他ならぬアーシュラである。

　裸ら身しんを、曝さらしていた。



＊ここまで。使えるか？



　　　　11（現げん実じつ）



　いやま、太陽が黄色いなんてことはない。そりゃあ剛士君もお年頃、一度火がつけば一度や二度で済すむワケはないが（つーか許ゆるされるなら一ひと晩ばんじゅうでも全然ＯＫなんですが）、誰もと同じようにマラソンは嫌いでもいらん体力だけはヘラクレス並、それっくらいのことで翌よく日じつへろへろになるはずもない。それどころか、ほのかが色々なことを受け入れてくれたおかげでかえって元気いっぱい気分爽そう快かい、今日も忙いそがしいけどま、どうってことないさ、若わかさって素す晴ばらしい、って感じである。調子に乗ってほのかが帰った後で思いついた部分の原げん稿こうまで書いてしまったというぐらいのものであった。

　でまあ、授じゆ業ぎようの方は……昨日、詩織先生がいったとおり、朝っぱらから自習である。クラスの連中はクラスイベントやサークルイベントでがやがやと動き回り、剛士は剛士で実行委員会の仕事で大忙しである。

「小野寺くん、ＯＢ会から連れん絡らくあったんだけど」と、二年一組委員の前田洋子。

「うん」

「月曜日から、移い動どう式しきのコインシャワーを校庭に設せつ置ちできるか、って」

「コインシャワー？」

　剛士は腕うで組ぐみした。コインシャワー。貧びん乏ぼうな大学生が新作エロゲー発売日の専門店店頭のように群むれている界かい隈わいにある50銭銅どう貨か一枚まいで五分間お湯がでるというアレだ。もちろん泊とまり込こみが続く後こう輩はいたちにちょっとでもいい思いをさせてやろうという先輩たちの心こころ遣づかいだろう。部活用のシャワー室もあるにはあるのだが、来年は建て替かえられる予定の古い施し設せつなので、あまり利用したがる者はいない。

「ありがたいけれど、数はどんだけかな。少なすぎると行列ができたりしてそこで時間を食うから……いや、いざとなれば女子専せん用ようにしたらいいのか。まだ水も冷たくないし、男で身体を洗いたい奴やつは手洗い場で洗えばいい」

「そうね」洋子はくすりと笑った。「でも、大だい丈じよう夫ぶじゃない？　全部で20台とかいってるから。使う時間を学年やクラスごとにわけておけば」

「うん……ＯＢ会に有あり難がたくお受けしますって返事しといて。それから、事じ務む室しつに水道と電源の使用許きよ可かを申しん請せい。あと君の方に二、三人まわすから、シャワーの時じ間かん割わりをつくって全校に配はい布ふ。設置位置とか、細かいところは任まかせるから」

「りょーかい」

　うなずいた剛士は部屋を見回し、足りない顔があることに気づいた。

「あれ、一年四組の委員は？　授業でもあるの」

「あ、早そう退たいしたそうです。なんかお兄さんが予よ備び役えきの充じゆう員いん召しよう集しゆう令れい状じようを受け取って、今日は駅へ見送りに行かなきゃいけないとかで」

「小野寺さん」と今度は一年の委員。「天あま抜ぬけ高美少女愛好同盟とかいう組そ織しきから妙みような文書が」

「あ、それ風紀が拘こう束そくしてるロリどもの残ざん党とうだ。風紀にまわしとけばいい」

「職しよく員いん室しつからアレなんですけど、保ほ健けん室しつや体育準備室の使用時間まで実行委員会が管理すると生徒指導ができない、って」

「場所を限げん定ていしないとあたりかまわずになりかねないんだけどな……まあいいや。僕の名前で詫わび状書いて届とどけて。今後は気をつけますってことで」

「ごまかすんですか？」

「ともかく頭下げてたって言っておいて。ほら、先生方にも立場ってものがあるし」

　とまあ、剛士君、相変わらずいい調子である。実行委員長に就しゆう任にんしてはや一ヶ月近く、最初のうちこそ戸と惑まどったものの、いまでは前ほどではない。忙しいことをのぞけば驚くことも少なくなっていた。

「で、航空宇う宙ちゆう研けんの……」

「毒ぶす島じま？　なんかまた面めん倒どうなこといってきたの？」

「ブースターの噴ふん射しや実験をやりたいから校庭の使用許可が欲ほしいって」

「あいつはグラウンドを焼け野原にするつもりか？　いつもどおり、軍の射しや爆ばく場じようでやればいいじゃないか」

「そのつもりだったそうですけど、緊きん急きゆうに大だい規き模ぼな演えん習しゆうがおこなわれることになったのでダメになった、と。たぶん、外地に出る部隊の仕上げだとおもいます。で、毒島さんの方は、絶ぜつ対たいに実験が必要だって。なんでも、そのためにわざわざブースターを２基き造つくったとか」

「うう」

「あの、小野寺くん」頭を抱かかえた剛士に洋子が言った。「なんとかなるかもしれないわ」

「色いろ仕じ掛かけでもするの？」

「バカ」洋子は頬ほおをあからめた。「うちの親が宅たく地ち造ぞう成せいしかけた土地持ってるの。結けつ構こう広いわ。ブルドーザーはもう入れたから土地は平らになってるし。場所は粟あわ坂さかの東。いまはなんもないところ」

「それは助かるけど……いいの？」

「任せて。市役所と消しよう防ぼう署しよと警けい察さつにも認にん可かとっておくから」

「ありがとう」

　さて次は、と新たな問題に取り組み始めた時、チャイムが鳴った。朝から『自習』なのでなんとなく緊張感がないが、三限げんの終わりを告げるものである。

　それからすぐにスピーカーが告げた。

『二年四組の皆みなさん、四限は通つう常じようの授業がおこなわれますので、忘わすれずに教室へ戻もどってください』

　剛士は天てん井じようをみあげ、ああ、とつぶやいた。

「授業、あるんですか」立ち上がった剛士に一年委員がたずねた。

「軍事教練だよ。藤原先生のかわりに現役の士官がくることになってるんだ」

「うわぁ」

　一年生の正直な反はん応のうに剛士は苦笑いで応おうじ、教室へ戻った。



　教室はざわついている。クラスイベントを任された連中は、「やっぱ女子一同を石せつ膏こうで型どりして……」なんてアブナイことを論じているし、準じゆん備びで忙いそがしいサークルから戻ってきた連中は気もそぞろである。ほのかはいない。クラス一同から、なんとかならないのかと要求され、職員室へ交こう渉しようにいっているのだ。

「この時期にまともな軍事教練なんかやらされたらたまらんぞ」学生服ではなく胴どう着ぎ姿すがた（いえま、時期が時期だけに舞台衣装と呼よぶべきでしょうか）の飯田がぶつぶつと不平を漏もらした。

「そりゃそうだがなあ……代理の先生は女の人だろ。あんまり手を抜ぬいても悪い気がする」ノートと筆記用具を机つくえに並ならべた剛士がこたえた。

「女？」

「藤原先生の同期なんだからそうだろ。それに、年とし増まだけど美人かもしれないし」

「あ、そうか……ま、いいけどよ」飯田は溜ため息いきをついた。「おまえがマザコン・お姉様好き好き系けいの人材であることは世に広く知られているところだ」

「別にお袋ふくろに欲よく情じようしたりしないよ」

「そりゃおまえには彼女がいるからな」飯田は掌てのひらで顔をあおいだ。「朧野一人いれば、完かん璧ぺきだ」

「まあ、いや、確たしかにほのかは……」口ごもる剛士。

「あのな、バカにしてるわけじゃない」飯田は説明した。うってかわって真しん剣けんな口調である。

「これは俺おれがたまたま教えられた話だ。いいか」

「ああ」

「とあるカップルが昼休み、校こう舎しやの屋上にいたとする」

「うん」

「そのうち男の方が居い眠ねむりをはじめた。五頭身つーか赤ちゃん体型というかそんな感じだから、頭がぐらぐら揺ゆれてあぶないことこのうえない」

「うん」

「すると女の方は、だ。男を自分の胸むねに抱かかえ込こんで、抱だっこしてやったんだそうだ。そのうえ、目をさましそうになるとそっとベンチに戻した……ま、男が驚おどろいたり恥はずかしがったりしないように気を遣ったんだな。わかったか？」

「……わかった」

「自分がどれほど幸せかわかってるか？　重い女だという奴がいるかもしれないが俺は賛さん成せいせん。それどころか、そこまでしてくれる彼女なら人殺ししてでも手に入れるべきだとすらおもう。どうだ？」

「うん」

「なら、いいんだ。頑がん張ばれよ。そして、感かん謝しやしろよ。しかし……」

「なんだよ」

「……抱っこされてる最中に目が覚めなくて、残念だったな」

「うるせぇ」

　紅あかくなった剛士が飯田の頭を小こ突づき、飯田が大げさな悲鳴をあげたところで扉とびらが開いた。現あらわれたのは職しよく員いん室しつへいっていたほのかである。

「どうだった？」

「自習でしょ、ほのか」

　クラスの連中が口々にたずねる。

　ほのかは腕でバツをつくった。

「えー」

「マジかよー」

「滅めつ多たにない機会だからだめだって」ほのかは肩かたをすくめた。「悪いけど、みんな、あきらめて」

　不満の声が渦うず巻まくなか、ほのかは席につく。剛士の視し線せんに気づき、なに、という表情を浮かべた。

「いや」

　剛士は紅くなりながら顔を伏ふせた。飯田から聞かされた話は、昨夜のイロイロなこととはまた別次元でうれしさをつのらせていた。

　チャイムがなった。

　教室はまだ騒さわがしい。しかし、はっきりした足音が廊ろう下かに響ひびき出すと徐じよ々じよに静かになっていった。

　足音ははかったような等とう間かん隔かくである。軍人らしいきちんとした歩調で歩いているのだ。

　キツそうだ。

　誰だれもが固かた唾ずをのんだ。

　扉が開き、長身の女じよ性せいが教室へ入ってきた。

　おおお、と主に男子から地鳴りのような声があがった。

　ガラリと扉を開けて現れたのは背せ筋すじがぴんとのびた長身の女性である。身につけているのは階級章のついた草色のシャツにネクタイ、そして同じ色のタイトスカート。昔とは軍服が変わっているので、士官用の短たん剣けんはもちろん、軍ぐん靴かすら身につけていない。10年ほど前、海軍が特とく殊しゆ部隊用に採さい用ようした血のように紅いベレー帽ぼうを小こ粋いきに傾かたむけて被かぶっている。

　だが、男どもを唸うならせたのは……氷を彫ちよう刻こくしたように澄すんだ美しさを備そなえた彼女の顔立ちと、どんなモデルや女じよ優ゆうでも裸足はだしで逃にげ出したくなるほど完かん璧ぺきなプロポーションだった。とても藤原先生と同年配だとはおもえない。要するに完璧なお姉様系クール・ビューティである。

「諸しよ君くん、静せい粛しゆくに」

　脱ぬいだベレーを小こ脇わきに抱え、教きよう壇だんに休めの姿し勢せいで立った女性士官は澄んだ声で告げ、うながした。

「日直、どうした？」

「起立」

　ようやくのことで日直が声をかけた。

　がらがらと椅い子すの音。皆がたちあがる。

「礼」

　全員が頭を下げる。同時に、女性士官はぴしりとした敬けい礼れいで応おうじた。額ひたいの真ん中に伸のばした手を当てる、マジメな海軍士官が好んでするタイプの敬礼である。時間を無む駄だにするつもりはないらしく、着席の声がかかるとすぐに黒板を向き、チョークで名前を書く。

　勾ぎよう引いんあすら

　彼女の名前だった。

「海軍少佐勾引あすらだ。藤原中ちゆう尉いの……いや、藤原先生の代理としてこれから二週間、諸君の軍事教練を担たん当とうする。実じつ際さいは学祭週間があるので一週間だが……短い付き合いだとは思うが仲良くやってゆきたい。よろしく」

　しかし、誰も動かない。動けないのだった。とてつもない美女であることや実にきびきびした態たい度どをとっていることに圧あつ倒とうされているだけではない。

　彼女の帽子に注目していたのだ。

　紅いベレー。そこにつけられた銀色の記章。交差した銃じゆうと錨いかりをかたどっている。

　それは日本で……いや、世界中で知られているシンボルだった。

　海軍特務陸戦隊ＳＮＬＦ。

　世界最強の特殊部隊である。

　勾引あすらはそこに所しよ属ぞくしているのだ。書類仕事と関係ない人物であることは、左胸にずらりと並ならんだカラフルな略綬サラダ・バーが証しよう明めいしている。略綬というのは普ふ段だん着ぎ用の勲くん章しようとでもいうべきもので、もちろん、その勲章を受けていなければ身につける資し格かくがない。そう、彼女は何度も実戦に参加し、幾いくつもの勲章を授じゆ与よされた歴戦の特殊部隊士官なのだ。



    

  
    
      「このクラスはいつもこんなに静かなのか？　藤原先生からうかがったところでは、そうでもないという話だったが」

　生徒たちが完全に呑のまれていることに気づいたのだろう、あすらは微笑を浮かべて茶化してみせた。

　しかし、誰も反はん応のうできない。完全に圧倒されているのだった。

　剛士も例外ではない。

　いや、ひと一倍と言った方がいいかもしれない。

（嘘うそだろう、おい）

　バカみたいに口をあんぐり開けながら、彼は壇だん上じようの少佐に見入っていた。

　そっくりなのだ。

　頭の中で思い描えがいていた、ただの小説のキャラクターに。

（まるで、まるで、まるで……）

　ちらっ、とあすらが視し線せんを向けた。ほっそりした眉まゆ毛げがあがった。

「そこの君、自分の顔になにかついているかね？」

「い、いえ、あのその」

　剛士のあわてふためくさまがあまりにもおかしかったためか、笑いが漏れた。緊きん張ちようした空気が溶とけた。

　しかし剛士はまだ呆ぼう然ぜんとしている。

　小説のキャラクター。実じつ在ざいしないはずのもの。

　昨夜のことをおもいだした。ほのかが自分のために演じてくれたシレイラ王女。

　そう、演じてくれたのだ。

　不ふ埒らちというか図々しいというか勝手なことをというか、贅ぜい沢たくきわまりなくも剛士はそのことに気づいていた。

　昨夜のほのかは素晴らしかった（その後ももちろんアレだった）。

　しかし彼女はあくまでも演じていた。演じていたに過すぎないのだ。

　だが……

　教壇に立つ現実の女性は、まさにそのものなのだ。悪役として、ちょうどシレイラと対比すべき存そん在ざいとして、剛士が妄もう想そうしたキャラクターとなんのズレもない。

　いや、自分の妄想の力足りない部分を教えてくれるようですらある。

　なんといえばいいのか……発散している空気が圧倒的なのだ。オーラとかなんとか、いかにもな言葉を使ってもいいほどに。

　壇上ではあすらが授業に入っている。

「……この学校で学祭期間に大きな学生自治が認みとめられることは教えられている。素す晴ばらしい校風だ。自分も諸しよ君くんの楽しみを邪じや魔ましたくはない。よって、今日は諸君の質しつ問もんにこたえ……あとは自由時間にしたい」

　おおっ、と喚かん声せいがあがった。

「では、なにか質問がある者」あすらは微笑ほほえんだ。それだけで、表ひよう情じようが別人かと見み間ま違ちがえるほど柔やわらかくなった。

　はいはいはいと手があがる。もちろん野や郎ろうが多い。

「男子諸君へあらかじめいっておく」あすらは教室をみまわした。「スリー・サイズの質問には答えない。恋こい人びとはいないが、わたしが一方的に心を寄せている男性はいる。他の男性になびくつもりもない。さて、他には？」

　失望の呻うめきとともに手の数がどっと減へった。意外なことに飯田がまだ手をあげていた。

「はい、君」

「あの、少佐は」

「もう挨あい拶さつは済すんだ。ここは軍隊ではなく学校なのだから、階級は無む視しすべきだよ」

「はい、勾引先生は特とく務む陸戦隊に所属しておられるとお見受けしましたが」起立し、背筋を伸ばした飯田はていねいにたずねた。柔じゆう道どう部ぶで叩たたき込こまれた、普段とまったく違う言葉遣いである。

「そのとおりだ」あすらはうなずいた。「しかし機き密みつが多い部隊だから、あまり詳くわしいことには答えられないよ」

「はい。俺おれがうかがいたいのは、先生も世に名高い特務陸戦隊式格かく闘とう術じゆつを修おさめられたのか、ということです」

「学んだ、確たしかに」

「ならば、一度お時間を戴いただいて、我が柔道部に稽けい古こをつけていただけないでしょうか」

「なるほど」あすらは飯田の体たい格かくと胴どう着ぎを見て考え込み……首を横に振ふった。

「いや、残念だがお断ことわりしよう」

「それも軍の……」

「違うよ、君」あすらの微笑はなぜか寂さびしげであるように剛士には感じられた。「君の学んでいる柔道と軍の格闘術はあまりにも違いすぎるのだ──他に質問は？」

　軍事教練とは名ばかりの時間はそんな感じで進み、30分ほどで「自習」に切り替かえられた。

　いささか名残なごり惜おしそうに立ち上がるクラスメイトたち（主に男子、当然）に混まじり、驚おどろきを抱いたまま教室をでようとした剛士を意外な声が呼び止めた。

「小野寺剛士君はいるか」

　あすらだった。

「あの、僕ぼくですが」剛士は応おうじた。あからさまに落ち着きがない。まあ、自分のダーク系妄もう想そうがそこにそのまま立っているとしかおもえないのだから当然だ。

「君は学園祭実行委員長だな？」あすらは剛士を見つめた。背が高いので、見下ろすような感じである。

「は、はい」

「校長先生から頼たのまれた。実行委員会の顧こ問もんについて欲ほしいそうだ」

「顧問……」剛士は眉まゆを寄よせた。学園祭実行委員会に顧問の先生がつけられたなど、聞いたことがない。

　実のところ学校は自分を信用していなかったのか、とおもった。

　しかしあすらの言葉がそれを否ひ定ていした。

「今年の実行委員会は例年にも増まして活発に活動し、成果をあげている。学校としては将しよう来らいのためにその活動について知ち識しきを得ておきたいらしい。君の後こう輩はいたちのために、だろうな。わかったかね？」

「あ、えー、あの」

　しどろもどろになりながら剛士は意味もなくほのかの姿すがたを探さがした。見えなかった。すでに生徒会室へ向かってしまったらしい。

「どうしたね？　誰かに相談する必要でもあるのか？」

　一いつ瞬しゆんだけ迷まよったあとで剛士はこたえた。

「いえ、あの──いいえ、ありません」

「では、構かまわないね？　君たちが活動しているあいだ、わたしも委員会室にいることになるとおもうが」

「あ、はい、先生。すぐに席を準じゆん備びします」

「ありがとう。では、後で」

　あすらはうなずくと風のように去った。剛士はぼんやりと立ちつくしている。彼女の漂ただよわせていた不可思議な香かおりが鼻び腔こうを満たしていることだけを奇妙なほど強く意識していた。



　　　　12（現げん実じつ）



　その後は再ふたたび委員会室で大おお忙いそがしである。各クラスの委員たちも勾引あすらの出現に面めん食くらったようだったが、すぐに慣なれた。彼女は簡かん単たんに挨拶し、委員会活動の概がい要ようについてたずねただけで後はなにも口出ししなかったからだ。

「演えん目もくを変えたいんだけど、なんとかならんか」

　委員会室に現あらわれるなりリベートの女子部員スリーサイズ付きコスプレ写真アルバムを差し出した演えん劇げき部ぶ部長の似に納の川かわがネズミのような顔に探るような表情を浮かべてたずねた。

「演目の変へん更こう？　そりゃ可か能のうだけど」

　あすらの手前、しげしげと写真集に見入るわけにもいかない剛士はサークルイベント一いち覧らんをモニターに呼び出し、演劇部の演目を確かめた。シェークスピアの『ジュリアス・シーザー』である。

「でもなんで？　これ、けっこう楽しみにしてたんだけど。主演はうちのクラスの平ひら幹みきだろ？　あいつけっこう押し出しがいいし、シーザー役やるために頭も剃そるとかいったじゃないか」

「当たり前だ。シーザーつーかユリウス・カエサルはハゲだったからな。芝しば居いをやるならそれぐらいは当然だ。小野寺、おまえなら知ってるだろ、カエサルがローマに凱がい旋せんした時、彼が率ひきいていた軍ぐん団だんの兵士が合唱しながら行進したってのを」

「えーと、あれか。気をつけろ、気をつけろ、スケベのハゲが帰ってきたぞ、女によう房ぼうと娘むすめはおもてにだすな……」

「そんな感じだ。そのシーンもきっちりつけくわえようと思ってた」

「平幹ならぴったりだとおもうけどな。あいつ、体格がたいもいいし」

「いやあ、それがな。平幹が部員の一人とデキちゃって、彼と組めるのじゃなきゃ嫌いやだとかほざいてやがるんだ。まったく、頭が痛い。明日から泊とまりこむとしても、練習も舞ぶ台たい装そう置ちもぎりぎりだ」

「はあ？　そりゃ……まて、彼だって？　平幹は男……あ」

「そういう趣しゆ味みらしいんだ。ま、個人の自由だから」似納川は肩かたをすくめた。言葉どおり、たいして気にしてもいないらしい。そういえばこいつもそっち系けいだとかいう噂うわさがあったなと剛士はおもいだした。

「ま、いいけど。なんにするつもりなんだ」

「そこが相談なんだよ。『ロミオとジュリエット』なんだが」

「まさか平幹がジュリエットやるってんじゃないだろうな」

「俺にも立場がある。それはさすがに阻そ止しした」

「あ。うーん」

　剛士は腕を組んで考え込んだ。『ロミオとジュリエット』は柔じゆう道どう部ぶがすでに選んでいる。全員胴どう着ぎ姿すがた、ドラ声で阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ず、ジュリエットの登場シーンではおそらく悪い意味で失神者続出とはいえ、同じ芝居がかぶることになる。

「他のやつになんないの『オセロー』とか」

「妬ねたみと裏うら切ぎりと自じ滅めつの物語だそ、あれ。学祭にはあわない。『ヴェニスの商人』もパス。うちにはユダヤ系の先生がいるからな」

　剛士はうなずいた。天抜高校にはテイラー先生のほかにも外国出身の先生が何人かいる。確かにユダヤ系の先生の前でユダヤ人が悪役の劇を演じるのはいい趣味ではないだろう。この演劇の本当の魅み力りよくはそんなところにあるのではないが、まあ、誰だれもが観劇に深い理り解かいを持っているわけではない。

「なら『アントニーとクレオパトラ』……おんなじか。いっそ『タイタス・アンドロニカス』にでも」

「ヤケになるなよ。ありゃ血ち塗まみれどばどばなんだぞ。体育館のステージに血ち糊のりドラム缶かん10本ぶんぶちまけてもいいのか？」

「じゃあ『ハムレット』や『リア王』……だめか。難むずかしいよな」

「喜劇も右に同じだ。なんとかなんないか」

　似納川も弱った表情である。高校の演劇部とはいえ、主演俳優のワガママに悩なやまされることは大人の世界と変わりない。そのおかげで演目まで変わってしまうというのがアレだが、ま、そこはそれとして。

　剛士は考えた。マトモな芝居になるのは演劇部に決まっている。が、柔道部は伝でん統とうがあるし、飯田たち筋きん肉にく系けいにいまから別の芝居をなんとかしろといっても無理なのも間違いない。

　とんとんと机つくえを数度叩たたいたあと、剛士の頭にひらめくものがあった。昨夜のほのかの言葉である。

「演出しだいでいくらでも盛もり上がる……」

「なんだって？」似納川がたずねた。

「あのさ、演出っていうのか設せつ定ていっていうのかよくわからないんだけれども、そっちをいじれないかな」

「新解かい釈しやくにしろというのか？　大たい抵ていうまくいかないんだよ、ああいうの。演出家の自己満足になっちまう」

「これはあくまでも例だよ」ほのかの言葉をおもいだした途と端たん、剛士のお脳のうには様々なイメージが溢あふれていた。かれはその一つを口にした。

「映画なんかでたまにやってるように、舞台設定を変えてみるのは？　中世イタリアじゃなくて、現代の港町にしてみるとか。別に高校を舞台にしてもいいとおもう。あれって確か、仲の悪い有力者同士の坊ぼつちゃんと嬢じようちゃんが勝手にひっついて盛り上がって狂きよう言げん自殺しそこねて本当に死んじゃうって話だろ？」

「身も蓋ふたもない要約だな……ま、その通りだが」

「だからさ、そいつを仲の悪いクラス同士とか、仲の悪いクラブ同士とかに置き換かえて」

「台本をだいぶ書きかえなきゃならん。うまくいく保ほ証しようはない」

「じゃあさ、気にせずそのまんまやる、ってのは」

「気にせず？」

「みんな制せい服ふくや体たい操そう服ふくのまんま。何家と何家だか忘わすれたけど、片かた方ほうを制服にするならもう片方を体操服って感じで。でもって、舞台装置もヘンなのは造つくらないで教室の机とか椅子とか……ともかく大道具も小道具もまわりにあるものだけでやるんだ。でも、筋すじも脚きやく本ほんもいっさい変えない。いかにもシェークスピぁぁ、な感じでやる」

「ふーむ」眉まゆを寄せた似納川だったが、すぐにぽんと手を打った。「ギャップが出て面おも白しろいかもしれないな。わざとストロングスタイルの演出にして……うん、観客は普ふ段だん周囲にあるもの、見慣れたものを目にしているはずなのに、だんだんと全く違う世界に見えてくる……なぜなら同級生たちの演じるべき役割が普段とは異なっているから、ってことか」

「難しいことはわからないけれど、どうかな？　それなら柔道部とかぶっても問題ないとおもう。むしろ、方向性の違う同じ芝居を二回みられるという線で客を呼べるかもしれない。上演を立て続けにするか、午前午後にするか、あるいは日を変えるかは考える必要があるけど」

「──わかった。そっちの方向で考えてみる」似納川はうなずく。それから剛士を見つめ、感心したようにいった。

「しかし小野寺、おまえ、意外と分かってるな」

「大したことないよ」剛士は照れた。「ただの思いつき。それに、自分でできることじゃないし」

「それがわかってるだけで大したもんさ。ところでな」

「ん？」

「今年の教職員の演目について噂うわさを耳にしたんだが……」

　ここがまあ天抜高のおもしろいところだ。さすがに模も擬ぎ店てんはださないが、教職員も出し物で参加するのである。

「おもいださせないでくれ」剛士の顔が青ざめた。

「すると、やはり」似納川の顔も青ざめた。

「うん。とうとう今年はテイラー先生のアイデアが通った。毎日真しん剣けんに稽けい古こしている」

　その時。

　ばーんとドアが開き、ばっとライトが点ともった。聴きいているだけで歯が痛いたくなってくる甘あまったるい音楽が流れ、くるくるとロールした金髪を揺らしながら背の高い女性が入ってきた。顔立ちはきりっとしており、蒼あおい瞳ひとみに夢ゆめ見みるような光が浮うかんでいた。身につけているのはもうやたらとキンキラした衣い装しようである。

「おお、愛の光ぃ……それは甘く、優やさしくぅ」

　女性はよくとおる声で歌い始めた。どこから聞こえてくるのかのかわからないがキャーと黄色い喚かん声せいがあがった。

「あの……テイラー先生」剛士はおずおずとたずねた。似納川が深い溜ため息いきを吐つくのがわかった。

「いけないよ、ミスター・オノデラ！　いまのわたしは英語科教きよう諭ゆグロリア・テイラーではない！　少女歌劇スター、星ほし海うみ霧キリ香カさ！」

　語ご尾びの『さ！』を特に歯切れ良く発音したテイラー先生はえらく不自然な笑いをうかべて剛士を見み据すえた。よく見ると顔にべったりドーラン、目のまわりには隈くま取どりかと見まがうようなアイシャドウ、瞼まぶたを開けられないほど重たげな付け睫まつ毛げという重じゆう装そう備びである。

　圧あつ倒とうされつつも剛士は反はん論ろんしかける。

「しょ、少女歌劇って……テイラー先生は確たしか今年でさんじゅ……」

「しゃぁぁぁぁらぁっぷ」

　心も衣装も宝塚なテイラー先生は罵ば声せいを響ひびかせた。再ふたたび黄色い喚声が響いた。

「真のレディとはいくつになっても少女の心を持っているのさ！　愛とはけして後こう悔かいしないことなのだよ！」

　またもや喚声。似に合あっているというかいい年をしてというべきか良くわからないが、デフォルトで金髪碧へき眼がんな美女なのでともかく勢いきおいはある。テイラー先生、授じゆ業ぎようは厳きびしく放課後は優しくという御お方かたなのはともかく、見てのとおり、熱狂的な少女歌劇ファンなのであった。日本に来てからのファンではあるがその熱心さは度はずれており、

「ああ、わたしが一五歳さいだったら……」

　と、本気で悔くやしがったぐらいだ。もちろん、宝塚は高校生段階から自前の学校に入れてスターを養成すると知ったあとの話である。要するに、制せい限げんがなければ入れてもらおうと思っていたのだ。おまけになんつーかまあ、健康な男子であれば涎よだれが湧わくようなぱっつんぱっつんの見かけにも拘かかわらず男役希望なのであった。おもいこみというのは恐おそろしい。

「あの……それで、ご用よう件けんは」

　まさかこれだけのためにやってきたわけじゃあるまいなと怖おそれつつ剛士はたずねた。

「もちろん顔見せだよ、ミスター・オノデラ！　それでは、また！」

　切ない恋こいの想おもい出では……とかなんとか高らかに歌い上げながら去ってゆくテイラー先生を見送りながら似納川がつぶやいた。

「いっそ……ウチでもあの演出でやろうかな」

　剛士が無言のまま彼の頭をひっぱたいたことはいうまでもない。

　さて、テイラー先生の来らい襲しゆう後ごもまだまだ雑ざつ用ようは終わらない。というか、似納川が帰ると同時に女子が飛びこんできた。一年生である。

「あのー、助けてください」

「落ち着いて。なにがあったか話して。まず、君のクラスと名前」

「一年三組の鞍くら馬まです。鞍馬きよみです」

「うん。鞍馬さん、なにがあったの？」

「うちのクラスで他校の男子につきまとわれてるのがいて、あんまりしつこいのではっきり断ったら学祭の二日目に乗りこんでくるって……こういうこと、先生には話せないし……」

　そこまで口にして勾引少佐に気づいた女子はあっと口を押おさえた。しかし当の勾引少佐は知らん顔をしている。

「学校と相手の名前を教えて」

「天抜工業の二年で、下しも司し田だっていうんですけど」

「天抜工業？　ちょっと待って」剛士はモニターに資し料りようを呼よび出した。「向こうもウチと学祭開かい催さい期間は同じだよ。それでも来るの？」

「あのー、えとー、昨日……」

　女の子は真っ赤になってうつむいた。

　あ、と剛士は理り解かいした。

　これは友達の話などではないのだ。目の前にいる、ポニーテールの似合うちょっと下ぶくれのかわいい鞍馬きよみ自身の問題に違いない。

「あのさ、方法がないこともないけど、条じよう件けんがある。まずあれ、僕ぼくを信用してくれること。どう？　絶ぜつ対たいにヘンなことにならないようにするから」弱り果てている鞍馬きよみに剛士はいった。

「あの……はい。みんなが今年の実行委員長さんは凄すごいっていってるし、困こまってることもいろいろ解決してもらってるし……学祭にも迷めい惑わくかかるかもしれないし……あの、はい。小野寺先せん輩ぱいのいうことなら、はい」

「じゃあ、質しつ問もん」

　剛士は内心ほっとしていた。見ず知らずの下級生がうなずいてくれるか危あやぶんでいたのである。実行委員長とはいえ所しよ詮せんは他人、おまけに自分の見かけが他人に信しん頼らい感かんを与あたえられるとはとても考えられないからだ。なんというかまあ、お小こ遣づかい（または収しゆう入にゆう）の大半をエロゲー、マニア本、アニメグッズに投じている頭に白いものが目立つようになってきた大きすぎるお友達がしかつめらしく評ひよう論ろん家かじみたことをくっちゃべっていてもイマイチどころか全然信用できないのと同じじゃないかということである。もっともであった。毎まい晩ばんエロゲーやったりマニア本読んだりしてるだけの奴やつがなに口にしても、所詮はありきたりな思考停止言語の羅ら列れつを口にするのがせいぜいだからである。一見マトモそうに見えても、共きよう産さん党とう員いんやエロ本規き制せいして社会が良くなったなどと喜んでいるバカどもとかわりはしないのだ。思考停止言語の順列組み合わせに慣なれているというだけなのである。自分もそんな奴らと同じように見えるのではないか、と不安だったのだ。

　剛士は声を落とし、たずねた。

「まず第一の質問。いま……つきあってる彼氏いる？　あ、もちろん僕とつきあえっていうんじゃないよ、安心して」

「そんなことおもいません」きよみは健けな気げに微笑ほほえんだ。「小野寺先輩と朧野先輩って有名ですから……」

「ほのか、知ってるの？」

「いえ、お話ししたことないですけど、みんな、憧あこがれてて……」

「……ま、それはともかく。どうかな？」

「……いません」きよみは恥はずかしげにうつむいた。

「じゃあさ、学祭二日目だけでいいから、男いることにしない？　いい奴紹しよう介かいするから。背せが高くて顔はいい。スポーツもできる。ちょっといい大学の工学部に進めるぐらい頭もきれる。性せい格かくもいいよ。あんまり口数多くなくて、女の子と子こ供どもにはひたすら優やさしい」

「……」うつむいたままこくんとうなずくきよみ。

「よし。連れん絡らくつけるから、ちょっと待ってて」

　剛士は校内電話を外線に繋つないだ。相手はなんと問題の天抜工業高校である。

「あの、こっちは天抜高学園祭実行委員会の小野寺っていいますが、そちらの空手部主将の最も上がみ君をお願いします……あ、健けん吾ごか？　剛士だ。うん、久ひさしぶり」

　剛士は受話器をちょっとだけ押さえ、きよみにいった。

「……小学校ん時の友達なんだ」

　すぐに電話へ戻もどる。

「でさ、ちょっと相談なんだけど、そっちに下司田っていうのいる？　うん、あ、バカで有名？　そうか。あのさ……」

　電話は五分で済すんだ。きよみにうなずく。

「大だい丈じよう夫ぶだってさ。学祭二日目、こっちに来て君のそばにいてくれるって。ま、一日だけサービスしてあげて」

「あ、はい」きよみの顔に笑顔えがおが浮うかんだ。それから小さな声でたずねる。「あの……最上さんってどんな感じの……写真とか」

「写真はないけど、ま、大丈夫だとおもうよ」剛士はいたずらっぽく微笑ほほえんだ。「女の子の読む雑ざつ誌しとかにさ、街で見かけたり、隣となりのクラスにいる見かけのいい奴の写真を投稿するコーナーあるでしょ？　最上は盗とう撮さつされてそれに四回ぐらい載のってる。空手もそこそこ強いよ。全国大会に出てるから。まあ、天抜工業であいつに勝てる奴はいない」

「じゃあ、彼女とかいっぱいいるんじゃないですか」

「大丈夫。硬こう派はなんだ。見かけでよってくる子は大だい嫌きらいなんだよ。だから、当日はその点だけ気をつけて……ま、気が向けばその後も」

　きよみはさらに紅あかくなり、ありがとうございましたと頭を下げて帰っていった。

　そのあともあれこれとあり、ようやく一休み出来たのは四時近かった。他の委員はあっちこっちを駆かけ回っているため、委員会室にいるのは剛士とあすらだけである。

　ふうっ、と息を吐はいて椅い子すの背もたれによりかかった剛士の前にコーヒーカップが置かれる。いつのまにかあすらが淹いれてくれたのである。

「大車輪だな、小野寺君」

「あ、ありかとうございます、すいません。いただきます」

　さきほどまでのいい調子もどこへやら、剛士は哀あわれになるほどあわてた。カップを手にし、がぶりと飲む。熱いコーヒーに喉のどと胸むねと胃いを灼やかれ、目を白黒させてしまう。あすらがくすくすと笑い、背中を叩たたいてくれた。特とく殊しゆ部隊士官だというのに、叩き方は母親のように優しかった。

「君はわたしの前だと緊きん張ちようするようだね」

「いえ、あの、それは」剛士はもうなにがなんだかわからなくなっている。あすらにはなんの関係もないことだが、とんでもなく後ろめたくなっていた。なにしろ、昨夜書きかけで放ほうり出した

　裸ら身しんを曝さらしていた。

　……のあとに、えーそのまあ、成人向けではない妄もう想そう小説の限げん界かいへ何気なく挑ちよう戦せんするような実用性のある場面をば書いてしまおうかとおもっているからである。書かずに寝ねてしまった理由は、ほのかとのあれこれの後にも拘かかわらず、頭や指先よりも先に股こ間かんが元気になってしまったからであった。

「いいよ、別に。お互たがい人間なのだから」あすらは微笑んだ。「しかし、なかなか見事な指し揮きぶりだ」

「委員会のことですか」

「ああ。海軍の参さん謀ぼうでも務つとまりそうだよ。いや……それよりも司令長官むきかな」

「し、司令長官？」剛士は目を白黒させた。

「そうだよ。司令長官さ。たとえば演えん劇げき部ぶの問題だ。あれは作戦計画が中ちゆう途とで変へん更こうになった場合とよく似にている。大たい抵ていは混こん乱らんするものだが、君は戦せん術じゆつを変更することで調整してしまった。それでいて学祭を楽しむという作戦目的からは逸それていない。見事なものだ。それからさっきの一年生……」

「ちょっとやりすぎかとおもったんですけど、ヘンな騒さわぎが起きても困こまるし……それに」

「それに？」

「……僕になんとかできることだったし」

「いいんだよ、それで」あすらは楽しげだった。「人事……人間関係はどんな組そ織しきでも重要だ。君はそれもあっというまに解かい決けつした。おそらく、もっとも問題の少ない方法で。これまた御見事といわせてもらおう」

「……はあ。あの、ありがとうございます」

「君は褒ほめれば褒めるほどつまらなそうになるね。性せい格かくか？」

「……かもしれません。それに……少佐、あ、いえ、勾引先生には今日はじめてお会いしたばっかりだし」

「呼よびにくければ名前で呼んでくれていい。あすら、と」

「いや、あの」

「あ、す、ら、だ」

「……あすら先生」

「君ならそういうとおもった」あすらはさらに楽しげな微び笑しようを浮うかべた。

「そんなにバレバレですか、僕」剛士はおもわずムッとする。

「バカにするつもりはないんだよ、小野寺君」あすらはカップを置き、長い脚あしを組んだ。上体を優ゆう雅がに傾かたむける。まるでモデルのような仕草だった。

「これはクセさ、軍人の。実戦では何年も共に行動してきた上官や部下があっさりと死んでしまい、見ず知らずの人間と共に命を賭かけなければならないことはしばしば起こる。だから、人間の性格や能のう力りよくをすぐに見み極きわめる習しゆう慣かんがついてしまう。命にかかわるからね」

「やっぱり、実戦に参加されたことがあるんですね」

「あるよ。君も報ほう道どうで知っているだろう？　日本はもう何年も大きな戦争はしていないが、世界の色々な場所で、あまり表おもて沙ざ汰たにできない方法で面めん倒どうに巻き込まれてはいる。軍服を身につけてしまえば女でも例外はないのだ」

「だから、か」剛士は勝手に納なつ得とくした。

「なにがだね」

「いえ、あの、さっき授じゆ業ぎようで飯田の申し出を断ことわられた時」

「胴どう着ぎ姿すがたの彼か」

「はい、そうです。その……なんていうか、ちょっと辛つらそうな顔をされていたので、あの」

「ますます司令長官向きだよ、君は」あすらは苦く笑しようした。

「わたしの表ひよう情じようが簡かん単たんに読まれるとはね。これでも諜ちよう報ほう活動にも参加したことがあるんだがな！　しかし、確たしかにその通りだ。わたしが学んだ格かく闘とう術じゆつは飯田君の愛しているスポーツとしての武ぶ道どうとはまったく違ちがう。技わざの冴さえや、畳たたみの上で勝つことなど無む視ししている。学び、用いる目的はただひとつだ。わかるかね？」

　剛士は口ごもりかけた。しかしあすらのおもいも寄らぬほど真しん剣けんな視線から逃のがれることはできなかった。

　唾つばをのみこみ、おずおずと彼は言った。

「……敵てきを、殺すこと」

「そうだ」あすらはうなずき、おもいたったように剛士を見つめなおした。「しかし君は変わっているな」

「確かに見かけは悪いです」

「いいよ、君。ユーモアがなければ人生は砂すなを噛かむようなものだ」あすらは微笑していた。

「危き地ちに陥おちいった時、武器がそれだけだという場合もありうる」

「あ……はい、なんか、わかるような気がします」

「それでいい」あすらは満足げだった。「だが──」

　彼女はそこで突とつ然ぜん屈かがみこみ、ひんやりとした手を剛士の頬ほおに当て、囁ささやくようにたずねた。

「あまり熱心に見つめられると照れるわ。君がわたしのことを好きなのではないかと誤ご解かいしてしまうほどに。それとも……なにか他に理由があるの？」

　剛士はなにも答えられなかった。その暇ひまがなかった。足音が聞こえたのだ。

　さっと身を離はなした二人は何なに喰くわぬ風を装よそおった。扉とびらが開いた。あらわれたのはほのかだった。うまくごまかせたかなと剛士はおもった。おそらく無理だろうとわかっていた。
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　案の定……つーか因いん果が応おう報ほうと申しましょうか、数時間後、自じ宅たくの食堂で剛士は実にシビアな状じよう況きように陥っていた。

　テーブルに並ならんでいるのはアレ、挽ひき肉にくとタマネギのみじん切りを合わせて炒いためた具で薄うす焼やき卵たまごがはちきれそうになっているオムレツだったりたっぷりのサラダだったりして猛もう然ぜんと食しよく欲よくを誘さそうのだが、全然箸はしが進まない。

　帰省した小野寺家一同の代わりに剛士の面めん倒どうをみてくれるほのかの御ご機き嫌げんが最悪なのである。

　彼女は下校する時も黙だまったまんまだった。間が持たないというかいてもたってもいられない感じになった剛士はあれこれと無理して話しかけたが、得られたのはあ、そう、ふーん、というつれないお返事だけ。

　で、家に帰ってすぐにやってきたほのかが夕飯をつくってくれたわけなのだが……

　じとー。

　という感じなのである。ほとんど喋しやべらずに剛士の向かいに座すわっている。家族は出かけた、いるのは御ご飯はんをつくってくれる彼女だけというあまりにもおいしいプチ同どう棲せいライクでうはははな状況であるにも拘かかわらず、空気は重い、頭は痛いたい、胃は痛い。剛士君、最悪であった。点けっぱなしのテレビがアメリカへ向けて出発する陸軍戦せん略りやく機き動どう兵へい団だんの模も様ようを映うつし、興こう奮ふんしたリポーターの声が部屋に虚むなしく響ひびいている。

　ともかく、このままではいられない。いまの調子では朝までオムレツを見つめながら時間を過すごすことになりかねないし、だいいちその前に神しん経けいが持たない。ほのかにこんな調子でいられたら、一時間もしないうちに空を仰あおいであはははははは夢ゆめじゃ夢じゃすべては夢じゃ……と高笑いをはじめかねない。

　剛士は勇気をふりしぼって話しかけた。

「……あのさ」

　じとー。

「あの……」

　じとー。

「えと……」

　じとー。

「……」

　まるでアルゴンガスのように比重の重い沈ちん黙もくが再び食堂を包む。

　剛士は冷めかけた味み噌そ汁しるに箸はしをつっこみ、ぐるぐるとかきまわした。二に層そうにわかれていた汁が入り混じり、具の絹きぬごし豆どう腐ふが浮ういたり沈しずんだりした。

　ほのかが短くいった。

「行ぎよう儀ぎ悪い」

「あ、ん」

　剛士はうなずく。箸を置いてしまった。

「お腹、空いてないの」とまたほのか。

「いや、そんなことないけど」

「さっきから全然食べてない」

「それは」

「それは、なに」

「いや、あの」もうなにをいったら良いのかわからない。心しん臓ぞうは破やぶれそうだし、血けつ圧あつが高まったおかげで頭は割われそうに痛むし、胃の方では胃い酸さんがどぱどぱ、穴あながどれだけ開いてるものやら見当もつかん、という感じである。

　ほのかは恨うらみがましい視線でそんな剛士をしばらく見つめていたが、やがてぽつりといった。

「わたしのこと、嫌きらいになったんだ」

　否ひ定ていしようとしたが声がでなかった。なんとかならないものかと焦あせった剛士にできたのはあわあわと首を左右にふることだけである。

「好きになったんでしょ」

　意外な言葉に剛士はほのかをみつめる。

　そしてさらに驚おどろいた。

　ほのかの目は涙なみだでいっぱいになっていたのだ。

「勾引先生とあんなに仲良さそうに話してた」

「あすら先生とは──」

「やっぱり」ほのかは断だん言げんした。語ご尾びが震ふるえていた。「今日あったばっかりなのに、もう名前で呼んでる」

「それは、先生が」

「勾引先生も剛士が好きなんだ」

「だから、あの」

「だから？」

「……」

「なにがだからなの？」

　突とつ然ぜん腰こしを浮かせたほのかは叫さけんだ。両の拳こぶしをテーブルに押おしつけている。頬ほおを流れ落ちた涙がぽたぽたとオムレツに垂たれていた。

「なにがだからなのよ！」

　ほのかは完全に自じ制せいを失っていた。いつもの、剛士へ母親や姉のように振ふる舞まう美少女の面おも影かげはどこにもない。のしかかるような姿し勢せいをとり、整った顔立ちを怒いかりと悲しみでいっぱいにふくらませたいまの彼女は、辛い想像に身を焼く17歳さいの女の子、それ以外のなにものでもなかった。

「ねえ」

「……」

「ねえったら」

「……」

「無視しないでよ！」



    

  
    
      　剛士は下した唇くちびるを噛んだ。ご経けい験けんのある皆みな様さまにはもちろんおわかりだろうが、もうなにがなんだかわからなくなっている。もともとが誤ご解かいから……少なくとも剛士の立場からいえば誤解からはじまっている問題がこうもこじれてしまっては、自作テクニックの限かぎりをつくして組み上げたパソコンの故こ障しようと同じで、どこをどういじれば良いのか悩なやむばかりだ。

　それでも、なにかいわなければならないことはわかっている。

　何度か深く息を吸すいこもうとしてそのたびに失敗し、とうとう諦あきらめた剛士は小さな声でいった。

「……そんなことはないよ」

「聞こえない」と、ほのか。

「……そんなことはない」

「なにがよ」

「だから」

「また、だから、なのね」

　脳のうのなかで熱い物がめぐった。奥おく深ぶかい場所でなにかにスイッチが入ったのがわかった。

　次の瞬しゆん間かん、小野寺剛士は大声でわめいていた。

「僕ぼくがそんなに信じられないのか！」

　ほのかはびくりと身体からだを震ふるわせた。あいかわらず剛士をにらみつけているが、怒りというより驚おどろきをあらわにしていた。

「……だって」

「だってじゃない！」剛士はまたわめいた。自分がだれあろうほのかに大声を出していることが信じられなかった。しかし、我が慢まんできなかった。

「あすら先生とはただ話していただけだ！　その途と中ちゆうでほのかが入ってきたから不自然な感じになっただけなんだ！　それだけ、それだけなんだ！」

「……うそよ」

「なにが嘘うそなんだよ」

「……うそだもん」

「だからなにが嘘なんだよ！」

「そっくりじゃない、あのひと！」ほのかはためこんでいたものをとうとう口に出した。「あなたの小説にででくるキャラクターにそっくりよ！」

「それは……」

「ほら、やっぱり。やっぱり！　だから、だからよ！　だってあのアーシュラってあなたの好みでつくったんでしょ、そして勾引先生は彼女にそっくり。だから剛士はあの人が好きになったのよ！」

「違うよ！」

「なにが違うのよ」

「確たしかにあすら先生はそっくりだけど」

「ほら……」

「別に好きになったとかそんなのじゃない。驚いただけだよ」

「うそ」

「ウソじゃない」

「うそ」

「ウソじゃないったら」

「うそに決まってる！」

　椅い子すにどしんと腰こしを落としたほのかはとうとう顔を覆おおって泣き始めた。

「自分の妄もう想そうしたまんまの人が目の前にあらわれたら、誰だれだってそっちが良くなるに決まってる！　わたしなんか……わたしなんか……」

　剛士は立ち上がった。もう完全にワケがわかんなくなっているが、ともかくなにかしなければならないという気持ちだけで一歩踏ふみだした。泣きじゃくるほのかの傍かたわらに立つ。

　が、そこで身体が固まってしまった。なんのために立ち上がったのかすらわからなくなってしまったのだ。ま、人間、勢いきおいで行動してはイカンということだが、いまさらそんな理り屈くつをこねても意味がない。

　ほのかが顔をあげていた。充じゆう血けつし、涙に濡ぬれた顔で見つめていた。

　剛士の手が動いたのはほとんど無む意い識しきの反はん応のうだった。

「信じろよ」

　ほのかの肩かたをつかんだ剛士はいった。

「僕を信じろよ」

「……」

　ほのかの目に新たな涙が盛もり上がる。

　剛士は顔を寄せ、その涙を吸った。似に合あうとか似合わないとかを通り越した、そうしなければならないのだという強きよう烈れつなおもいに導みちびかれた行動である。

「……な。信じろよ」

　ほのかの顔が再びうつむく。剛士は彼女の顎あごをつかみ、無理矢理上向かせた。

「僕はほのかを裏うら切ぎらない」

「……」

「絶ぜつ対たいに裏切らない」

「……」

「中学の時、神社の御ご神しん木ぼくのところで約束したじゃないか」

　ほのかの目が一いつ瞬しゆん遠くを見つめ、それから新たな涙がもりあがった。今度は吸ってやる必要はなかった。ほのかはほっそりした腕を剛士の胴どうにまわし、顔をおしつけてきた。

「剛士……剛士……」

　ほのかは声をあげて泣きはじめた。安あん堵ど感かんと幸福感に満ちた泣き声だった。
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＊第１章戦闘シーン中盤（の予定）



　闇やみの中に怒ど号ごうが轟とどろいた。雲間からのぞくほんの一瞬の月明かりに剣けんやパイクの刃やいばが冷たくぎらつき、馬が高く嘶いななく。

　そして、最初の悲鳴が夜気を裂さいた。

　ランバルト軍の先せん鋒ぽうが魔ま王おう軍ぐん軍隊列に突入し、最初の一人を屠ほふったのである。

　危機はたちどころにキョウイチの知るところとなった。

「夜や襲しゆう？　夜襲だと！」

　隊列中央でフライング・カーペットにふんぞりかえっていたキョウイチは憤ふん怒ぬもあらわに叫んだ。無理もない。敵てきの計画の、先の先まで読んで動いたというのに、奇き襲しゆうを浴びているのである。

　同時に、

（なに考えてやがんだ、あいつ）

　という疑ぎ問もんも湧わいていた。もちろんカイジのことである。いくら奇襲をかけられるとはいえ、夜間に魔族へ攻こう撃げきをしかけるなど愚ぐの骨こつ頂ちようとしかおもえない。

「襲しゆう撃げきの規き模ぼは」キョウイチは叫んだ。

「わかりませぬ！」アーシュラが即そく座ざに応おうじた。

「方向は？」

　キョウイチは再びたずねた。せめてそれぐらいのことがわからねば対たい処しよのしようがないのだ。

「隊列後方左さ翼よくよ、そーすい」即座にかけよってきた部下から報ほう告こくを受けていたセシエ・ハイムが応じた。いつもどおりとふわふわぽよよんのアーパー姉ちゃんエルフだが、闇のもとでわずかにうかがえる瞳ひとみは冷れい酷こくそのものである。

　キョウイチは眉まゆを寄せた。敵の目的を……カイジが何を望んでいるかを考えたのだ。

　あいかわらず、見当がつかなかった。

　彼の疑問ももっともである。いくら奇襲をしかけたとはいえ、夜の魔族は恐おそるべき戦せん闘とう力りよくを発はつ揮きする。昼より機き敏びんに動けるのだ。奇襲のショックさえ消えてしまえば、ランバルト軍は大だい損そん害がいを被こうむるはずである。マリウクスを失い、王都ウルリスすらあやうい彼らにとってそれは致ち命めい的てきなダメージになる。わけがわからない。

　空中に続々と冷たい光球が出現しはじめていた。ランバルトの魔導士たちが放ったブライトボールである。一個あたりの明るさは一万カンデラにすぎないが、術の働きにより地上の狭せまい範はん囲いをスポットライトのように照らし出せる。キョウイチはその光が浮き上がらせた敵の姿すがたを目の当たりにした。確たしかに人族であった。

「あんなもの使ったところで大してかわりはしないのに」魔族を率ひきいる元高校生は吐はき捨すてた。

「アーシュラ」キョウイチは参さん謀ぼう総そう長ちようを呼よんだ。

「御前に」微笑と共にアーシュラが応ずる。血の臭においを嗅かぎつけた彼女はすでに瞳へ残ざん忍にんな喜びを浮かべていた。

「奴やつらがなにを……安藤がなにを考えているかわかるか？　僕にはわからない」

「ひとつだけ、おもいつきます」

「教えろ」

「あなたです、キョウイチ様」アーシュラの笑みはますます大きくなっていた。「あなたのお命です。ランバルトにとって……そしてカイジ・アンドーにとって、あなたの命ほど価か値ちのある目標はありません。それほどにあなたの邪じや悪あくな偉い大だいさをおそれているのです。それが彼らにとっての正せい義ぎなのです」

「僕……正義だって？」キョウイチは顔を引きつらせた。もともと気の小さな男である。彼女の言葉を耳にしただけで背せ筋すじに冷や汗あせが噴ふきだしている。

「怖こわい、ですか」アーシュラは嘲あざけるようにたずねる。

「あたりまえだ。僕には体力も武ぶ道どうの心得もない」

「心配御無用です。あなたが死ぬのはわたくしが倒たおれたあとになります。ですから、カイジにあなたが斬きられたとしても、悲しむ者はブラントラントに一人もおりません」

　キョウイチは目を剥いた。要するになにがいいたいのかといえば──命をかけて守るということである。

「ったく」キョウイチは罵ののしり、彼女の軍服に包まれた胸むねを掴つかみ、乳ち房ぶさを握にぎった。「ヴェアウルフを使って、追い払はらえ。任まかせたぞ。任せたからな」

「皆みな殺ごろしにしてもよろしいのですか」アーシュラの顔がぱっと輝かがやいた。

　キョウイチは一いつ瞬しゆん考えこんだ。そして命じた。

「向かってくる奴は、殺せ。逃にげる奴は追うな。無意味な小競り合いに使っている時間はない」

　新たな怒りに駆かられている。

（正義？　正義だと？　畜ちく生しようめ。安藤の奴、まだ高校に通っているつもりでいやがるのか）

「キョウイチ様」

　アーシュラが顔をのぞきこんだ。

「深追いは絶対にするな」気を取り直したキョウイチは厳げん命めいした。「こいつは戦争だ。気分になんか左右されるな。兵を無む駄だに失いたくない。犠ぎ牲せいってのは効こう率りつ的てきにだすものだからな。もちろん君にも死んでもらっては困こまる。いいな、君を殺していいのは僕だけなんだからな」

　キョウイチの手は、残ざん酷こくな言葉をかけられたアーシュラが喜びの胴どう震ぶるいをおこしたことをはっきりと感じ取っていた。



　同じ頃ころ、カイジが直じき率そつする親しん衛えい総そう帥すい護ご衛えい大隊は戦場へ急行しつつあった。馬上の人となったカイジの両りよう脇わきにはむろんシレイラとミランの姿すがたがある。

　駆け戻ってくる蹄ひづめの音がきこえた。伝令である。素す早ばやく馬をとめた伝令はミランへ耳打ちする。

　伝令の報告に素早くうなずいたミランはカイジと轡くつわを並べた。

「閣かつ下か……グラッサー、ウランコールともに戦闘へ突入しました」

「それで？」表情を変えずにカイジはたずねた。

「苦戦のようです」

「そういうことじゃない」カイジは瞼まぶたを痙けい攣れんさせて応おうじた。「僕らが到とう着ちやくするまで、保もつかどうかだよ」

　シレイラがそっと告げた。

「……あの二人ならば、自らの命を消費しても保たせるでしょう」

　カイジはこくりとうなずいた。シレイラは、異い世せ界かいからやってきたこの総帥が数千の人族たちの命をすでに失われたものとして扱あつかっていることに気づいた。彼女は



＊なんであんなに似てやがるんだ？
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　　　　１（現げん実じつ）



『剛ごう士し？』



　…………



『ご、う、し』



　…………



『ほら、剛士ったら』



　…………



『おきなさぁーい』

　むに。むにむにむに。

「いひゃはひゃはひゃ」

　剛士はぷにぷにしたお腹なかをシェイクされる感かん触しよくに身を震わせながら目を覚ました。相変わらず寝ね不ぶ足そくだが、一発で瞼が開き、視し界かいはすぐに澄すみ渡わたった。

　お腹はまだシェイクされ続けている。

「ほらほらほら」

「あひゃへひゃ、ほ、ほのか」

「なによ、ほれほれ」

「ひゃふひゃ、やめへ、やめて、おひた、起きたから」

「ほんとに？」

「本当、本当」

　剛士は椅い子すから立ち上がった。またもやパソコンに向かったまま寝てしまったのである。窓まどからは月曜日の朝日がさしこんでいた。

「書き直してたの？」

　ほのかはモニターをちらりと眺ながめ、勝手にセーブをし、電でん源げんを落とした。

「この土曜日曜とヒマな時間はずっと書いてたっていうのに、あんまり進んでないね。ま、新たな文学表現はないけど……」

　つまりになっていないということである。それもそのはず、剛士は背もたれにエビぞりでもたれるというアクロバティックな体位で（ってなんかイヤらしい表現ですが）眠ねむりこけていたのだ。

　邪じや魔ま者ものがいないのをいいことに濃のう密みつな朝の御ご挨あい拶さつを済すませたあと、いつものごとき朝のどたばたを繰くり広げて準じゆん備びを整えた剛士とほのかは学校へ向かった。泊とまり込こみ前ぜん提ていの学祭週間であるため、荷物はいつもよりずいぶん多い。頭上には爽さわやかな秋空が拡ひろがっていた。

　空には幾いく筋すじも白い線が生じていた。飛行機雲だ。天あま抜ぬけは民間航空路から外れている。なのに飛行機雲が見えるとなれば……その正体は一つしかない。軍用機だ。空に延のびた雲の数とくっつき具合から、大型機の編へん隊たいだとわかる。統とう合ごう航空軍の戦せん略りやく爆ばく撃げき機きか、巨きよ人じん輸ゆ送そう機きだろう。

「どうしたの」

　ほのかが顔をのぞきこんでいた。

「いや、うん」

　彼女に隠かくし事なんかできないとわかっている剛士は素す直なおに応おうじた。

「土曜日に、編集長にあったんだけれど」

「別にキツイこと言われなかったんでしょ？　帰ってきてから、そう言ってたじゃない」

「うん、まあ、それは」

　剛士はうなずいた。キツイこと言われたどころか、なぜか首からタオル、この世のすべてに喧けん嘩かを売っているような目つきの須す賀が沼ぬま編集長には褒ほめられたのである。書いてることが高校生らしくない、とか、そこはかとなく作者の性しよう根ねが歪ゆがんでるところが出ていていい、とか。字にしてみると全然褒められているように思えないが、ともかくそう褒められたのだ。

　ただし、こうも言われた。

「オリジナリティだとかにこだわる必要はないよ、小お野の寺でら君」

　高校生をロシア料理屋に引きずり込み、白昼堂々ウォトカのグラスをカパカパ干ほしながら須賀沼は言った。

「どれもこれも、それ自体ではなんの意味も持たない。それにだよ、独創的なアイデアとかいうものは大抵無知と無自覚の産物に過ぎない。以前から使われていることを知らないか、あまりにもつまらないので誰だれも使っていないのかのどちらかだ。それよりは色々な本を読んだり、映画を観みたり……ともかくあれこれと情報を入れて、自分好みのパターンを見つけ出したほうがいい」

「でも、それはパクリ……」

「汚けがらわしい思考停止言語を使うものではない、若人わこうどよ」須賀沼は吠ほえた。目が冷たかった。若い頃は海軍士官で、北太平洋に配備された駆く逐ちく艦かんに乗り組んでいたと以前に教えられたことを剛士はおもいだした。

「学習の結果として得た知ち識しきを自分で解かい釈しやくしなおすのは建けん設せつ的てきな行こう為いだ。そしてそれができる人間のことを教養人と称しようする。ちなみに、世間一いつ般ぱんでは教養人という人種は尊そん敬けいの対象になっている」

「はあ」目の前に置かれたそううまくもないキエフ風カツレツから剛士は顔をあげた。

　そうは言っても、ちょっと納なつ得とくできない感じである。自分で色々考えつくことは大事だとおもったからだ。

　須賀沼は剛士の顔をみてふんと鼻を鳴らした。

「いま君がなにを考えているかは想そう像ぞうが付く。これまで、何人もの著ちよ者しやさんに同じような顔をされたからな」

「そう……なんですか」

「ああ。残念ながら君の反応にはオリジナリティが全くない」

　あまりにもキツイ言葉に剛士は鼻はな白じろんだ。これまでの付き合いで、まあ、良く言えば率そつ直ちよく、悪く言えば……そのなんだ、ほら、あの、という人であることは承しよう知ちしていたが、いくら自分が駆かけだしの妄もう想そう小説書きで高校生とはいえ、常つねに我が慢まんできるわけではない。

「じゃあ、なにをやればいいんですか」ムッとして剛士はたずねた。

「やはり、人間ですか？　人間と世界の関わりですか？　それとも人間同士の関わりなんですか？　僕ぼくも同じ立場なんでなんとなく想像できるんですけど、限かぎられたお小こ遣づかいを使って本を買ってくれる人たちにそんな重苦しい問題ばかり突きつけていいんでしょうか？　学校で嫌いやなことあったりしたときとか、そんな重いもの読む気になれないとおもうんですけど。ともかく、僕が書いてるのは楽しむために読んでもらう本のはずで」

　性せい格かくなので声は抑おさえ気味だったが、口にしている内ない容ようはかなり強きよう烈れつだ。剛士自身、喧けん嘩かになるかもしれないとおもっていた。

　だが、須賀沼は彼の予想もしない反応を返した。感心したようにうなずきながら、テーブルを叩たたき、

「それだ、それだ」

　と応じたのだ。

「そこを決めつけるのではなく、考えるのが本当のオリジナリティという奴だ。あとはすべて必要に応じて決めてゆくだけで充じゆう分ぶんだ。正味の話、それ以外はどうでもいいんだよ。問題は情じよう報ほうの量などではない。情報に対する姿し勢せいというわけさ」

「……」

　剛士は考え込んでしまった。酔よってからんでいるような調子で、いや、ある意味そのとおりなのだが、須賀沼は実にヘビーな問題を持ち出していた。

「ただし、ひとつだけ気をつけてくれよ」グラスで飲むのが面めん倒どうになったのだろう、とうとう瓶びんをにぎってグビグビやりだした須賀沼は乗り出すような姿勢で続けた。

「カイジは神や悪あく魔まになりかけている」

「はあ？」剛士はきょとんとしてしまう。宗しゆう教きようものはやめてくれ、とかそういうことなんだろうかとおもったのだ。

「違う違う」須賀沼はタオルで口をぬぐった。「いろいろと才さい能のうがあって、下半身がついてないような物の考え方をする……ま、妄想小説の主人公クラスってのはそいつが通り相場だ。どんな問題があっても才能があるから解かい決けつできる、下半身がついてないから異い性せいを見てもろくでもない妄想を抱だかない。君は周囲の反応を比ひ較かく的てき書いてる方だからまだいいが……そのうち限げん界かいに達するよ」

「どういうことですか？」

「主人公が人間らしい反応を示しめせないからさ。なにしろ才能があるから苦労はするが失敗はしないし、下半身がないのと同じだから奥おく手てではあっても失しつ恋れんはしないんだ。そんなもの、人間じゃないよ。そんな奴を登場させてしまったら、どんなにストーリーをひねくろうが山のように設定をでっちあげようが無む駄だだ。なんたって自己完結してるんだから。周囲の態たい度どや反応は基き本ほん的てきに二つだけ。彼のことを神のごとく崇あがめるか、悪魔のごとく怖おそれるか。ま、そういう意味だ。要するに、世界のすべてが主人公のためだけに造つくられているということさ。人間関係が存そん在ざいしない。そんな世界に何人登場人物がいたところで、結局は同一人物にすぎない。自分の姿を鏡に映うつしてマスかいてるようなもんだ。予定調和……つまり都合の良さは妄想小説の重要なセオリーだがね、おのずと限度があってしかるべきだよ」

「でも神話とかだと面おも白しろいのも」

「神話は暴ぼう力りよくと裏うら切ぎりとセックス……ことに近親相そう姦かんに満ちている。そしてそれらが常にうまくいくとは限らない。なぜか？　みんな考えていることがバラバラだから。誰かの為ためではなく、自分のために生きているから。だから面白い」須賀沼はにやりとした。

「な、実に人間的だろう？」

「ええ……それは、ええ、そうだとおもいます」

「そういうことさ」須賀沼は瓶を空にした。「失敗するからこそ人間。他人の影えい響きようを受けるからこそ人間。いいかい、俺だって君だって、知らない間に誰かの影響を受け、動かされているのかもしれない。たとえば今、俺おれが若手作家を前にした編へん集しゆう長ちようという役やく割わりを演じているように……そして、だからこそ人間であるわけだ。もちろん、いまの調子で書いてもらって困るわけではないけれど、先のことを考えるなら、気を付けても損そんにはならないよ」

　剛士はまったくこんがらがってしまった。

　ほのかと歩いているいまも、まだその点について結けつ論ろんは出ていない。なんつーかまあ、もの凄すごく難むずかしいことを言われたんじゃないか、と迷まよい続けていた。煮に詰つまったもののとりあえず読めないこともなかった原げん稿こうを延えん々えんといじりなおしていた理由も同じである。頭で考えてもわからないならば、指先を動かすことでなんとかなるんじゃないか、そうおもったのだった。いまのところは……あまりうまくいっていない。

「また考えこんでる」

　ほのかが言った。微笑ほほえんではいるが、むろん嘲あざ笑わらっているわけではない。むしろ案じてくれている。剛士にはそうわかった。彼女はいつだってそうに決まっているのだ。

「ああ……うん」

「話してみない？　話しているうちになにかおもいつけるかもしれないわ」

「あ、うーん」

　剛士は迷った。有あり難がた迷めい惑わくというわけではない。こうまで気のまわる彼女がいることのすばらしさを天に感かん謝しやしていた。

　しかし、ためらいがあった。自分の書いてる小説なんだから、根本が固まるまでは自分の中でいじくりまわしているべきではないのか、と感じられたのだ。右みぎ頬ほおが痒かゆくなってきた。

「なに？」ほのかがたずねてくる。「わたしに話すと、剛士のオリジナリティがなくなるとかおもってるの？」

「いやはははは、あは」

　剛士は慌あわてた。ほのかの言葉はまさにそのとおり、イタいところを衝ついていた。そのオリジナリティとかいうやつについても色々と考えるところがあったからである。

「いいのよ、別に」

　気を悪くした様子もなくほのかはうなずいた。

「オリジナリティって大切だとおもうから」

「う……うん」

　剛士はうなずいた。須賀沼の言葉が蘇よみがえっていた。

　独どく創そう的てきなアイデアとかいうものは大たい抵てい、無知と無自覚の産物に過すぎない……

　ほのかの横顔を見た。

　なにか口に出したいらしいが、我が慢まんしているようだった。

「どうしたの」

「うん、あのね」それだけいって彼女は再ふたたび黙だまり込こむ。

「気になるよ、そんな風だと」

「あのね」ほのかはうつむいた。「今日も勾こう引いん先生と一いつ緒しよなんでしょう？」

「あ」昨夜の続きかとどきりとした剛士は平静を装よそおった。「そりゃまあ、顧こ問もんの先生だし」

「顧問、そうよね。剛士にはどうにもならないものね」

「いや、あの……」

「いなくなっちゃえばいいのに。そうおもわない？」

「そんなこといっても……」

「わたしと勾引先生、いなくなるならどちらがいい？」

　剛士は頭を抱かかえたくなった。だが、返事をしないわけにはいかない。それに答えはあらかじめ決まっている。

「そりゃ、ほのかに残って欲ほしいよ」

「本当に？」

「なんで嘘うそつかなきゃならないんだ」

「本当なのね？　それが剛士の望みなのね？」

　ほのかの頬ほおは青ざめ、額ひたいにうっすらと青あお筋すじが浮うかんでいた。まるですべての運命を定める問題であるかのような態たい度どだった。

　剛士は考えもせずにこたえた。

「そうだよ、それが望みだ」

　そのとき、明るい女じよ性せいの声が耳に飛びこんできた。

「グッモーニン、ミスター・オノデラ」

「あ」

　剛士は帽ぼう子しを持ち上げて挨あい拶さつを返した。声の主は金きん髪ぱつ碧へき眼がんナイスバディの白人女性である。

「おはようございます、テイラー先生」

　ほのかがきちんと腰こしを折った。

「おはよう、ほのかちゃん」グロリア・テイラー先生はなまりなどかけらもない日本語で応じた。もちろん意図があってのことである。文ぶん系けいではなかなか優ゆう等とう生せいである剛士が、自分の教えている英語だけはアレなものだから、ちょっとからかったのだ。ま、テイラー先生、授じゆ業ぎようは大変に厳きびしいものの、その他の時間は実に気さくに付き合ってくれる御お方かたなので、本気で苛いじめているというわけでは絶対にない。そのことは剛士も良く知っている。

「今週は小野寺君も大変ね。準じゆん備びのほうはどうなの？」

「あ、まあなんとか……結局泊とまり込こみということになるとおもいますけど」

「いいんじゃない？」ふふっと楽しげに笑ってテイラー先生はうなずいた。この間の、少女歌劇スター・星海霧香と化していた時とはまったく別人だった。そこはそれ、さすがアングロサクソンというべきか、ビジネスと他の時間をきっちりわける人なのだった。

「学生の頃ころのこういう時間って素す晴ばらしいものよ。永えい遠えんに続いて欲しいと感じるぐらい……」

　今朝の気分はまあ、ビジネス・モード出力60パーセントというところらしい。テイラー先生はなにか個人的な記き憶おくを脳のう裏りに蘇よみがえらせているようだった。

「先生も、学生のころに？」

「わたしがパブリック・スクールの学生だったころに日独対立が終わったでしょう？　子こ供どもの頃はいつ戦争がはじまるかもしれないとおもって怖かったけれど……その後は、ずいぶんと違ったわ。ええ、楽しんだわよ。ほのかちゃんはともかく、あなたは気を付けなさい、小野寺君」

「え、あの」

「それよ、それ」テイラー先生は笑った。「なにかに出会うたびに考えてみること、それがあなたの長所だと他の先生方は仰おつしやってる。でも、実はあなた、ちょっと違うんじゃないかとわたしにはおもえるの」

「はあ……その」

「──あなたは考え込むだけでは済すまないとおもう」テイラー先生はほんの少しマジメな感じで言った。

「疑うたがうのよ」

「疑う？」剛士は眉まゆを寄よせた。思いも寄らない言葉だった。確たしかに、納なつ得とくできなければうなずけない性せい格かくだとは自覚していたが……なにからかにから疑ってかかるとおもわれるのは気に入らなかった。

　だが、同時に──どうなんだろうと考えてもいた。授業は厳しいものの、テイラー先生は英語がナニな剛士へ懸けん命めいに教えてくれている。いつもそうだ。ということはいまも同じということで、だからつまり……また右みぎ頬ほおが痒かゆくなってきた。

「ほら」テイラー先生は笑った。「色々と疑ってるわ、いまも。まあ、自分も疑いの対象からのぞかないのがあなたのいいところだけれど……なにごとも、やりすぎは良くないわよ。時には、自分の幸せを素直に受け入れることも必要。でなければ人生は楽しめないわ。ねえ、小野寺君。機会を逃のがしてはだめよ。どんな素晴らしいことも、永遠には続かないものなんだから。今朝だって、東西アメリカで……まあ、いいわ。忘わすれないでね？」

「あ……はい、あの、ありがとうございます」

　剛士の間の抜ぬけた礼の言葉を耳にしたテイラー先生は楽しげに笑いだした。弱り切った剛士はほのかをうかがった。

　ほのかはなだめるような微笑を浮かべて彼を見つめていた。それだけで気分が良くなった。痒みは消えていた。

　いつもこうなのだ。ちょっと気にかかることがあると、なにかいいことが起こる。いまだって、書けない書けないと悩なやんでいたらほのかが気分を変えてくれて──また考え込みかけたところでテイラー先生が救ってくれた。

　ああまったく、僕ぼくはなんて素晴らしい毎日を過ごしているんだ。



　　　　２（現げん実じつ／虚きよ構こう）



＊第二章の一部→時間をおいて読み直すこと



　国議は紛ふん糾きゆうした。

　無理もない。いまやマリウクスは失われ、国土に続々と魔ま王おう軍ぐんが流れ込んでいた。カイジが乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負としてしかけた夜や襲しゆうも……いくばくかの戦果はあがったものの、敵てきの進しん撃げきをわずかに遅おくらせることができただけである。被こうむった損そん害がいを考えるなら、やらない方が良かったかもしれないとおもわれるほどだ。

　ウルリスは不安に満ちていた。いや、実じつ際さいは事じ態たいを把は握あくしていない者の方が多かった。彼らは王宮で、居い間まで、酒場で、街角でひそひそと語りあった。

「いったいなにがどうなっているのだ……」

　疑問も当然であった。

　戦局が急きゆう激げきに悪化している。本来ならばそれは王国の兵へい権けんを握る者の責せき任にんと捉とらえられるはずである。それは他ならぬカイジ・アンドーだ。

　だが、カイジの声望は高まるばかりなのである。

　理由ははっきりしていた。彼は常つねに戦い続けているからである。カイジはすべての戦いの先せん陣じんに立ち、兵を叱しつ咤た激げき励れいし、魔王軍を前にしてただの一度もひるんでいない。いまやランバルト全軍の将兵はカイジのことを生ける軍神として崇あがめているほどだった。その点は臣民たちも同じである。

　しかし、全員ではなかった。もはやこの戦争には意味がないと考える者たちも少なからず存そん在ざいした。ことに、王宮の中に。

「人族の独どく立りつ維い持じはわがランバルトの大義である」その日開かれた国議で、サンバーノ宰さい相しようはそう切り出した。

「もっともなことです」ハートマン大博士が深くうなずく。「しかし……危き機きにさらされているのもまた事実」

「まさに、だ」サンバーノは重々しく応じた。「ここで軍部の意見を求めたい──カディウス大だい将しよう軍ぐん、いかがお考えか」

「総そう動どう員いんは効こう果かをあげている」カディウスはぶっきらぼうに応じた。「ウルリスは正せい規き兵約３２０００に加え、すでに市民兵約２００００が防ぼう備びに当たっている。数日中にその数はさらに１００００名、増ぞう加かするだろう。具体的な防ぼう衛えい策さくは作戦参さん謀ぼうに説明させる」

「作戦参謀ナサニア・ゴローズであります」立ち上がったのは中肉中背、きつい顔立ちの、参謀というより野戦指し揮き官かんをおもわせる男だった。事実、そうなのだ。ナサニア・ゴローズは特とく殊しゆ部隊指揮官として数々の武ぶ功こうを為なしたランバルト王国軍有数の軍人なのである。祖そ国こくの危機を認にん識しきしたサンバーノとカディウスにその才能を見込まれ、現在の地位につけられたのだった。

　ゴローズは手元の書類を一いち瞥べつするとすたすたと壁かべから下げられたウルリス周辺の戦せん況きよう図ずへと歩き、説明をはじめた。

「ウルリス攻こう略りやくの機会をうかがう魔王軍は総計約８００００と推すい定ていされます。人族と魔族の肉体能力差を勘かん案あんして、その戦力は我わが正面戦力のほぼ三、四倍と考えるべきであります」

　ゴローズは地図の脇わきに貼はられた表を示しめした。

「魔王軍地上兵力の中ちゆう核かくを成すのはゴブリンおよびトロル各一個軍ぐん団だん。ウルリス攻撃にあたってはこれが主力をつとめるものと考えられます。航空戦力も豊ほう富ふです。魔王軍は王国侵しん攻こうに当たり空中突竜10個戦隊を投入しましたが、そのいずれもいまだ健在であります。ありていに申しあげれば、敵は圧あつ倒とう的てきな優ゆう勢せいを確かく保ほしております」

　ゴローズは全員を見回した。自分の言葉が胸に染しみこむ時間をもうけたのだった。それから、話を再さい開かいした。

「しかしながら防衛の方策がないわけではありません。ウルリスは先人たちの多年にわたる努力によって、市街のすべてを堅けん固ごな城じよう壁へきと深い堀で囲んでいる要よう塞さい都市です。食しよく糧りようその他の備び蓄ちくも充じゆう分ぶんであります。また、現時点でランバルト国内の有力な魔ま導どう士しすべてがここに集結しており、魔物どもの奇き怪かいな攻撃に対たい処しよする能のう力りよくも充分に備そなえています。さらに……コレバーン、パライソ両国の部隊を中心とする人族連合救きゆう援えん軍ぐんがこちらに集結しており、その先陣は約10日後にウルリス付近へ達するものと予想されます。救援軍到着までウルリスを維い持じできれば、彼らと協同して魔ま王おう軍ぐんへ痛撃を加え、王国内より駆く逐ちくできる可か能のう性せいは多いにあるものと考えられます」

「それだけか」サンバーノがたずねた。

「と、申されますと」

「可能性の話ばかりではないか」

「戦争です、宰相閣かつ下か。確かく実じつなものなどありえません」

「それが問題なのだ」サンバーノは首を振ふった。「戦いではこの危機を打開できないかもしれない、ということが」

「どういうことですか、爺じい」それまで黙だまっていたシレイラが問いかけた。

「可能性でごさいます、殿でん下か」サンバーノは応こたえた。「いま我らは、ひとつの選せん択たく肢ししか見ておりません。別の方法も……実行するかどうかはともかく、考えてみるべきでございます」

　眉を寄せたシレイラはちらりとカイジをみやった。

「教えてください、宰相」カイジは口を開いた。

「和平の可能性です、総そう帥すい」サンバーノはいった。

「和平……」

「そうです。戦いだけですべての解かい決けつがつかない場合を考えて、和平の道を探さぐるべきです。魔王軍へ密みつ使しを派は遣けんし……和平成立の可能性を探っても損そんにはなりません。あなたと同じ世界からやってきた魔王領総帥は計算高い男です。ウルリス攻撃によって被こうむる損害と、和平によって得られる利り益えきを勘かん案あんすることに困こん難なんは感じないでしょう。大将軍、軍はその点についてどう考えている」

　カディウスはゴローズにうなずいた。

「我々の集めた情報によれば、魔王軍は現げん状じようが限げん界かいの兵力であります。ということは……たとえ王国全土を制せい圧あつしたとしても、それを維持するには兵力が不足します。彼らは物理的にランバルト全土を占せん領りようできないのです。そこに交こう渉しようの余よ地ちが生じます。具体的には、領土の割かつ譲じようを条じよう件けんとした休戦条約の締てい結けつであります」

　ゴローズは地図のセントールと接せつするあたりを示しめした。

「セントール以東の我が領土の部分的割譲という条件を示せば……」

　カイジの心に炎ほのおが点ともった。

（こいつら……）

　戦いをやめることばかり考えている。理由はなんだ？

　怖こわくなったのだ、もちろん。

　命が惜おしく、いまの生活を失うことが恐おそろしい。それだけでこの戦争を……人族の未来を賭かけた戦いを放ほうり投げようとしている。この期ごに及およんで責せき任にんをあいまいにし、ともかく生き残ることだけを考えている。

　カイジには彼らの考えが理解できなかった。

　過あやまちを放置し、その場限かぎりの方ほう策さくで危き機きを切り抜ぬけてどうなるというんだ？　魔物どもを怖れる毎日が──これまでよりさらにプレッシャーの大きな毎日が待っているだけじゃないか。それが本当にランバルトの歩くべき道なのか？

　違ちがう。絶ぜつ対たいに違う。

　人は、進むべき道を自分で決める生物だ。

　だが、いつも正しい道を選んでいるとは限らない。

　間違った道、誤あやまった道、愚おろかな道を選んでしまうこともある。

　弱い生物でもあるからだ。

　そんな時は……正しい道に気づいている者が、その事実を教えてやらなければならない。たとえその過か程ていに悲しみや苦しみがあっても、そうすべきなのだ。なぜならば、人はいつだって誠実でなければならないのだから。

　しかし議場では淡たん々たんと休戦条約案についての説明が進められている。ランバルトは、誤った道へ導みちびかれ続けていた。

　……いったい誰だれがこんな考えをひろめたのか。

　カイジにはすぐにわかった。発言の数が多いのはサンバーノだか、それゆえ、彼ではないと想そう像ぞうがつく。

　だとするなら……一人しかいない。

　ゴローズだ。

　彼がそうした理由は想像がつく。

　この男は──ただ利益だけを追い求めているのだ。株かぶかなにかを売り買いするように、国家の運命に値ね段だんがつけられるとおもっている。

　ああ、確たしかに彼のアイデアは筋すじが通っているかもしれない。

　しかし、人として誠実ではない。おおもとでふざけている。

　そして僕は、彼の過ちを放置できない。かつて、宇う賀が島しまを放っておけなかったのと同じように。

「あなたの意見はわかりました、ゴローズ参さん謀ぼう」カイジは突とつ然ぜん立ち上がり、ゴローズの発言を遮さえぎった。

「それはそれでいいとおもいます。筋は通っています」

「では、総帥」口を挟はさみかけたサンバーノをカイジは手で制せいした。そして、きっぱりといった。

「でも、受け入れられません」

　空気が凍り付いた。カイジは人々の視し線せんを無視し、さらに続けた。

「侵しん略りやく者しやとのあいだに和平など成り立ちません。なぜなら、彼らは卑ひ劣れつな意い図とを抱いだいており、その目的のためにはためらわずに行動し、すべてを自分たちの意のままにしようと考えているからです。それに……ここで和平を成立させて、それでなにが得られるのです？　魔物どもの、そして宇賀島の手によって命を奪うばわれ、生活を破は壊かいされた数知れぬランバルト臣民の気持ちは、立場は？　われわれは彼らにどうやって詫わびればいいのですか？　フェラールさんだって……だめです。ともかく、俺おれは受け入れられません」

　カイジは背筋を伸のばした。

「われわれは戦い続けるのです。なにがあっても！　それが宇賀島や魔族どもの悪を告発し、人族の正せい義ぎを貫つらぬき通すただひとつの方法です！　あんなふざけた奴、自分の楽しみのために戦っている奴にブラントラントを支配させるわけにはいかない！　絶対に、絶対にです！　俺はそう信じています。だから、戦い続けます。絶対に！　たった一人になっても奴やつを倒たおしてみせます！」

　発言する者はいなかった。カイジは身を翻ひるがえし、議場を後にした。シレイラがあわてて後を追った。

　しばらくして人々はようやく立ち上がった。ゴローズ参謀は持ち込んだ資し料りようを積み重ね、国議が終わって入室を許ゆるされたマヤ・ウラムに手て渡わたした。マヤはかつてゴローズが王立ロイアル・特務スペシヤル・遊撃隊イレギユラーズを率ひきいていた頃ころの副官で、現在の隊長だった。同時に、ゴローズの恋こい人びとでもある。

　声を潜めたマヤがいった。

「大変なことになりましたね、ナサ」

「そうだね、マヤ」ゴローズはうなずいた。

「どうなされるお積りですか」

　ゴローズはそれに応こたえず、サンバーノ宰さい相しようの方を見た。老人は小さくうなずいた。

「王立特務遊撃隊Ｒ・Ｓ・Ｉはすぐに動かせるか」ゴローズはたずねた。

「御命令ありしだい直ちに行動を開始できます」マヤは即そく座ざに応おうじた。それから微かすかにためらいの色を浮かべ、そっとたずねた。

「あの……ナサ、目的は……」

「決まっているじゃないか、マヤ」微び苦く笑しようとともにゴローズは明言した。

「祖そ国こくに忠ちゆう誠せいを誓ちかった軍人として、義ぎ務むを果たすのだ」



＊なんか変な感じになってきたな。ま、いいか？



　　　　３（現げん実じつ）



　ついに学祭週間へ突入した天抜高はまさに魂たましいの無法地帯であった。朝っぱらから大おお騒さわぎ、誰も彼もが実に嬉うれしそうに血相を変えている。グラウンドでは軍事研究会がレストアした昔の中戦車がエンジンの試運転を繰くり返しながら１００ミリ戦せん車しや砲ほうを振ふり回しているわ、毒ぶす島じま率いる航空宇う宙ちゆう研究会の連中はシートを被かぶせた大型トレーラーでなにかあやしげなものを持ちこんでいるわ、校門脇わきには三さん八ぱち式小しよう銃じゆう構かまえて飛び跳はねている猫ねこ耳みみ娘むすめの巨きよ大だい立て看かん板ばんは据すえられるわでまさに阿あ鼻び叫きよう喚かんである。校内だってもちろんメチャクチャだ。物理同好会はテスラ式エネルギー電送装そう置ちをぶんぶんいわせているし、歩き回っている女子（なぜか可か愛わいかったり美人だったりするのばかり）の大半は朝からコスプレでキメていたり、化学同好会の密みつ造ぞう酒しゆが闇やみ値ねで取引されていたり……とまあともかく実にアレな限かぎりが尽つくされているのであった。

　まあ困っている連中もいる。陸軍の最新装そう備びを展てん示じする予定だった軍事研の連中である。近くの駐ちゆう屯とん地ちに展示品として装備を貸かしてくれと頼たのんだところ、ああいいよ、ついでにうちの兵隊も説明役につけてやるという話だったのが、急にダメになってしまった。将しよう兵へい全員に営えい内ない待機の命令が出たからである。おかげで軍事研は代用品の模も型けい製せい作さくに追われていた。いやま、それはそれで楽しそうで、学祭週間らしくはあった。ともかく、うまくいってない連中にしてもそんな感じであった。

　だものだから学校に着くなり委員会室へやってきた剛士も大おお忙いそがしである。毎日あれだけ片づけていたのに面めん倒どうの量はますます増ぞう加かし、なにがなんだかわからなくなるほどだった。

「クラスイベントの大半は準じゆん備びが遅おくれています」眼鏡めがねをかけたきっつい顔の、でも決して悪い感じじゃない女子が朝のミーティングで報告した。二年二組の実行委員、井い筒づつ千ち秋あきである。各委員に渡わたされているノートＰＣのディスプレイには各クラスの準備状況を示すグラフが出ていた。

「週末は泊とまり込んだのに、遅れてるのか」ディスプレイを見つめていた二年一組の室井が固い声でたずねた。

「ええ」千秋はうなずいた。「でも、いつものことだから」

「それで済すませるのか」応じた室井の声は誰もが驚おどろくほどきつかった。「こんなことじゃ、なにひとつ予定通りには進まないぞ」

　ちんまりした身体からだをさらに丸めるようにして腰こし掛かけていた剛士は室井の顔を見た。困こまったもんだ、とは思っていたが、意外ではなかった。室井は生き真ま面じ目めな男で、そうだからこそ融ゆう通づうがきかないところがあるとわかっていたからである。

「だいたいムチャクチャなんだよ」室井は一人で怒おこっている。「実行委員会がいい加か減げんなことしかしないからみんな気がゆるんで遊んでばかりいる」

　今度はさすがに顔色を変える者がいた。室井の言葉は明らかに剛士の運営方ほう針しんへの批ひ判はんだからである。

　剛士は鼻の頭をかいた。何人もの視線が自分に刺ささっているのがわかる。好意的とかなんとかいう以前に、おい、どうにかしろよという感じである。

　息をのみこみ、口を開きかけたところで二年三組の根津に先を越こされた。

「室井、いまはそういうこと言う時じゃないだろ」

「いま言わなければいつ言えばいいんだ」室井は根津を睨にらんだ。根津は委員会が結成された当初から剛士の方針へ全面的に賛さん成せいしていた、いうなれば天抜組実行委員会派傘さん下か小野寺組の若わか頭がしらみたいな立場である。室井の態度の険しさは要するに剛士攻撃の準備運動というところであろう。

「今年の実行委員会は委員長の好みで運営されている。方針なんてものはない。事実じゃないか」

「うまくいってるのも事実だ」

「どこもかしこもスケジュールが遅れてるののどこがうまくいってるんだ。俺たちは遊んでるんじゃないんだぞ！　あれもこれもＯＫだすようなふざけた運営じゃだめだと言ってるんだ」

「ふざけてるって、どういうこと？」

　千秋が声も顔もきつくしてたずねた。

「ふざけてるからふざけてるんだよ」室井は言い返す。「運営方針もまともに示さない。なにか問題があればなあなあで済ませてしまう。これは学校の活動なんだぞ。真面目にやるべきだ。だいたい……」

　そこで室井は初めて剛士を見た。

「……委員長は選挙で選ばれたわけでもない」

「実行委員長は常じよう設せつの委員会じゃない。任にん命めいは生徒会長の手にゆだねられている。生徒会規き則そくにもそう決まっている。なにがいけないんだ？」根津が言い返す。

「朧おぼろ野のが小野寺を選んだとき、みんなおかしいと感じなかったのか。こんなことじゃいけないとおもわなかったのか？」室井は委員一同をみまわした。「自分の男を委員長に選ぶなんて……まるで……まるでムチャクチャじゃないか」

　全員が凍り付くなか、剛士は意外と冷静だった。なんというか、既視感を覚えたからである。

　いや、もちろん腹はらは立っている。

　しかし、室井の指し摘てきした事実そのものは、まあ、そうとも考えられるよな、とはおもった。ほのかから委員長を押おしつけられた時、自分でもそう感じたほどだからだった。

　だからといって室井に賛成しているわけではもちろんない。剛士は剛士で自分には似に合あわない……本人にはそう感じられてならない役目をそれなりにこなしてきたつもりだった。その点を『ふざけている、真面目じゃない』で片づけられ、かててくわえてほのかについてまであれこれ言われるのではたまらない。

　しかし室井は剛士の沈ちん黙もくを勝利と受け取ったようだった。

「俺は二年一組の実行委員として委員長解かい任にんの動議を提てい出しゆつする。理由はいままでいったとおりだ。不真面目な奴に委員長は似合わない」

「つまりおまえが──」

　なおも反はん駁ばくしようとした根津を剛士はうなずきで抑おさえた。唇くちびるを湿しめらせる。思考そのものは冷静なのだが、頭の中……その奥おく深ぶかい部分でなにか異い常じような活動が行われ、猛もう烈れつな熱を発していた。ほのかがすねた夕食の席で彼にもキツイ言葉を口にさせたあの感覚だった。

　視界にちらりと部屋の隅すみで優ゆう雅がに脚あしを組んでいるあすら先生の姿すがたが映うつった。

　剛士たちに顔を向けてはいない。

　かといって、知らん顔でもない。

　どうしてだが、懸けん命めいに笑いをこらえている様子である。

　視線に気づかれてしまったようだ。奇き妙みようなほど生き生きとした光を浮うかべた瞳ひとみだけがちらりと剛士を見た。

　剛士はあわてて机つくえに視線を落とした。右頬ほおに痒かゆみが生じていた。いつのまにか、共きよう犯はん者しやのような気分になっていた。ノートＰＣのディスプレイが目に入った。ミーティングをスムーズに進すすめるために、彼は事前に千秋から準じゆん備び状じよう況きようの説明を受けていた。

　そうだ、とおもいついた。

「おい、真面目に話す気がないのなら……」しびれをきらせた室井が声をきしらせた。

「それ自体はいいよ」剛士は顔をあげた。自分でも驚くほど落ち着いた声で話している。「動議が可決されたら、僕ぼくは委員長を降おりる。というか、生徒会規則でそう決まっているし」

「ならば直ちに」

「その前に」剛士は遮さえぎった。「いま君は二年一組の実行委員として、と言ったよね？」

「ああ、それがどうし──」

「つまりクラスの総そう意いということだよね。ということは……」

　剛士は室井を見つめた。

「ホームルームで決議したんだろうね、もちろん？」

　室井は下唇を噛かんだ。助けを求めるように周囲を見回したあと、硬かたいが、自信にかける調子で応おうじた。

「それは……それは……そんなことしなくてもそうに決まって──」

　彼の声は段だん々だんと小さくなっていった。

「それじゃ困るよ」押おし被かぶすように剛士は断だん言げんした。「ホームルームで決議したのでないなら、個こ人じん的てきな意見じゃないか」

「個人の意見を反はん映えいするのが民主主しゆ義ぎじゃないか」

「だから君が喋しやべっているあいだ邪じや魔ましなかった。だいたい、クラスの代表であるはずなのに、ホームルームの決議もせずに自分の意見をクラスの総意と語ってしまうほうがよほど問題だ」

「そういう問題では──」

「そういう問題だ」剛士はきっぱりと言った。頭の中でのたくる熱いものはさらに勢いきおいを増まし、彼にとうとう決定的な言葉を口にさせた。

「君は自分の立場と願望との区分けがついていない。つまり君には近代自じ我ががない。僕には17にもなって幼よう稚ち園えん児じ並なみの意い識しきしか持てない人間のわがままにつきあうつもりはない」

「貴き様さま」室井は蒼そう白はくになっていた。まさかこのちんちくりんにここまで言われるとは思いもしなかったのだ。

「自分の運営の不ふ真ま面じ目めさをタナにあげて」

「問題をすり替かえないでくれ」剛士はノートＰＣを操そう作さした。表計算ソフトが立ち上がり、グラフが表ひよう示じされた。全員のＰＣがつながれているため、同じ画が面めんがあらわれているはずだった。

「みんな、グラフを確かく認にんして」剛士は彼の豹ひよう変へんぶりに驚いている委員たちを見回した。「これはもちろん現げん在ざいの各イベントの準備状況をパーセンテージで示しめしている。僕はこういうの得意じゃないから、井筒さんに規き準じゆんを決めてもらった」

　剛士は千秋にうなずいた。千秋もちらりと微び笑しようを返してきた。

「平へい均きんして38パーセントというところで、確たしかにいい数字じゃないよ」剛士は認みとめた。「でも……」

　再ふたたび操作する。別のグラフが表示された。

「これは過か去こ数年の準備状況を同じ方法でグラフにしたものだ。元になっているのはもちろん生徒会の記録。で、学祭週間の頭を見てほしい」

　うーん、とつぶやきが拡ひろがった。過去の記録では学祭週間の初日の準備状況は平均で32パーセントというところだったのである。少なくとも、38パーセントに達しているものはなかった。

「つまりこれは、僕の運営に欠点はあっても……」

　そこまで言って剛士は室井を見た。

「どうだろう？」

　室井はディスプレイを見ながら黙だまり込こんでいた。

　剛士は再びたずねた。

「なあ、どうなんだ？」

「……ねぇよ」

　蚊かの鳴くような声が聞こえた。

「なんだって？」剛士は声を大きくした。

「関係ねぇよ」室井は怒ど鳴なった。

「なにが関係ないんだ？」剛士は言った。小さな目に、どこまでも冷たい光が浮かんでいた。

「関係ねぇからねぇんだよ！」室井はわめいた。

「それならそれでいい」剛士は気が抜ぬけるほど簡かん単たんにうなずいた。もちろんこれで終わりにするつもりはない。頬ほおの痒かゆみは異い常じようなほどに強まり、彼の脳のうでうごめくものの勢いはもはや自分でも抑おさえきれないほどだった。

「じゃ、もう一度今年のグラフを見て欲ほしい。今度はクラスイベントだ」

　グラフが切り替わった。

「二年一組に注目して」

　わざわざ口にするまでもなかった。室井のクラスの準備状況はすべてのクラスのなかで最低だった。

「君は僕が不真面目でいい加か減げんだから準備が進んでいないといった。確かにそうかもしれない」剛士は室井を見み据すえた。そして、彼がもっともおそれていただろう言葉を遠えん慮りよ無なく口にした。

「じゃあ、真面目で熱心な君のクラスの準備が一番遅れている理由はなんなんだ？　それともこれも『関係ねぇ』のか？」

　室井は肩かたをわなわなと震ふるわせていた。目には涙なみだがたまっている。

　剛士はさらに責め立てようと口を開きかけた──そのとき、あすら先生の澄すんだ声が響ひびいた。

「空気が悪いな、小野寺君。コーヒーでも飲んで休きゆう憩けいしたいところだ」

　しゅっ、と脳が冷えた。剛士は気分を落ち着けるためぷくりとした腹はらをぽんぽんと叩たたき、ゆっくりとした呼こ吸きゆうをくりかえしたあと、ようやくあすら先生にうなずいた。

「はい、あすら先生。では30分間の休憩にします」

　委員会室を逃にげるように出て行ったのはもちろん室井だった。

　腰をおろした剛士はほぉ、っと息を吐はき出し、天てん井じようをみつめた。

（やりすぎたよなぁ）

　と、いまさらながらに考える。

　世間には二種類の人間がいる。何にでも白黒をつけたがる奴とそれなりでいい、という奴だ。本人は一点の疑うたがいもなく確かく信しんしているのだが、剛士は後者に属ぞくする一人だ。ある意味計算高いのかもしれない。それなりを認にん識しきできるというのはある種のバランス感覚の表れで、バランス感覚とは自分と他者の関係をかなりイヤな目で見つめない限り維持できないからである。まあ、自分が天才でも超ちよう人じんでもなく、反はん応のう兵器の発はつ射しやボタンを握っているわけでもないと知っている剛士なりのウェイ・オブ・ライフというやつである。

　その立場からいえば、確かにいまのはやりすぎだった。それなりとかバランスとかどころの話ではない。代打逆ぎやく転てん満まん塁るいサヨナラホームランか奇き襲しゆう全面反応兵器攻こう撃げきかという感じである。おそらく室井は二度と実行委員会に顔をださないであろう。

　本当なら、適てき当とうなところでまとめておくべきだった。室井の身勝手な怒いかりをなにかの形で解消させてやるべきだった。どのみち学祭が終われば後かたづけを済ませて解散、という委員会であるのだから、まあ、波風が暴ぼう風ふう波は浪ろうに発達する前に身をかわしてしまうべきであった。委員会の運うん営えいとしてもそちらの方が正しい。

　しかし、なぜだか我が慢まんができなかった。それに……途と中ちゆうから、楽しくて仕方がなくなっていた。

（室井も室井だ）

　正直な感想として、また同時に罪ざい悪あく感かんをごまかすために剛士はおもった。

　奴は『マジメではない』という点にこだわり、僕を批ひ判はんした。どうやら僕が目を三角にして叫さけぶことも委員会権けん限げんの名の下に強権を発動することもなく、まあだいたいの連中にとっては楽しく学祭準備を進めようとしたことが気に入らなかったらしい。おそらく彼は重苦しい顔をしてあれこれと決定したり、わけのわからない相談を持ち込んでくる連中を手て厳きびしくはねつけたりして……なんというか、まあ、仕事をしてます、という空気で物事を進めるべきだと言いたかったのだろう。

　冗じよう談だんじゃない。バカじゃないのか。

　マジメな顔してやっていれば確かに恰かつ好こうはつくだろう。しかしそれだけのことだ。学祭をとりまとめる実行委員会が一日中難むずかしい顔をしていたら気分は盛り下がる一方だし、誰だれも彼も相談を持ち込む気になれない。つまり、実行委員会は自分たちが役目を果たしていると信じたまま、解決すべき問題を放置していることになる。なにかを実現するために行動することではなく、自分はマジメであるという点に酔っているだけなのだ。

　やっぱりバカバカしい。

　ゲームのパラメーターで言えば、マジメというのは善悪ロウエヴイルと似にたような属ぞく性せい、委員会活動は悪の大だい魔ま王おうを倒たおすという目的だ。室井の理り屈くつをあてはめるなら、善ぜん悪あくを見み極きわめることにばかりに気を使わねばならず、大魔王を追いかけ回しているヒマのないゲームということになる。冗談じゃない。そんなもの、誰がプレイするものか。いやすくなくとも、楽しくはプレイできないに違いない。

　だいたい、見かけがマジメじゃないことのどこがいけないのだ。それだけ心に余よ裕ゆうがあるってことじゃないか。余裕があれは突然発生する問題にも落ち着いて対たい処しよできるし、なにより人間関係に不必要なプレッシャーを持ちこまずにすむ。悪いことなんかひとつもない。

　室井の奴、もしかして……

　マジメではないことが不真面目とイコールだと考えていたのか？　どんなことにも楽しみを見つけようとしている態度をふざけていると受け取っていたのか？

　そう。そうかもしれない。

　だとするなら、奴はやはり大バカ野や郎ろうだ。考えてみれば、奴の物言いにもそれはあらわれていた。ナニナニとはこうでなければいけない。自分のイメージと異ことなるものは絶ぜつ対たいに受け入れられない。なぜならそれは間違っているからだ──これでは、交こう渉しようなどできない。バランスをとることもできない。この世の人間は誰も彼も生まれも育ちも違っており、違っているからには他人とまったく同じ意見などもてるはずがないのだという現実を頭から無視しているからだ。

　要するに室井は、誰もが自分と同じようにマジメであるべきだと主しゆ張ちようした。そして、そうでない奴はダメだと決めつけたのだ。

　冗談じゃない。奴はやはり大バカ野郎だ。

　確かに僕ぼくはマジメには見えないかもしれない。しかしそれは背が低いことや、ちんちくりんの赤ちゃん体型であることや、美形から三六〇〇〇光年ぐらい離はなれた顔であることと同じ、どうしようもないこと、僕そのものの現実だ。

　しかし僕は決して不真面目なつもりはない。委員長としてできるかぎりのことはやってきた。

　僕は確かにマジメではない。しかし、本気ではある。

　マジメになど死んでもなりたくはないが、本気にならなければ問題を解決できないことぐらいは知っている。

　誰にだってそれぐらいのことはわかっているものとおもっていた。

　いや、本当にそうなのか？　実じつ際さい、室井のように……問題を解決することではなく、重苦しい顔して深しん刻こくに考えこむことに意味を見いだす奴もいるじゃないか。

　みんなはどう感じただろう、とおもった。見回す度ど胸きようがなかったので、天てん井じようを見つめたままである。

　たぶん、やりすぎだとおもっているだろう。

　そのとおりなんだから仕方がない。

（でも……）

　強く兆きざしてきた暗い気分を吹ふき払はらうように剛士はおもった。

　僕にはほのかかがいる。

　ほのかならばわかってくれる。

　右みぎ頬ほおが痒かゆい。

　ぽん、と肩が叩かれた。

「あ」

　不意をつかれ、コケかけた剛士の周囲で笑いが湧わいた。いつのまにか委員たちに取り囲まれていたのだ。

　怒おこったり、困こん惑わくしたりしている様子ではない。

　それどころか、好意と……敬けい意いらしいものまで浮うかべた何人もの顔が彼を見つめている。

「やっつけたなぁ、小野寺」

　根津がうれしそうに言った。

「あんな奴、あれでいいのよ」千秋が同意した。似にたような声が次々に漏もれた。

　剛士はぼんやりとその言葉を聞いていた。

　喜んでもいいはずの反応。

　そのはずだった。

　しかし、どこかに白けたおもいがあった。

　いや、なにかおかしいという疑ぎ問もんかもしれない。

（なんだろう）

　剛士は迷まよった。自分でコーヒーを淹いれたらしいあすら先生が、再ふたたび優ゆう雅がな姿し勢せいをとってカップを傾かたむけているのが見えた。

　彼女の美び貌ぼうには、さきほど見つけることのできたユーモアはかけらもなかった。

　ぞくり、と背せ中なかに冷たいものを感じた剛士はおもわず立ちあがっていた。

　そして、気づいた。

　さきほど覚えた既き視し感かん。その原げん因いんがなんであったか気づいたのである。

　それは、虚きよ構こうの世界で起こったできごとだった。

　剛士は、それを主人公の信念、正せい義ぎのあらわれとして書いた──つもりだった。

　ところが……現げん実じつ、この現実で彼は、カイジ・アンドーの唱える正義と同じ室井の意見を完かん膚ぷなきまでにやっつけてしまった。そのことに喜びすら覚えていた。

　そう、ともかく楽しかったのだ。



　　　　４（現実／虚構）



＊第２章の終わり



　夕ゆう闇やみの迫せまるランバルト王おう城じよう練兵場に整列したのは王国最さい精せい鋭えいの将しよう兵へい一二〇〇〇名であった。

　ランバルト王国軍近衛このえ兵へい団だん。目をおおわんばかりの敗勢の中にあっても、戦意をいささかも衰おとろえさせることなく戦い続けてきたランバルト最後の盾たて。ランバルト全国民が恃たのみとする人族最強の戦せん闘とう集団である。

「総そう員いん聞けぇ！」

　練兵台から練兵場いっぱいに声が轟とどろいた。発したのは新たに近衛兵団長へ任にんじられた、ヴィル・グラッサー男だん爵しやくである。

「いまや戦局は重大な局面を迎むかえた！　魔族軍は王都を間近に臨のぞむダンスカの丘に集結中である！　ここできゃつらの自由を許ゆるせば、われらの祖そ国こくランバルトは魔ま王おう領りようの属ぞつ国こくと化すだろう！」

　グラッサーは一同を見回した。厳きびしい訓練と激はげしい実戦で鍛え上げられた、鋼はがねのような男たち。ランバルトの誇ほこる猛もう将しようグラッサーが心から信しん頼らいできる戦士たちである。

　グラッサーはたずねた。

「貴き様さまたち、それが許せるか！」

『否いな！』

　津つ波なみのような返答が即そく座ざに応おうずる。当然であった。いまや彼らも、自分たちがただランバルトのためだけに戦っているわけでないことに気づいていた。人族最強国ランバルトの敗北はすなわち人族の敗北である。魔王軍との戦いは人族の未来をかけた決戦に他ならないのだ。

　この戦いに敗れれば、人族の未来から光が消え去る。

　その事実が、全将兵の胸むねに深く刻きざまれていた。王都すら危き険けんにさらされる状じよう況きよう下かで、いまもなお高い士気を保たもっている理由は、そこにある。

　それに、彼らには希望があった。

　苦戦の中で突とつ如じよとしてあらわれた希望。

　人の姿すがたをした未来そのものが。

　満足げにうなずいたグラッサーは全員に伝えた。

「これより王国総そう帥すい閣かつ下かの御お言こと葉ばをいただく！　傾けい聴ちようせよ！」

　かわって練兵台へ昇のぼったのは異い相そうの男である。まだ若わかい。一見すると優やさ男おとこに見えるような顔立ちを備そなえた頭が、意外なほど引き締しまった肉体に載せられている。

　彼の名はカイジ。カイジ・アンドー。

　故ふる郷さとである異世界での名は安藤快かい児じ。

　底そこ抜ぬけ市し役所職しよく員いん安藤泰たい造ぞうの長男。

　市立底抜高校二年四組出席番号一番。

　底抜高校陸上部の万年補ほ欠けつ選手。

　異世界の、一高校生。



　──そして、人族最後の希望。



　台上のカイジはしばらくなにも口にしなかった。近衛兵団将兵を、その顔を覚えるかのように見回す。

　こっくりと、うなずいた。

　口元に微び笑しようが浮うかんでいた。

「僕らにはもう、後がありません」

　カイジは冷たすぎ、厳きびしすぎる現げん実じつをあっさりと要約した。

「これまで僕らは頑がん張ばってきました。そして、成果をあげることができました。もちろん、皆みなさんの努力があってのことです。そのことは王妹殿でん下かもよく御ご存ぞん知じです……いえ、国民一人一人が知り尽つくしています！」

　軍団を激げき励れいするために姿を見せていた王妹シレイラ姫ひめは微び動どうだにしなかった。カイジに視し線せんを釘くぎ付づけにしていた彼女は、周囲の状況を忘わすれ去っていた。

　シレイラ姫の一いち途ずな様子に兵士たちは好意的な失しつ笑しようを漏もらす。といっても一二〇〇〇名であり、かなりのものだった。

　背はい後ごに控ひかえていたミランが優やさしくたしなめた。

「殿下……人を想おもうのはよいことですが……兵士たちにもお応こたえになるべきかと」

（え……やだ）

　ようやく状況に気づいたシレイラは真っ赤になってそっぽをむき、ぷくりと頬ほおを膨ふくらませたが、そのあとでいまがどういう時か、自分を笑った男たちを待つ運命がなにかを思い出した。

（そう……ええ、そうなのよね）

　恥はずかしくなった。先ほど顔を紅あかくしたのとはまったく別の意味で、である。こんな時にもついつい顔を出してしまう自分の強ごう情じようさがたまらなく恥ずかしかった。

　彼らはこれから、史上例をみない激戦に身を投じねばならないのだ。

　シレイラの顔から表情が失うせ、背せ筋すじが伸のびた。整った顔立ちが苦く痛つうを感じているかのように歪ゆがむ。前歯がふっくらした下した唇くちびるを白くなるほどに噛かんだ。

　こくり、となにかをのみこむ。

　表情が一変していた。そこにいるのはもうただの少女ではなかった。自分の果たすべき責せき任にんを心得ている王妹シレイラ殿下だった。

　自然と両手が動く。

　胸の前でほっそりした指が組み合わされた。

　その間、シレイラは一言も発しなかった。

　ただ、神に祈いのるように兵士たちへ手を合わせたのである。

　地鳴りのようなどよめきが拡ひろがった。美しく勝ち気な姫の、おもいもよらぬ反はん応のうだった。

　その姿に心を滾たぎらせた一人の兵士が抑おさえきれずに叫さけぶ。

「王妹殿下万ばん歳ざい！　総帥閣下……万歳！」

　魂たましいの叫びは周囲へたちまち伝でん染せんした。おそらくは明日という日を知らぬままこの世を去らねばならない将しよう兵へいはただひたすらに叫び続けた。

『王妹殿下万歳！』

『総帥閣下万歳！』

『ランバルト万歳！』

　カイジは感情の爆ばく発はつを素す直なおに受け止めていた。兵士たちだけではなく、シレイラのとった行動からもそれを感じていた。

（これが人間。これが本当の人間なんだ）

　……追いつめられ、絶ぜつ望ぼうしたくなってもなお諦あきらめないこと。自分が心から愛するもののためならば我わが身みを犠ぎ牲せいにしても悔くいないという決意。

　これほど素す晴ばらしいものはない。

　これほど美しいものもない。

　この場にいる兵士たちこそ本当の人間。

　もちろんシレイラも。

　カイジは瞼まぶたを閉とじた。胸むねの奥おくから熱いものがわき出してくる。

（僕は……そう……僕は）

　もはやただの高校生ではない。

　異い世せ界かいにとまどう17歳の少年でもない。

　そう、僕は。

　僕こそは。

　──この国をこの世界を……そしてシレイラを救わねばならない立場なのだ。

　あのふざけた宇賀島を倒たおし、ブラントラントに光を取り戻もどす男なのだ。



　……同じ頃ころ、出しゆつ陣じん式しきを王宮の一室から冷たく見下ろす者たちがいた。その筆頭は王国宰さい相しようサンバーノである。傍かたわらに、ナサニア・ゴローズが立っていた。

「良い兵たちだ」サンバーノはつぶやいた。「率そつ直ちよくで、健けな気げで……怖おそれを知らない。祖国のために、いつでも命を投げ出す覚かく悟ごができている」

「哀あわれな兵たちです」ゴローズが応じた。「正義の旗を掲かかげられると犬のように尻尾しつぽを振ってしまう。正義の意味や価か値ちを考えることもなく」

「他に方法はないのだな」一見するかぎり冷れい酷こくに見えるゴローズの顔に切なげなものがよぎったのを見み逃のがさなかったサンバーノはたずねた。

「あれば、試みています」

「仮かりに成功したところで……王国は、おまえに感かん謝しやなどしないのだぞ。大たい逆ぎやく人にんとしてその名を呪のろうことになるだけだ」

「ランバルトは良い国でした」ゴローズはいった。「だから、少しばかり恩おんを返してみたくなったんですよ」

「済すまない」サンバーノはうつむいた。肩かたが震ふるえていた。「済まない」

「大変なのはあなたのほうですよ、宰相」ゴローズは笑った。「すべてが済んだあとで……魔王領と話をつけなければならない。まあ、ウガシマとかいう異世界の男、油ゆ断だんがならないだけで物わかりが悪いわけではないようですが……同じ世界に育ったといっても人それぞれですな」

「我々と同じようにな」

「ええ、我々と同じように」

　サンバーノはためらうように口をもぐもぐとさせ、顔をあげた。

「ゴローズ。頼たのんだぞ」

　ナサニア・ゴローズはかちりと踵かかとを打ち合わせた。

「お任まかせください。では」

　振り返らずに去ってゆく彼の後ろ姿をサンバーノは目で追った。なにかいってやりたい……いや、いってやるべきことがあるような気がした。しかし、遅おそすぎた。なにもかもが遅すぎた。すべては動き始めていた。

「正義。正義か」

　再ふたたび近衛兵団に、カイジに視線を戻もどしたサンバーノはつぶやいた。

「それがなにものよりも尊とうといなどと、いったい誰だれが定めたのだ？」



＊もういい。このまま使う！



　　　　５（現げん実じつ）



　午後の秋空は抜けるように高く澄すんでいた。そよそよと撫なでるような風が吹ふいてくる。周囲に見えるのは田畑、鏡のように陽光を反はん射しやしている天抜川、木々に囲まれた天抜神社。故郷に持つならこんな土地、とおもわせる穏おだやかな光景である。

　誰もが忙いそがしいため他に人気のない校こう舎しやの屋上でただ一人ベンチへ腰こしを下ろした剛士も普ふ段だんならば……ほのかと一いつ緒しよであれば、この調和を心から楽しんだだろう。

　が、今日の彼はそういう気分ではない。

　剛士は前まえ屈かがみの姿し勢せいでちゃかぽこちゃかぽこという異音をたてていた。膝ひざには、念のため家から持ってきたノートＰＣがのっている。原げん稿こうを書いているのだ。

　いやま、突とつ然ぜん創そう作さく意い欲よくが湧わいてでたから、ではない。気分転てん換かんであった。午後に入って山積みの難なん問もんもとりあえず一段落したため、一人屋上に逃げだしてきたのである。身体からだの方はどうということもなかったが、気分がいけなくなってきたからだ。室井のおかげてイロイロといらんことを考えさせられたおかげである。

　屋上へ逃げようとおもいたった時は原稿なんぞをいじくりまわすつもりはなかった。ほのかが暇ひまであることを願って誘さそいをかけたのである。しかし見事にフられた。忙しくて無理だという話だった。学祭準備で生徒会が忙しくなる理由はなんだろう、と考えたがわからなかった。いや、忙しいのはほのかだけかもしれなかった。彼女は生徒会の雑ざつ用ように加え、クラスイベントやサークルイベントにも関わっている。諦あきらめるしかなかった。

　だから原稿を書いている。学校中わいわいがやがやとうるさい限りで、その騒そう音おんは屋上にも届とどいていたが、剛士は完全に無視していた。根がシングルタスクな人の利点である。

　同時に、シングルタスクな人の欠点に苦しんでもいた。目先の事こと柄がらに入りこむあまり、冷静を失いつつあったのだ。

　原稿がヘンな感じに見えてしかたがなくなっていた。

　筆が進まないわけではなかった。この前のように、書けば書くほど盛もり下がってもいない。

　むしろ、調子はいい。あれこれと無い知恵をしぼって書き進めてきた『僕ぼくたちの戦争　４』の原稿は、現状で全体の70パーセントまで書きましたというところで、まあまあいいじゃないかというデキなのだ。大おお筋すじは以前にほのかが要約してくれたとおり、異世界ブラントラントに飛ばされた二人の高校生、カイジとキョウイチの大決戦であり、剛士もいまさらそれを手直しするつもりはない。

　ところが……指先が描えがき出す場面がどんどんおかしくなってくるのだ。いや、カイジとキョウイチの決戦に向けて進んではいるのだが、なんというか、主人公であるカイジにとって都合の悪い方へ転がってゆくのである。

　いやもちろん都合の悪いものをなんとかしてこその主人公だから、それ自体はまあいい。

　問題は、剛士がカイジという主人公にいれこめなくなってきていることだった。

　実のところ、妄もう想そう小説の主人公にはそれほどバリエーションはないと剛士は考えている。どの主人公もアイデンティティの確立を強きよう烈れつに求めているからだ。要するに俺おれってナニ、人生ってどんなもの、ああ自分探さがしの旅という奴やつである。実はこれ、一生ものの問題でもあるのだが、それを初めて自覚するのは中高生という年代であるから……中高生の読者を大事にしなければならない妄想小説では一いつ般ぱん的てきな小説より前面に押し出す必要が存在する。

　あからさまにいってしまえば、妄想小説とはアイデンティティ確立という作業手順を描いたものなのである。

　あとのすべてはデコレーションだ。

　性せい格かくがどうした、女好きかどうか、優やさしいの怖こわいのというあれやこれやはクリスマスケーキに載のせられたサンタクロースの人形みたいなものでしかない。キャラクターの中ちゆう核かくには影えい響きようを与あたえないのである。

　年がら年中ヒロインに引きずり回されている軟なん体たい動物みたいな奴だろうが、年がら年中破は壊かいをまき散らしている奴だろうが、年がら年中世間を斜ななめに眺ながめてすかしたセリフを吐はいてる奴だろうが、年がら年中女の子を追いかけ回している奴だろうが、納なつ得とくできる人間になってやろうという大目標から外れることはない。それが証しよう拠こに困こまっている人をみると助けずにはいられなくて悪い奴は許ゆるせないのはどんな妄想小説でも同じである。当然だ。弱じやつ冠かん14歳さいにして歴史に名を残す大悪人になってやろうと決意している人や、連続猟りよう奇き殺さつ人じん鬼きになるため毎日アレな人殺しの方法を熱心に研究していますという人は多た数すう派はではないからである。

　誰だって、立りつ派ぱな人間になりたいと心のどこかでおもっているのだ。



　というわけで、妄想小説の世界では、話は違っても主人公という存在に差はないんじゃあるまいか、というのが剛士の見方である。

　いやま、それが悪いというのではない。剛士もそんなことは考えてやしない。事実上の同一人物だからこそ、どのように描びよう写しやすべきかが重要だということが四冊さつ目めの本にしてようやくわかりかけているところだ。

　カイジ・アンドーはその点からいえばまあまあのキャラ、熱意より計算が先に立った存在であった。作者である剛士をはじめとする誰もがイメージしやすいように、いかにもなハンサム、性格は明めい朗ろう快かい活かつ熱血果か敢かん、スポーツ万ばん能のう、曲がったことは許せない。んでもって女の子には奥おく手て。つまりそうじゃない野や郎ろうどもが、誰もがたそがれてしまう日曜日の夕方、一ページも済んでいない宿題を前に、俺がそうだったらなぁ……とおもうようなキャラにした。立派に成長しやすいヒーローキャラとしてデザインしたのだ。敵かた役きやくのキョウイチ・ウガシマはむろんその正反対、魂たましいのシュヴァルツシルト半径が日々ひろがり続けている、心にブラックホールを飼かう男である。

　ここまではそれでなんとかなっていた。カイジはいつでも勇猛果敢、キョウイチはいつだって因いん循じゆん姑こ息そく。魔ま界かいでの大戦争をこの二つの性格のぶつかりあいで進めてきたのだ。

　しかし、話の一区切りになる大決戦を前にして、それがうまく働かなくなっていた。

　たとえば──カイジは正しさというものを常つねに追い求める。それが彼のすべてをアイデンティティへの王道だからだ。だからこそ彼の信念は苦戦の中でますます鮮あざやかに輝かがやく。

　しかし、だ。

　なにかおかしい。カイジが正しさのために主しゆ張ちようし、行動している場面を書いていても、しっくりこないのである。書いている本人が、

（こいつ、ムチャクチャなこといってやがるな）

　と感じるようになってきたのだ。

　案の定、話も妙な感じになってきた。カイジ率ひきいる精せい鋭えい部隊が決戦を前に気合いを入れているところまで書いたのだが、オイオイ大だい丈じよう夫ぶかよという展てん開かいに突入している。いざ決戦、狙ねらうはキョウイチの首ひとつ、とまあ書きようによってはいくらでも燃もえられる話になりそうなのだが、どうもよろしくない。

　サブキャラクターがその方向で動いてくれないのだ。ランバルト王国宰さい相しようサンバーノをはじめとする様々なキャラたちが、人それぞれの思おも惑わくでもって動きだし、剛士がそうしようと狙っていた華はな々ばなしい大決戦をパスしようとしている。

　だっておまえが書いてるんだろ、どうとでもなるじゃないか──とツッこまれたらまさにその通りなのだが、なぜかどうにもならない。

　一つには剛士の描きかたの影響もあるだろう。彼は妄想小説のみならず娯ご楽らく小説全ぜん般ぱんでよく用いられるシンプルにされすぎたキャラクターというものがどうにも苦手だった。初登場のシーンで『いいひと』または『わるいやつ』であると教える描写があったあとは、たとえシリーズ総そう計けい30巻かんを突とつ破ぱしようとそのキャラの役やく割わりがかわることはない……というのがどうもダメなのだ。人間、季節が移うつり変わるだけでノリが違ちがってくるもの。だとするなら、古代機械文明の異物だとか、世界の天てん秤びんがどうだとか、地球という惑わく星せいはじつのところ１００人の人間によって支し配はいされているとかいう環かん境きようで陰いん謀ぼうに巻まき込こまれたり戦争したり踊おどったり寝ねたりしている奴がいつでも同じ反はん応のうしか示しめさないはずがないとおもってしまうのである。

　彼の指先がちゃかぽこと描きだしたサンバーノ、ゴローズなどなどの動きはまさにそれである。自分の考えを持ち、それを実現するとどんな利害得失が生じるかを計算でき、他人はそれをどう受け取るかを想そう像ぞうできるキャラとして剛士は彼らを描いているつもりなのだ。つまり個人として描いてきたため、ある意味壮そう絶ぜつな自己主張のぶつかりあいであるカイジとキョウイチの決戦を邪じや魔まするようがごとく作用しはじめた。

　問題はそれだけではなかった。腹はら黒ぐろ液えき分ぶん泌ぴしまくり、品性下げ劣れつ、性格真っ暗、見かけはさっぱり、人生螺ら旋せん階かい段だんのキャラとして描いていたはずのキョウイチもおかしな感じになってきていた。

（弱ったな）

　キィを叩たたく手を止めた剛士はノートＰＣを置いて立ち上がり、空を見上げた。

　微かすかに爆ばく音おんが聞こえてくる。さらに高い場所を見上げると、はるか上空を飛ぶ機き影えいが目に入った。きらきらと輝くさまはまるで水すい晶しようでできているかのようだ。

「〈轟ごう天てん〉だ」

　優やさしい声が教えた。統とう合ごう航空軍の主力戦略爆ばく撃げき機きの名を口にするにはあまりにも不ふ似に合あいなその声に驚いた剛士は慌あわてて振り向いた。

　ぽふん、と顔が柔やわらかいものにめりこんだ。

「うわっ」

　剛士は泡あわを食くってのけぞる。振ふり向いた拍ひよう子しに、なんともまあそのあのいやあははは、な感じであすら先生に顔をめりこませてしまったのである。ちなみに、勢いをつけてぶつかってしまったあたりはあまりにもそのアレ、いやまあなんとまずいんじゃないですか、な場所であった。ちんちくりんそのものの彼の顔の位置はスタイル抜ばつ群ぐんで長身のあすら先生のお腹なかと両りよう脚あしの間にあるあたりにめりこんでしまったのである。

「あ、あのののの、あわ、あの」

　主人公とはなにかなんて考えたりして、僕ってなんか小説家みたい、な気分をしゅわわわと蒸じよう発はつさせながら剛士はあわてふためいた。そりゃそうであろう、胸にぱふん、とか、お尻しりにぽよん、ならアレであるが、いまの場合、衝しよう突とつ地点がなんとも微び妙みようでありすぎる。



    

  
    
      「小野寺君」

　あすら先生は剛士を睨にらんだ。

「あの、あの、す、すいません、あのわざとじゃなくて」

「わざとだったら大変だな」

「あ、はい、はい、そのとおり、そのとおりです」

　剛士は懸けん命めいに頭をさげた。そして、おもいがけないものを耳にした。

　楽しげな笑い声だった。

　微かすかに脚を開き、両手をくびれた腰にあてているあすら先生が自分を見下ろし、美び貌ぼうを笑いでいっぱいにしている。

　蔑さげすんだり哀あわれんだりする笑いではない。

　なんというか、子こ供どものいたずらを叱しかろうとしてうちにおかしくなってしまったような……いや、もっと複ふく雑ざつなものを含ふくんでいる好意的な笑いだった。

「君を見ていると飽あきないよ」

　どう応えていいものかわからない。剛士はうつむいた。

「怒おこったのか？　だとしたら、謝あやまる。そんなつもりで口にした言葉ではなかった」

「いえ、そうじゃありません」

「良かった」あすらはにっこりと微笑ほほえんだ。そのまぶしさに剛士は再び顔をうつむけた。

「あの」

　照れ隠かくしのため、無む理り矢や理りに視線を神社の方角に向けながら剛士はいった。

「さっきはありがとうございました。助かりました」

「やはり気にしていたか」ベンチに腰を下ろしたあすらは大きく伸のびをしながらこたえた。「まあ、よくあることさ。考えすぎてはいけないよ」

　ベレーを脱ぬぎ、艶つややかな黒くろ髪かみを秋風になびかせた彼女は脇わきに置かれているノートＰＣに目をとめた。これは、と視線でたずねてくる。

「僕のです」

　応じながらも剛士は迷まよっていた。自分がいままで考えていたカイジ・アンドーの問題──いや、限げん界かいについて、あすらならどんな風に考えるだろうかとおもったのである。なんといっても彼女は大人で、大人であるからには……

　結局、正直に相談を持ちかけることにした。

「……なるほど」

　実は僕、妄想小説作家なんですと伝えられてさすがにあすらは驚いたようだった。が、すぐに彼女の顔に興きよう味みぶかげなものがあらわれ、ちょっと見せて貰もらっていいかなとたずねてきた。

「どうぞ」

　剛士はノートＰＣを手て渡わたした。あすらが原稿に目を通しているあいだ、どうにも落ち着かない気分のまま空を眺めていた。爆音と機き影えいはその数を増ましていた。

「こういうものを目にするのは初めてだが……」ファイルを速読でもしているような速さで読み終えたあすらはいった。

「けっこう、わたしの好みだったよ。タイトルに４とあるから、三冊さつは出しゆつ版ぱんされているんだね？　今度、買ってみよう」

「あ、お送りします」

「わたしの住所は軍事機き密みつさ」あすらは混まぜっ返した。「いや、冗談だよ。気分の問題だ。本は新しん刊かんを本屋で買う方が好きなだけだ」

「それは僕も同じです」

「で、どんな相談かな」

　剛士はカイジについて感じていたことを話した。

「わたしは軍人だ。だから、偏かたよったたとえが多くなることは許ゆるして欲ほしい」あすらは剛士を見つめた。

「委員会での仕事ぶり、それに原稿を読ませて貰ってわかったが、君は知性や理性を重視する人だ。それはいい習しゆう慣かんだよ。だが、すべてではない。考えてもみたまえ。君の友人には軍人よりよほど兵器に詳くわしい者がいるだろう。古今東西の将しよう軍ぐんたちの名を暗記している者も。どうかね」

「ええ……います」

「だろう。しかし彼らは装そう備びや糧りよう食しよくを五〇キロも詰つめこんだ背はい嚢のうを背せ負おい、手に銃じゆうを握にぎって何キロ歩けるというのだ？」

「それは……別問題のような」

「まさしくそのとおりだ」あすらはにこりとした。「知ち識しきを得ることと、現実に銃を握ることは別問題なのだ。そして、その違いに気づくことこそが知性と理性の証あかしなのだ。わたしはもっとも重要なのはその点だとおもう。そのおかげで、いままで生き残ってこられたのだ、とも。どうだろうか？」

「つまり先生は」剛士は懸けん命めいになって整理した。あすらの言葉には彼をそうさせるだけの力があった。

「僕ぼくが考えすぎている、と仰おつしやるわけですか」

「そういう面は確たしかにある」あすらは率そつ直ちよくだった。「だが、そう狭せまく決めつけているわけでもないのだ。要するに……情じよう況きようの把は握あくと臨りん機き応おう変へんの対たい策さく、ということさ」

　剛士は眉まゆを寄よせた。ひらめくものがあった。

「問題を感じたならば、その問題を書いてしまえばいい……」

「いい。いいよ、小野寺君」

　声は優やさしかったが、あすらの表情は厳きびしかった。

「これは知性を重んじる人間の通つう弊へいでもあるが、君は自分で納なつ得とくがゆくまではっきりした意見を口にしないところがある。もちろん、納得できたあとは堂々と主張できる……だが、それは周囲を驚かせることにもなる。落差が大きすぎるからだ。時には、わからない、納得ができていないということを他人の前で認みとめてみるのもいいことだ」

　あすらは剛士の瞳ひとみをのぞきこんだ。

「要するに君は……立派な人間でありたいという願いが誰にも負けないほど強いのだ。もちろん普ふ段だんは君の知性、いや、良識がその願いを抑おさえこんでいる。別におかしくはない。恥はじも知性の一つなのだ。だから、救いようのない愚おろか者を目にした時、自分を抑えきれなくなるのだ」

　あすらがなにを語っているかわからないほど剛士はバカではなかった。カイジだけではなく、室井についても彼女は語ってくれているのだとわかった。

　あすらはつけくわえた。

「もちろんわたしは恥を忘わすれろといっているわけではないよ、小野寺君。ただ、もう少し自分のおもうままに、迷うままに時を過ごしてもよいのではないか、と感じただけだ。君はまだ17歳だ。もうすこしわがままでもいい」

「難むずかしいですね」剛士は苦く笑しようを浮うかべた。「すごく難しそうです」

「なにごとも訓練が基き本ほんだよ」あすらはうなずいた。

「まずは小説から、ですか」

「かえってそちらの方が難しそうな気もするが、君が望むのであれば、それでいい。所しよ詮せん、誰だれの助けも借りず、一人で歩かなければならない道なのだ」

　秋空から、ジェットの轟ごう音おんがとぎれることなく響き続けていた。



　　　　６（虚きよ構こう／現げん実じつ）



＊第二章の終わりあたり。学校で書いたので、家に帰ってから一度読み直すこと。



「あいつはバカか」

　そう叫さけんだのはランバルト軍出撃の報ほう告こくを受けたキョウイチである。フライング・カーペットの上に立てられた天てん幕まくの中で仁に王おう立だち──というには貧ひん弱じやくすぎる体たい格かくだが──になっていた。

「キョウイチ様？」アーシュラがたずねた。

「バカだからバカだといったんだ」キョウイチは吐はき捨すてるようにくりかえした。「この期ごに及およんで決戦だって？　なに考えてやがるんだ」

　キョウイチは両手を打ち合わせながらひろげられた地図をのぞき込み、忌いま々いましげな溜ため息いきを漏もらした。

「そうだよな……やっぱり。まともな頭があればそうするはずだ」

「お教え願えませんか、キョウイチ様」一人でのたくっている総そう帥すいの様子を目にしてさすがに不安を覚えたアーシュラはさきほどより強い調子でたずねた。

「戦う理由がわからない」キョウイチは応じた。

「ランバルトにも同どう盟めい国こくはある。そして増ぞう援えん部隊を送りこみつつある。おそらく、数日で第一陣じんが到とう着ちやくするはずだ」キョウイチは傍かたわらの小こ柄がらなエルフの顎あごをつまんで自分の方を向かせ、たずねた。

「そうじゃなかったのか、セシエ」

「うん、コレバーン義ぎ勇ゆう軍ぐん団だん。兵力は約二〇〇〇〇」顎をつまんだ彼の手を両手で包みこみながらセシエは報告した。

「じゃあなぜ、いま、総力をあげた決戦をかまそうとしてるんだ」セシエから離はなれたキョウイチは椅い子すに腰こし掛かけていたアーシュラの膝ひざにどんと尻しりを降おろし、彼女の胸むねに後頭部を埋うずめながら瞼まぶたを閉とじた。

「キョウイチ様を怖おそれてのことでは」彼の胴どうにしっかりと腕うでをまわしたアーシュラはいった。

「あと三日、ウルリスを保もたせられないというわけか？」目をあけたキョウイチは仰あお向むいて下から彼女を見つめた。

「バカいうもんじゃないよ、アーシュラ。ウルリスはランバルトの首都だぞ。市街を守る要よう塞さい設せつ備びもある。簡かん単たんに陥おとされるわけがない。三日ぐらいなら、どうにでもなる」

　その通りだった。いかに魔王軍の戦力が大きいとはいえ、ウルリス攻撃は事実上の要塞攻略戦である。総動員をかければ市民兵もふくめ、守備兵力は五〇〇〇〇を越こえるだろう。キョウイチの率ひきいる魔王軍八〇〇〇〇が総力をあげて夜襲をしかけても、易やす々やすとどうにかできるものではない。キョウイチはそう考えていた。

「僕は……」アーシュラの胸の谷間へぐりぐりと後頭部を埋めながらキョウイチはつぶやいた。

「この戦争は、ここまでだと考えていた。これ以上、ランバルトが戦っても死と破は壊かいが増ふえるだけだ。増援が到着しても僕らの優ゆう位いは変わらないから、その点は同じだ。僕は……てっきり休戦を申し込んでくるものだとばかりおもいこんでいた」

「キョウイチ様」アーシュラは息を呑のんだ。「しかしあなた様は魔族によるブラントラントの支し配はいを約束なさって……」

「なにもかも一度にやる必要はないだろう？　だいたい、ランバルト全土を支配するには魔族の頭数が少なすぎる。時間かけてこちらの数を増やす必要があるんだ。みんな、そのことはわかっているはずだ」

　キョウイチは一同をみまわした。

「そして時間は僕たちの味方だ。君たちの寿じゆ命みようは長い。まやかしの平和のあいだにいっぱい子こ供どもを……明日の魔族兵士をつくって貰もらうというわけさ。僕もそれにつきあえる……君たちと一いつ緒しよにいる限かぎり、僕も寿じゆ命みようは延のびるんだからなんの心配もない。ま、いざとなればアーシュラに頼たのんで吸きゆう血けつ鬼きにしてもらう手もあるし」

　ヴァンピレラ・ビューティの腕に力がこもったことを感じながらキョウイチは続けた。

「ともかくだ。まずは怖れさせてやればいいのさ。人間は弱い。もちろん僕もだ。だから、どこを突つっつけば嫌いやか、良くわかっている。休戦して、見せかけの平和を達成してしまえば……人族諸しよ国こくは元の状じよう態たいに戻もどる。お互たがいの足を引っ張ぱり合いはじめる。そうなれば……つけいる隙すきはいくらでもある。もちろん、連中が戦い続ける可か能のう性せいは考えて、準じゆん備びはしておいたけれど」

　事実、キョウイチはウルリス攻撃の準備を可か能のうな限り整えていた。ランバルトが休戦を申し出ない場合、ウルリス守備隊と同数の五〇〇〇〇を周辺に抑おさえとして残し、残る三〇〇〇〇を遊撃戦力として活用するつもりだった。最悪でも、各国のランバルト救援部隊を各個に撃げき破はしながらウルリス市内の戦意の低下を待ち、内部から割われるようにもってゆくつもりだったのである。

　ところが、ランバルトは……カイジ・アンドーは最精せい鋭えいの部隊を率いて出撃し、魔王軍に決戦を挑いどむ構かまえだという。

　いやまあ、ありがたいことはありがたい。野外決戦は都市攻撃よりずっと楽だし、なにより兵力差が圧あつ倒とう的てきだ。いかな精兵とはいえカイジの率いる部隊は二〇〇〇〇そこそこのはず。キョウイチの握にぎる兵力の四分の一でしかない。なにをどうしても、勝てるはずがないのだ。

「なにか企たくらんでいる可か能のう性せいはないのか、セシエ殿どの」クォルンがたずねた。

「企んでいる可能性って……伏ふく兵へいとか、なんかとんでもない秘ひ密みつ兵器とか、実はものすごい大魔導士一〇〇万人を味方につけたとか、そういうこと？」

「そういうことだ」

「わかった限りではなし。ていうか、そんなものがあればもう使っているとおもうし。伏兵も……要するにこのあいだの夜襲がそれでしょ」

「閣下」アーシュラの膝でちんまりと収おさまっている総帥にクォルンは進言した。「ひとつ、つついてみてはいかがでしょうか。こちらから伏撃を試みるのです」

「うーん」キョウイチは粘ねばついた視し線せんを宙ちゆうにさまよわせたが、すぐに首を横に振った。

「だめだ。いらんこと考えてしくじったら、元も子もない」

「卓たつ見けんですな」クォルンはにやりとして牙きばを剥むきだした。要するにキョウイチの腹はらが据すわっているかどうか確たしかめようとしただけなのだった。

「クォルン」キョウイチは冷たい声でいった。「ほめてくれるのはいいが、僕を試ためすような真ま似ねは無用だ。君たちが僕を担いでいてくれる限り、僕の戦争と魔族の戦争は同じものなんだから」

「……御ぎよ意い」

　キョウイチは立ち上がった。なおも迷まよっているようだった。

「あのね、閣かつ下か」セシエがおずおずと告げた。「カイジ・アンドーは……その、演えん説ぜつをしたらしいんだけれど」

「うん」

「えーと」セシエは報ほう告こく書しよをひろげて読み上げた。「こんな感じ。『……我々はランバルトのために戦うのではない。人族すべてのために戦わねばならない。そしてこの戦いは、祖そ国こくの繁はん栄えいを目的とするものではない。我々が目指すべき正せい義ぎを実現するための戦いなのである。だからこそ、我々はいま、魔王軍へ積極的に決戦を挑み、勝利しなければならない。それが我々の正義を示しめすただ一つの方法なのだ』……」

　読み終えたセシエはキョウイチを見た。そして呆あつ気けにとられた。

　キョウイチの顔に、名状しがたいものがあらわれていた。

　それは怒いかり、呆あきれ……ありとあらゆる感情をまぜあわせたなにかだった。

「閣下？」

「……だ」キョウイチの喉のどから掠かすれた声が漏もれた。

「キョウイチ様？」アーシュラが立ちあがった。

　拳こぶしをわなわなとふるわせながらキョウイチは再ふたたびいった。

「バカ野や郎ろうだ。あいつ、本物のバカ野郎だ」キョウイチは地図に拳を叩きつけた。「国民に有あり難がたそうな言葉で語りかけるのはいい。誰だって気分がいい方が戦争も楽しくなる。だが……奴は……奴は……本当にそう信じていやがる！　正しい戦い。正義の戦争。命をかけてでも守るべきもの……そんなものが本当に存そん在ざいするとおもっている！」

　キョウイチは頭をかきむしった。

「正義。正義だと？　そんなものがなんの役に立つってんだ？　総帥の仕事はそんなものじゃない。自分の支配する連中になるべく多くいい目をみせてやることだけが仕事のはずだ。戦争だって、正義だって……そのための手しゆ段だんや演えん出しゆつにすぎないんだ！」

　いまやキョウイチは狂くるったような声で叫び続けていた。

「それを……あのバカ野郎は本気にしていやがる！　正義のための戦争が実在するとおもっていやがる！　バカめ！　バカめ！　バカめ！　そうだ。そうなんだ！　カイジの奴は田舎いなか高校生のいじましい常じよう識しきを抱かかえたまま戦争をしている！　結果なんか関係ないんだ。正義を果たそうとしている自分に酔えればそれでいいんだ！」

　叫び終えたキョウイチの身体からすっと力が抜けた。アーシュラが駆かけ寄より、彼を支ささえた。

「それで……どうしますかな、閣下」クォルンが顎あごを撫なでながらたずねた。

「やるさ、やってやる」キョウイチはいった。「あのバカ野郎に、あのバカ野郎を信じている大バカ野郎どもに戦争を教えてやる。いいか、間ま違ちがえるなよ。魔王領は僕ぼくのものだ。そして僕はこの戦争を魔族すべてにいい目をみせてやる一番簡かん単たんな方法だからやっている。わかっているな」

「御意」

「じゃあ、いい」キョウイチは背せ筋すじを伸のばし、命じた。

「全軍行動開始。カイジの軍ぐん勢ぜいを迎むかえ撃うつ。本気でかかれ。一人も生かして帰すなよ。いいな、一人もだ！　目的も理り解かいせずに戦争を玩もてあそんでいるカイジにおもいしらせてやるんだ。生まれてきたことを後こう悔かいさせてやれ！」



＊？？？？？？？？？



　　　　７（現げん実じつ）



　さらに狂きよう乱らんの一日を挟はさんだ翌よく日じつ夜の学校である。午後11時を過ぎていた。普段ならば校門をはじめとするすべての鍵かぎが閉とじられ、夜空のもと、墓石のように校こう舎しやがたたずんでいる時間だった。

　しかしいまは学祭週間である。

　全校の照明はこれでもかというほどに灯ともされ、校内放送は休みなしに連れん絡らく事じ項こうを伝え続けていた。あちこちの教室からトンカチを打つ音が響ひびいているかとおもえば、校庭で表向きはノンアルコールの宴えん会かいを開いている連中もいる。学生たちにとって、年に一週間だけ許された特別な時間であった。

　剛士はその校内を巡めぐり歩いていた。公式には禁きん止しされている学内への泊とまり込こみを慣かん例れいですから、と交こう渉しようでもって学校側に受け入れさせた手前、一応責せき任にんはとっているんだぞ、と行動で示す必要があるからだった。

　一人で歩いているわけではない。ほのかが生徒会長の立場で同行している。同行者は他に二人、生徒会と実行委員会の顧こ問もん──つまり二年四組担たん任にんの詩し織おり先生とあすらだった。

　おかげで剛士は緊きん張ちようしっぱなしであった。一応話はつけたものの、ほのかは妙みようにつんけんしているし、あすらは大人の余よ裕ゆうをかましてくれている。詩織先生にいたってはとめるどころかなんとも楽しげ、若わかいっていいわよねぇという感じで全然頼たよりにならない。

　廊ろう下かは雑ざつ然ぜんとしていた。ゴミで埋うもれているわけではないが、ひどく歩きにくい。クラスイベントで必要な教室の飾かざり付けは廊下にも及およんでいるからだった。おまけにその大半は制せい作さく中ちゆう。さらには大作ＲＰＧプレイ四日目のプレイヤーのごとく力尽つきた連中が良くて寝ね袋ぶくろ、悪ければそのまんま床ゆかにべったりで倒たおれ伏ふしている。

「藤原先生から聞かされてはいたが」さすがにあすらは驚いたようだった。「聞きしにまさる楽しみようだな」

「いつものことですよ」と詩織先生。「ま、わたしも赴ふ任にんした年は驚きましたけど。でも……すぐに慣なれましたわ」

「確たしかにこの学校にはそういう空気があるよ。わたしも……嫌いやではない」

「高校生ですもの、年に一週間ぐらいこういう時間があっていいとおもうようになりました」詩織はうなずきながら応おうじた。視線は、ごろごろ転がっている生徒たちを一人一人確かめている。

「一年生には自分が高校生になったという自覚を与あたえられますし、二年生には責任ある行動を学ぶ機会となります。三年生はもちろん……これが終われば、受験、就しゆう職しよく」

「夢ゆめ、だ」あすらは応じる。「これは夢だ。満開の桜さくらのもとで宴うたげを開くような。ほんのわずかな時間に過ぎないが、素す晴ばらしい時期を過ごしたのだという記き憶おくは永えい遠えんに残る」

　突然ほのかが顔を寄よせ、剛士へ囁ささやいた。

「わかったようなこという人って、嫌きらい」

　剛士の背せ筋すじに冷たいものが走った。言葉の内ない容ようではなく、ほのかの口調に驚いたのだった。信じられないことだったが、まったく冷れい酷こくに響ひびいたのである。

　おもわず彼女の横顔を見つめる。ほのかは再びつーんとした顔に戻っていた。

　いつものことだろう、とはおもった。

　ほのかはこれ以上はないというほど完かん璧ぺきな美少女だが、そうであるが故ゆえに勝ち気でありすぎる部分がある。怒おこらせると実に怖こわいのだった。

　しかしだ、いまの言葉はいつもの怖さとは別のような気がした。もっと深く、複ふく雑ざつな感情をふくんでいるようだった。敵てき意いがある──のは剛士との関係からして当然だ。彼女がそんな気分であることについては剛士は内心うれしいぐらいである。

　彼が気になったのは、彼女の言葉に、なにかを待っているような響きがあったことだった。

　視し聴ちよう覚かく教室の前にたどり着いた。室内が賑にぎやかで、照明が点ともっているのはここも同じである。

「のぞいてみない？」ほのかが突然のようにいった。

「いいけど、風紀の仲田がもう確かく認にんしたはずだよ、ここ」

「ちょっと気になるの。ここ、映えい像ぞう文化同好会でしょ。去年……Ｈなビデオの上映会で荒あら稼かせぎした」

　だからこそ覗のぞかずに済すませようというのが、この同好会の連中から強きよう烈れつな内容のテープやディスクというリベートを受け取った剛士の本音なのだが、ほのかには逆さからえない。

「こんばんは」

　ガラリと扉とびらを開ける。当然、大おお慌あわてでビデオを切ったりチャンネルを変えたりという騒さわぎが起こるものと剛士は覚かく悟ごした。彼らにほんの少しでも余よ裕ゆうを与えるべく、扉を可か能のうな限りゆっくり開けたほどだった。

　だが、なにもおこらない。

　剛士は教室を見回した。映像文化同好会のマニアどもの手により、ありとあらゆるビデオ器材や大型モニター、編へん集しゆう器き材ざいが持ち込まれた教室は魔ま窟くつそのものだったが……

　人の姿すがたがない。

　誰だれもいない教室で、無数のモニターが様々な映像を映うつし出していた。衛えい星せい受信装そう置ちから受けている外国の放送もあった。

「帰ったのかしら」詩織先生がつぶやいた。

「たぶん、夜食を買いに出てるとか、コインシャワーを使ってるとか……そんなところだとおもいますが」剛士はリベート分のフォローをした。

　といっても、奇妙な感じはぬぐえない。周り中のテレビがさまざまな映像を流している。日本だけでなく、世界の主要放送局が網もう羅らされていた。伝えられているのは……観みたことのない映画、筋すじを知らないドラマ、興きよう味みを持てないトーク番組、縁えんのない商品のＣＭ、真しん剣けんに観ていたなら知ち恵えがつくだろうとおもわせる教育番組。

　そして、ニュース。



　東京湾海上都市の水路へ紛まぎれ込こんだザトウクジラの消息。

　日本近海で発見された国こく籍せき不明の潜せん水すい艦かん。

　五分でできるキュウリの和あえ物ものの作り方。

　政府が戦時備び蓄ちく食糧管理委員会を召しよう集しゆうしたこと。

　ついに発売された女性型軽量アンドロイドを購こう入にゆうしようと専せん門もん店てんの店頭に行列を為なした大きなおともだちへのインタビュー。

　輸ゆ送そう機きで北米大陸へと送りこまれる装甲機動服配備の陸軍機動歩兵大隊と兵士たちへのインタビュー。

　国こく際さい連れん盟めい文化振しん興こう機関が来年を世界文化交流年に定めたこと。

　国際連盟本会議にオブザーバーとして参加した東西アメリカ代表がお互たがいに席を蹴けって退たい場じようしたこと。

　世界経けい済ざいがようやく回かい復ふく基き調ちように入り、これからはいくらか景気はよくなるだろうこと。

　東西アメリカの対立激げき化かで、日本を盟主とする太平洋条じよう約やく機き構こう各国の軍隊が続々と戦時体たい制せいをとりつつあること。



　剛士は、凍こおり付くようなおもいと共にそのすべてを受け取った。すべてのニュースは無数のモニターからほとんど同時に伝えられたのだが、不思議なことに、彼はそれらすべてのイメージを掴つかむことができた。細かいことではなく……突然のように、世界の枠わく組ぐみが見えてきたような気分だった。

「どうしたの、剛士？」

　ほのかは不安げだった。ともかく、そう聞こえた。

「いや……なんていうかさ」剛士は洪こう水ずいのように押し寄せてくるニュースになお圧倒されつつ応えた。

「自分が生きていたのが、こんな場所なのかとおもったんだ」

「あなたの部屋、ひどいものね。わたしがいくら片かたづけてあげてもすぐに元通り」

「そのことじゃない」剛士は即そく座ざに否ひ定ていした。自分の声に含ふくまれている厳しい調子に自分で驚いていた。

「なんかさ……いつ戦争がはじまってもおかしくない感じじゃないか。どうして、いままで気づかなかったんだろう」

「嫌だったからに決まってるわ」ほのかはあっさりと決めつけた。「剛士、あなたが得意な戦争は本の中にあるものだけ。どれほど悲ひ劇げきが繰くり返されても、この世に生きる誰も傷きずつかないウソの戦争だけよ」

「ウソの戦争……」剛士はほのかの言葉を繰り返した。「そうだよね」

　そう。そうなんだ。剛士はおもった。僕が描えがけるのは戦争を楽しむためにつくりあげた異い世せ界かいでの、トサカから尻尾しつぽまでウソばかりの戦争だけ。ほのかのいうとおり。いつものとおりほのかが正しい。

　しかし、奥おく深ぶかい場所になにかトゲのようなものが刺ささっていた。なにかが違う、なにかがおかしいという感じがした。

　右みぎ頬ほおが痒かゆくなっていた。

　剛士は振ふり向いた。あすらにたずねようとおもっていた。自分でもなにが問題なのか良くわかっていないが、彼女ならばそれに答えられると直感していた。

「あすら先生……」

　あすらの腰で振しん動どう音おんが響ひびいたのはその時だった。なに？　という顔をつくりかけていた彼女からすべての表情が消きえ失うせた。

　ベルトに下げていた松葉色の携けい帯たい電話──というより軍用携帯無線機だろう──を手にしたあすらは小さいが、はっきりした発音で相手に応じた。

「ヴァンピレラ06だ。感度良好。秘ひ話わ装置作動させた。送レ」

　相手の言葉へ耳を傾かたむけているあいだ、あすらは剛士を見つめたままだった。剛士は、彼女の瞳ひとみからだんだんと暖あたたかなものが抜ぬけ落ちてゆく様子を目撃することになった。

「復唱する。情況赤９。情況赤９。送レ」

　ふたたび沈ちん黙もく。もはやあすらの瞳はガラス玉と同じだった。

「了りよう解かい。確かく認にんした。ただちに帰き営えい──回転翼機ヘリを？　了解。終ワリ」

　電話を終えたあすらは哀かなしくなるほど控ひかえめな微び笑しようとともにいった。

「もう少し君と楽しみたかったが、残念ながら時間切れだ」

「任にん務む……ですか」剛士は押おし出すような声でたずねた。

「まあね」あすらは腕うで時ど計けいで時間を確認した。「10分で迎むかえが来る。屋上の緊きん急きゆうヘリポートだ。事情が事情だ。航空法など無む視しするらしい。世話になった。それでは」

　いい終えるなりあすらは駆かけだした。

　そして剛士は自分でも予想もしなかった行動をとった。

「僕が御見送りします！」

　と叫ぶなり、驚くほのかや詩織先生を尻しり目めに、あすらの後を追ったのである。



　屋上で剛士を迎えたあすらは微び苦く笑しようをいっぱいに浮うかべていた。

「君には、階かい段だんの一気がけは辛つらかったのではないか？」

　まさにその通り、汗あせみずくの剛士はまともに呼こ吸きゆうもできない有様だった。

「五〇キロの荷物と、鉄てつ砲ぽうを、持って歩いたこと、ないもので」

　はあはあと犬のように喘あえぎながら応える剛士に良い香かおりのするハンカチを手て渡わたしたあすらはいった。

「まあ、それだけでいい。汗あせをかくのはわたしの仕事なのだから」

「それが、あの、秘ひ密みつなのかもしれませんけど、それが」

「ああ。君たちに戦火が及およばないようにする。それがわたしの任務だ。軍人にとって、一番納なつ得とくのゆく仕事さ。成功の確かく率りつは低いがね。もし失敗したら……いや、失敗するわけにはいかない。ともかく、我わが国の戦略防ぼう衛えいシステムはすでに第一級警けい戒かい態たい勢せいにおかれている。まず、本土は大だい丈じよう夫ぶだろう。帝てい都とはどうかわからないが」

「先生」

「そう構かまえないでくれ」あすらは微笑ほほえみを大きくした。「もともとわたしのわがままだったのだ。自分がなにを守っているのか、もう一度しっかりと目に焼き付けておきたかった……その効こう果かはあったよ。わたしは心おきなく戦える。まあ、君のおかげさ、小野寺君」

　なにをいうべきか剛士はわからなかった。おそらくこれから死を賭とした任務に出撃するのだろうこの美しい女じよ性せいに、自分のようにウソの戦争を楽しむことぐらいしか能がない高校生が、どんな言葉をかけられるというのか。

　わけがわからなくなった。脳のうがずきずきとうずいた。右頬が異様に熱くなってきた。突然のように視界が曇くもった。

「男子たるもの、軽々しく泣くものではない」あすらはあやすように叱しかった。「それにだ、古来、出しゆつ陣じんする者に心残りがないよう、笑って見送るべきだとされている」

「はい」

　剛士は学生服の袖そでで涙を拭ぬぐった。無理に笑い顔をつくろうと努力し、再ふたたび涙を浮かべてしまう。

「子こ供どものように……」あすらの指が目の下をぬぐう。

　剛士は彼女に抱だきつき、声をあげて泣き始めた。

　あすらの手が頭と背中を撫なでた。

「仕方のない子……ばかな子……」

　しばらくしてあすらは両肩をつかみ、そっと剛士を押し放した。パタパタと大気を叩たたく音が着実に近づきつつあった。

「さあ、行かせてくれ、小野寺君。わたしがこの世には素晴らしいもの、守るに値あたいするものがあるのだと信じられるようにしてくれ。それから……」

「……」剛士はあすらを見上げた。

「覚えているか、小野寺君？　我々は、ほんの数日前に出会ったばかりなのだよ。だから、わたしのことなど忘れてくれていい」

「じゃあどうして、優しくしてくれたんですか」

「決まってるじゃないか」あすらは笑った。「君のような男の子が大好きだからだよ」

「そんなこと……でも……あの……」剛士は口ごもりかけたが、息を吸いこみ、一気にいった。「僕ぼくは、あの、先生のことをずっと前から知っていたような気分なんです。あの、変かもしれませんけれど、あの、僕、小説書いてて、それであの、そこにアーシュラっていうキャラクターがでてきて、だって先生も昨日書きかけのやつ読んでくれて」

「……わたしによく似にている、か」

「はい、そうなんです。似ているとかそういうんじゃなくて、先生そのものみたいな感じで、だから最初に会ったときからびっくりして」

　ヘリの騒そう音おんはもはや嵐あらしのような激はげしさだった。ヘリの敵てき味み方かた識しき別べつ装置からの電波を拾った緊急ヘリポートの無人管制装置が一いつ斉せいにライトを点灯させた。

「つまり……なんなのだ？」あすらは大きな声でたずねた。

「だから、凄すごく嬉うれしかったということです！」エンジンの轟ごう音おんとローターのダウンウォッシュに揉もまれながら剛士は叫さけんだ。

「頑がん張ばって……必ず生きて戻もどってください！」

　あすらの返事は聞こえなかった。その変わりに彼女は、踵かかとをあわせ、ビシッとした敬けい礼れいで応えた。

　三色の迷めい彩さいが施ほどこされ、テイルブームに小さな日の丸を挟はさんで日本帝てい国こく海軍／IMPERIAL JAPANESE NAVYと記されたヘリが着陸した。

　あすらの口がゆっくりと動いていた。

　剛士はバカのように口を開けてそれを読みとり、ゆっくりとうなずいた。

　その直後、彼女はヘリへと駆け去り、飛び乗った。ヘリは側面ドアを閉とじきらないうちに離り陸りくした。夜空に浮かぶヘリの中で、あすらの顔だけが仄ほの白じろく焼きついた。

　ヘリはあっという間に飛び去った。勾引あすらを連れ去った。

　剛士は屋上に立ちつくしていた。立ちつくしながら考え続けていた。

　あすら先生は口だけを動かして僕に何かを告げた。

　最初の言葉はすぐにわかった。

　サ・ヨ・ウ・ナ・ラ

　次の言葉も

　マ・タ・イ・ズ・レ

　そして次が迷まようところ

　イ・ツ・デ・モ・ア・ナ・タ・ノ

　さらにとどめとして

　シ・ン・ジ・ル・マ・マ・ニ

『さようなら、またいずれ。いつでも貴男の信じるままに』

　あすら先生は僕の言葉に応えてくれた。それはわかる。

　でも、わからない。

　いつでも僕の信じるままに？　いったいなんでだろう。僕はこんなにも幸せなのに……世界が戦争の危機に見まわれていることをのぞけば。

　再び学祭週間の喧けん噪そうだけが支し配はいするようになった場所で、剛士はいつまでも立ちつくしていた。右手の指が、皮が剥むけそうなほどの勢いきおいで頬ほおを掻かいていることにはまったく気づいていなかった。



    

  
    
      

　　　　８（現げん実じつ→戦争）



　月曜日に室井が騒さわぎ、火曜日にあすらが去った。水曜日の日中を剛士は完かん璧ぺきな実行委員長として過すごした。夜はほのかを誘さそい、邪じや魔まの入らない部屋をどうにか見つけ出して一ひと晩ばん中じゆう一いつ緒しよにいた。なにをしていたかは良く覚えていない。いつのまにか木曜日の朝になっていたということだけを覚えている。

　原げん稿こうは、一行も書かなかった。

　いまは木曜日の夜。明日はいよいよ学祭初日である。持ちこまれる面めん倒どうの量はこれまでで一番多い一日だった。

　剛士は多た忙ぼうな一日を委員長席から一歩も離はなれずに過ごした。片かたづけるべき問題はそれほど多かった。

　誰だれもが剛士の仕事ぶりに感心し、誉ほめたたえた。彼は賞しよう賛さんの言葉に微び笑しようのようなものを浮かべて応じただけだった。

　注意深く観察していれば、彼が見かけ通りの気分でないことはすぐにわかるはずだった。顔色は青ざめ、額ひたいには常つねに汗あせが浮かんでいたからだ。手が震ふるえていることもあった。

　しかし誰もそのことを指し摘てきしなかった。全く気づかなかった。剛士を取り囲む人々はいつものように元気で、いつものように楽しげで、いつものように優やさしかった。これまでとなんの変わりもなかった。

　ただし、校内放送が学祭とはなんの関係もない連れん絡らくを伝えることは何度かあった。

『×年×組の〇〇〇〇君（さん）、お父さん（お兄さん・お母さん・お姉さん）が緊急予よ備び役えき動員の充じゆう員いん召しよう集しゆうをお受けになりました。おめでとうごさいます。ただちにお家へ連絡してください』

　誰もそれを気にしていなかった。

　剛士もいちいち反応はしなかった。

　全身全ぜん霊れいをかけて、無視していた。



　そして深夜近く。明日は本番とあって、各イベントの準備は突とつ貫かん工事に突入している。

　剛士はといえば、とりたててやることもなかった。面倒はあらかた片づけてしまったし、この時間では解決する方法もない。朝には学祭が始まってしまうのだ。

　原稿へ向かう気には相変わらずなれない。かといって昨夜のようにほのかと二人だけで過ごすのもまずい気がする。ヘンなところで勢いがついたら明日に影響するからである。

　だから、同じように学祭前夜のぽかっとした空白の時間をもてあましている連中と、眠ねむくなるまで時間を潰つぶすことにした。場所は委員会室。顔をそろえたのは、飯田、毒島、カクカクした字で闘とう争そう勝利と書かれたヘルメットを被かぶっている大おお磯いそ光みつ代よ、根津、でもってあとは女子が何人かと、それにもちろんほのかであった。毒島の彼女、光代の彼氏も顔を出すはずの予定だったが現あらわれなかった。確かめてみると、二人とも家族が召集を受けたため、見送りにいったらしい。

　机つくえには各々が持ち寄ったおにぎりだの御お菓か子しだのジュースだの柔じゆう道どう部ぶ秘ひ蔵ぞうの一本……じゃなくて五本ばかりなどが並ならべられていた（さすがに煙草たばこや妙みような薬はない）。まあ、ごくごく内輪の前夜祭という感じである。

「ほら、呑のめよ」

　飯田が一いつ升しよう瓶びんに似にていなくもない瓶から透とう明めいな液えき体たいをだばだばと注いだ。

「うん」

　剛士は素す直なおにフルーティな液体を口にする。すっきりした喉のどごしが心地ここちよい。高校生がこんな呑み方をしていると一時間もしないうちにゲロ吐はき大会へ突入しそうであるが、剛士や飯田に限ってその心配はない。飯田は柔道部じこみであるし、剛士はといえば中学生の頃から父親に付き合わされることが多かったからである。二人とも、表面張力の限界に挑ちよう戦せんするように注がれた透明な液体をまず口からお迎むかえし、いい具合に減へったところでクイッとコップを傾かたむけるというシブイ呑み方をしている。

「しっかし、ごーちゃん大活かつ躍やくだったよね」ジュースをちょこちょこと飲んでいた光代がいった。

「今年の学祭週間、去年よりずっと楽しかった」

「そんなことないよ」コップをカラにした剛士は口にサキイカを放りこんだ。「僕はなにもしてない。みんなが楽しくやってくれたおかげだ」

「いや、小野寺は凄すごかったよ」酒屋を営いとなむ家から三本ばかりおおむね紅こう茶ちやに近い色合いの液体が詰つまった瓶を持ってきた根津が小さなグラスに注いだその液体をきゅっと干ほしながら口を挟はさんだ。

「俺おれは去年も実行委員やってたけど、今年のほうが楽しかった。だいたい、イベント管理がこんなに楽だったことなんかないとおもうよ。コインシャワー揃そろえてくれたＯＢたちも感心してた」

「そうかな……」剛士は飯田が容よう赦しやなくお代わりを注いだコップへ顔を近づけた。納なつ得とくしていない表ひよう情じようである。

「うん、認みとめてもいい」カン高い声で毒島がいった。いまのいままでたまたま廊ろう下かをヒマそうに歩いていたというだけで引きずり込まれてしまった女子を相手にロケットがいかに素晴らしいものかを吹ふきまくっていたのだが、会話の流れは掴つかんでいるようだった。

「おかげでブースターの試験もできた。ビデオに撮とっておいたから、今度見せてやる」

「あれはほら、前田洋子ちゃんが」

「おまえの扱あつかいがいいからだろう」飯田がばん、と背せ中なかをはたいた。「あいつのことは小学生のころから知ってるが、かなりのタマだぞ。それがおまえの下へいる間に実に立りつ派ぱな実行委員になっていた」

「下へって……僕はほのかがやってくれっていうから引き受けて、詰まらないより楽しい方がいいから楽しい方を選んで……まあ、なにもかもうまくいったわけじゃないし」

「室井のこと？」剛士の傍かたわらでにこにこしながらクッキーをつまんでいたほのかがいった。「気にすることないわ、あんな奴やつ。剛士のことを妬ねたんでるだけよ」

「妬んでる？」剛士はほのかを見つめた。今夜の彼女はことのほかキレイに見える、とおもった。

「嫌きらわれたり誤ご解かいされたりしてるだろうとおもってたけど」

「妬みもするんじゃないの？」光代が笑った。「ごーちゃん、凄いんだから」

「凄いって……全然そんなことない」

「スポーツはダメだな、確かに」飯田が深々とうなずいた。「でも、文ぶん系けいに限かぎれば優ゆう等とう生せいだ」

「たいして勉強もしないくせにね」ほのかが楽しそうにつけくわえる。「ほんと、やになっちゃう」

「おまけに、妄もう想そう小説作家先生だしなぁ」根津がいった。

「なんで知ってんだ」剛士は飯田を睨にらんだ。彼が漏もらしたのかとおもったのだ。

「そういう話はな、隠かくせないんだよ」毒島が自分用の液体燃ねん料りようを注ぎながら告げた。「いつかはバレるもんだ」

「でも……」

「うるさい。俺は三巻かんまできちんと自分の小こ遣づかいで買ったぞ」

「俺も」と、飯田。

「俺もだ」これは根津。

「あたしはもちろんよ」と光代。

　剛士はまさかとほのかをみた。

　ほのかはちろっと舌したをだし、真っ赤な顔になった。

「ごめんなさい。あたし、一巻が出た時、嬉うれしくなって話しちゃった」

「知らなかったのは僕だけ？」

「だからごめんなさい」両手をあわせたほのかが頭をさげ、上うわ目め遣づかいで顔をのぞきこんだ。

　剛士の右手がデコピンの態たい勢せいをとりかけ……結局は人差し指でちょん、とつついた。

「あん」

　ほのかが大げさな声をあげる。

「で、これだからな」飯田が呆あきれたようにいう。「安藤レイナちゃんという天使がいなければ俺だって妬んでるところだ」

「それはいえる」不幸な女子の一人ともう仲良くなったらしい根津が尻馬にのった。

「ロケットより女の子が素晴らしくおもえる時もある」毒島がうなずく。

「つまりね、ごーちゃん。あなたは妬まれてもしょーがない立場なの」と、光代。「なにしろほのかだもんねー。幼おさな馴な染じみだもんねー。毎日うれしはずかしだもんねー」

　皆みなが一いつ斉せいに笑いだし、剛士は真っ赤になる。腕うでに柔やわらかいものが当たった。やはり赤くなったほのかが腕にしがみつき、それでも楽しそうに笑っていた。

　楽しい宴うたげは延えん々えんと続いた。いつのまにか人数が増えていた。来られないはずの毒島の彼女、光代の彼氏も一いつ緒しよに騒さわいでいる。詩織先生やテイラー先生までいるような気もするが、気のせいだろうとおもった。

「ね、剛士」ぴったりと身体からだを押しつけたほのかが囁ささやいた。

「なに？」

「原げん稿こう、進んでる？」

「ああ……」剛士は口ごもった。なんと語るべきか迷まよったあと、ひどくいい加か減げんに説明した。

「いろいろ考えることがあって。手が動かないわけじゃないんだけど」

「気に入らないの？」

「そういうわけでもない。考える必要があるというだけだよ。でも、締しめ切りもあるしなぁ」

「そう」

　校内電話が鳴った。ほのかは受話器をとった。一いつ瞬しゆん、剛士は目を疑うたがった。電話が鳴るまえにほのかの腕がのびたような気がしたのだ。

　もちろん、気のせいに違いない。

「剛士、あなたによ」ほのかが受話器をさしだした。

「僕ぼくに？」

「編へん集しゆう長ちようから」

「須賀沼さんが？」

　剛士は受話器を耳に当てた。

「こんばんは、小野寺です」

　返ってきた須賀沼の声は遠かった。

「ずいぶん楽しそうにやってるな」

「ええ、明日は学祭本番で……でも、良く学校にいるってわかりましたね」

「君がこのあいだ教えてくれたじゃないか」

　そうだったかな、剛士は戸と惑まどった。そんな気もする。アルコールと周囲の熱気とほのかの感かん触しよくでまともにものが考えられなかった。

「えと……で、ご用よう件けんは？　原稿の方は昨日今日はとまってますけど……あ、それにちょっと考えてることがあるので、またご相談したいことも……」

「そいつはいいがちょっと待ってくれ」

「なにか問題でも……」

「問題といえば問題だな。召集されたんだ」

「召集」

　一瞬で頭が冷えた。

「あの、それは……」

「いや、ともかく出頭の前に連絡しておきたくてね」須賀沼はいった。「面めん倒どうだが、御み国くにのお召しとあってはな……ま、これも運命だ」

　剛士は突然のように気づいた。須賀沼は驚いてはいない。わかっていた……召集を受けることが以前からわかっていたのだ。

「知っていたんですね」剛士はたずねた。「僕に会いにきてくれた時にはもう、わかっていたんだ」

「気づかれたか」苦く笑しようが聞こえた。「なんというかまあ……あれだよ、ぎりぎりまで、いつもどおりの生活をしていたかったというわけだ」

「あの、編集長、あの」

「少佐と呼よんでくれ。もう、そうなんだ」須賀沼の声にはやけくそのような明るさがあった。「ともかく、そういうことだからしばらく連絡は取れない。でも、君の方は心配ないよ。後のことはうちで一番仕事の出来る女性に任まかせたから……じゃあ、元気で」

「あの、あの……」

　剛士は言葉を探さがし、愚ぐにもつかないことを口にした。

「次にお会いするまでの間に、僕もウォトカを呑のめるように練習しておきます」

「……どうせならシングル・モルトにしてくれ。それじゃあ、さよなら」

　電話は切れた。受話器を握にぎりしめたまま剛士はおもった。

　どうして人間は、嘘うそを吐つくとき明るい声になってしまうのだろう。

「剛士？」ほのかが見つめていた。

　周囲では楽しげな宴えん会かいが続いている。

「ちょっとトイレにいってくる」

「ついてってあげようか」

「大丈夫。そこまでいってないから」

　トイレにいったのは本当だった。無理矢理小さい方を済すませたあと、流し場へもたれかかった。

　頭をはっきりさせるために、蛇じや口ぐちをひねり、顔をあらった。熱が去るようにと、何度もしつこくばしゃばしゃとやる。

　ポケットを探った。ハンカチがあった。

　顔を拭ふこうとした時、ハンカチから発せられる微かすかな芳ほう香こうに気づいた。

「あ……」

　酔よいが完全に消え去った。剛士はハンカチを見つめ、それをたたみ直してポケットへ戻した。

　積み上げてある予よ備びのトイレットペーパーを手に取り、いい加か減げんに顔を拭いた。

（どうしてだ）

　とおもった。

　僕は、すっかり忘わすれていた。

　忘れていたのだ。

　忘れ去って楽しんでいた。

　当然のように楽しんでいた。

　ニュースが教えたもの。

　世界が突き進んでいる道。

　戦争。

　あすら先生。

　今日一日で、何人の生徒たちの親兄弟が召集されただろう。

　そしていま、須賀沼編集長も召集を受けた。

　なにもかもが急速に変わっている。

　いや、失われているのだ。

　失われてゆく。なにもかもが失われてゆく。あって当然とおもわれたものが手からすり抜けてゆく。昨日と同じ今日。心やすらかな日にち常じよう。与あたえられて当然の幸福。なにもかもが壊こわれてゆく。何の手も打てないまま崩くずれ去ってゆく。

　僕はその事実を忘れ去っていた。

　なぜだ。

　どうしてだ？

　途と中ちゆうまでは考えていたはずだ。少なくとも、昼の間は。校内放送で告げられる親族召集の報しらせを耳にするたび、身体からだが硬かたくなったことを覚えている。

　いつ忘れたのか。呑んでいたためなのか。

　それとも、他になにか理由があるのか。

　どれほど考えてもわからなかった。諦あきらめて廊ろう下かにでた。

　おもわず息をのんだ。

　ほのかが闇やみから浮うき上がるように立っていた。

　目をしばたく。彼女を包んでいた不思議な、燐りん光こうのような光は消えていた。

「大丈夫、剛士？　長いから、ちょっと心配になって……」

　駆かけ寄よったほのかが腕うでに抱だきつく。

　剛士の意い識しきはたちまちのうちに温かいものへと満たされてゆく。しかし、まだどこかに冷えた部分があった。

「いや……うん、大丈夫」

「顔色良くないよ？　もう休んだ方がいいんじゃない？　明日は早いんだし。忘れてないでしょうね？　実行委員長って、開かい催さい宣せん言げんをしなければならないのよ？」

「そうだった」

　剛士はうなずいた。あちこちから、どんちゃん騒さわぎをしている連中の歌声や叫び声が響いていた。

　ほのかがさらに強く身体を押しつけてきた。

「やっぱりつらいんじゃないの？」

「いや……なんというかさ」剛士はいった。彼女へもたれかかるような姿し勢せいになっていた。「みんな、色々あるというのに元気だな……とおもって」

「どういうこと？」

「戦争が始まりかけている。東アメリカがらみだから、反応兵器が使用されるだろう。大人たちはどんどん召集を受けている。あすら先生は日本の戦せん略りやく防ぼう衛えい網もうが最高度の警けい戒かい態たい勢せいにあるといってた。つまり、そうする必要があるということだ。僕は本で読んだことがある。戦略防衛網は完かん璧ぺきじゃない。迎げい撃げき率りつはすべてうまくいった場合でも98パーセントだ。もちろん、現げん実じつにはすべてがうまくゆくことなどありえない。世の中はそこまで都合が良くない」

「確率の話でしょう？　つまり、誰だれにも断だん言げんできないということよ」ほのかは剛士の頭を自分の頬ほおで撫なでた。

「それに……戦争になるとは限かぎらないわ。ナチス・ドイツとの最後の戦争だって、全面反応兵器使用にまではいかなかったって、習ったじゃない」

「最後の戦争」

　剛士の中でなにかがきらめいた。ぐるぐると蛇へびがのたくっているようなうっとうしさのまま、彼はおもいうかんだ言葉を口にした。

「……ナチス・ドイツは……一九四五年の五月に首都ベルリンがソ連軍に占せん領りようされて……いや、あれ？」

　ほのかは弾はじけたように笑いだした。

「やっぱり酔よってる！　それはあなたが最初の頃書こうとしてた小説の設せつ定ていでしょう？　本当の歴史とは逆ぎやくに、日本とドイツが戦争に負ける話。『レッドサン・ホワイトスター』だったよね？　ほんとによく考えるわね、そんなこと」

「でも日本は８月15日に……でも、一九四八年にはドイツとの戦争が始まって……あれ、うーん」

「呑み過ぎね、完全に」

「違ちがう。違うよ。ともかくさ……戦争が始まろうとしているのに、みんなどうしてこんなに楽しそうなんだ？」

「じゃ、やらない方がいいというわけ？　それが剛士の望み？」

「いや、そうじゃない。こんな時だからこそやるべきだともおもうし……やっぱり間違ってるとも考えられるし」

「ほらほら、もういいの。今日は寝ねようよ。あとはなにもかも明日。ね？」ほのかは唇くちびるを耳に押しつけて囁ささやいた。「保ほ健けん室しつのベッド、確かく保ほしてあるから」

　その夜もなにがあったというわけではなかった。剛士はベッドに横たわるや、たちまち熟じゆく睡すいしてしまったのだった。



　そして、金曜日の朝がやってきた。



　結けつ構こう呑んだにも拘かかわらず、体調は完璧である。

　剛士は放送室のスタジオに入っていた。学祭実行委員長として開催を宣言するためである。時間は午前八時二八分。学祭は30分きっかりにスタート。間もなくである。

　さすがに緊きん張ちようしてきた。

　マイクの前に座すわった剛士は大きく息を吸すった。ガラスで仕切られた制せい御ぎよ室しつからほのかが手を振ふっていた。

　放送委員長の春田が時計を示しめした。八時三〇分一五秒前。ぽーん、とチャイムがなり、女子放送部員磯崎真理恵が原稿を読み上げる。

「全校のみなさん、まもなく本年度天抜高校学校祭の開催です。実行委員長小野寺剛士君が開催を宣言します」

　秒針が時を刻きざむ。あと三秒、二秒……剛士はうんっ、と腹はらに力をこめた。

　ゼロ。

　剛士は言葉を押し出した。

「皆みなさん、これより」

　スピーカーから自分の声が響ひびきわたる。

　剛士は自分を励はげました。

　さあ、いってしまえ。一息に。いいきってしまえば──夢ゆめの時間が始まる。誰もが幸福で、誰もが満たされた時。

　決して変わることのない素す晴ばらしい毎日が……

　舌したが凍こおり付いた。決して変化のない日常。毎日が楽しく、素晴らしく、誰もが幸せな日常。約束された昨日と、そして今日と同じ明日。

（おかしい）

　剛士はおもった。

（なにか、おかしい）

　理由はわからない。わからないが納なつ得とくがいかなかった。なにも変わらないなんておかしい気がした。いつでも幸せだなんて奇き妙みようでしかたがなかった。変わらないということは時を過ごしていないのと同じ。どんな時でも幸せだなんてなにも見ていないのと同じ。

　生きているとは、いえない。

　だいたい、この世界ではいまにも全面戦争が始まろうとしているのではなかったか。

　ガラス窓まどの向こうで春田が手を巻まいている。ほのかが張りつめた表情で見つめていた。

　剛士は凍り付き続けた。そして、おもい続けた。

（おかしい、なにかが……いや、なにもかもが）



　右頬ほおが痒かゆくてしかたがなかった。



「小野寺君のマイクの調子が悪いようですので代理としてわたしが宣言します」ガラス窓の向こうから指し示じを受けた磯崎真理恵が話し始めた。

「それではこれより、本年度天抜高校学校祭を──」

　彼女はいいおえられなかった。いや、話し続けていたのだが、マイクの回路が自動的に切り替えられていた。放送委員でも、職しよく員いん室しつでもない。すべての公共機関に備えられている国家緊急事じ態たい用ようの非ひ常じよう回線が作動したのだった。

　聞き覚えある声。本来ならば校内放送で流れるはずのない声──ＮＨＫのアナウンサーの声が告げた。

『これは放送事じ故こではありません。放送事故ではありません！　この放送を聞いている国民の皆みなさんは注意してください。緊急事態、緊急事態であります。本日午前八時三〇分、東西アメリカで全面武ぶ力りよく衝しよう突とつが発生しました。この事態に鑑かんがみ、政府は陸・海・航空・宇宙全軍を戦時態勢に置くと同時に、全国民に対し、国家緊急事態令を発令いたしました。なお、佐藤首相はさきほど開催された御前会議の席上、太平洋条約に基もとづく東アメリカへの宣せん戦せん布ふ告こく案あんを上じよう奏そう、陛へい下かにおかれましては避ひ戦せん努力の継続と戦せん禍かの局きよく限げんを強く求められたもののやむなくこれを御ご裁さい可かあらせられ……』



　はじまったのだ。戦争が。

　その直後、緊急放送は、キューバのグアンタナモに置かれた日本の根こん拠きよ地ちに猛もう攻こう撃げきがくわえられているという第一報ぽうをもたらした。



　　　　８



　数時間後、学校は人気のない場所へと変わり果てていた。

　奇妙な、あまりにも奇妙な光景である。

　いままさに祭りが始まろうとしたそのとき、すべてが変化してしまったのだ。

　緊急放送の直後、校長が放送室へ駆け込んできた。青ざめた顔で剛士を押おしのけ、マイクの前に立ち、学祭は中止する。全校生徒職員はただちに下校するように、帝国の勝利を祈いのる、と早口言葉の大会に出場しているかのような調子でいい終え、さあ、君たちも早く帰りなさいと剛士たちに命じた。

　剛士は目にした。変わるはずのない日常が一いつ瞬しゆんにして消きえ失うせる様子を目にした。

　生徒たちはその場になにもかも放り出し、駐輪場や校門へと駆けだした。

　教師たちも似にたようなものだった。普ふ段だんのように、教室へ全員が顔をそろえているのであれば教え子たちを帰宅路にあわせてグループ分けし、集しゆう団だん下校させるという手は打てたかもしれない。しかし今日は学祭の初日であり、校内は普段とは別の理り屈くつで動いていた。それでも詩織先生は帰る方向が同じ生徒を自分の車へ乗せられるだけ乗せたし、テイラー先生はパニックに陥おちいって泣きわめいていた女子生徒たちを落ち着かせ、彼女たちを引いん率そつして学校を離はなれた。

　しかしそれは混こん乱らんの中のもっとも良い部分でしかなかった。大部分の生徒は我われ先さきに学校を離れたし、教きよう師したちもそれは同じだった。中には生徒の自転車を奪うばって逃にげだしたものもいた。死者がでなかったのが不思議なぐらいの大混乱だった。

　そうでありながら特に注目も浴びなかった理由……警けい察さつが飛んでこなかった理由は明らかだった。天抜じゅうが同じ状態で、警察機き能のうが麻ま痺ひしていたからである。

　天抜郊こう外がいには陸軍の駐ちゆう屯とん地ちがある。人々はそこが反応兵器攻撃の目標になる可能性を思い浮かべ、われさきに街を逃れたのだった。家へと逃げ帰った生徒や教師たちも、荷物をまとめるなり、同じ行動をとっているはずだった。

　ただし、全員ではなかった。



　小野寺剛士は実行委員会室でぽつねんと座すわり込こんでいた。

　あまりの異常事態と、そのあとで生じた素す晴ばらしい日常の見事な壊れっぷりに放心している──それもある。

　同時に、

（逃げてもしかたないのに）

　とおもってもいた。

　剛士は軍事教練の時間や暇ひまな時に目を通したマニア本から、東アメリカとその友好国が日本へ全面反応兵器戦争をしかけた場合、どんな兵器が用いられるかという知ち識しきを得ていた。



　日本は宇宙軍、統とう合ごう航空軍による衛えい星せい軌き道どうから大たい気き圏けん内ないにいたる戦せん略りやく防ぼう衛えい網もうで守られている。衛星軌道上の早期警戒衛星、戦せん闘とう宇う宙ちゆう艦かん、レーザー迎げい撃げき衛星、地上配備の水平線超越ＯＴＨレーダー、弾だん道どう弾だん迎撃ミサイル、大型輸送機を改かい造ぞうしたレーザー迎撃機等々で形作られた強力な防衛ネットワークである。

　そして、だからこそまずいのだという。防衛網が強力なぶん、攻撃成功の確率は低下する。よって、一撃あたりの破は壊かい力りよくを増ぞう大だいさせているはずだというのだった。

　要するに、日本を狙ねらう大洋間弾道弾は最低でも１弾頭あたり１メガトンの爆ばく発はつ威い力りよくを有しているはずであり、それが少なくとも50発は襲おそいかかってくるだろうという。日本に向けられるのはそれだけではない。潜せん水すい艦かんから発はつ射しやされる弾道弾、巡航ミサイルも数百発が日本を狙っている。こちらの爆発威力は５キロトンから50キロトン程てい度どだが、ともかく数が多い。

　そして軍は、戦略防衛網が完かん璧ぺきでないことを認めていた。最悪の場合ＩＯＢＭ２発、その他のミサイル10発が日本本土へ到とう達たつするだろうと公表していた。

　それがなにを意味するかといえば……なにをしても無む駄だ、ということであった。なにしろ１メガトン弾頭４発で本土の全ぜん域いきが焼け野原になってしまうような狭せまい国である。日本が東西アメリカや一時期のドイツのように国民避ひ難なん用ようシェルター建けん設せつにさっぱり金を使わなかったのはそのためだった。戦略防衛網はもしかしたら全部のミサイルを迎撃できるかもしれないが、シェルターに百万人を逃げ込ませたところで、そこで永えい遠えんに生きられるわけではないからである。表面がガラス化したような国土にわずかな人口を生き残らせるよりは、全員が生き残れるかもしれないもの……戦略防衛網にすべての金を使ったほうがマシだという判はん断だんだった。

　いまのところ、その投とう資しの見返りが最悪ＩＯＢＭ２発が突破、という現実だった。

　軍の公表しているとおり２発が落ちるとなればその目標は東京、大阪である確かく率りつが高い。



　剛士が他の連中のように逃げ出さなかったのは、天抜はそのいずれかで爆発した場合の直ちよく接せつ被ひ害がい半はん径けいからも離はなれていると知っていたからだった。もちろん郊こう外がいの駐ちゆう屯とん地ちは巡航ミサイルなどで狙われる可能性が高いが、仮かりに巡航ミサイルだとした場合、弾頭は５キロトン級のはずである。天抜市街を挟はさんで駐屯地の正反対にある天抜高のあたりに直接の被害はない。潜水艦発射弾道弾の場合は……使えるもっとも早い移い動どう手しゆ段だんが自転車という高校生が生き残れるはずもない。弾頭の爆発威力は50キロトンはあるはずだからだ。

　だから彼は学校に残った。家族がいないため、家に帰ってもしかたがないというのも大きな理由である。父たちは心配しているだろうが、いまやありとあらゆる道路は避ひ難なんしようとする人々の車で大渋じゆう滞たいをひきおこしているだろうから、天抜へ戻もどってこられるとはおもえない。

　それに、学校はそれなりに便利な場所だった。大だい規き模ぼ災さい害がい時じ用ようの緊急発電機が据すえられていたからである。東アメリカの攻撃で発電施設が潰かい滅めつしたあとでも電気が使える。おまけに学祭のおかげで、学内には大量に食糧が持ち込まれており、家庭科室には冷れい蔵ぞう庫こもある。その気になれば地下倉庫の吸きゆう気き口こうに間に合わせのフィルターを詰つめこんで放射性降下物を防ふせぎ、ネズミのように生き延のびられる可能性もある。

　と、頭ではわかっていた。

　しかし身体からだは動かない。恐きよう怖ふで痺しびれていた。本物の恐怖だけが持つ圧あつ倒とう的てきな力に押おしつぶされそうになっている。

　ラジオが淡たん々たんと戦せん況きようを伝えていた。

『……であります。なお、我わが軍を主力とする太平洋条じよう約やく機き構こう軍ぐんは東アメリカ各地に電磁パルス弾ＥＭＰによる電子制せい圧あつ攻撃を敢かん行こう、東アメリカ主要指し揮き統とう制せい網もうの大半を麻ま痺ひ状じよう態たいに陥おとしいれましたが、対ＥＭＰ処しよ置ちを講こうじた指揮通信施し設せつが東アメリカ各地になおも残存しており……』

　開け放しのドアに人ひと影かげがあらわれた。ほのかだった。彼女も学校に残ったのだ。剛士と同様、家に誰だれもいないからだった。

「やっぱり、みんな逃げちゃったみたい」

　ふう、と息をついて腰を下ろした彼女は剛士へジュースの缶かんを差し出した。

「模も擬ぎ店てんから勝手に持ってきちゃった」

　二人は黙だまったままジュースを飲んだ。

　ラジオは新たなニュースを伝えていた。

『ここまでで判はん明めいしている被爆都市をお知らせします。まず西アメリカ。ロサンゼルス、サンフランシスコ、サンディエゴは１メガトン級融ゆう合ごう弾だんの攻撃を受け全市が消しよう滅めつ。その他主要都市も20キロトン級反応弾複数ならびに生物化学兵器によって甚じん大だいな損そん害がいを受けており死者数は一億人を突とつ破ぱしたものとみられております。東アメリカはニューヨーク以下人口10万以上の都市すべてが融合弾並ならびに反応弾の攻撃により消滅……ヨーロッパにおいてはロシア並びに中東各国の攻撃によってベルリン、ワルシャワ、パリ、ローマをはじめとする各国首都並びに主要都市は蒸じよう発はつ。また、ドイツ軍を主力とする大欧おう州しゆう統合条約機構の反撃により、モスクワ、キエフ、サンクト・ペテルスブルク、ロストフ、ツァリツィン……』

「ひどいことになってるね」ほのかがつぶやいた。「ねえ、わたしたち、どうなるとおもう？」

　剛士は自分の知識から導みちびいた可能性を口にした。天抜に落ちるのがせめて５キロトン級で、学校の地下に必要な物資と器材を運び込んでおけば……とりあえずは助かるかもしれないと伝えた。

　ほのかは即座に立ち上がった。

「地下室を確かめてくる」

　彼女は10分ほどで戻ってきた。息を切らしている。

「ねえ、大丈夫かもしれない」

　ほのかは手にしていたファイルを差し出した。剛士はぱらぱらとめくった。

　地下発電室・備品貯蔵庫の概がい要ようがそこには書かれていた。気の抜けた様子で読み始めた剛士だったが、だんだん、めくるスピードが早くなっていった。

　地下発電室と備品貯蔵庫は多重防ぼう塵じんフィルタを備そなえた吸気設備が備えられていた。湿しつ気けや空気のよどみをさけるため、内部にはわずかに高い圧力がかけられる構こう造ぞうにもなっていた。予備の冷蔵庫も置かれている。災さい害がい時じ用ようの非常食糧と飲料水まで蓄たくわえられていた。

「事実上の地下シェルターじゃないか」

　剛士はあきれたようにつぶやいた。

「なぜ誰も、ここに逃げ込もうとしなかったんだ？」

「あわてていたのよ、きっと」ほのかはラジオを指さした。

　ラジオは緊きん迫ぱくした情況を伝えていた。

『現在、宇宙軍並びに統合航空軍が全力をあげて迎撃に当たっております。お待ちください……新しいニュースが入りました。東アメリカ並びに中国奥おく地ちより発射された50基きのＩＯＢＭのうち49基は破は壊かいされましたが、残る１基は我わが地球低軌道防衛網を突破、少なくとも４発の弾頭を本土に向けて放出した模も様ようです。積せき載さい重量の限界からうち３発はダミーとおもわれます……続報がはいりました。弾頭のうち２基は宇宙軍の低軌道レーザー戦闘衛星が破壊。さらに１基は航空軍の弾道弾迎撃ミサイルが破壊しましたが、残る１基は』

　ぶつり、と放送が途と絶だえた。

　剛士は瞼まぶたを閉とじた。情景がおもい浮うかんだ。はるかな空から突っこんでくる灼しやく熱ねつした物体。それは空中で強きよう烈れつな閃せん光こうへと変わる。

　次の瞬しゆん間かん、ひとつの都市とそこに生きる人々が蒸発する。

「どうしたのかしら」ほのかが不安げにつぶやいた。

「帝都が……東京が消えたんだ」剛士はこたえ、ラジオを消した。「もう少ししたら……爆発音が聞こえるかもしれない」

　剛士はそのまま頭を抱かかえ込んだ。

「どうしたの？」

「おしまいだよ。なにもかも」

「そんな……だって、わたしたちは平気じゃない」

「いまは平気でも、この先はだめだよ。たとえシェルターで一時的に生き延のびてもね。本で読んだことがあるんだ」剛士は教えた。「反応兵器の爆発で、空中には大量にチリが巻まき上げられている。それが日光を遮さえぎって……地球は寒冷化してしまう。氷ひよう河が期きよりまだひどくなる。爆発の数が少なければ火山の噴ふん火かと同じぐらいの影えい響きようで済すむかもしれないけれど……世界中でどんどん爆弾が爆発している。だめだ。だめだよ」

「本当に？」ほのかが問いかけた。「本当にダメなの？」

「ダメだよ」

「日本は無む傷きずでも？」

「無傷？」剛士は彼女の質しつ問もんの意味をはかりかねたが、少し考えてからこたえた。「無傷だったら……放ほう射しや性せい降こう下か物ぶつの影響がそれほどひどくなければ、なんとかなるかもしれない。少なくとも日本はね。軍の戦力と工業設備が維い持じできていたら……世界中から資し源げんを奪うばって……宇宙軍が衛星軌道の発電施設を維持して……日本人だけは生き残れるようにできるかもしれない」

「ふーん」

　ほのかはうなずき、しばらくうつむいていた。それから突然顔をあげていった。

「ねえ、剛士、ラジオつけてみて」

「東京のははいらないよ。やられたんだから……どうせ混こん乱らんしてるだけだろうから地方局を聴きいてもしかたがないし……」

「つけてみて、お願い」

　すがるような、それでいて強いるようでもある彼女の声に従したがい、剛士はスイッチを入れた。

　あのアナウンサーの声が聞こえた。

『……奇き跡せきです！　奇跡がおこりました！　帝都を直撃するものとおもわれた最後の弾頭は、宇宙軍による決死の迎撃によって破壊されました！　なお、先ほどの放送中断は当方の設備に生じた不調によるものです。なお、先ほどの攻撃によって使用可能な反応兵器のすべてを消しよう耗もうした東アメリカは太平洋条約機構各国との停戦に合意……双そう方ほうで、全軍に戦闘中止命令が発せられました。他の地域でも続々と停戦が合意されつつあり……』

　剛士はあんぐりと口を開けた。

　終わってしまった。

　最終戦争アルマゲドンは、終わってしまったのだ。

　日本に……そして、剛士の肉体にかすり傷ひとつつけることなく終わってしまった。

「大丈夫だったじゃない」ほのかがいった。「ねえ、これで大丈夫なんでしょう？　これでわたしたち、昨日までと変わらない毎日をすごせるんでしょう？」

「いや……あ……」剛士は戸と惑まどった。人類の滅めつ亡ぼうを実感した直後の急変で、考えをまとめることができなかった。

「ね、そうなんでしょう？　剛士、ね？」

「うん……でも……」

「なに？」

「元に戻もどらないものもあるよ」剛士はいった。「この学校にも、軍人だったお父さんや兄弟を失った連中がいっぱいいるはずだ。飯田だって彼女がいるグアンタナモは集中攻こう撃げきを浴びているから……それに、あすら先生や須賀沼編へん集しゆう長ちようだって生きているかどうか……」

「そう」

　ガラリ、と扉とびらが開き、飯田がかけこんできた。

「小野寺ぁ！」

「どうした」剛士は呆あつ気けにとられて飯田をみつめた。「おまえ、家に帰ったんじゃ……」

「なにいってんだ。ずっと学校にいたよ」飯田は剛士の胸むなぐらをつかみ、持ち上げた。「それよりもアレだ！　レイナちゃんが、レイナちゃんが」

「ああ、それは」剛士は顔を曇くもらせた。

　が、飯田が口にしたのは意外な言葉だった。

「無事だった。さっき、グアンタナモからうちに電話があった！　敵てきのミサイルは全部阻そ止しされて、被ひ害がいはなかったんだ！　会える！　これでまた彼女に会える！」

「あ……ああ……良かったな。良かったな」剛士の声はどこかうつろだった。

「おお、おおともさ！　良かった……良かった……」剛士を降おろした飯田はその場に座すわり込み、男泣きに泣きはじめた。

「良かったじゃない」ほのかが剛士に微笑ほほえんだ。「ね？」

「う、うん」剛士は座り込んだ。確たしかにそのとおりだが、釈しやく然ぜんとしないおもいがあった。

「どうしたの？　他の人たちも心配なの？」

「いや……ああ、それはまあ」

　そして剛士は見た。

　ほのかが机に手を伸ばした後で電話が鳴った。

　昨夜と同じだった。

　彼女は受話器をとりあげた。はい、はい、と受け答えしたあとで、つーんとした態たい度どで剛士に受話器を差し出した。

「あなたによ、剛士」

「もしもし、小野寺……」

「やあ、小野寺君」

「あすら先生？」剛士は息を呑のんだ。「いったい……」

「仕事が終わったのでね」あすらの声が応おうじた。「もうすぐ帰国する輸ゆ送そう機きに乗りこむ。半日で日本につくだろう。学祭には間に合うかな？」

「あ……えと、中止なんですけど、僕ぼくは学校にいます。あの、先生……」

　剛士は別れの際わきに彼女が口にした言葉の意味をたずねようとした。

　しかしあすらはその暇ひまを与あたえてはくれなかった。

「良かった。それでは」

　電話は切れた。

　受話器をおいてほどなくして、再ふたたび電話がなった。

　剛士はそれが誰からの電話か、予想できる気がした。

　彼の予想は外れなかった。須賀沼からの電話だった。彼は剛士に伝えた。やあ、あと二時間ほどで少佐から編集長へ戻るものでね。これから一週間ほど忙いそがしいが、そのあとで、また天抜に行くよ。原げん稿こう、進めておいてくれよ。

　剛士はぐったりと椅い子すに座りこんだ。

　戦争は終わった。

　周囲にいる人々は誰も傷きずつかなかった。

　世界は破は壊かいされた。

　しかし日本は無事だ。

　右みぎ頬ほおが痒かゆい。

「おかしいよ」

　剛士はつぶやいた。

「やっぱり、おかしい」

「なにが？」ほのかがたずねた。

「なにがって……」剛士は両手を胸むねの前で握にぎり合わせながら応こたえた。「よくわからないけれど、なにもかもだ」

「だから」そうたずねるほのかの声には冷たく重いものが付け加わっていた。「なにがおかしいのか教えてくれない？」

　剛士はまじまじと彼女を見つめた。

　そこにいるのはほのかだ。

　自分がこの世で一番愛いとおしくおもっている少女だ。

　手を出す奴やつは絶ぜつ対たいに殺すと誓ちかった唯ゆい一いつ無む二にの存そん在ざいだ。

　ボタンを探さがしてくれと泣いていたあの女の子だ。

　だから僕は、彼女の前ではいつでも率そつ直ちよくでいなければならないのだ。

「なにもかもだよ」剛士はこたえた。「なにもかも、都合が良すぎる」

　それ以上は言葉にならなかった。しかし頭の中ではどんどんと言葉が紡つむがれていた。

　最終戦争があっさり終わって、日本はおろか、自分の周囲にいた人々は誰だれ一人傷ついていない。それに……それに……僕はどうしてこんなにも幸せなんだ？　なぜ、なにもかもがこんなにも僕にとって都合良くころがるのだ。まるで、世界が僕ひとりのために整えられたみたいじゃないか。

「それだけ？」

「いや……その……」

「ねえ、いってみて。お願い」

　神社の境内けいだいを剛士はおもいだしていた。あそこにうずくまっていた自分。あらわれたほのか。交かわされた誓ちかい。

　剛士は彼女に小さな声で告げた。

「電話が鳴る前に手を伸のばすのはどう考えてもおかしいよ、ほのか」

「そう」



    

  
    
      　ほのかは微び苦く笑しようを浮うかべてうなずいた。そして、いった。

「じゃ、チャラにしましょう」

　喜びのニュースを伝えていたアナウンサーの声が急変した。

『信じられません……裏うら切ぎりです！　卑ひ劣れつな裏切りです！　さきほど世界各国が我わが国に対し一いつ斉せいにミサイルを発射しました！　その数は５００基きを超こえており、すべてを迎げい撃げきできる可か能のう性せいはありません！　首相は我が国が保ほ有ゆうする反応兵器すべてを用いて報ほう復ふく攻こう撃げきをおこなうよう命令を発しました。これにより、日本民族は死に絶たえるでしょうが、全人類もまた同じ運命にみまわれるでしょう。みなさん、さようなら、さようなら、さような……』

　ほのかが安心させるようにうなずいた。

　すべてが白熱する閃せん光こうに包まれた。



    

  
    
      
        ３　あたらしい、朝が来た。



      

    

  
    
      

　　　　１



　魔ま王おう軍ぐんは、夜戦を決意した。

　この時、本ほん営えい直ちよつ轄かつ兵力として即そく座ざに動けたのは約五〇〇〇名。ヴィル・グラッサー男だん爵しやく率ひきいるマリウクス城じよう塞さいからの逆ぎやく襲しゆう部隊よりも小こ勢ぜいである。

　しかし、怖おそれる必要はなかった。夜が迫せまりつつあったからだ。

　毎日が生きるための戦いであった時代は昔語りになったとはいえ、魔族は魔族。彼らの血はいまだに闇やみに生きた日々を忘わすれていなかった。松明たいまつや龕がん灯どうはいうにおよばず、魔ま導どう士したちのブライトボールが光をもたらしたとしても、優ゆう位いはゆるがない。炎ほのおや精せい霊れい光こう、そして他のすべての技ぎ術じゆつをもってしても、闇を完全に追い払はらうことなどできないからである。

　この夜戦の総そう指し揮きを執とったのは、いうまでもない、さきごろ魔王軍参さん謀ぼう総そう長ちように就ついたばかりのアーシュラ・ガス・アルカード・ドラクールであった。

「状じよう況きようは遭そう遇ぐう戦ではない」

　参集した各部隊の指し揮き官かんたちを前に、彼女は明言した。もともと人目を惹ひくほどの美しさを備そなえた人物であるが、この時の彼女はまさに凄せい絶ぜつと言い得うるほどになっている。闇のもとで燃もえ立つ吸きゆう血けつ族ぞくの血、そして誰にも決して語るつもりのない個こ人じん的な決意が、紅くれないの瞳ひとみをらんらんと輝かがやかせていた。

「マリウクスからの逆襲部隊は、明みよう払ふつ暁ぎよう、撤てつ退たいにうつった我わが軍ぐんを伏ふく撃げき、これに痛つう打だを与あたえんと構こう想そうしているものと察せられる。むろん、我われ々われはその手に乗らない」

　アーシュラは牙きばを剥むきだした。

「我らは闇の子、闇こそは我らがふるさと。ならばその闇を友としてなにが悪かろう。これは人族将しよう兵へい諸しよ君くんも同じである。諸君等が我らと故こ郷きようを同じくし、共に手を携たずさえる限かぎり、すべての魔族は人族将兵にとってもっとも心強い友として振ふる舞まうだろう」

「参謀総長閣かつ下かに申しあげる」

　静かな声で応おうじたのはその場に在あった人族指揮官の一人……第１人族義ぎ勇ゆう猟りよう兵へい連隊長、バシール・ザボフスク大たい佐さであった。大だい兵ひよう肥ひ満まん、穏おだやかな顔立ちとのんびりと響ひびく声の持ち主だが、魔王軍有数の戦術家としてつとに名前を知られてもいた。両親はいずれもランバルトからの亡ぼう命めい者しやで、魔王領りようの庇ひ護ごを受けてはじめて心と生活の安定を得た。ザボフスク自身は青年時代から軍で過すごし、人の身でありながら幾いくつもの魔族部隊を率い、無数の武ぶ功こうを掲かかげている。

「申されよ、大佐」アーシュラはちらりと微笑ほほえみ、うなずいた。

「特別扱あつかいは御ご無む用ように願う」ザボフスクは言い切った。「我わが連隊、いや、すべての人族将兵はただ魔王領を故郷として愛する者ばかりである。勇気に不足はなく、たとえ姿すがた形かたちこそ違ちがえ、魔族同どう胞ほうの心根に一いつ片ぺんの疑ぎ念ねんもない。いや、かなうことならば全軍の尖せん兵ぺいをつかまつり、暴ぼう虐ぎやくを欲ほしいままにするランバルト軍へ魔王軍の恐おそろしさを見せつけてやりたい」

　賛さん嘆たんの呻うめきが漏もれた。トロルが、ヴァンパイアが、ウィングドラゴンが、祖そ国こくへの忠ちゆう誠せいと勇気を露あらわにしたザボフスクへ好意と敬けい意いの入り混まじった視し線せんを向け、あるいは彼の肩かたを叩たたく。

　アーシュラは勝利を確かく信しんした。いや、軍の士気を高めようと、あえてザボフスクを刺し激げきしたのだった。有ゆう能のうな人族の大佐は彼女の真意を見み誤あやまることなく、即座に応こたえた。

「ならば征ゆこう、友よ」アーシュラは静かに言った。「我らは勝利せねばならぬ。ただ勝利だけが我らの正義とそそう蒼そう装そう曹そう艘そうそうす奏そうすそそ



『剛ごう士し？』



……



『剛士』



…………



『ごーしってば』



………………



『こらー、おきなさーい』



……………………



『…………』



　ぶに。

「ういっ、へっ」

　ぷっくりとした頬ほおをおもいっきりつままれた小お野の寺でら剛士はヨダレを垂たらしながら目覚めの第一声をあげた。

　ほっそりした指がふにふにと左右に肉をねじり、澄すんだ声が響ひびいた。

「ったくもう、毎朝毎朝おんなじこと言われないとわかんないの？　眠ねむくなったらベッドに入って寝ねてって言ったでしょ！　これから寒くなるんだから、風か邪ぜひいても知らないわよ！」

「いひなりふままなくへも……」剛士は涙なみだ目で声の主を見上げた。

　呆あきれたような、それでいて心配そうに見下ろしているのは天あま抜ぬけ高校夏期女子制せい服ふくを身につけた少女──いや、すでに女じよ性せいとしての魅み力りよくをたっぷりと備そなえている美少女だった。

　朧おぼろ野のほのか。剛士よりひとつ年上の18歳さい。

「あのさ、姉さん」

　どうにか指を外した剛士は涙を浮うかべながら彼女に訴うつたえた。

「どんだけ言っても剛士が言うこと聞かないからでしょ！　お父さんだっていい加か減げん呆あきれてるんだからね！」

　そうなのである。ほのかは剛士の義ぎ理りの姉なのだ。父は剛士を、母はほのかを得たすぐ後に、愛する相手を失った。そしてお互たがいに出会った。剛士とほのかは赤ん坊ぼうの頃ころから共に育ってきた。ほのかが小野寺を名乗っていないのは、父が朧野という名を残すべきだと母に主しゆ張ちようしたためである。いまでも彼女はそのことを感かん謝しやし続けている。その時、お父さんのことを本当に好きになったのよという。それに剛士もほのかも仲がいいし。

　とはいえ、その実じつ態たいの方はまぁ……毎朝こんな感じである。

　ほのかはなんかおどろおどろしい文章が途と中ちゆうまで書かれたワープロソフトの画面へちらりと視線をはしらせ、ふんっ、とうめいた。

「このアーシュラっての、ずいぶん美人に書いてるじゃない。ちょっと妄もう想そうきつすぎない？　美人で参さん謀ぼう総そう長ちようで吸きゆう血けつ鬼きで……なんて、そんな都合のいい女が実じつ在ざいすると思ってんの？　これだから同人野や郎ろうってのは」

「いいじゃないか、別に」ぶぅっと膨ふくれながら剛士は言った。「それは小説のキャラだから……現げん実じつなんて持ち出されても困こまるんだけど……」

「ほぉーう？」

　少女は思いっきり疑うたがわしげに自分より頭ひとつほど小さい剛士を見下ろし、ちっ、とか、ふん、とか、ばか、とか、まぁいいわ、とか聞こえる複ふく雑ざつなつぶやきを漏もらした。

「で、なに、このさいごのところ。、って。斬ざん新しんな文学表現でも開発したわけ？」

「あー」

　剛士はモニターをのぞき、未み確かく定ていのまんま並ならんでいる『そ』の行列を確たしかめた。

「いや、寝たんだな、ここで」

「まったく世話の焼ける……」

　はぁ、と溜ため息いきを吐はきながら少女はいった。

「いーい、剛士？　そりゃ同人遊びもいいけれど、毎まい晩ばんこんな調子でどうすんのよ？　学校はサボるわ、ちんちくりんの癖にかわいい子を見れば速攻で声をかけるわ……同人野郎のクセにそっちが得意ってのも異い常じようよね」

「学校の成せい績せきはいいんだからいいじゃん」

「女の子の方は？　こないだもわたしの友達に手をだしたでしょ！　いい加減刺さされても知らないんだから」

「下半身に人じん格かくないし」

「ばかっ」

　ぱこん、と頭をはたかれた。おもいもよらぬ強きよう烈れつな一いち撃げきである。

「本気ではたくことないじゃ……」

　見上げた剛士は目を丸くした。ほのかはいっぱいの涙を溜ためていた。

「わたしがどんな気持ちでいるかも知らないで……」

　剛士はおもいだした。近所の公園の砂すな場ば。遊んでいる間にスモックのボタンが取れてしまい、泣いているほのか。剛士はプラスチックの熊くま手でで砂を掻かき、捜さがし続けた。母に、おうちに戻もどりなさいと言われてもうなずかなかった。ほのかがぐすぐすとしゃくりあげながら、ごうちゃん、もういいよ、もう戻ろうよと言っても捜し続けた。やがて砂の中からボタンが顔を出した時、それは黄金でできているように見えた。

「知ってるさ」

　剛士は真顔で応おうじた。

「知ってるよ、ずっと前から」

「だったらなんで……」

「一応姉と弟だよ」

「血は繋つながってないからいいじゃない。それにね、わたしは養女ということになってるの」

「……そうだったの？」

「そうだったのよ」

「うーん」剛士は腕うでを組んだ。

「なによ」

「決めた」

「だからなにを」

「先に謝あやまっておくよ、姉さん。ごめんなさい」

「え？」

　剛士はほのかに飛びつき、ベッドに押おし倒たおした。子こ供どもの頃ころから慣なれ親しんでいる香かおりに包まれながら、彼女にほほえみかけ、あっさりと唇くちびるを奪うばった。

　ほのかは、まったく抵てい抗こうしなかった。

　数分して唇が離はなれた時、ほのかの腕は剛士をしっかりと抱だきしめていた。

「これだけ？」彼女はたずねた。

「いや、もうすこしする。今晩からは親の目を盗ぬすんでイロイロとする」

「他の子はどうするの？」

「どうしたらいい？」

「浮うわ気きしたら刺す」

「じゃ、しない。姉さんが一番いい」

「わたしに他の男が声をかけて迫せまってきたら？」

「殺す」

「本当に？」

「絶ぜつ対たいに殺す。約束する」

「わかった。好きにして」

　それ以上濃のう厚こうな展てん開かいに突とつ入にゆうしなかったのは邪じや魔ま者ものが出しゆつ現げんしたからであった。

「おにいちゃん！　ごーしにいちゃん……あーっ」

　キンキンする声で呼よびかけたのは今年五歳さいの幼よう稚ち園えん児じ、妹の優ゆう奈なだ。

「なんだよ、優奈」剛士は愛らしくて生意気な妹の頭をぐりぐりした。

「ごーしにーちゃん、ほのかねーちゃんとちゅーしたぁー」

「なにいってんだよ、おまいは」

　剛士は紅あかくなった。ほのかはもちろん真っ赤である。

「おかあさんかおとーさん！　ごーしにーちゃんとほのかねーちゃんがちゅーしてたぁ」

　とめる間もなく駆かけだした優奈は階下へかけおりていった。

「なに、とうとうやったか！」これは父の声。

「あなた、やるのやらないのって朝っぱらからもう！　ほのか、剛士！　済すんだなら早く準じゆん備びしなさい！　遅ち刻こくするわよ！」

　両親の反はん応のうを耳にした二人は顔を見合わせ、もう一度唇を重ねた。

「歯、しっかりと磨みがきなさいよ。ちょっと臭くさかった」ほのかがいった。

「うん」

　階下に降おりた剛士はニヤニヤしている父に拳こぶしを突つき出す真ま似ねをすると洗せん面めん所じよに入った。歯ブラシにたっぷりと歯磨き粉を盛もり上げ、口に突っこむ。ほのかの味が消えるのは惜おしかったが……まあ、二度と味わえないわけではない。

　ぐしゅごしょもごぐえぶはぁっ、と歯を磨き終えた剛士はお湯を出し、顔を洗おうとした。

　ふと、姉とキスした自分がどんな顔をしているか、気になった。

　顔を上げ、鏡のなかにいる自分を見た。

　傷きずがあった。剛士は手をのばした。

　右頬ほおに、確たしかに傷があった。

　剣けんで裂さかれたような、生々しい傷だった。

　だらだらと血が流れ落ちていた。

　ほのかも優奈も父も、一言もその傷には触ふれなかった。

　剛士は大きな溜ため息いきを吐ついた。

　そして、つぶやいた。

「やっぱり、おかしい」



　意い識しきが暗転した。



　　　　２



　小野寺剛士は道を駆かけていた。

　見慣れた場所だ。通学路として用いている道だった。

　秋晴れの空は澄すみ渡わたっている。

　足取りは軽かった。

　約束があるからだ。

　朧野ほのか。

　赤ん坊ぼうの頃からの付き合いの彼女だ。

　幼稚園の頃、砂すな場ばでボタンを無くした時は鼻ったれのやせっぽちだったが、いまではとんでもない美少女に成長した。

　その彼女から、天あま抜ぬけ神社で会いたいと呼び出されたのである。

　神社のどこかはたずねる必要がなかった。二人にとって神社で落ち合う場所といえば、あの御ご神しん木ぼくの前と決まっている。

　中二の秋、そこでお互たがいの気持ちを告げ合った場所だ。



　剛士は境内けいだいを駆けた。神社の前で、柏かしわ手でを打つ。それからまた急いだ。

　御神木が見えた。

　ほのかが、幻まぼろしのように美しい少女がそこにたたずんでいた。微笑ほほえみを浮うかべて、彼をみつめていた。

「ほのか！」

　剛士は駆け寄よった。急停止する。汗あせだくだった。ポケットに手を入れた。きちんと畳たたまれたハンカチがあった。

　心地ここちよい香かおりを放っていた。

「剛士」ほのかがいった。

「右頬に、槍やりで裂かれた傷があるわ」



　剛士は、硬こう直ちよくした。



　なにもかもが一度に襲おそいかかってきた。それはイメージの奔ほん流りゆうだった。かれの脳のうはそれに圧あつ倒とうされながらも懸けん命めいに回転を続けた。奥おく底そこが熱くなってきた。

　硬直が解とけた時、剛士はすべてを理り解かいしていた。

　彼はおずおずといった。

「三度目ともなると、慣なれるのも早くなるね」

　ほのかはあっさりと認みとめた。

「ここは夢ゆめの世界。いままであなたにみせてあげたすべての世界が確たしかにそう。でも同時に、そこに生きる人々にとっては唯ゆい一いつの現げん実じつでもあるのよ」

「そこに生きる人々？」

「ええ。あなたの生まれた世界、そしてあなたが魔ま王おう領りよう総そう帥すいとして生きる世界と同じようにね」

　秋空の下で彼女は両手をひろげた。

「よくみて、剛士！　この美しい世界を。この天抜はまさにこの世の楽園なのよ。外にも、同じように素す晴ばらしい世界がひろがっているわ」

「最終戦争に突とつ入にゆうする世界が？」

「あれは余よ興きよう。本当はそんな必要なんかなかった。スキを造ったのは……あなたがどう反応するか、知りたかったから。電話は、我ながらやりすぎだと思ったけど。でもね、悪いことばかりじゃなかったのよ？　たとえば、最初の世界では……日本は太平洋戦争なんか経けい験けんせずに民主主しゆ義ぎを手に入れた。そして豊ゆたかになった。信じられないかもしれないけれど、そういう歴史もあり得たのよ……人々がそれを望めばね」

「でも、戦争はあった」

「ええ。確かにあった。しかしその戦争は人々が仕方がないものとして受け入れられる内ない容ようだった。そして日本は負けなかった。いまはもう……戦争はない。今回の天抜ではね。あなたさえ望まなければ。親を失った子こ供どもが飢うえ、子供を失った親たちが涙なみだに暮くれるような争いは消え去った。人々は日にち常じようの中で喜びと悲しみを繰くり返し、人生の苦しさと楽しさを味わいながら生き、死んでゆく。わかる？　こんな素晴らしい世界はめったに存そん在ざいしないわ。そしてわたしはそれをさらに修しゆう正せいしたの。この世界には難なん病びようで苦しむ人なんか存在しないし、不ふ慮りよの事じ故こで亡なくなる人もいない。皆みな、人間として望むままに生きてゆけるのよ」

「……」

「思い出してごらんなさい。あなたの天抜を。この何日かのあいだ、あなたを取り巻まいていた人々が本当はどんな時を過ごしていたかを」

　いわれるまでもなかった。剛士は友人たちをおもいだした。

　毒ぶす島じまがロケットおたくだったのは本当だ。だが彼は、数学なんかまったくできなかった。ただただロケットが好きというだけ。そして他になにもなかった。そう、彼の天抜での毒島はわけのわからない宇う宙ちゆう開発妄もう想そうを頭に詰つめこんだくだらないオタク野や郎ろうというだけであり、おまけに苛いじめが恐おそろしくて学校にも出られなくなった引きこもりだった。

　大おお磯いそ光みつ代よも同じだ。中学までは明るい女の子だったが……高校一年の夏休み、熱心な労働運動活動家だった父親が会社からリストラされ、一家はばらばらになった。剛士が覚えている本当の光代は、全然似に合あわないけばけばしい化け粧しようをして、校門へ迎むかえに来た薄うす汚ぎたない族車へ乗りこみ、けたたましい不ふ愉ゆ快かいな笑いをあげる少女とは呼よべない女だった。

　そしてもちろん飯田。いまさらおもいだすまでもない。

　だが……なによりもっとも違ちがっているのは剛士自身だ。

「あなたが苦しまないように努力したわ」ほのかはいった。「あなたの天抜だけではなく、ブラントラントであなたが大事におもった魔族たちの夢も本人には無む断だんで投とう影えいしたの。この天抜は、彼らの夢でもあるのよ。あなたのお父さんにクォルンを重ねた。おそらく彼が戦たたかいで失った息子むすこの代わりなのね。もちろん、あなたの妹にはリアを。あの子、あなたのことを本当に兄のように慕したっているわ。アーシュラについては……言うまでもないわね。知っていた？　あの気高く美しく賢かしこい、でも愚おろかなほどに一いち途ずなヴァンピレラはあなたのことを愛しはじめているのよ」

　剛士はおもいだした。ランバルト兵を殺した直後のことを。獣けもののようになってしまった自分を救いに、陽光に翼つばさを焼かれながらあらわれた彼女のことを。泣きわめく自分をしっかりと抱だきしめてくれたあの胸むねの柔やわらかさを。

　確かに、戦いの日々に生きるよりは、戦争のない世界で軍人として生きるほうが幸せであるのかもしれない。いや……それでも、結局は戦いに臨んだわけだが。

「みんなの夢」剛士はつぶやいた。

「そう、そのとおり」

　ほのかはうなずいた。

「そしてあなたの夢でもある。わたしの天あま抜ぬけでのあなたは、頭の先から足の先まで幸せに包まれている。素晴らしい家族がいて、素晴らしい友達がいて、才さい能のうを認めてくれる人がいて……」

　剛士はうなずいた。

「それに、君がいた」

「ええ、わたしがいたわ。あなたを心から愛しているわたしが。あなたのためならばなんでもするわたしが」

　ほのかはまっすぐに剛士を見つめた。

「……なにがいけないのかしら？　あなたにブラントラントで与あたえられていたような権けん力りよくを持たせなかったから？　なら、すぐに修しゆう正せいできるわ。あなたは明日にでも世界の支し配はい者しやになれる」

「だから、かな」御ご神しん木ぼくに背せを預あずけた剛士はつぶやいた。「気に入ったようにつくりなおせるとわかっている世界……」

「夢ゆめと希望がかなえられる世界、よ」

「かなえられるとわかっていたら、夢でも希望でもないよ。月並みな感想だけど」

「わからなくしてしまえばいい」

「君の力で」

「安心して、力はわたし自身にも作用する。ひとたび世界を完成させてしまえば、わたし自身にも本当の自分はわからなくなる……いいえ、違うわ。この天抜で、あなたのことだけを愛して、あなたと一生を共にすることだけがわたしの真実になる」

　剛士はだまりこんだ。ほのかの言葉に反はん論ろんすることは難むずかしかった。

　誰だれもが幸せな世界。戦争も辛つらい病気もない世界。

　自分を愛してくれるひとのいる世界。

　自分の天抜を思い出す。そこでなにがあったかを。

　いてもいなくても変わらない存そん在ざい。消えても誰も気づかないような自分。

「どう？　心は決まった？　わたしを、いいえ、あなたとわたしの天抜を愛してくれる？」

「凄すごいよ、君の天抜は」剛士はうなずいた。「君は、凄い。誰なんだかよくわからないけれど」

「あなたのほうが凄いのよ」ほのかは笑った。「覚えているはずよ。あなたは勉強しないでもいい点数がとれるって。それと同じ。あなたは、世界を意のままにできるわたしにそこまでさせられるのだから。神を下僕しもべにしたようなものだわ」

「ヒントが多かったよ」剛士は苦笑いを浮うかべた。「君は優やさしい神様だ」

「あら、そうだった？」

「最初の世界で、小説を書かせてくれたじゃないか。だから気づいた。カイジとキョウイチはもともと同じ人間だったことに。二人とも、もともとは」

「ええ」ほのかはにっこりした。

「カイジの迷惑な気高さもキョウイチの率直な愚おろかさもすべてあなた。あなたの中にあったもの」

「またもや月つき並なみだなぁ」

「かもしれないけれど、面おも白しろい結果になったわ」

「どんな？」

「あなたはカイジにあきれ果て、キョウイチに引きずられていった。正直、そうわかった時はつまらなかった。だってね……悪の魅み力りよくに取り込こまれるなんて、それこそありきたりすぎるじゃない」

「うーん、でも」

「大だい丈じよう夫ぶ。わかってるから」ほのかはにっこりした。「あなた、キョウイチにも満足できなくなりつつあった。ほら、あの最終戦争ごっこに持ちこんだ時……わたし、あなたが生き残るためにかなり凄いことをするんじゃないかと考えていた。でもあなたは……こともあろうに、願望を投とう影えいしただけのキャラクターから、なにかに気づいてしまった。予想外といえば予想外だった。だってほら……わたしが彼女なのに、他の女に目を向けるんだもの。だから強ごう引いんにプログラムを修しゆう正せいして、彼女にそれらしいことをいわせなければならなかった。そうしなければ、あなたが……戦争を指し導どうするのと同じ能のう力りよくを発はつ揮きする可か能のう性せいがあった。ああもう、いっそ銀ぎん河が帝てい国こくの皇こう帝ていとか地球連れん邦ぽう軍ぐんの最高司令官とかにでもしてあげたら良かったかしら。でも……だめだったかな。アーシュラの願望、その投影キャラをどこでも使うつもりだったから」

「勾ぎよう引いんあすら。アーシュラの語ご呂ろ合わせ。勾引ていうのは？」

「中国語で吸きゆう血けつ鬼きのこと。ま、遊びだったのよ。でも、楽しめたでしょ」

「そうかもしれない」

「物わかりがよくて助かるわ。ね、座すわらない？」

　剛士の傍かたわらにほのかは腰こしを下ろした。彼の肩かたに頭をのせ、たずねる。

「ここでなにがあったか、覚えてる……わたしと」

「本当だったら良かった」剛士はこたえた。

「本当だったら良かったとおもう」

「本当なのよ、わたしとあなたが存在する天あま抜ぬけでは。ここでのあなたは生まれ育った天抜でのあなたよりずっと幸せで、ブラントラントでのあなたのように戦争を率ひきいる必要もない。自分の夢を追い求め、人々を愛し……わたしのボタンを捜してくれるだけでいい。いいえ、あなたこそが、わたしのなくしたボタンそのものなの」

「ひとつ、訊きいていいかな」

「どうぞ」

「ブラントラントのみんなの夢も、っていったよね」

「ええ」

「スフィアはどこに？　いや、僕ぼくの周囲にいなくてもいい。スフィアの夢ゆめはどこでかなえられているんだ？」

　ほのかは目を丸くし……笑いだした。

「スフィア……そうね。そう。それがあなたの表には出ない心残りなわけ」

　ほのかの姿すがたがほんの一いつ瞬しゆんだけ揺ゆらいだ。元に戻もどった時、彼女の髪かみは浅あさ黄ぎ色いろに変わっていた。

「はい、剛士様……これで彼女も一いつ緒しよ」

「そういうことじゃない」剛士は首を横に振ふった。「そんなことじゃないんだ。彼女の夢は？　彼女の望むことは？」

「あの娘こに与あたえられている人生は、ただひとつ。さだめを成じよう就じゆすることだけよ」

「そういうことじゃないんだ……」

　剛士は絶ぜつ句くする。脳のう裏りをよぎるのはスフィアの微笑ほほえみ。血ち塗まみれてなお彼の心を痛いためまいと狂くるったように叫さけんでいた彼女の姿だった。わたくし、殺します。剛士様に仇あだ為なすすべての輩やからを。どうか殺させてください。わたくしのお慕したいする御お方かたのすべての敵てきを。

「どうでもいいじゃない」ほのかは唇くちびるをとがらせた。

「良くない！」剛士は立ち上がった。様々なものが蘇よみがえっていた。「君自身が……本当にあったことかどうかしらないけれど……いってたじゃないか。この世のどんなものにも生きるべき意味がある、って」

　ほのかは答えなかった。剛士はくりかえした。

「どうなんだ、教えてくれ」

「……そんなにあっちがいいわけ。果てしもなく殺し合いを続けなければならない異い形ぎようの世界が」

「みんながいる。スフィアがいる」

「わたしじゃ不足なの」

「そういう問題じゃない。違ちがうんだ」剛士は地じ団だん駄だを踏ふみたいおもいで否ひ定ていした。「正直にいう。僕だってここは素す晴ばらしいとおもう。本当だよ。なによりも君が一番すばらしいとおもう。君のことは大好きだ。これだって本当だ。ここだけが唯ゆい一いつの世界だったらと本当におもう。本当に」

「じゃ、どうして」

「ブラントラントには僕の名前を叫んで死んでいった魔ま族ぞくたちがいる」

　イメージはさらにめまぐるしく剛士を痛めつけていた。包帯にまかれ苦しげに喘あえぐミレス・ティント。たのもしくうなずくバウズ・ジラモン。

　そして、ワティア。最さい期ごの接せつ吻ぷん。

「そうね。だから？　あの世界に転てん移いした時、あなたはすべてにあわてふためいていた。魔王だの総そう帥すいだの、冗じよう談だんじゃないとおもっていたはずよ」

「それは……」

　そこまで口にしてわけがわからなくなった。なにをいってよいのかわからないまま剛士は頭をかきむしった。

「くそっ、なにもかも本当なんだ。本当だからだ。あの素晴らしい魔族たちも、アーシュラも、スフィアも！　そして僕にはわかった。僕も魔族だと。だから約束した。あの戦争に勝つと。約束したんだ」

「まるでカイジみたいね」

「そこまでバカじゃないよ」

「じゃ、キョウイチみたいになるの？」

「あそこまで首しゆ尾び一いつ貫かんできたら人間じゃない。だいたい……」

「なに？　またボタンを捜してくれるの？」

「……僕は男だ。ボタンじゃない。男として君を好きになることはできても、ボタンになることだけはできない」

　ほのかの顔は凍こおりつき、両目は大きく見開かれた。

「……そう」

　たっぷり数分ほどもそうしたあとで、彼女は溜ため息いきとともにいった。

「じゃあ、お帰りなさい。あなたの望む場所へ」

　ほのかは優やさしい笑顔えがおを浮うかべていた。

「ま、だめなんじゃないかとおもってはいたの。あなた、見かけよりよほど強ごう情じような人だし、変なところで頭もきれるから」

「ごめん」剛士は頭をさげた。

「いいのよ」ほのかは彼の頬ほおを撫なでた。「それでこそわたしの剛士だわ。本気よ」

「……あ、ありがとう」

「ばかね」ほのかは剛士を抱だきしめた。「本当に、ばかなひと。もうしばらくこのままでいて。いずれまた出会うこともあるだろうけれど……今度は、こんなに優しくしてあげられないとおもうから」

「ごめん」

「本当にね」ほのかの目には涙なみだがあった。「でも、後こう悔かいしても遅おそいわよ。あなたは選んでしまったのだから」

「うん」剛士も涙をぬぐった。「最初からほのかとこの天あま抜ぬけだけだったら……」

「ばかなひと。本当にばかなひと」

　ほのかは彼の涙を唇くちびるで吸すった。ほっそりとした指が慈いつくしむように彼の頬と背せ中なかを撫でていた。最後に柔やわらかい唇で剛士の唇を撫でた。

「さ、もういいわ」

　ほのかは身体からだを離はなし、御ご神しん木ぼくを指さした。

「あなたが望む場所で、望むことをなさい。それがさだめであろうとなかろうと。どんな結果になろうとも、わたしはそれを楽しみにしています。帰り方はわかっているでしょう？」

　剛士はこっくりとうなずき、御神木に向き直った。

　ほのかの声が聞こえた。

「さよなら、剛士。またいずれ。わたしのわがままにつきあってくれてありがとう」

　小野寺剛士は涙を拭ぬぐいながら叫んだ。

「さよなら、ほのか！」

　まるまっちい身体が御神木に向けてダッシュした。



　灼しやく熱ねつする白い光が境内けいだいにきらめいた。



    

  
    
      そして、光が消えた。



    

  
    
      

「剛士様」

　可か憐れんな声が呼よんでいた。

「剛士様、どうなさいました？　お加か減げんでも……」

「ああ、ほの……スフィア。なんでもない。ちょっとね」

　魔ま王おう領りよう総そう帥すい小野寺剛士は浅あさ黄ぎ色いろの髪かみを輝かがやかせた美少女から視し線せんをそらせた。右頬ほおに触ふれてみる。傷きずは確たしかにそこにあった。

「我が慢まんなさってください」タトゥラ・シャナン軍医長がぴしりと叱しかった。コワイ顔のエルフというのは実に迫はく力りよくがある。

「手当てしたばかりです。雑ざつ菌きんが入ります」

「うん。傷きず跡あとは……残るの？」

「お嫁よめにゆくご予定でもおありですか」

「いまんとこない」

　失しつ笑しようがひろがった。剛士はセシエのかきあつめた情じよう報ほうが余あまさず書き込こまれている戦せん況きよう図ずをのぞきこみ、ふんふんとつぶやいたあとで椅い子すにどっかりと腰をおろした。

　皆みな、彼がついさきほどまでとはなにか違ちがっていることに気づいた。

　そこにいるのは確たしかに小野寺剛士だった。

　だが、なにかが変わっていた。

「お兄ちゃん、どうしたの」皆の気分を代表するようにリアがたずねた。

「なんでもないよ、リア」

　剛士はにっこりとした。ほのかの力が、ブラントラントでも同じように作用するのであれば、スフィアもそこにふくまれているのであれば、一も二もなくうなずいていたのに、とおもった。

　むろんそれはかなわぬ夢ゆめだ。彼は総帥として、ワティアやジラモンのような者たちの記き憶おくを背せ負おい続けねばならない。忘わすれてしまえばキョウイチになってしまう。もちろん、引きずられてもいけない。カイジになってしまう。

　彼は小野寺剛士であり続けねばならない。どれほど欠点に満ちていても、それ以外の道はないのである。なにがあろうと、自分の戦争を戦い続けるほかないのだ。そしてそれはさだめなどではなく、選せん択たくだ。

　剛士は痛いた々いたしい包帯姿すがたの参さん謀ぼう総そう長ちようへ呼びかけた。

「アーシュラ」

「はい、剛士様」

　そう口にした直後、ヴァンピレラ・ビューティはあっと口を抑おさえた。皆がにやにやしだす。

「あの、御ご用ようは、総帥閣かつ下か」彼女はわざとらしく問いかけた。

「僕ぼくの方ほう針しんはもう示しめした。後は、君の仕事だ。具体的な案を立てて」

「情報を再さい確かく認にんいたします。しばらくお待ちください」

「うん」

　右頬に視線を感じた。スフィアが見つめていた。

「なに、スフィア？」

「どうされたのですか」

「ちょっと妄もう想そうしてたんだ」剛士はこたえた。

「妄想……そうですか。気分はお楽になったようですね」

「そうかな。よくわからない。でも、悪い妄想じゃなかった。でもね、やっぱりここがいいや」

「どうしてですか」

「その妄想にはさ、うん、あの」剛士はにわかに赤面した。

「はい」

「……君がいなかった。だから、やめにしたよ」

「それは……」

　今度はスフィアが戸惑う番だった。どこまでも可憐な彼女が羞はじらっている様子は実に愛らしかった。

　しかし剛士は注意しておくべきだった。

　スフィアの瞳ひとみに映うつったのは喜びや羞じらいだけではなかった。深い哀かなしみもまた、ほの暗い奥おく底そこにたたえられていたのである。



    

  
    
      本書には、佐藤大輔氏の許可をいただいて、氏の著作の世界観を使用させていただいている部分があります。氏の御厚意に感謝致します。

富士見書房



    

  
    
      
　あとがき（２００２年度下半期グラドル決戦死闘編）




　なんかわけわかりませんが、気にしないで。



　えーあの、辞表の書き方と履り歴れき書しよの書き方を調べなおしている豪ごう屋やです。４巻です。また厚くなってしまいました。申しわけありません。

　３巻をお読みいただいた方々の中には呆あきれるというか頭抱えるというか、オイオイ、な感想を抱かれた向きもおられるのじゃないでしょうか。

　そりゃま、そうですよね。血まみれ戦争ものから一転して……はは、ですから。そう感じられてもしかたがないとおもってます。

　ですが、豪屋的には必要な展開だろうと考えてやらかしました。普ふ段だんは異い物ぶつであるにもかかわらず世界の中心に置かれている小野寺剛士。そうであるがゆえに面めん倒どうに出くわしまくるわけですが、また、中心に位置する異物であるために見えなくなっているものもあります。今回のお話は彼にそのなにかを見せたり、自覚させたりするステップという次第です。異世界戦争話なのになんでかって申しますと──

　ほら、よくある少年は戦いのなかで真実を知り、大人になるとかいう展開。あれって一面の真実だったりするとはおもうのですけど、同時に限界もあると豪屋は考えてるからです。アイデンティティが確立される前に戦争などという影えい響きようの大きすぎるものにだけ出くわすと、人間イロイロとおかしくなってしまうという例が数多くあります。いや、戦争が終わって、世の中が平和になれば……いつか癒いやされもするそうですが、もし終わらなかったら？　まあ、昔のカンボジアとか、いまのアフガニスタンみたいに『あっちから戻ってこられない』人々を大量にうみだすことにつながるわけです。

　でまあ、剛士君にはそんな風になってしまっては困ります。だからこそ今回の話を書いてしまったというわけです。次回５巻からはいよいよ血まみれ戦争話の傾けい向こうが濃のう厚こうになる予定ですので、余よ計けいにその必要を感じました。という次第でございますので、すこし風変わりではありますが、どうかよろしくおつきあいのほどをお願いいたします。



　で、もうひとつ。というか大事な話。

　仮想戦記とかシミュレーション戦記とか呼ばれている小説をお読みになっている方はお気づきだとはおもいますが、今回、背はい景けいに豪屋が大ファンである、

『レッドサン・ブラッククロス』（徳間書店・文庫、中央公論新社・ノベルス）

　の世界観を主にお借りしております。『レッドサン』並びに他の作品の設定借用を快こころよくお許しいただいた著者、佐藤大輔氏に心から感謝いたします。御ご多た忙ぼうとのことで直接にはお会いできませんでしたが、ええもう、豪屋に美人の姉か妹がいたら紹介したいぐらいのものです（あ、氏なんて生意気な書き方だとおもわれるかもしれませんが、先生と書いたら殴なぐるというメッセージをいただいたもので、はい）。

　ありがとうございました！



　てな感じで好き勝手やらせていただいているＡ君、これからもよろしくお願いいたします。



豪屋大介



　追記



　佐藤大輔氏に世界観の借用をお願いするに当たって尽じん力りよくいただいた須賀沼予備役少佐、じゃなくて大英帝国海軍駆逐艦〈オーク〉乗り組み連絡将校菅沼卓蔵中尉、でもなくてえー、Ｓ沼編集長に心から感謝いたします。ありがとうございました。



    

  
    
      
　コラム……ほのかのせかい






　えーとあの、発売当時は親の仇かたきのようにイロイロおっしゃる方もいた四巻かんです。このあいだ評ひよう論ろん家かっぽい方が公おおやけの場で『番外編へん』だとかおほざきになっていらっしゃるのを目にして「ああ、この人の心にはネバー・ランドがあるのだなぁ」とおもい、こみあげる感動にはらはらと落らく涙るいしそうにならなかった四巻です。ちなみに豪ごう屋やの心にあったネバー・ランドはだいぶん以前に営えい業ぎよう停止に追いこまれて競けい売ばいに付され、跡あと地ちは酒屋と風ふう俗ぞく店とファッション・ホテルに分ぶん譲じようされています。本人にたずねたところ、剛ごう士し君の心にあるネバー・ランドも経けい常じよう収しゆう支しがどんどん悪化しているので転業を計画しているそうです。まあ17歳さいともなれば当然だとおもいます。ていうか15歳を過ぎた野郎のネバー・ランドが大人気で営業を続けているほうが不ふ健けん全ぜんなので、剛士君にとってまことに喜ばしい限かぎりです。これ以上書くと本が汚よごれすぎるのでやめます。



　さて、この巻で剛士君がふっとばされた異い世界は『あとがき』にもあるとおり、豪屋がファンである佐藤大だい輔すけ氏（先生と書くと殴なぐられるので）の作品から舞ぶ台たい立てをお借りしています。主に、アメリカとの戦争を回かい避ひした大日本帝てい国こくとヨーロッパの戦いに勝ったナチス・ドイツが北米大陸で正面切ってどつきあう『レッドサン・ブラッククロス』（徳間文庫刊）からです。剛士君の過すごすその世界では、第三次世界大戦と呼ばれた最初の日にち独どく決戦が終結してから半世紀ぐらいすぎており、アメリカはかつてのドイツや現げん在ざいの朝ちよう鮮せん半島のように二つの国に分ぶん割かつされています。

　なんでそんな舞台を持ちこんだのか、という理由は三つあります。まず豪屋が佐藤作品のファンだから（当然）。二つめは……剛士君ネバー・ランドの経営状じよう態たいにかかわることなのでいまの段だん階かいでは書きません（といってもシリーズ各巻を読んでいただければおわかりいただけるとおもいますが）。んで、三つ目……これも実はネバー・ランドと無関係ではないのですが、すなわちどこまでも人間的な理由に基もとづいた二つの破は滅めつを対たい比ひさせることにありました。この世界は、膨ぼう大だいな反はん応のう兵器（核かく兵器）を向け合った対立が続いており、その点で非ひ常じように活用しやすかったわけです。つまり剛士がほのかによって送りこまれた世界は人間同士のつくりだした危き機きによっていつ破滅してもおかしくない世界であり、そこでかれは自分の判はん断だんによってまたひとつの終わりをつくりだすわけです。

　といってもただ対比で終わるわけではなく、世界の危機そのものがほのかのつくりだしたウソです。またそのウソに気づいてしまったことで一つの世界に存在する大きなものから小さなものまでの、すなわちすべての終わりを剛士自身がつくりだすことの方が上位にあります。すなわちその結果としてかれが自分の内側に『ある』と自覚できるもの、自覚したからこそブラントラントであらたな事態に直面したときに下せる判断、自覚等々……と波は及きゆうというべきか連れん鎖さというべきかわかりませんが、ともかくそうしたものがかれのネバー・ランドの経常収支をますます悪化させるわけです。まあ、男であれば我わが身の内側に備そなわってほしいと常々望むもの、勇気ある諦てい観かんと呼ぶべき価か値ち判断基き準じゆんを剛士が自覚的に活用するまでのお話といっていいかもしれません（ただし、それは剛士にとっての人間的なゴールではありません）。とまあ、そういう面を描えがいていきたい気分もあってあえてファンの多い『レッドサン』世界をお借りしたわけです。ことにＳＦ方面の方は作者のパトリオティック、ナショナリスティックな願望のあらわれ、と切り捨すてる傾けい向こうが強いようですが、豪屋にとってはそれが危機や破滅の予感を抱かざるをえない未来につながるようにつくりあげられているところが重要なのだとおもっています。魅力的だが、楽しくはない世界──すくなくとも野や郎ろうにとって、これに勝るファンタジーはありません。

　で、ようやく本題です。佐藤作品に染そまりすぎていたためか、はたまた前の仕事で現代史まで担たん当とうしていた悪あく影えい響きようか、豪屋は超ちよう大国間の核対立をあまりにも当然のように書いてしまったところがあるようです（いやま、あれ以上詳くわしく書いても意味はないんですけど）。というわけでそのあたりについてちょっとだけ、書かせてもらいます。



　かつてそれは現げん実じつでした。

　超大国同士が核弾だん頭とう装備のミサイルをずらりと揃そろえ、お互たがいの軍隊のみならず国中のありとあらゆる重要拠きよ点てんに狙ねらいをつけた状態で即そく時じ発はつ射しや可か能のうにしてある、気が狂くるっているとしかおもえない現実です。あ、気が狂うというのは現在では完全に差別表現として扱あつかわれていますが、核を並ならべて喜んでいる世界を差別しても別に悪くないとおもいますので（余よ談だんですが、『レッドサン』はそういう側面もしっかり扱っています）直しません。怒おこる人は怒ってください。でもやっぱり直しません。

　その世界の主役は二つの超大国でした。アメリカとソビエト（現在のロシア）です。一国だけで人類を何度も皆みな殺ごろしにできるだけの破は壊かい力りよくを備えた核兵器を保ほ有ゆうしていました。威い力りよくが大きくなりすぎたので、『適てき度どな規き模ぼの』破壊にとどめる技ぎ術じゆつの開発へ大金を投じていたという悪い冗じよう談だんのような世界です。冷戦（ColdWar）時代と呼ばれています。

　といっても果たしてそれが『悪い』ことだったのかどうか豪屋には判断がつきません。自分にとって都合のいい集しゆう団だんに所しよ属ぞくし、その集団が最大の利り益えきを得られるようにする──つまり自分が豊ゆたかに過すごしたいと願った末の結果だからです。

　わかりやすいところでいえば、生徒の大学進学率をあげてかれらの将しよう来らいの選せん択たく肢しを増ふやすと同時に学校の評価も高めたい、そして自分の社会的な評価もあげたいと願っている教きよう師しのようなものです。そしてこれは『悪い』ことではないでしょう。ただその結果として勉強の得意じゃない人は学校が嫌きらいになるし、生徒はいつのまにかワケのわからないほど細かい校こう則そくでガチガチに縛しばられたりしてしまうだけです。

　日本もその世界に所属していました。太平洋戦争に敗北した結果、アメリカの事実上の属国となり、またその後もアメリカと仲良くしていた方がだれもが豊かに、そして暢のん気きに暮くらせたからです。

　じっさい、世界史をとおして眺ながめても冷戦時代ほど世界の多くの地ち域いきで……すくなくとも先進国と呼ばれる場所が暮らしやすかった時代はありません。なにしろ主立った国はすべてアメリカかソビエトとつながっており、そのどこかに攻こう撃げきを加えることは全面核戦争──人類の破滅がはじまりかねないことを意味しました。となるとなにが起きるか？　だれも本格的な戦争を起こせなくなります。事実、冷戦時代に勃ぼつ発ぱつした戦争はすべてもともと混こん乱らんしていた国に米ソ双そう方ほうが支し援えんを与あたえて……という内戦のかたちをとりました。むろんそれは米ソの勢せい力りよく争いの一形態でもありましたから、代理戦争とも呼ばれていました。ばかばかしい話ですが本当です。そしてその背はい景けいには、いつでも人類を滅ほろぼせるという核かくの力が存在していました。こうしたばかばかしさのなかで日本は繁はん栄えいし、大国として復ふつ活かつしたわけです。

　むろんペナルティはあります。アメリカと徒党を組んで豊かさを得る代だい償しようとしてソビエトのミサイルは日本の主要都市すべてに狙いをつけていました。もし１９８０年代に全面核戦争が起きたとしたら、当時日本を目標として配はい備びされていたミサイルの威力からして、現在中高生である読者の皆さんは誰だれ一人として生まれていないでしょう。お父さんやお母さんたるべき人たちが（そしてガキンチョだった豪屋も）核攻撃で蒸じよう発はつしていますし、生き残ったとしても放ほう射しや性せい降こう下か物ぶつとか文明の崩ほう壊かいとかの影えい響きようで子こ供どもを作れたとはおもえません。仮かりに生まれたとしても遺い伝でん子しへ深しん刻こくなダメージを受けた状態だったはずです。

　だったらアメリカと手を切ればいいじゃん、ということをいう人はもちろんいました。しかしこれもバカの極きわみです。貿ぼう易えきで食わねばならない日本はだれかの仲間に加わって気楽に商売ができるようにしなければなりません。となるとアメリカ以外の選択肢はソビエトの友達になるか、他の国と新しいグループをつくるか、の二つしかないわけです。んで、ソビエトの友達になった場合、今度はアメリカのミサイルが日本に狙いをつけたでしょう。新しいグループをつくった場合……アメリカやソビエトに対たい抗こうできる戦略的地位を確かく保ほするため、かれらを脅おびやかせるだけの力を備そなえる必要があります。すなわち大規模な核兵器の保有です。結果として生じるのは世界中からミサイルで狙われ、こちらも世界中にミサイルで狙いをつけるという心躍おどるドリームな毎日です。いや、他の道もあったのだと語る人がいるかもしれませんが、そういう人は心のネバー・ランドが連日超満員な人ですので気をつけてください。

　剛士君の過ごしたほのかの世界は──『レッドサン』世界は、こうした現実への痛つう烈れつな攻撃になっています。アメリカのかわりに日本が世界の半分を支し配はいし、その世界を守るため世界のもう半分へ核兵器を向けているのです。そうすることではじめて日本人は堂々と振ふる舞まえています。そしてそのかわりに世界の半分から核弾頭ミサイルを向けられているのです。剛士君がなにかに気づくには、これ以上の環かん境きようはないといえるでしょう。



　とまあ、こんなことをだらだらと書いてきたのは、そうした核対立の世界が過か去このものになったといわれているからです。世界はテロの時代に入り、ソビエトの構こう築ちくした核ミサイル戦力が力を減げんじたおかげで大規模な核戦争の可か能のう性せいは遠のいた……。

　たしかにその通りですが、日本にとっては大間違いでもあります。

　旧きゆうソビエトが日本に狙いをつけていたミサイルのうち幾いくつかは確かに廃はい棄きされたでしょう。整せい備びができずに発はつ射しやできなくなったものも少なくないに違いありません。しかしいくらかは相変わらず日本へ狙ねらいをつけたままのはずです。

　近年、経けい済ざい発はつ展てんの著いちじるしい中国のほうはさらに露ろ骨こつです。少なくとも二十数発のミサイルで北は北海道から南は沖おき縄なわまで、日本の主要な地域に狙いをつけています。デビル17で似にたようなことを書いたような気がしますが、だからこそ中国は日本がアメリカと共同で戦域ミサイル防ぼう衛えいシステムを開発することに反対しています。核攻撃で焼き尽つくすぞ、という脅おどしが日本に効きかなくなると外交的にひどく弱い立場へ追いこまれるからです。

　そしてもちろん忘わすれちゃいけない金キムさんの国。とうとう核保ほ有ゆうを宣せん言げんしちゃいました。ノドンだかテポドンに載のせてぶっ放せるぞといってます。元気がいいというよりやけくそです。んでもってもちろん、きちんと飛ぶミサイルが一発だけのときの目標は東京、二発あればアメリカ軍の拠きよ点てんでもある沖縄も狙われます（だからこそアメリカ軍は戦略拠点をグアム島まで後こう退たいさせようとしているわけです）。三発以上の場合は……まあ、日本の大都市を順番に並ならべてください。あ、破壊を確実にするために東京や沖縄へ数発同時にぶちこむかもしれません（これは設定ではありません。現実です）。

　同時にいざというときはかつて日本が対米攻撃に投入した風船爆ばく弾だんの現代版も使用されるでしょう。これはいいがかりではありません。かつて京都だか琵び琶わ湖こだかのあたりに国こく籍せき不明の気球が幾つも落ちたことがあったのです。調べ直してみましたが、まだ北朝鮮について正直なことを口にしてはいけない時代だったので、マスコミの報ほう道どうは“〝謎なぞの気球”〟扱あつかいです。むろんわかる人はすぐにわかります。たとえばイスラエルの諜ちよう報ほう機関モサドなどは即そく座ざに日本の公安へ資し料りようちょうだいとＦＡＸしてきたそうです。アラブ・ゲリラが同じことを思いつかない可能性は否ひ定ていできないという理由でした。

　なぜそこまで注目されたかといえば……風向きがぴったりなときに観かん測そく気球へちょっとだけで効こう果かのあるものをぶらさげて飛ばすとエライことになるからです。たとえば生物兵器、あるいは生のプルトニウムなどを。生物兵器やばらまかれたプルトニウムがどういう影えい響きようをもたらすかはネットの検けん索さくエンジンに適てき当とうな言葉をいれてみればすぐにわかりますし、鳥インフルエンザなどの問題からもわかるように、ばらまいたという情報があるだけで社会をパニックに陥おちいらせることができます。

　……というわけです。これが現在、豪屋もふくめた日本人全員が生きている世界の、ある側面でのリアルです。ロシアの脅きよう威いは減げん少しよう傾けい向こうにありますが、中国は覇は権けん確立にますます狂きよう奔ほんしていますし、北朝鮮は二進につちも三進さつちもいかなくなっています。ぶっちゃけていえば、冷戦時代よりも核の脅きよう威いは切実です。日本は冷戦という景気のいい狂気の時代から、冷戦後という不景気な狂気の時代に引っ越こしたともいえます。

　なによりアレなのは、じゃあ俺おれはいまから反戦平和運動に身も心も捧ささげる、とかほざいても全然解かい決けつされないことでしょう。

　戦争はたしかにろくでもないもので、平和はたしかにすばらしいものです。しかし生きていくためにはお金が必要で、それもなるべくならちょっと以上に多い方がよくて、そのためにはだれかからチャンスを奪うばって自分のものにする必要があります。彼女をだれかに奪われたり、彼氏をだれかから奪ったりした人ならいまさら説明するまでもないことです。すくなくとも日本の反戦平和運動というのは、恋こい人びとを奪い取った相手に「これからも仲良くしようぜ」といっているようなものでしかありません。ナメとんのかオノレは、といわれるのがオチです。日本の豊ゆたかさはアメリカに荷か担たんすることで得られたものなのですから当たり前です。

　五巻かんでネタに使ったような気がしますが、反戦平和運動（ことに日本の）が世界平和に影響を及およぼしたことはただの一度もありません。たとえどれほど熱い心意気があっても、はたまた活動に人生のすべてをかけていても、世界とはなんのかかわりもありません。つまりはマスターベーションにほかならないのです。まだ風ふう俗ぞくにでも通っていたほうが人間としては健全でしょう。

　ちなみに、戦争をせずに平和を達成する方法は二つしかありません。世界中のだれが相手でも共とも倒だおれになるほどの力を保ほ有ゆうするか、世界中が束になっても勝てないほど強力になるか（現在のアメリカ以上の強国になるわけです）。そして日本はそのどちらも選んでおらず、いや、選ぼうにも選べず、現在という場所にただ存在しています。

　そして皆さんも豪屋もその世界構こう造ぞうの中から逃のがれることは絶ぜつ対たいにできません。困ったものです。でも、お腹なかは空すきますしいつまでもパパとママが食べさせてくれるわけでもありません。どうしたらいいんでしょう？　わかるわけがありません。だから生き続けていくわけです。そんな風にもおもいます。世界はかくも残ざん酷こくで、魅み力りよく的です。

　なんかヘンな話になってしまいましたが、今回はＡ君のような話でもそうした背はい景けいを持ち得うるし、そうしたものもエンターテインメントの対象たりうるのだという豪屋の判断を示しめす不ふ謹きん慎しんなＢＧＭだとでもおもっていただければありがたいです。
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